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計測相談のご案内

当社では、お客様に正しい計測をしていただけるよう、レコーダ・データロガー製品
に関する、仕様、機種のご選定、応用上の問題などのご相談を下記CSセンターで承
っています。
価格、納期などの販売についての内容は、最寄りの営業・代理店へお問い合わせく
ださい。

●お問い合わせ：横河電機株式会社　カスタマーサポートセンター

フリーダイヤル受付時間　9：00～17：00 (12:00～13:00を除く)
月～金曜日(祝・祭日、弊社指定休日を除く)

0120-569116
フリーダイヤル

daq_cs@csv.yokogawa.co.jp

ご購入いただいた製品情報の確認や関連資料のダウンロード、メールニュースなどの
様々なサービスをご利用いただけます。

会員サイト（Partner Portal）
https://partner.yokogawa.com/japan/

会員登録のご案内
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はじめに
このマニュアルは、データロギングソフトウェア GA10（以
下「GA10」と呼びます）の使い方について説明したもので
す。ご使用前にこのマニュアルをよくお読みいただき、正
しくお使いください。
無線入力ユニット（GX70SM）に関連した機能については、
無線入力ユニットのマニュアル（IM 04L57B01-01JA）も合
わせてご覧ください。

マニュアルのダウンロード
最新版は以下の URL からダウンロードして閲覧できます。
	 www.smartdacplus.com/manual/ja/

•	 電子マニュアル（本書、および関連マニュアル）
マニュアル名 マニュアル No.
Model GA10/GA10CL/GA10UP データロギングソフトウェア ユー
ザーズマニュアル（本書）

IM 04L65B01-01JA

SMARTDAC+ スタンダード 
ユニバーサルビューア ユーザーズマニュアル

IM 04L61B01-01JA

•	 紙マニュアル（製品添付マニュアル）
マニュアル名 マニュアル No.
GA10 データロギングソフトウェア
ソフトウェア、マニュアルのダウンロードについて

IM 04L65B01-02Z2

ソフトウェアのアップデート
最新版は以下の URL からダウンロードしてご使用ください。
	 www.smartdacplus.com/software/ja/

ご注意
•	 本書の内容は、性能・機能の向上などにより将来予告な

しに変更することがあります。

•	 本書の内容に関しては万全を期していますが、万一ご不
審の点や誤りなどお気づきのことがありましたら、お手
数ですが、当社支社・支店・営業所までご連絡ください。

•	 本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製する
ことは禁止されています。

QR コード
YOKOGAWA 製品は、機器保全・機器管理業務にお役立てい
ただくために、製品に QR コードを順次添付して出荷します。
QR コードによって、購入製品の機器仕様の確認や、取扱説
明書の参照が可能です。
詳細については次の URL をご参照ください。
https://www.yokogawa.co.jp/qr-code

QR コードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

 

商標
•	 SMARTDAC+ は、当社の登録商標または商標です。

•	 Microsoft および Windows は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標
または商標です。

•	 Modbus は、AEG Schneider 社の登録商標です。

•	 AdobeおよびAcrobatは、Adobe Incorporated(アドビ社)
の登録商標または商標です。

•	 Intel Core は、米国 Intel 社の登録商標です。

•	 Kerberos は Massachusetts Institute of Technology (MIT)
の商標です。

•	 本書に記載している製品名および会社名は、各社の登
録商標または商標です。

•	 本書では各社の登録商標または商標に、® および ™ マー
クを表示していません。

このマニュアルの利用方法
このマニュアルの構成
本マニュアルは、以下に示す第 1 章〜第 13 章で構成されて
います。
章 タイトル 内容

1 ご使用になる前に

データロギングソフトウェア GA10 の概
要を説明しています。また、主な仕様、
必要な PC 環境などについて説明してい
ます。

2 収集・記録の準備をする
インストールから、収集・記録を開始す
るまでの流れと操作について説明してい
ます。

3
収集・記録の設定をする、収集・記録を
開始する

GA10 で収集・記録をするための２つの
設定モード、「かんたん設定」と「詳細
設定」について説明しています。

4 演算機能を使う（付加仕様、/MT）
GA10 の演算機能（付加仕様、/MT）に
ついて説明しています。

5
レポート／印刷機能を使う 
( 付加仕様、/RP）

GA10 のレポート／印刷機能（付加仕様、
/RP）について説明しています。

6 データ収集をモニタする
データ収集をモニタリングするときのモ
ニタ画面の使い方について説明していま
す。

7
カスタムディスプレイ機能を使う 

（付加仕様、/CG）
GA10 のカスタムディスプレイ機能（付
加仕様、/CG）について説明しています。

8 記録データを管理する
記録データファイルをリスト上で編集し
たり、またビューアで表示させたりする
操作について説明しています。

9 ユーザを管理する
GA10 で収集・記録を行うユーザの登録・
削除・情報変更の方法について説明して
います。

10 OPC-UA サーバ機能（付加仕様、/UA）
GA10 の OPC-UA サーバ機能（付加仕様、
/UA）について説明しています。

11 Modbus サーバ機能
Modbus サーバ機能について説明してい
ます。

12 積算表示機能（付加仕様、/WH）
積算表示機能（付加仕様、/WH）につい
て説明しています。

13 GateSushi 機能（付加仕様、/SU）
GateSushi 機能（付加仕様、/SU）につ
いて説明しています。

14 AI アナライザ機能
AI アナライザ機能について説明していま
す。

15 トラブルシューティング
GA10 で表示されるメッセージと対処方
法、よくある質問を記載しています。

－ 付録
帳票テンプレートの作成例やキーワード
の定義を記載しています。

15th Edition: January, 2021 (YK)
All Rights Reserved, Copyright  © 2014, Yokogawa Electric Corporation

http://www.smartdacplus.com/manual/ja/
http://www.smartdacplus.com/software/ja/
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このマニュアルにおける説明の範囲
本マニュアルでは、オペレーティングシステムの操作につ
いては説明していません。オペレーティングシステムの操
作は、Windows のユーザーズガイドなどをお読みください。

このマニュアルで使用している記号
注記
重要 「重要」を示しています。

操作や機能を知る上で、特に注意すべきことがらを記述
してあります。

Note GA10 を取り扱ううえで重要な情報が記載されています。
参照項目の表記

関連する操作や説明の参照先をこのマークのあとに記述
しています。
使用例：  4.1 節

操作説明ページで使用しているシンボル
[　] 画面に表示される文字列を表します。使用例：[ 電圧 ]

画像について
本書に掲載されている画像が、操作説明に影響のない範囲
で実際のソフトウェアの画像と異なる場合があります。

このマニュアルで対応しているバージョンと機能
版数 製品のバージョン 追加／変更内容

1 バージョン 1.01.xx ー

2 バージョン 1.02.xx
GX/GP R2 への対応。
Modbus 定義ファイル機能拡張（UTAdvanced シリー
ズ対応） 、その他機能改善、表示・動作環境の変更。

3 バージョン 2.01.xx

GM10 への対応。
メール機能強化、表示言語切り替え、および以下のオ
プションに対応。レポート印刷機能（/RP）、OPC-UA サー
バ機能（/UA）、演算機能（/MT）。

4 バージョン 2.02.xx
機能改善（接続機器追加時の設定保持、通信切断時の
警告表示追加など。）

5 バージョン 2.02.02
機能改善（一部のプリンタでの帳票印刷不具合対応な
ど）、記述改善。

6 バージョン 2.03.xx

GX/GP/GM R3 への対応。
プロジェクトの設定情報表示・印刷機能を追加。クラ
イアント複数画面の起動、DDE サーバの Visual Basic 6.0
サポートに対応。動作環境の変更。

7 バージョン 2.04.xx

機能の追加（アラーム ACK 共有設定、警告音の一時停
止動作の共有など）、およびレポート／印刷機能（付加
仕様、/RP）の改善。GX/GP/GM R3.02.01（AO モジュー
ル）への対応。

8 バージョン 3.01.xx

カスタムディスプレイ機能（付加仕様、/CG）を追加。
WT3000/WT3000E との接続に対応。演算機能（付加仕
様、/MT）のチャネル数を拡張。マニュアルセーブな
どの機能追加、画面改善。記述改善。

9 バージョン 3.02.xx

GX/GP/GM R4 への対応。
カスタムディスプレイ機能（付加仕様、/CG）における
コントローラ部品操作機能、アラーム発生時のウィン
ドウ表示（最前面表示）メニューなどの機能追加、画
面改善。記述改善。

10 バージョン 3.03.xx

アラーム音の鳴り分け、アラームの個別 ACK、アラー
ムログのクリア、ビューア表示条件ファイルの GA10
サーバフォルダへの格納、GA10 クライアントを経由し
たデータのビューア接続表示、メールテスト送信など
の機能追加。

11 バージョン 3.04.xx
レポート / 印刷の波形印刷の改善 ( フォントサイズ、グ
リッド、ゾーン、凡例位置など )、機器登録リスト削除
の改善、マニュアルセーブ操作の改善

版数 製品のバージョン 追加／変更内容

12 バージョン 3.05.xx

Modbus サーバ機能追加、GA10 サーバ時刻とデータ
時刻のずれ改善、トレンドモニタ上での区間演算機
能、GA10 サーバポート変更機能、演算式 ABS 対応、
EXCEL 形式記録ファイルのアラーム情報出力の選択機
能、Modbus 機種定義ファイルのチャネル名 16 文字の
対応、ユニバーサルビューアの大量操作履歴の表示パ
フォーマンス改善、ユニバーサルビューアで区間演算
ダイアログの表示項目表示 / 非表示対応

13 バージョン 3.06.xx

積算表示機能（付加仕様、/WH）追加
記録中のデータ保存、メールの SSL/TSL 対応、Modbus
サーバにプロジェクトのアラーム ACK 情報のレジスタ
追加、FTP クライアント機能追加
その他機能改善、記述改善

14 バージョン 3.07.xx

GateSushi 機能（付加仕様、/SU）追加
AI 機能（違和感検知）追加
アラーム表示のグループハイライト機能、ポップアッ
プ機能追加
その他機能改善、記述改善

15 バージョン 3.08.xx

AI 機能（未来ペン / 未来アラーム）追加
バッチ機能追加
AI 機能（違和感検知）機能拡張
GateSushi 機能（付加仕様、/SU）機能拡張
タグ拡張対応（5000ch、10000ch 対応）
その他機能改善、記述改善

履歴
2014 年 2 月 初版発行
2014 年 6 月 2 版発行
2015 年 1 月 3 版発行
2015 年 4 月 4 版発行
2015 年 6 月 5 版発行
2015 年 12 月 6 版発行
2016 年 4 月 7 版発行
2016 年 11 月 8 版発行
2017 年 6 月 9 版発行
2017 年 12 月 10 版発行
2018 年 3 月 11 版発行
2018 年 6 月 12 版発行
2019 年 12 月 13 版発行
2020 年 5 月 14 版発行
2021 年 1 月 15 版発行
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ソフトウェア使用許諾契約書

ご使用前に必ずお読みください。
このたびは横河電機株式会社（以下「横河」といいます）のソフトウェアをお求めいただきまして誠にありがとうございます。本ソフトウェアをインストールまたは使用す
ることにより、お客様は本契約の各条項に同意したものとみなされます。本契約に同意いただけない場合は、本ソフトウェアのインストールおよび使用は行わず、直ちに本
ソフトウェアの販売元にご連絡ください。本ソフトウェアを未使用のまま返品いただくことにより、本ソフトウェアについてお支払い済みの金額について払戻しを受けられ
る場合があります。

第 1条 ( 適用範囲 )
本契約は，横河の以下の製品およびこれに付帯して提供される関連資料（以下併せて「横河ソフトウェア製品」といいます）に適用します。横河が別に定める場合を除き、横
河が提供する横河ソフトウェア製品の改訂版および機能追加版についても本契約が適用されます。
対象製品：SMARTDAC+ Data Logging Software (Model GA10)

第 2 条 ( 使用権の許諾 )
1. 	 横河は、お客様に対し、横河ソフトウェア製品について、別途合意した使用料を対価として、以下のライセンス数と同じ台数のコンピュータ上における、お客様の自己使

用を目的とした、非独占的かつ譲渡不能の使用権を許諾します。
	 ライセンス数：ご購入数

2.	 横河が書面により別途合意または規定した場合を除き、次の行為は禁止されます。
a. 	 横河ソフトウェア製品を複製すること（ただし、バックアップ用に１部複製することは可能としますが、この場合複製物の管理に厳重な注意を払うものとします。）
b. 	 横河ソフトウェア製品またはそれらの使用権を第三者に販売、転貸、頒布、譲渡、質入もしくは再使用を許諾したり、公衆送信もしくは送信可能化すること
c. 	 ネットワークを介して指定コンピュータ以外のコンピュータ上で横河ソフトウェア製品を使用すること
d. 	 ダンプ、逆アッセンブル、逆コンパイル、リバースエンジニアリング等により横河ソフトウェア製品をソースプログラムその他人間が読み取り可能な形式へ変換もしく

は複製すること、修正もしくは他の言語への翻訳等により横河ソフトウェア製品を提供された形式以外に改変すること、またはこれらを試みること
e. 	 横河ソフトウェア製品に使用または付加された保護の機構（コピープロテクト）を除去したり、除去を試みること
f. 	 横河ソフトウェア製品に表示されている著作権、商標、ロゴその他の表示を削除すること

3.	 横河ソフトウェア製品およびそれらに含まれる一切の技術、アルゴリズム、ノウハウおよびプロセスは、横河または横河に対し再使用許諾権または譲渡権を付与している
第三者の固有財産および営業秘密であり、横河ソフトウェア製品の権利は横河または当該第三者に帰属し、お客様に権利の移転や譲渡を行うものではありません。

4.	 前項記載の固有財産および営業秘密ならびにキーコードは、横河ソフトウェア製品を使用するために必要とされるお客様の役員、従業員またはそれに準じる者以外の第三
者に開示、漏洩しないものとし、お客様は当該従業員等に対しては秘密保持の義務を負わせるものとします。

5.	 本契約終了または解除時は、横河ソフトウェア製品およびその複製物を横河に返却するとともに、コンピュータまたは記憶媒体に記録されている複製物を完全に消去する
ものとします。横河ソフトウェア製品およびその複製物が記録されている記憶媒体を廃棄する場合は、必ずこれに記憶されている内容を完全に消去するものとします。

6.	 横河ソフトウェア製品には、横河が第三者（横河の関係会社を含みます）から再使用許諾権または譲渡権を付与されているソフトウェアプログラム（以下「第三者プログラム」
という）を含む場合があります。かかる第三者プログラムの供給者（以下「供給者」といいます）が本契約と異なる使用許諾条件を定めている場合には、別途提示される
当該条件が本契約に優先して適用されます。第三者プログラムによっては、お客様が供給者から直接使用許諾を受ける形態のものもあります。

7.	 横河ソフトウェア製品には、オープンソースソフトウェア（以下「OSS」といいます）が含まれる場合があります。OSS については、別途提示される条件が本契約に優先
して適用されます。

第 3条 ( 特定用途に関する制限 )
1.	 横河ソフトウェア製品は、横河、お客様間にて別途書面で合意した場合を除き、航空機の運行、船舶の航行もしくはこれらを地上でサポートする機器、鉄道施設、原子力

施設もしくは放射線関連機器、または医療機器もしくは医療施設に関連した使用、その他高度な安全基準が求められる状況下での使用を目的として設計、製造または使用
許諾されたものではありません。

2.	 お客様が前項の目的で横河ソフトウェア製品を使用する場合には、横河および供給者は当該使用により発生するいかなるクレームおよび損害に対しても責任を負わないも
のとし、お客様は、お客様の責任においてこれを解決するものとします。

第 4条 ( 保証 )
1.	 横河ソフトウエア製品は、当該製品完成時または出荷時の現状のままでお客様に提供されるものとし、記録媒体の破損または損傷を除き、横河および供給者は瑕疵担保責

任その他の保証責任を一切負わないものとします。記録媒体に破損、損傷などの瑕疵が発見された場合は，出荷後 12 ヶ月に限り、横河はこれを無償で交換します（ただし、
お客様の費用で横河の指定するサービス拠点に当該ソフトウエア製品の記憶媒体を送付していただく場合に限ります）。横河はいかなる場合であっても、横河ソフトウェア
製品に瑕疵および不具合のないこと、的確性、正確性、信頼性もしくは最新性などの品質上または性能上の明示もしくは黙示の保証をするものではありません。また、横
河ソフトウェア製品が他のソフトウェアとの間で不整合、相互干渉などの影響のないことを保証するものでもありません。

2.	 横河は、自己の判断により必要と認めた場合、横河ソフトウェア製品に関するバージョンアップ（以下、「バージョンアップ」といいます）を実施し、これを有償または無
償にて提供することがあります。ただし、横河は、バージョンアップまたはバージョンアップ後の製品をお客様に提供する義務を負うものではありません。

3.	 製品によっては、有償保守サービスが提供される場合があります。保守サービスの範囲および条件は、横河が別途定めるところによります。ただし、横河が保守対応をす
るのは、カタログまたは一般仕様書に別に記載のない限り、最新のバージョンおよびその直前のバージョンまでとし、直前のバージョンについてはバージョンアップ後５
年間に限るものとします。また、受注停止のものについては、受注停止後５年内に限り対応します。標準品以外の製品については、保守対応できない場合があります。なお、
横河以外により改変または修正された横河ソフトウェア製品については、横河は一切対応しないものとします。

第 5条 ( 特許権，著作権等の侵害に関する損害賠償責任 )
1.	 お客様は、横河ソフトウェア製品につき、第三者から特許権、商標権、著作権その他の知的財産権の侵害に基づき使用の差し止め、損害賠償請求等が行われた場合は、書

面にて直ちに請求の内容を横河に通知するものとします。
2.	 前項の通知がなされ、当該請求等が横河の責に帰すべき事由による場合は、その防御および和解交渉について、お客様から横河に防御、交渉に必要なすべての権限を与え

ていただき、かつ必要な情報および援助をいただくことを条件に、横河は自己の費用負担で当該請求等の防御および交渉を行い、前項記載の第三者に対して最終的に認め
られた責任を負うものとします。

3.	 河は第１項における請求またはその恐れがあると判断した場合は、横河の選択により、横河の費用で下記のいずれかの処置を取ることができるものとします。
a. 正当な権利を有する者からかかる横河ソフトウェア製品の使用を継続する権利を取得する。
b. 第三者の権利の侵害を回避できるようなソフトウェア製品と交換する。
c. 第三者の権利を侵害しないようにかかる横河ソフトウェア製品を改造する。
d. 前各号の処置がとれない場合、本契約を解除し、かかる製品の簿価のうち既に横河が受領した金額を限度として損害を賠償する。

4.	 前各項にかかわらず、第 1 項の請求にかかる侵害が、横河以外の者による横河ソフトウェア製品の改変に起因する場合、横河以外の第三者が納入した製品と横河ソフトウェ
ア製品との組み合わせによる場合、お客様または発注者の指示に起因する場合、横河の助言に従わない場合その他横河の責に帰すべき事由によらない場合は、横河は前各
項の責任を負わないものとします。

5.	 本条の定めが知的財産権侵害に関する横河および供給者の責任のすべてとします。本条にかかわらず、第三者プログラムまたは OSS に起因する請求等については別途提示
される条件が優先します。

第 6条 ( 責任の制限 )
1.	 本契約に従い使用されている横河ソフトウェア製品によって、横河の責に帰すべき事由によりお客様が損害を被った場合は、横河は、本契約の規定に従って対応するもの

としますが、横河および供給者は、いかなる場合においても、派生損害、結果損害、その他の間接損害（営業上の利益の喪失、業務の中断、営業情報の喪失等による損害
その他）については一切責任を負わないものとし、かつ横河の責任（前条における責任を含む）は、かかる横河ソフトウェア製品について横河が既にお支払いを受けた金
額の残存簿価を限度とします。なお、横河が納入した製品につきお客様が横河の書面による事前の承諾なく改造、改変、他のソフトウェアとの結合を行い、またはその他、
カタログ、一般仕様書、基本仕様書、機能仕様書もしくはマニュアルとの相違を生ぜしめた場合は、横河は一部または全ての責任を免れることができるものとします。

2.	 本契約の遂行または違反その他本契約に関してお客様が横河に対して有するすべての請求権は、請求の原因となる事由の発生から３ヶ月以内に横河に対して書面で通知し
ない限り、当該３ヶ月の経過をもって消滅するものとします。

第 7条 ( 輸出規制 )
	 お客様は、事前に横河の同意を得た場合を除き、横河ソフトウェア製品の全部または一部を、直接、間接を問わず輸出または他国に提供しないものとします。横河が同意

した場合、お客様は、日本国、アメリカ合衆国その他関連国の輸出関連法規を遵守し、自らの責任と費用において輸出入許可の取得その他必要な手続きを行うものとします。

第 8条 ( 監査、使用の差止め )
1.	 横河は、お客様による本契約の履行を確認するため、合理的な範囲で、お客様の関連施設に立ち入り監査することができるものとします。
2.	 横河ソフトウェア製品の使用許諾後といえども、使用環境の変化または許諾時には見出せなかった不適切な環境条件が見られる場合、その他横河ソフトウェア製品を使用	

するに著しく不適切であると横河が判断した場合には、横河はお客様に対して当該使用を差止めることができるものとします。
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第 9条 ( 譲渡 )
	 お客様は、横河ソフトウェア製品の譲渡を行う場合は、譲受人に本契約が適用されることを明示しこれを順守させるとともに、横河ソフトウェア製品をすべて譲受人に譲

渡し、お客様自身が保有する複製物を完全に消去するものとします。

第 10条 ( 解除 )
	 横河は、お客様が本契約に違反した場合には、何ら催告を要することなく通知をもって本契約を解除できるものとします。この場合お客様は直ちに横河ソフトウェア製品

の使用を中止し、第 2 条第 5 項に従い横河ソフトウェア製品およびその複製物を返却または消去するものとし、支払い済みの使用料は返金されないものとします。本契約
終了後といえども第 2 条第 4 項および第 5 項、第 3 条、第 5 条、第 6 条および第 11 条は効力を有するものとします。

第 11条 ( 管轄裁判所 )
	 横河ソフトウェア製品の使用または本契約に関して生じた紛争については、両者誠意を持って協議解決するものとします。ただし，一方当事者が他方当事者に協議解決を

したい旨の通知後 90 日以内に両当事者間で協議が整わない場合は東京地方裁判所 ( 本庁 ) を第一審の専属的合意管轄裁判所とします。

以上

ソフトウェア使用許諾契約書
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Expat
以下の製品のレポート / 印刷機能におけるレポート作成部および印刷部では、Expat のソースコードを使用
しています。Expat のライセンスにしたがい、コピーライト・配布条件およびライセンスを原文 ( 英文 ) に
て記載します。

SMARTDAC+ Data Logging Software GA10

Copyright (c) 1998, 1999, 2000 Thai Open Source Software Center Ltd

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and 
associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including 
without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell 
copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the 
following conditions:
The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial 
portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR 
IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS 
FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS 
OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, 
WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN 
CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

Heimdal
下記の製品のパスワード管理機能における AES 認証キー生成部は、Heimdal のソースコードを使用してい
ます。Heimdal のライセンスに従い、コピーライト・配布条件およびライセンスを原文 ( 英文 ) にて記載し
ます。

SMARTDAC+ STANDARD Universal Viewer

Copyright (c) 2006 Kungliga Tekniska Högskolan (Royal Institute of Technology, Stockholm, Sweden). 
All rights reserved.
Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 
that the following conditions are met:

1.	 Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer.
2.	 Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and 
the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.
3.	 Neither the name of the Institute nor the names of its contributors may be used to endorse or 
promote products derived from this software without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE INSTITUTE AND CONTRIBUTORS "AS IS'' AND ANY 
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT 

SHALL THE INSTITUTE OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, 
INCIDENTAL, 
SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR 
BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER 
IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 
ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.



vi IM 04L65B01-01JA

OpenSSL
下記の製品の OPC-UA サーバー機能の通信部に OpenSSL を使用しています。この製品には OpenSSL 
Toolkit (http://www.openssl.org/) で利用するために OpenSSL Project により開発されたソフトウェアを含
んでいます。この製品には、Eric Young （eay@cryptsoft.com）によって作成された暗号化ソフトウェアが
含まれます。OpenSSL のライセンスにしたがい、コピーライト・配布条件およびライセンスを原文（英文）
にて記載します。

SMARTDAC+ Data Logging Software GA10

LICENSE ISSUES
==============
 The OpenSSL toolkit stays under a dual license,  i.e. both the conditions of the OpenSSL License and 
the original SSLeay license apply to the toolkit. See below for the actual license texts. Actually both 
licenses are BSD-style Open Source licenses. In case of any license issues related to OpenSSL please 
contact openssl-core@openssl.org.

OpenSSL License
---------------
====================================================================
Copyright (c) 1998-2011 The OpenSSL Project. All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 
that the following conditions are met:
1.	 Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 
2.	 Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and 
the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.
3.	 All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following 
acknowledgment:
	 "This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit. 
(http://www.openssl.org/)"
4.	 The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must not be used to endorse or promote 
products derived from this software without prior written permission. For written permission, please 
contact openssl-core@openssl.org.
5.	 Products derived from this software may not be called "OpenSSL" nor may "OpenSSL" appear in 
their names without prior written permission of the OpenSSL Project.
6.	 Redistributions of any form whatsoever must retain the following acknowledgment:
	 "This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit 
(http://www.openssl.org/)"

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT ``AS IS'' AND ANY EXPRESSED 
OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.  IN NO 
EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 
INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, 
BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, 
DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION)
HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT 
LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF 
THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
====================================================================

This product includes cryptographic software written by Eric Young (eay@cryptsoft.com). 
This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). 

log4net
以下の製品のAI解析機能では、log4netのソースコードを使用しています。log4netのライセンスにしたがい、
コピーライト・配布条件およびライセンスを原文（英文）にて記載します。

Copyright (c) 2017 by Contributors

Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the "License"); 
you may not use this file except in compliance with the License.
You may obtain a copy of the License at

   http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0

オープンソースソフトウェアの使用について
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Unless required by applicable law or agreed to in writing, software distributed under the License is 
distributed on an "AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either 
express or implied.
See the License for the specific language governing permissions and limitations under the License.

   Apache log4net
   Copyright 2004-2017 The Apache Software Foundation

   This product includes software developed at
   The Apache Software Foundation (http://www.apache.org/).

Math.NET Numerics License (MIT/X11)
以下の製品の AI 解析機能では、Math.NET Numerics License (MIT/X11) のソースコードを使用しています。
Math.NET Numerics License (MIT/X11) のライセンスにしたがい、コピーライト・配布条件およびライセンス
を原文（英文）にて記載します。

Copyright (c) 2002-2019 Math.NET

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and 
associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including 
without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell 
copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the 
following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial 
portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR 
IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS 
FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS 
OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, 
WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN 
CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

Microsoft.VisualStudio.Azure.Containers.Tools.Targets 1.9.10
以下の製品の AI 解析機能では、Microsoft.VisualStudio.Azure.Containers.Tools.Targets 1.9.10 のソースコー
ドを使用しています。Microsoft.VisualStudio.Azure.Containers.Tools.Targets 1.9.10 のライセンスにしたがい、
コピーライト・配布条件およびライセンスを原文（英文）にて記載します。

## MICROSOFT SOFTWARE LICENSE TERMS
## MICROSOFT VISUAL STUDIO CONTAINER TOOLS TARGETS
---
These license terms are an agreement between Microsoft Corporation (or based on where you live, one 
of its affiliates) and you. They apply to the software named above. The terms also apply to any Microsoft 
services or updates for the software, except to the extent those have additional terms.

---
**IF YOU COMPLY WITH THESE LICENSE TERMS, YOU HAVE THE RIGHTS BELOW.**
1. **INSTALLATION AND USE RIGHTS.** You may install and use any number of copies of the software 
to develop and test your applications.
2. **TERMS FOR SPECIFIC COMPONENTS.**
    * **Utilities.** The software may contain some items on the Utilities List at https://go.microsoft.com/
fwlink/?linkid=823097.  You may copy and install these Utilities, if included with the software, onto 
devices to debug and deploy your applications and databases you developed with the software. Please 
note that Utilities are designed for temporary use, that Microsoft may not be able to patch or update 
Utilities separately from the rest of the software, and that some Utilities by their nature may make it 
possible for others to access devices on which the Utilities are installed. As a result, you should delete 
all Utilities you have installed after you finish debugging or deploying your applications and databases.  
Microsoft is not responsible for any third party use or access of Utilities you install on any device.
    * **Build Tools.** The software may include build tools which have specific use terms.   For build 
tools, you may copy and install files from the software onto your build devices, including physical 
devices and virtual machines or containers on those machines, whether on-premises or remote 
machines that are owned by you, hosted on Azure for you, or dedicated solely to your use (collectively, 
“Build Devices”).  You and others in your organization may use these files on your Build Devices solely 
to compile, build, and verify applications or run quality or performance tests of those applications as part 
of the build process.  For clarity, “applications” means applications developed by you and others in your 
organization who are each licensed to use the software.

オープンソースソフトウェアの使用について
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    * **Microsoft Platforms.**  The software may include components from Microsoft Windows; 
Microsoft Windows Server; Microsoft SQL Server; Microsoft Exchange; Microsoft Office; and Microsoft 
SharePoint. These components are governed by separate agreements and their own product support 
policies, as described in the Microsoft “Licenses” folder accompanying the software, except that, if 
license terms for those components are also included in the associated installation directory, those 
license terms control.
    * **Third Party Components.**  The software may include third party components with separate 
legal notices or governed by other agreements, as may be described in the ThirdPartyNotices file(s) 
accompanying the software. 
3. **DATA.**

    * **Data Collection.** The software may collect information about you and your use of the software, 
and send that to Microsoft. Microsoft may use this information to provide services and improve our 
products and services.  You may opt-out of many of these scenarios, but not all, as described in 
the product documentation.  There are also some features in the software that may enable you and 
Microsoft to collect data from users of your applications. If you use these features, you must comply 
with applicable law, including providing appropriate notices to users of your applications together with 
a copy of Microsoft’s privacy statement. Our privacy statement is located at https://go.microsoft.com/
fwlink/?LinkID=824704. You can learn more about data collection and use in the help documentation 
and our privacy statement. Your use of the software operates as your consent to these practices.
    * **Processing of Personal Data.** To the extent Microsoft is a processor or subprocessor of personal 
data in connection with the software, Microsoft makes the commitments in the European Union General 
Data Protection Regulation Terms of the Online Services Terms to all customers effective May 25, 2018, 
at http://go.microsoft.com/?linkid=9840733. 
4. **SCOPE OF LICENSE.** The software is licensed, not sold. This agreement only gives you some 
rights to use the software. Microsoft reserves all other rights. Unless applicable law gives you more 
rights despite this limitation, you may use the software only as expressly permitted in this agreement. In 
doing so, you must comply with any technical limitations in the software that only allow you to use it in 
certain ways. For more information, see www.microsoft.com/licensing/userights. You may not
    * work around any technical limitations in the software;
    * reverse engineer, decompile or disassemble the software, or attempt to do so, except and only to 
the extent required by third party licensing terms governing use of certain open-source components that 
may be included with the software;
    * remove, minimize, block or modify any notices of Microsoft or its suppliers in the software; 
    * use the software in any way that is against the law; or
    * share, publish, rent, or lease the software, or provide the software as a stand-alone offering for 
others to use.
5. **EXPORT RESTRICTIONS.** You must comply with all domestic and international export laws and 
regulations that apply to the software, which include restrictions on destinations, end users and end use.  
For further information on export restrictions, visit (aka.ms/exporting).
6. **SUPPORT SERVICES.** Because this software is “as is,” we may not provide support services for 
it.
7. **ENTIRE AGREEMENT.** This agreement, and the terms for supplements, updates, Internet-based 
services and support services that you use, are the entire agreement for the software and support 
services.
8. **APPLICABLE LAW.**  If you acquired the software in the United States, Washington law applies to 
interpretation of and claims for breach of this agreement, and the laws of the state where you live apply 
to all other claims. If you acquired the software in any other country, its laws apply.
9. **CONSUMER RIGHTS; REGIONAL VARIATIONS.** This agreement describes certain legal rights. 
You may have other rights, including consumer rights, under the laws of your state or country. Separate 
and apart from your relationship with Microsoft, you may also have rights with respect to the party from 
which you acquired the software. This agreement does not change those other rights if the laws of your 
state or country do not permit it to do so. For example, if you acquired the software in one of the below 
regions, or mandatory country law applies, then the following provisions apply to you:

    * **Australia.** You have statutory guarantees under the Australian Consumer Law and nothing in this 
agreement is intended to affect those rights.
    * **Canada.** If you acquired this software in Canada, you may stop receiving updates by turning off 
the automatic update feature, disconnecting your device from the Internet (if and when you re-connect 
to the Internet, however, the software will resume checking for and installing updates), or uninstalling the 
software. The product documentation, if any, may also specify how to turn off updates for your specific 
device or software.
    * **Germany and Austria.**
        1. **Warranty.** The properly licensed software will perform substantially as described in any 
Microsoft materials that accompany the software. However, Microsoft gives no contractual guarantee in 
relation to the licensed software.
        2. **Limitation of Liability.** In case of intentional conduct, gross negligence, claims based on 
the Product Liability Act, as well as, in case of death or personal or physical injury, Microsoft is liable 
according to the statutory law.

オープンソースソフトウェアの使用について
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        Subject to the foregoing clause (2), Microsoft will only be liable for slight negligence if Microsoft is 
in breach of such material contractual obligations, the fulfillment of which facilitate the due performance 
of this agreement, the breach of which would endanger the purpose of this agreement and the 
compliance with which a party may constantly trust in (so-called "cardinal obligations"). In other cases of 
slight negligence, Microsoft will not be liable for slight negligence.
10. **DISCLAIMER OF WARRANTY. THE SOFTWARE IS LICENSED “AS-IS.” YOU BEAR THE RISK 
OF USING IT. MICROSOFT GIVES NO EXPRESS WARRANTIES, GUARANTEES OR CONDITIONS. 
TO THE EXTENT PERMITTED UNDER YOUR LOCAL LAWS, MICROSOFT EXCLUDES THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND 
NON-INFRINGEMENT.**
11. **LIMITATION ON AND EXCLUSION OF DAMAGES. YOU CAN RECOVER FROM MICROSOFT 
AND ITS SUPPLIERS ONLY DIRECT DAMAGES UP TO U.S. $5.00. YOU CANNOT RECOVER ANY 
OTHER DAMAGES, INCLUDING CONSEQUENTIAL, LOST PROFITS, SPECIAL, INDIRECT OR 
INCIDENTAL DAMAGES.**
    
    This limitation applies to (a) anything related to the software, services, content (including code) 
on third party Internet sites, or third party applications; and (b) claims for breach of contract, breach 
of warranty, guarantee or condition, strict liability, negligence, or other tort to the extent permitted by 
applicable law.
    
    It also applies even if Microsoft knew or should have known about the possibility of the damages. The 
above limitation or exclusion may not apply to you because your country may not allow the exclusion or 
limitation of incidental, consequential or other damages.

**Please note: As this software is distributed in Quebec, Canada, some of the clauses in this agreement 
are provided below in French.**

**Remarque : Ce logiciel étant distribué au Québec, Canada, certaines des clauses dans ce contrat 
sont fournies ci-dessous en français.**

**EXONÉRATION DE GARANTIE.** Le logiciel visé par une licence est offert « tel quel ». Toute 
utilisation de ce logiciel est à votre seule risque et péril. Microsoft n’accorde aucune autre garantie 
expresse. Vous pouvez bénéficier de droits additionnels en vertu du droit local sur la protection 
des consommateurs, que ce contrat ne peut modifier. La ou elles sont permises par le droit locale, 
les garanties implicites de qualité marchande, d’adéquation à un usage particulier et d’absence de 
contrefaçon sont exclues.

**LIMITATION DES DOMMAGES-INTÉRÊTS ET EXCLUSION DE RESPONSABILITÉ POUR LES 
DOMMAGES.** Vous pouvez obtenir de Microsoft et de ses fournisseurs une indemnisation en cas 
de dommages directs uniquement à hauteur de 5,00 $ US. Vous ne pouvez prétendre à aucune 
indemnisation pour les autres dommages, y compris les dommages spéciaux, indirects ou accessoires 
et pertes de bénéfices.

Cette limitation concerne:

* tout ce qui est relié au logiciel, aux services ou au contenu (y compris le code) figurant sur des sites 
Internet tiers ou dans des programmes tiers ; et
* les réclamations au titre de violation de contrat ou de garantie, ou au titre de responsabilité stricte, de 
négligence ou d’une autre faute dans la limite autorisée par la loi en vigueur.

Elle s’applique également, même si Microsoft connaissait ou devrait connaître l’éventualité d’un tel 
dommage. Si votre pays n’autorise pas l’exclusion ou la limitation de responsabilité pour les dommages 
indirects, accessoires ou de quelque nature que ce soit, il se peut que la limitation ou l’exclusion ci-
dessus ne s’appliquera pas à votre égard.

**EFFET JURIDIQUE.** Le présent contrat décrit certains droits juridiques. Vous pourriez avoir d’autres 
droits prévus par les lois de votre pays. Le présent contrat ne modifie pas les droits que vous confèrent 
les lois de votre pays si celles-ci ne le permettent pas.

Moq
以下の製品の AI 解析機能では、Moq のソースコードを使用しています。Moq のライセンスにしたがい、
コピーライト・配布条件およびライセンスを原文（英文）にて記載します。

BSD 3-Clause License

Copyright (c) 2007, Clarius Consulting, Manas Technology Solutions, InSTEDD
All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 
that the following conditions are met:
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    * Redistributions of source code must retain the above copyright notice,
    this list of conditions and the following disclaimer.

    * Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
    notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
    documentation and/or other materials provided with the distribution.

    * Neither the names of the copyright holders nor the names of its
    contributors may be used to endorse or promote products derived from this
    software without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS 
IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE 
ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE 
LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF 
THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

NETStandard.Library
以下の製品の AI 解析機能では、NETStandard.Library のソースコードを使用しています。NETStandard.
Library のライセンスにしたがい、コピーライト・配布条件およびライセンスを原文（英文）にて記載します。

The MIT License (MIT)

Copyright (c) .NET Foundation and Contributors

All rights reserved.

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and 
associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including 
without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell
copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the 
following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial 
portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR 
IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS 
FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS 
OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, 
WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN 
CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

Newtonsoft.Json
以下の製品の AI 解析機能では、Newtonsoft.Json のソースコードを使用しています。Newtonsoft.Json の
ライセンスにしたがい、コピーライト・配布条件およびライセンスを原文（英文）にて記載します。

The MIT License (MIT)

Copyright (c) 2007 James Newton-King

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and 
associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including 
without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell 
copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the 
following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial 
portions of the Software.

オープンソースソフトウェアの使用について
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THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR 
IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS 
FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS 
OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, 
WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN 
CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

System.Drawing.Common
以下の製品の AI 解析機能では、System.Drawing.Common のソースコードを使用しています。System.
Drawing.Common のライセンスにしたがい、コピーライト・配布条件およびライセンスを原文（英文）に
て記載します。

The MIT License (MIT)

Copyright (c) .NET Foundation and Contributors

All rights reserved.

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and 
associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including 
without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell 
copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the 
following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial 
portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR 
IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS 
FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS 
OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, 
WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN 
CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

Parson
以下の製品の GateSushi の HTTP サーバ部における JSON フォーマットを解釈する処理で、Parson のソー
スコードを使用しています。Parson のライセンスにしたがい、コピーライト・配布条件およびライセンス
を原文 ( 英文 ) にて記載します。

MIT License

Copyright (c) .NET Foundation and Contributors

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and 
associated documentation files (the “Software”), to deal in the Software without restriction, including 
without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell 
copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the 
following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial 
portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED “AS IS”, WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR 
IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS 
FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS 
OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, 
WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN 
CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

オープンソースソフトウェアの使用について
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第 1 章　ご使用になる前に
1.1	 概要

データロギングソフトウェア GA10（以下「GA10」と呼びます。）は、測定・制御機器から通信
経由でデータを収集し、収集したデータのモニタリングや記録を行うためのソフトウェアです。
記録したデータは、「ビューア」ソフトウェアで表示、印刷することができます。
GA10 を使用するためには、対象機器と通信接続できる PC が必要となります。対象機器との
接続は、Ethernet 通信、シリアル通信、または USB 通信（GM のみ対応）のいずれかです。

「かんたん設定モード」を使うと、簡単にデータ収集を開始できます。

サーバとクライアント
GA10 は、クライアント／サーバ型のアプリケーションソフトウェアです。
ユーザは、クライアントからサーバに対して各種操作を行います。サーバはクライアントから
の指示に基づき、対象機器からのデータの収集、記録、管理などを行います。
GA10 を 1 台の PC にインストールすると、クライアント機能とサーバ機能がセットでインストー
ルされます。クライアント機能だけの GA10CL を他の PC にインストールすることもでき、同
時に複数のクライアントがサーバにアクセスできます。

ユーザ
操作

サーバ
データ収集

データ収集

クライアント

GA10CL
サーバに指示

クライアントに
応答

GA10

多機種接続
GA10 は、ネットワークに接続されたさまざまな機器を統合してデータ収集を行うソフトウェア
です。接続対象機種は、当社のレコーダ、データロガーです。また、当社のデータ収集ソフト
ウェア（MXLOGGER、DAQLOGGER、DAQ32Plus）や、横河計測 ( 株 ) 製の電力測定器（WT3000/
WT3000E）とも接続、データを収集することができます。
Modbus プロトコルで、当社の制御計装機器（温度調節計、信号変換器、電力モニタ）にも対
応しています。当社以外の機器でも Modbus 通信をサポートしている機器であれば、データを
収集することができます。

・・・

サーバ クライアント クライアント

データロギングソフトウェア GA10

コンバータ

RS-232

RS-232

RS-422/485
Ethernetデータ収集

データ収集

データ収集

MXLOGGER
DAQLOGGER
DAQ32Plus

GateWT for GA10

操作

RS-422/485通信を
サポートする機器

Ethernet通信を
サポートする機器

RS-232通信を
サポートする機器

Modbus通信を
サポートする機器

MXLOGGERによる
データ収集対象機器

DAQLOGGERによる
データ収集対象機器

DAQ32Plusによる
データ収集対象機器

•	 MXLOGGER、DAQLOGGER、DAQ32Plus は、当社のデータ収集ソフトウェアです。GateWT for 
GA10 は、当社のドライバソフトウェアです。

•	 Modbus ASCII プロトコルには対応していません。
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データ収集プロジェクト
GA10 では、「プロジェクト」ごとにデータ収集を行います。「プロジェクト」は目的にあわせて
ユーザが作成します。たとえば、A という工程の測定データを「工程 A」というプロジェクト
で収集するなど、データ収集のまとまりごとにプロジェクトを作成することができます。
プロジェクトごとに、収集するデータ、記録するデータ、モニタ画面の構成などを設定します。
ひとつのサーバに複数のプロジェクトを作成できます。

モニタリング
収集したデータは、モニタ画面で監視できます。
モニタ画面には、トレンド、ディジタル、メータ、アラームの 4 種類のほか、カスタムディス
プレイ（付加仕様 /CG 付きの場合）、積算グラフおよびデマンド監視（付加仕様 /WH 付きの場合）
を加えた 7 種類の表示を、監視しやすいように配置して表示できます。また、関連するデータ
をグループにまとめて表示することにより、測定対象を効率的に監視できます。トレンド表示
では過去のデータも参照できます。

ユーザ管理
GA10 のユーザを登録し、管理できます。ユーザの種類には管理ユーザと一般ユーザがあり、
管理ユーザがすべてのユーザの登録、削除を行います。各ユーザは ID とパスワードを入力し
てサーバにアクセスします。
サーバに登録されているユーザのうち、権限を与えられたユーザだけがプロジェクトにアクセ
スできます。各ユーザの操作範囲は、オーナー、マネージャ、オペレータ、モニタの 4 つのレ
ベルを設定することによって管理することができます。1 人のユーザがプロジェクトを操作し
ているとき、他のユーザは、そのプロジェクトでの操作はできません。

クライアント クライアント

管理ユーザ： ユーザの登録・削除が可能

クライアント

モニタ 記録・収集

サーバへのアクセス権限

プロジェクトの操作権限

サーバ プロジェクト
1

プロジェクト
2

プロジェクト
3
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 第 1 章　ご使用になる前に

信頼性向上のための機能
GA10 には、確実なデータ収集のために、以下のような機能を備えています。

データ補完機能（バックフィル機能）
	 通信障害により記録中のデータファイル内にデータの欠損が発生したとき、自動的に機

器の内部メモリからデータを取得して、記録ファイル内のデータの欠損を補完する機能
です。

データの欠損

データ補完（バックフィル）

通信障害

	 バックフィルが動作するためには、複数の条件が揃っている必要があります。
	 詳細は 15-9 ページの「Q4」を参照ください。

通信切断時の自動再接続機能
	 通信が切断されてデータ収集が途絶えた場合、約 30 秒ごとに通信リトライをおこなって

います。通信が復帰すると、データ収集と記録を継続します。この動作によりデータの
ロスを最小限に抑えることができます。

停電前までのデータファイル保護
	 GA10 は約 10 秒ごとにデータファイルに書き込みを行っています。したがって、万一 PC

が停電した場合にデータファイルを失いにくい構造となっています。

便利な機能

・	 かんたん設定機能を利用して、簡単にデータ収集を開始することができます。
・	 データ時刻に、「PC 時刻」と「機器時刻」のいずれかを選択できます。

・	 DDE（Dynamic Data Exchange）サーバ機能で、EXCEL などのアプリケーションに収集デー
タを読み込むことができます。

・	 1 台の PC で複数画面（操作・モニタ）の起動ができます。
・	 各プロジェクトの設定情報表示、印刷ができます。
・	 ライセンスなしで 60 日間試用できるトライアルモードがあります。

機能の追加
GA10 には、以下のオプション機能を追加できます。

・	 レポート／印刷機能（付加仕様、/RP）
・	 演算機能（付加仕様、/MT）
・	 OPC-UA サーバ機能（付加仕様、/UA）
・	 カスタムディスプレイ機能（付加仕様、/CG）
・	 積算表示機能（付加仕様、/WH）
・	 GateSushi 機能（付加仕様、/SU）
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接続できる機器とソフトウェア
	 GA10 と接続できる機器とソフトウェアは下表のとおりです。

接続機器の登録： 3-3 ページ、　3-12 ページ
接続可能な機器と通信方式： 	 3-18 ページ

対応機種またはソフトウェア 接続時にGA10の画面に表示される文字列

DAQSTATION CX1xxx CX1000
CX2xxx CX2000
DX1xxx DX1000
DX2xxx DX2000

FX1000 FX1xxx FX1000/FW1000
DAQMASTER MV1xxx MV1000

MV2xxx MV2000
MX100 MX100
MW100 MW100

μR μR10000 μR10000
μR20000 μR20000

DARWIN DA100 DA100
DR130 DR130
DR230 DR230
DR240 DR240

SMARTDAC+ GX10 GX10 または、
GXGPGM_PIDSlot0 ～ 
GXGPGM_PIDSlot9 *2

GX20 GX20
GP10 GP10
GP20 GP20
GM10 *1 GM10

UTAdvanced UT32A UT32A または、UT32A_R3 *2

UT35A UT35A または、UT35A_R3 *2

UT52A UT52A または、UT52A_R3 *2

UT55A UT55A または、UT55A_R3 *2

UT75A UT75A または、UT75A_R3 *2

UP35A UP35A または、UP35A_R3 *2

UP55A UP55A または、UP55A_R3 *2

UM33A UM33A
WT3000 *3 WT3000 WT3000

WT3000E WT3000E
電力モニタ UPM100 UPM100

UPM101 UPM101
YS1000 YS1500 YS1500

YS1700 YS1700
DAQWORX DAQLOGGER DAQLOGGER

DAQ32Plus DAQ32Plus
MXLOGGER MXLOGGER

GateWT for GA10 *4 GateWT for GA10
Modbus プロトコル対応機器 *5 hardware
GateSushi GateSushi

*1	 GA10 R2.01.01 で対応。拡張セキュリティ機能（付加仕様、/AS）は GA10 
R2.03.01 で対応。

*2	 カスタムディスプレイ機能（付加仕様、/CG）付きの GA10 に接続すると
きに使用する機器名の表示文字列です。（出力チャネルに対応しています。）
GX/GP/GM の場合、PID 制御モジュール装着時のカスタム画面からの操作
時に装着スロットを選んで使用します。

*3	 WT3000、WT3000E は、横河計測 ( 株 ) 製プレシジョンパワーアナライザ
です。

*4	 GateWT for GA10 は、当社のドライバソフトウェアです。横河計測 ( 株 )
製のパワーメータ WT シリーズ（ WT3000/WT3000E を除く）に接続する
ためのソフトウェアです。GA10 と GateWT の間は Ethernet 接続のみサポー
トします。

*5	 当社制御計装機器を含む、Modbus 機種定義ファイルで定義した機器。た
だし、Modbus ASCII プロトコルには対応していません。データ時刻は、
PC 時刻のみ選択可能です。

GA10 の主な仕様
同時最大接続機器数 100
同時最大接続クライアント数 *1 制限なし（32 台まで動作保証）

同時最大運転プロジェクト数
30
5000 タグモデル、10000 タグモデ
ル：3 *5

登録最大機器数 1000
登録最大プロジェクト数 10000
登録最大ユーザ数 100
同一 PC 上で
同時に起動可能なクライアント数

複数可（後述の「複数画面の起動」
を参照。）

収集周期 (PC 時刻の場合 )
100ms、200ms、500ms、1s、2s、
5s、10s、20s、30s、1min、2min、
5min、10min、30min、1hour

収集周期 ( 機器時刻の場合 ) *6 各機器の収集周期 *2

記録周期 (PC 時刻の場合 )

100ms、200ms、500ms、1s、2s、
5s、10s、20s、30s、1min、2min、
5min、10min、30min、1hour（た
だし、収集周期の整数倍に限る）

記録周期 ( 機器時刻の場合 ) 収集周期と同じ

プロジェクト毎の最大記録チャネル数
（タグ数）

10000 *4  *5

演算機能付きの場合：12000（最
大演算タグ数 2000 を含む）

表示グループ数

50
5000 タグモデル、10000 タグモデ
ル、または GateSushi 機能付きモ
デルの場合：200

1 表示グループ当たりのチャネル数
（タグ数）

50

表示言語 *3 日本語、英語、中国語、仏語、独語、
露語、韓国語

*1	 クライアントとサーバのバージョンは必ず一致させてください。
*2	 GX10/GX20/GP10/GP20/GM10（ R4.01 以降）：最速 1ms
	 MX100/MW100、MXLOGGER：最速 10ms
	 WT3000/WT3000E：本体のデータ更新レートと同じ（ただし、50ms を除

く）。最速 100ms
*3	 本ソフトウェアの表示言語、OS の言語、およびデータ収集の対象である

記録計本体の言語は必ず一致させてください。
*4	 5000 タグモデル、10000 タグモデルを利用する場合は、高スペッ

ク PC の使用で動作保証します。詳細は必要な PC システム環境
を参照してください。

*5	 5000 タグモデル、10000 タグモデルを利用する場合は、収集周期を 2 秒
以上に設定してください。

*6	 5000 タグモデル、10000 タグモデルを利用する場合は、PC 時刻優先モー
ドのみです。

演算機能（付加仕様、/MT）付きの場合
演算周期 測定タグの収集周期と同じ
演算タグ数 200 ～ 2000 *1

*1：	演算チャネル数は、下表のとおり、測定タグ数（測定チャネル数）に連動
します。（200 ～ 2000 まで）

測定タグ数 演算タグ数
100 200
200 200
500 500
1000 1000
2000 以上 2000

	 アップグレードにより測定タグ数が増えた場合は、それにしたがい演算タ
グ数も増えます。

Note
•	 機種、および機種のファームウェアバージョンによって、

GA10 の旧バージョンでは対応していない場合がありま
す。GA10 は、最新のバージョンに更新してお使いくだ
さい。

第 1章　ご使用になる前に
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第 1章　ご使用になる前に

•	 通信状態、収集周期、または収集チャネル数によって
は 、データが収集できないことがあります。

•	 モニタ画面のデータ更新周期は、 データ収集周期により
以下のとおりとなります。
データ収集周期 モニタ画面のデータ更新周期
100ms 未満 100ms
100ms ～ 10 秒 設定した周期と同じ時間
20 秒以上 設定した周期の 1/2 の時間（例：20 秒で

あれば 10 秒）

1.2	 形名と仕様コード
•	 基本ソフト
	 データロギングソフトウェア

形名 基本仕様コード 付加仕様コード 名称
GA10 データロギングソフトウェア

ライセンス
チャネル数 -01 100 ch

-02 200 ch

-05 500 ch

-10 1000 ch

-20 2000 ch

-50 5000ch *3  *4

-A0 10000ch *3  *4

付加仕様 /RP レポート／印刷機能
/MT 演算機能
/UA OPC-UA サーバ機能
/CG カスタムディスプレイ機能 *1

/WH 積算表示機能 *2

/SU GateSushi 機能 *3

*1：	カスタムディスプレイを作成するには、画面作成用ソフトウェア
DAQStudio（DXA170）が必要です。付加仕様” /CG” またはアップグレー
ドライセンス” -CG” をご購入の場合、DAQStudio のライセンスが添付さ
れます。

*2：	積算表示機能を選択した場合は、別に演算機能（/MT）が必要です。
*3：	表示グループ数は最大 200 です。
*4：	5000 タグモデル、10000 タグモデル専用のインストーラでインストール

してください。

•	 チャネル、または機能を追加する場合
	 データロギングソフトウェア　アップグレードライセンス

形名 基本仕様コード 名称
GA10UP アップグレードライセンス（GA10 用）
アップグレード

-01
チャネルアップグレード
100ch → 200ch、200ch → 500ch、
500ch → 1000ch、1000ch → 2000ch

-02
チャネルアップグレード
100ch → 500ch、200ch → 1000ch、
500ch → 2000ch

-03
チャネルアップグレード
100ch → 1000ch、200ch → 2000ch

-04
チャネルアップグレード
100ch → 2000ch

-0A
チャネルアップグレード
2000ch → 5000ch *3  *4  *6

-0B
チャネルアップグレード
5000ch → 10000ch *3  *5  *6

-0C
チャネルアップグレード
2000ch → 10000ch *3  *4  *6

-RP レポート／印刷機能追加

-MT 演算機能追加

-UA OPC-UA サーバ機能追加

-CG カスタムディスプレイ機能追加 *1

-WH 積算表示機能追加 *2

-SU GateSushi 機能追加 *3

*1：	カスタムディスプレイを作成するには、画面作成用ソフトウェア
DAQStudio（DXA170）が必要です。付加仕様” /CG” またはアップグレー
ドライセンス” -CG” をご購入の場合、DAQStudio のライセンスが添付さ
れます。

*2：	GA10 に演算機能（/MT）が無い場合は、演算機能（-MT）追加のアップグレー
ドも必要になります。

*3：	表示グループ数は最大 200 です。
*4：	サーバライセンスが 2000 タグ (ch) モデルになっている場合に使用できます。
*5：	サーバライセンスが 5000 タグ (ch) モデルになっている場合に使用できます。
*6：	5000 タグモデル、10000 タグモデル専用のインストーラでインストール

してください。

•	 監視 PC（クライアント）を増設する場合
	 データロギングソフトウェア　クライアントライセンス

形名 基本仕様コード 名称
GA10CL クライアントライセンス（GA10 用）
ライセンス数 -01 1 ライセンス

-05 5 ライセンス

-10 10 ライセンス

-50 50 ライセンス

•	 本ソフトウェアの提供形態
品名 記事
ライセンスシート ライセンスキーが記載されています。

ご注文の本数がそろっていることをご
確認ください。

GA10 データロギングソフトウェア
ソフトウェア、マニュアルの 
ダウンロードについて

A4 サイズ紙 x 1 枚
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1.3	 必要な PC システム環境
•	 ハードウェア *1 

項目 内容
CPU Core2 Duo E6300 以上の Intel 社製 x64 または x86 プロセッサ
内部メモリ 2GB 以上
ハードディスク 空き容量が 500MB 以上 NTFS 推奨
ディスプレイ 1024x768 ドット以上、65536 色以上

通信ポート *2 OS に対応した RS-232 ポート、または Ethernet ポート。
接続機器と RS-232 通信、あるいは RS-422/485 通信を行う場合
はサーバ PC で RS-232 用シリアルポートが必要です。
USB 通信を行う場合は USB ポートが必要です。

*1：	GA10 を連続で長時間使用する場合は、ノート PC ではなく、デスクトッ
プ PC でのご使用をお奨めします。

*2：	USB －シリアルなどの変換ケーブルを使用した通信による動作は保証いた
しません。

•	 高スペックハードウェア
	 5000 タグ (ch) モデル、10000 タグ (ch) モデルを利用する場合は、

下記 PC スペック以上で動作保証します。
項目 内容
PC デスクトップ型、64 bit OS
CPU Xeon E5 以上の Intel 社製 x64 プロセッサ相当

（サーバー向けミドルクラス以上の CPU）
内部メモリ 8GB 以上
ハードディスク 空き容量 10GB 以上、SSD 推奨

•	 オペレーティングシステム *1

OS エディション 32bit 64bit SP ブラウザ
Windows 8.1 － ○ ○ Update IE11

Pro ○ ○ Update IE11
Windows 10 Home ○ ○ SP なし IE11

Pro ○ ○ SP なし IE11
Enterprise LTSB ○ ○ SP なし IE11
Enterprise LTSC ○ ○ SP なし IE11

Windows Server 2008 R2 Standard × ○ SP1 IE11
Windows Server 2012 Standard × ○ SP なし IE10
Windows Server 2012 R2 Standard × ○ Update IE11
Windows Server 2016 Standard × ○ SP なし IE11
Windows Server 2019 Standard × ○ SP なし IE11

*1：	Microsoft Corporation がサポートを終了した OS については、横河電機で
もサポートを終了します。

•	 その他の動作環境
項目 内容
Microsoft Office Excel *1 2007、2010、2013、2016
Windows Internet Explorer  E10、IE11 *2（各 OS との対応は上記のとおり。）
Windows Media Player バージョン 10 以降
Adobe Acrobat Reader Adobe Reader X  以降（最新版を推奨）
RS-232 ー RS-422/485 
コンバータ

接続機器と RS-422/485 通信を行う場合はコン
バータをお使いください。（弊社製 ML2 推奨）

Microsoft .NET Core Runtime *3 3.1.7 以上
Microsoft Visual C++ 2015-2019 
Redistributable *3

Visual C++ 再頒布可能パッケージと呼ばれるパッ
ケージです。

*1：	レポート／印刷機能（付加仕様、/RP）における Excel レポートの確認には、
Microsoft Office Excel 2010 以降を使用してください。

*2：	GateSushi 画面は IE11 のみ対応しています。
*3：	GA10 R3.08.01 以降をご使用になる場合に必要です。R3.08.01 以降の

GA10 インストーラを実行すると、これらのランタイム、パッケージは、
自動インストールされます。事前に準備する必要はありません。

5000 タグモデル、10000 タグモデルとの互
換性について

・	 R3.07 までのバージョンで作成されたプロジェクト情報
ファイルは、5000 タグモデル、10000 タグモデルにイン
ポートして利用することができます *1。R3.07 までのバー
ジョンから、5000 タグモデル、10000 タグモデルにアッ
プグレードする場合は、事前にプロジェクト情報をエク
スポートしてください。

*1 	OPC-UA サーバプロジェクト、GateSushi サーバ設定は
除く

・	 5000 タグモデル、10000 タグモデル専用インストーラで
インストールしたサーバに対して、標準のインストーラ
でインストールした別 PC のクライアントからは接続す
ることができません。逆の場合も同じく接続できません。
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第 1章　ご使用になる前に

1.4	 メニューとアイコン
GA10 のメニューとアイコンの説明と、それらの操作方法の主な記載ぺージです。

ログイン前メニュ－

	

ツールバー ( 下表を参照 )

メニュー 説明 記載ページ
ファイル (F)

ログイン (I) サーバへのログインを行う 2-4 
終了 (X) アプリケーションを終了する -

表示 (V)
スタイル (Y) アプリケーションの表示スタイルを切り替える
ツールバー (T) ツールバーの表示 / 非表示を切り替える -
言語 (M) 表示言語を切り替える

ヘルプ (H)
取扱説明書 (M) F1 取扱説明書を Adobe Acrobat Reader で表示する -
サーバライセンス入力 (R) サーバ用のライセンス入力ダイアログを表示する 2-15 
バージョン情報 (A) プログラムの情報、バージョンそして著作権を表示する 2-15 
サーバ情報 (S) サーバのバージョン情報ダイアログを表示する 2-19 
更新ウェブサイトへ (U) Data Logging Software の更新を表示する -

ログイン後メニュー

表示中の表示グループにマークを追加する
すべての表示グループにマークを追加する

マークエディットボックス

警告音を停止する
アラーム ACK 操作を行う
機器通信断 ACK 操作を行う

マークバー 警告動作バーツールバー
( 下表を参照 )

メニュー 説明 記載ページ
ファイル (F)

ログアウト (O)... ログアウトする 2-5 
プロジェクト新規作成 (N)... プロジェクトを新しく作成する 2-5 , 2-9 , 

3-2 , 3-7 
プロジェクトのインポート (M)... ファイルからプロジェクト情報を取り込み、プロジェクトを作成する 3-7 
プロジェクトのエクスポート (E)... プロジェクト情報をファイルへ書き出す 3-7 
タグのインポート (T)... タグ情報ファイルからタグ情報を取り込む 3-28 
タグのエクスポート (G)... タグ情報をタグ情報ファイルへ書き出す 3-28 
サーバポート番号 (R)... サーバのポート番号を表示または変更する 2-14 
Modbus サーバ設定 (D)... Modbus サーバのポート番号、タイムアウト時間を表示または変更する 2-14 
DDE 開始 (S) DDE サーバを開始する 3-62 
DDE 終了 [DDE サーバと接続中のサーバ：
ホスト名、または IP アドレス ] (P)

DDE サーバを終了する。DDE サーバの起動中は、DDE サーバと接続中の
サーバの [ ホスト名または IP アドレス ] を表示する。

3-62 

終了 (X) アプリケーションを終了する -
編集 (E)

コピー (C) Ctrl+C 選択した内容をコピーする 3-11 
貼り付け (P) Ctrl+V コピーした内容を貼り付ける 3-11 
削除 (D) Delete 選択した内容を削除する 3-21 , 9-4 

表示 (V)
プロジェクト一覧 (P) プロジェクト一覧画面に切り替える 2-9 , 3-5 

6-1 
ユーザ管理 (U) ユーザ管理画面に切り替える 2-8 , 9-2 
ログ (O)... ログを表示する 6-17 
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メニュー 説明 記載ページ
リフレッシュ (H) 画面をリフレッシュする 8-2 
アラーム (A) アラームの表示 / 非表示 6-6 
アラーム一覧表示 (I)... アラーム一覧を表示する 6-12 
未来アラーム一覧表示 (3)... 未来アラーム一覧を表示する 6-25 
アラーム発生時に最前面化 (R) アラーム発生時に（この）ウィンドウを最前面に表示する 6-14 
ポップアップ ポップアップ機能を有効にする 6-11 
グループハイライト グループハイライト機能を有効にする 6-11 
グループリンク (L) 表示グループの切り替えを連動させる 6-2 
カーソル値表示 (V)... カーソル値ダイアログを表示する 6-6 
区間演算表示 (X)... 区間演算ダイアログを表示する 6-7 
カーソル値透明度 (C) トレンドモニタセットのカーソル値の背景の透明度を切り替える 6-6 
カーソル消去 (E) トレンドモニタセットのカーソルを消去する 6-6 
タグ表示 (G) タグ表示を切り替える ( タグインデックス、タグ No.、タグコメント ) 3-24 
ユーザの表示形式 (S) ユーザの表示を切り替える 3-61 
スタイル (Y) 表示スタイルを切り替える 2-6 , 6-3 
日付の表示形式 (D) 日付の表示形式を切り替える 6-3 
月の表示形式 (F) 月の表示形式を切り替える 6-3 
小数点の記号 (N) 小数点の記号を切り替える 6-3 
ツールバー (T) ツールバーの表示 / 非表示を切り替える -
マークバー (K) マークバーの表示 / 非表示を切り替える -
警告動作バー (R) 警告動作バーの表示 / 非表示を切り替える -
言語（M） 表示言語を切り替える（日本語、英語、ドイツ語、フランス語、中国語、

韓国語、ロシア語）
2-19 

マニュアルセーブボタン (B) マニュアルセーブボタンの表示 / 非表示を切り替える 6-1 
マニュアルセーブ確認 (Q) マニュアルセーブ確認のダイアログボックスの表示 / 非表示を切り替える -
画面サイズ表示 カスタムディスプレイモニタの画面サイズの表示 / 非表示を切り替える 7-3 
全画面表示 (J) 選択されたモニタをフルスクリーンで表示する 6-2 

プロジェクト (P)
指定権限で開く (O) 権限を指定してプロジェクトを開く 9-5 
基本情報変更 (B) プロジェクトの基本情報を変更する 3-11 
オーナーの変更 (N) プロジェクトのオーナーを変更する 9-4 
マーク追加 (M) マークを追加する表示グループを指定する 6-7 
演算リセット (R) サーバで演算をリセットする（付加仕様、/MT 付きの GA10 で演算タグ

が有効なとき）
4-10 , 6-15 

機器演算スタート (S) プロジェクトに登録している機器の演算を開始する 6-15 
機器演算ストップ (P) プロジェクトに登録している機器の演算を停止する 6-15 
機器演算リセット (L) プロジェクトに登録している機器の演算をリセットする 6-15 
機器演算リセット＆スタート (T) プロジェクトに登録している機器の演算をリセットし、その後開始する 6-15 
アラーム ACK(K) アラーム ACK 操作を行う 6-12 
アラームログクリア アラームログをクリアする 6-10 
バッチ (H)... 記録時のバッチ情報を確認する、バッチコメント 1 ～バッチコメント 3 の

内容を変更する
6-26 

タグの情報更新 (U) 機器から情報を取得し、選択されたタグに反映する
タグ No.、タグコメント
タグ No.、タグコメント以外

3-29 

タグの自動割付 (A)... タグの自動割付を行う 3-33  
機器順にタグの並べ替え (R)... 機器順にタグの並べ替えを行う 3-28 
強制ロック解除 (C) ロック中のプロジェクトを強制的にロック解除する 9-6 
設定表示の設定 (G)... 設定表示の設定を行う（表示させる設定内容を選ぶ） 3-76 
設定表示 (I) 設定表示を行う 3-79 

操作 (A)
一斉収集開始 (S) 開いている全てのプロジェクトのデータ収集を開始する 3-5 
一斉収集停止 (T) 開いている全てのプロジェクトのデータ収集を停止する 3-5 
一斉記録開始 (R) 開いている全てのプロジェクトのデータ記録を開始する 3-5 
一斉記録停止 (D) 開いている全てのプロジェクトのデータ記録を停止する 3-5 
Modbus サーバ停止 (B) Modbus サーバを停止する -
Modbus サーバ再起動 (M) Modbus サーバを再起動する 3-64 , 11-1 

第 1 章　ご使用になる前に
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メニュー 説明 記載ページ
GateSushi サーバ停止 GateSushi サーバを停止する（付加仕様、/SU 付きの GA10 で GateSushi サー

バ起動中のとき）
-

GateSushi サーバ再起動 GateSushi サーバを再起動する（付加仕様、/SU 付きの GA10 で
GateSushi サーバ停止中のとき）

-

警告音 (W) アラーム発生時、機器通信切断時の警告音の有無を切り替える 6-12 
警告音共有（H） 警告音一時停止動作の共有 / 非共有モードを指定する 6-12 
警告音一時停止 (O) 警告音を一時停止する。 6-13 
機器通信断 ACK(K) 機器通信断の ACK 操作を行う 6-13 
違和感検知開始 / 停止 違和感検知開始 / 停止を行う 6-22 

ユーザ (U)
情報変更 (C) ユーザ情報を変更する 2-7  , 9-2  
ユーザ登録 (N) 新しいユーザを登録する 2-8 , 9-3 

第 1 章　ご使用になる前に
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第 2 章　収集・記録の準備をする
2.1	 インストールから収集・記録までの流れ

GA10 のインストールから、収集・記録までの基本的な作業の流れを下図に示します。

インストール

管理ユーザのパスワードを登録する

ログイン

プロジェクト（収集・記録の単位））を作成する

既存のプロジェクトを利用する
NO

YES

途中の切り替え不可

定
設

備
準

一般ユーザを登録する

収集・記録を開始する 収集・記録を開始する

詳細設定

モニタリング 記録結果をみる ユーザを管理

かんたん設定

接続機器を登録する

収集・記録周期を決める

データ保存場所を決める 途中の切り替え可

・エクスポートとインポート
・コピー、ペースト

接続機器を登録する

プロジェクトのアクセス権限を設定する

メールを設定する

データの記録方法を設定する

違和感検知機能を設定する

未来ペン機能を設定する

モニタを登録する

データ収集方法を設定する

表示グループを設定する

タグを設定する

バッチ機能を設定する

新規作成？

設定方法を選ぶ

2.2 節

2.3 節

2.4 節

2.5 節

2.6 節

3.3.1項

3.2 節 3.3 節

3.2.2 項

3.2.3 項

3.2.3 項

3.3.2 項

3.3.3 項

3.3.4 項

3.3.5 項

3.3.5 項

3.3.6 項

3.3.7 項

3.3.8 項

3.3.9 項

3.3.10 項

3.3.11項

3.2.4 項 3.2.4 項

機能を追加する場合：2.8 節

第 6章　 第 8章 第 9章
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﻿第 2 章　収集・記録の準備をする 

2.2	 インストールする
GA10 は、サーバ、クライアント、および、ビューアで構成されています。以下の操作で、こ
れらのすべてが 1 つの PC にインストールされます。
サーバは、Windows のサービスのひとつとして実行され、インストールすると直ちに起動しま
す。（このサーバ機能がインストールされた PC を、以下「サーバ PC」と呼びます。）

Note
•	 ソフトウェアをインストールする前に、PC のウィルスチェックをおこない、ウィルスに感染して

いないことをご確認ください。
•	 インストールはそれぞれの OS の管理者権限で行ってください。
•	 再インストールする場合は、本ソフトウェアをアンインストールしてから、再インストールしてく

ださい。
・	 GA10 R3.08.01 以降のインストールでは、Microsoft Corporation の .NET Core Runtime 3.1.7、および、

Visual C++ 2015-2019 Redistributable が自動インストールされます。
・	 5000 タグモデル、10000 タグモデルは、専用インストーラでインストールします。専用インストー

ラをダウンロードしてください。標準インストーラと同じ Web ページからダウンロードできます。

1	 ダウンロードして展開または解凍したファイルを右クリックし、表示されたメニューから
[ 管理者として実行 ] を選択してください。

インストールウィザードが起動します。

2 	 使用許諾契約に同意し、［次へ］をクリックします。
［ユーザ情報］ダイアログが表示されます。

3 	 ［ユーザ名］、［会社名］、［ライセンス番号］を入力し［次へ］をクリックします。

ここでライセンス番号を入力しない場合、60 日間の試用版となります。

4 	 以降は画面のメッセージに従って、操作してください。

5 	 インストールが完了したら、［完了］をクリックします。

試用期間について
ライセンス番号を入力せずにインストールすると、60 日間の試用期間がはじまります。

・	 連続運転は 60 日間可能です。試用期間が過ぎると動作しません。
・	 試用期間中、記録チャネル数（タグ数）は、最大 4000（タグ 2000+ 演算タグ 2000）まで、

オプション機能はすべて使用できます。
・	 試用版で作成したプロジェクトは、最大記録の機器チャネル 2000（基本仕様コード、

-20）および、すべてのオプション機能を備えた製品のみで引き継ぐことができます。
・	 試用期間の残日数は、ソフトウェアの［ヘルプ］－［バージョン情報］で表示される

ダイアログから確認することができます。
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異なるバージョンのインストール

	 旧バージョンのライセンスを購入済みで、新バージョンを60日間試用したい場合
	 ご試用できます。旧バージョンをご使用中の PC とは異なる PC に、新バージョンをインストー

ルしてください。

	 旧バージョンを試用したことがあり、今回は新バージョンを試用してみたい場合
	 ご試用できます。ただし、旧バージョンを試用した PC とは異なる PC にインストールしてく

ださい。

	 旧バージョンのライセンスを購入済みで、新バージョンへアップグレードしたい場合
	 無償でアップグレードできます。旧バージョンをアンインストールしてから、お持ちのライ

センスを入力して新バージョンをインストールしてください。購入時と同じ仕様で使用でき
ます。

5000 タグモデル、10000 タグモデルのインストール

	 新規インストールする場合
	 5000 タグモデル、10000 タグモデル専用インストーラを使用し、5000 タグモデル、10000

タグモデルのライセンスで新規インストールしてください。

	 R3.07までのバージョンを利用しておりチャネル数を追加する場合
	 5000 タグモデル、10000 タグモデルへのアップデート後、プロジェクト情報は自動で引き

継がれません。アップデートする前に現在のプロジェクト情報をエクスポートしてください。
	 5000 タグモデル、10000 タグモデル専用インストーラを使用し、5000 タグモデル、10000

タグモデルにアップデートした後、サーバライセンス入力で 5000 タグモデル、10000 タグ
モデルのチャネル追加を行ってください。チャネル追加の手順は「2.8 ライセンスを入力する」
を参照してください。チャネル追加を行ったらプロジェクト情報をインポートしてください。

プロジェクトの互換性について
・	 下位バージョンのサーバで作成されたプロジェクトは、上位バージョンのサーバで使

用することができます。逆の場合は、プロジェクトが表示されません。
・	 GA10 にオプションを追加した場合、以前の構成で作成されたプロジェクトは、新し

い構成の GA10 で使用することができます。逆の場合は、プロジェクトが表示されま
せん。

・	 R3.08 以降、5000 タグモデル、10000 タグモデルで作成されたプロジェクトと、標準
のプロジェクトは互換性があり使用することができます。

オプション機能、クライアントの追加について
	 以下の項を参照ください。

	 「機能を追加する（GA10UP-RP、-MT、-UA、-CG、-WH、-SU）」
		 または
	 「クライアントを追加する（GA10CL）」

試用期間内、期間経過後のライセンス入力について
	 以下の項を参照ください。

	 「試用期間内にライセンスを入力する」
		 または
	 「試用期間経過後にライセンスを入力する」
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ユニバーサルビューアについて
	 ユニバーサルビューアには、単独インストーラ版と GA10 インストーラ版の２つがあります。

単独インストーラ版と GA10 インストーラ版を同じ PC 上で使用する場合は、ユニバーサル
ビューアのバージョンを合わせてください。これら２つはバージョンが異なっていても同じ
PC にインストールして動作しますが、古いバージョンでデータファイルを表示すると表示
条件やテンプレートの内容が表示に反映されない場合があります。新しいバージョンを使用
してデータファイルを表示してください。

2.3	 ログインする
GA10 のクライアントをサーバに接続させるために行う操作を「ログイン」といいます。
ユーザはクライアントを起動させ、ログインし、各種操作を行います。
初めてログインする場合は、パスワードは入力しません。

1	 ［スタート］メニュー、［すべてのプログラム］ー［SMARTDAC+ Data Logging 
Software］ー［Data Logging Software］を選択します。

［ログイン］ダイアログが表示されます。

2 	 ユーザ名は［admin］、パスワードは空欄のままにします。ポート番号を変更したい場合
は 1 ～ 65534 の範囲で指定します。

ポート番号の変更：  2.7.4 項
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3 	 ［OK］をクリックします。
［ログイン］ダイアログが閉じ、［プロジェクト一覧］の初期画面が表示されます。

インストール後、初めて立ち上げた場合は「ログダイアログ」が表示されます。

Note
5000 タグモデル、10000 タグモデル専用インストーラでインストールしたサーバに対して、標準のイ
ンストーラでインストールした別 PC のクライアントから接続することはできません。逆の場合も同じ
く接続できません。

4 	 ログダイアログの表示を調整します。

•	 表示位置の変更：ダイアログ上で左クリック、そのままドラッグして移動できます。
・	 サイズの変更：�角にマウスを当て、ポインターが矢印に変わったら、左クリックします。

そのままドラッグするとサイズを変更できます。
•	 非表示にする：ダイアログ上の×をクリックします。
•	 再表示する：メニューの［表示］ー［ログ］をクリックします。

•	 ログダイアログとは： 6.10 節

5 	 プロジェクトを作成するには、メニューの［ファイル］－［プロジェクト新規作成］を選
択します。

6 	 ログアウトするには、メニューの［ファイル］ー［ログアウト］を選択します。
確認メッセージが表示されます。［OK］をクリックするとログアウトできます。

•	 管理ユーザのパスワードを登録する： 2.4 節
•	 ユーザ情報を登録する： 	2.5 節
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Note
メニューの［表示］－［スタイル］で、画面の背景の色調を２つのスタイルから選べます。下図はダー
クスタイルの画面です。（本書操作例の画面はライトスタイルとなっています。）

表示の共通事項を設定する：  6.1.3 項

複数画面の起動について
•	 同じ PC 上で、複数の操作画面（クライアント）を表示させることができます。複数画面を

起動させる場合は、手順 1 ～ 3 のログイン操作を繰り返します。
•	 複数画面起動時、それらの画面は PC に格納された同じ表示条件を使用しています。表示の

設定を変更するときはご注意ください。
•	 PC の性能や収集・記録の環境などにより、起動数が制限されることがあります。
•	 表示条件の詳細については、6.9.6 項 をごらんください。



2-7IM 04L65B01-01JA

収
集
・
記
録
の
準
備
を
す
る

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

付

索

13

14

15

第 2章　収集・記録の準備をする 

2.4	 管理ユーザのパスワードを登録する
インストール後、最初に管理ユーザ（admin）のパスワードを設定します。管理ユーザは、他のユー
ザの登録、削除、およびパスワードの初期化ができます。

1	 ログイン後、メニューの［ユーザ］ー［情報変更］を選択します。

｢ ユーザ情報変更 ｣ ダイアログが表示されます。

2 	 管理ユーザの新しいパスワードを入力し、OK をクリックします。

	 パスワードは半角英数字 4 文字以上、30 文字以下で設定してください。

｢ ユーザ情報変更 ｣ ダイアログが閉じます。管理ユーザのパスワードが設定されました。

重要
パスワードを登録すると、以後サーバにログインするときは、パスワードの入力が必要になり
ます。管理ユーザがログインできないと、管理権限が使用できなくなります。管理ユーザのパ
スワードは必ず控えをとり、紛失しないようにしてください。
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2.5	 一般ユーザを登録する
管理ユーザが登録できたら、必要に応じて一般ユーザを登録してください。一般ユーザの登録
は管理ユーザが行います。

1	 クライアントを起動し、先に設定した管理者ユーザでログインします。

2 	 メニューの［表示］－［ユーザ管理］を選択します。

または、  アイコンをクリックします。

画面が［ユーザ管理画面］に切り替わります。

3 	 メニューの［ユーザ］－［ユーザ登録］をクリックします。

｢ ユーザ登録 ｣ ダイアログが表示されます。

4 	 [ ユーザ名］と［フルネーム］を入力します。

ユーザ名は 20 文字以下の半角英数字記号（制御文字を除く ASCII 文字）で登録します。

5 	 OK をクリックします。
ユーザが登録され、画面にアイコンが追加されます。

6 	 さらにユーザを登録する場合は、上記の手順を繰り返します。

登録されたユーザはサーバにログインし、パスワードの設定や、割り当てられた作業ができ
るようになります。

Note
ログインするとき、ユーザ名は大文字と小文字が区別されますので、登録どおり入力してください。

一般ユーザの変更・削除方法について：  9.1節
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2.6	 プロジェクトを作成する
サーバにログインしたら、収集・記録の単位（以下、プロジェクトと呼びます）を作成します。
プロジェクトは以下の方法で作成することができます。

・	 新規作成：新しくデータ収集プロジェクトを作成します。
・	 エクスポート／インポート：既に作成してあるプロジェクトを出力したり、取り込ん

だりします。
・	 コピー／貼り付け：既に作成してあるプロジェクトを複製します。

1	 ユーザを登録した画面から、プロジェクトを登録する画面に切り替えます。

	 メニューの［表示］－［プロジェクト一覧］を選択します。または、  アイコン

をクリックします。

［プロジェクト一覧］画面に切り替える

［プロジェクト一覧］画面が表示されます。

	 ログイン後、最初に表示される画面が［プロジェクト一覧］です。

2 	 メニューの［ファイル］－［プロジェクト新規作成］を選択します。
［プロジェクトの新規作成］ダイアログが表示されます。
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3. 	 ［プロジェクト名］と［コメント］を入力します。

	 ［プロジェクト名］は 20 文字まで、［コメント］は 60 文字まで入力できます。 
［プロジェクト名］に以下の文字は使用できません。

	 \ / : , ; * ? ” < > |

4 	 設定モードは「かんたん設定」、または「詳細設定」を選択します。

	 少ない手順で収集・記録を開始するには「かんたん設定」を、細かな動作設定を
行うには「詳細設定」を選びます。

5 	 ［OK］をクリックします。
プロジェクト一覧画面に新規プロジェクトが作成されます。

	 作成したプロジェクトは、プロジェクト一覧画面に表示され、そのプロジェクトに関
する情報を示します。

ロック中のユーザ

プロジェクト名

アクセス権限

アクセス権限と
ユーザ名

アクセス権限には次のような種類があります。

オーナー マネージャ オペレータ モニタ

		 プロジェクトのアクセス権限： 3.3.11項

6 	 設定を続けるには、ダブルクリックしてプロジェクトを開きます。

設定操作については、以下のページを参照してください。

		 かんたんに設定する（かんたん設定）：  3.2 節
		 詳細に設定する（詳細設定）：  3.3 節
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2.7	 サーバを操作する
ここでは GA10 サーバプログラム「DLGServer」を手動で操作（起動、停止、変更）する方法
を説明します。
これらの操作は必要に応じておこなってください。

2.7.1	 サーバの起動を確認する

1	 ［スタート］メニュー、［コントロールパネル］ー［管理ツール］ー［サービス］をクリッ
クします。

［サービス］ウィンドウが表示されます。

2 	 画面を下にスクロールして、サービスの［名前］から［DLGServer］を探します。［状態］
を確認してください。

DLGServer の状態が［開始］、スタートアップの種類が［自動］になっています。

状態：開始DLGServer
スタートアップの種類：自動

	 DLGServer の状態が［開始］になっているとき、GA10 のサーバが起動しているこ
とを意味します。

3 	 確認ができたら、ウィンドウを閉じます。

Note
スタートアップの種類が［自動］になっているとき、サーバは PC（OS）の起動・停止に合わせて、起動、
または停止します。
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2.7.2	 サーバを起動（再起動）する、または停止する
GA10 のサーバを「手動」で起動・停止させたい場合は、下記の手順で切り替えます。

重要
サーバを停止させるときは、事前に収集・記録を停止し、ログアウトしてください。

1	 ［スタート］－［コントロールパネル］ー［管理ツール］ー［サービス］をクリックします。
［サービス］ウィンドウが表示されます。

2 	 ［サービス］画面で［DLGServer］を選択します。

3 	 メニューの［操作］－［停止］をクリックするとサーバが停止します。

［状態］がブランクになります。

4 	 メニューの［操作］－［開始］をクリックするとサーバが起動します。 
［操作］－［再起動］をクリックすると、いったん停止してから、起動します。

［状態］が［開始］になります。

 第 2 章　収集・記録の準備をする
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2.7.3	 サーバの起動 / 停止を［自動］から［手動］に切り替える

1	 前項の手順 1 ～ 3 の手順でサーバを停止します。

2 	 ［サービス］画面の［DLGServer］をダブルクリックします。
［DLGServer のプロパティ］が開きます。

3 	 ［スタートアップの種類］で▼をクリックし、［手動］を選択します。

4 	 ［OK］をクリックして画面を閉じます。

第 2章　収集・記録の準備をする 
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2.7.4	 サーバのポート番号を変更する
GA10 では、サーバのポート番号は「50310」に設定されています。変更が必要な場合は、次
の手順に従ってポート番号を変更してください。

GA10 の管理ユーザのみがログインした場合にポート番号を変更できます。ポートは連続した
2 ポートを占有しますので、他のサーバでは使用できません。

1	 メニューの［ファイル］－［サーバポート番号］を選択します。

［サーバポート番号］ダイアログが表示されます。（設定範囲：1 ～ 65534）

2 	 ［OK］をクリックします。

		  このあと、GA10 サーバを再起動させてください。(2.7.2 項参照 )

2.7.5	 Modbus サーバのポート番号、タイムアウト時間を確認または設定する
GA10 の管理ユーザのみがログインした場合にポート番号、タイムアウト時間を確認まはた変
更できます。

1	 メニューの［ファイル］－［Modbus サーバ設定］を選択します。

［Modbus サーバ設定］ダイアログが表示されます。（設定範囲；ポート番号：1 ～ 65535、タイム
アウト時間：1 ～ 120 分）

2 	 ［OK］をクリックします。

		  このあと、Modbus サーバを再起動させてください。(2.7.6 項参照 )

2.7.6	 Modbus サーバを再起動する
GA10 の管理ユーザのみがログインした場合に Modbus サーバを再起動できます。

1	 メニューの［操作］－［Modbus サーバ再起動］を選択します。

 第 2 章　収集・記録の準備をする
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2.8	 ライセンスを入力する
ライセンスを入力するときには、OSの管理者権限で行ってください。
また、ライセンス入力前にお使いのプロジェクトは保存しておくことをおすすめします。

試用期間の残日数を確認する
ソフトウェアの［ヘルプ］－［バージョン情報］で表示されるダイアログから確認することが
できます。

試用期間内にライセンスを入力する

1	 PC のスタートメニュー［Data Logging Software］にマウスを移動し、右クリックします。

2 	 メニューが表示されたら、[ 管理者として実行］を選択します。
［Data Logging Software］が起動します。

3 	 ログインします。

4 	 メニューの［ヘルプ］－［サーバライセンス入力］をクリックします。
ダイアログが表示されます。

5 	 ライセンスを入力し、［登録］をクリックします。
メッセージが表示されます。

6 	 [OK] をクリックします。
ダイアログ上にライセンス番号が表示されます。

7 	 ［閉じる］をクリックします。

このあと、サーバを再起動させてください。

ライセンス登録後は、サーバの再起動が必要です。 2.7.2 項

第 2章　収集・記録の準備をする 
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重要
試用期間経過後サーバライセンスの入力を行うと、それまで登録していたプロジェクトが使用
できなくなります。
ライセンスを入力する前に、プロジェクトのエクスポート（出力と保存）を行ってください。
ライセンスを登録し、サーバを再起動させてから、インポート（再読み込み）してお使いくだ
さい。操作方法については p.3-7  エクスポートとインポートをお読みください。

試用期間経過後にライセンスを入力する
試用期間を経過すると、ログイン操作ができなくなります。ソフトウェアを起動すると、ライ
センス入力を求められます。ライセンスをご購入済みの場合は、番号を入力してください。

機能を追加する（GA10UP-RP、-MT、-UA、-CG、-WH、-SU）
オプション機能を追加するには、［サーバライセンス入力］ダイアログからアップグレードライ
センスの番号を登録します。

形名 名称
GA10UP -RP レポート／印刷機能追加

-MT 演算機能追加

-UA OPC-UA サーバ機能追加
-CG カスタムディスプレイ機能追加
-WH 積算表示機能追加
-SU GateSushi 機能追加

1	 PC のスタートメニュー［Data Logging Software］にマウスを移動し、右クリックします。

2 	 メニューが表示されたら、[ 管理者として実行］を選択します。
［Data Logging Software］が起動します。

3 	 ログインします。

機能追加を行う前に、プロジェクトのエクスポート（出力と保存）を行ってください。
機能追加をおこなった後に、インポート（再読み込み）してお使いください。

4 	 メニューの［ヘルプ］－［サーバライセンス入力］をクリックします。
ダイアログが表示されます。

5 	 ライセンス番号を入力し、［登録］をクリックします。
メッセージが表示されます。

 第 2 章　収集・記録の準備をする
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6 	 [OK] をクリックします。
ライセンス項目の 2 行目以下に、オプションの内容が表示されます。

7 	 ［閉じる］をクリックします。

サーバを再起動させてください。

		 サーバの再起動： 2.7.2 項

チャネル数を追加する（GA10UP-01、-02、-03、-04、-0A、-0B、-0C）
チャネル数（タグ数）を追加するには、［サーバライセンス入力］ダイアログからアップグレー
ドライセンスの番号を登録します。操作方法は、機能の追加と同様です。
追加後のプロジェクトのタグ数の上限は下表のとおりです。

形名 名称
プロジェクトのタグ数の上限
追加前 追加後

GA10UP -01 1 段階アップグレード 100 200
200  500
500 1000

1000 2000
-02 2 段階アップグレード 100  500

 200 1000
 500 2000

-03 3 段階アップグレード  100 1000
 200 2000

-04 4 段階アップグレード  100 2000

-0A チャネルアップグレード 2000 5000

-0B チャネルアップグレード 5000 10000

-0C チャネルアップグレード 2000 10000

Note
・	 演算機能（付加仕様、/MT）付きの GA10 では、アップグレードにより測定タグ数を追加すると、

追加後のタグ数に応じ、演算タグ数も増えます。： p.1-1 演算タグ数対応表
・	 -0A、-0B、-0C のチャネルアップグレードの注意事項については、下記の *4 と *5 を参照してくだ

さい。
	 p.1-5 チャネル、または機能を追加する場合

第 2章　収集・記録の準備をする 
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クライアントを追加する（GA10CL）
クライアントを追加するには、クライアントだけのインストーラ InstallClient_x86.exe を使用
します。（64bit 版の場合は InstallClient_x64.exe）、（5000 タグ、10000 タグモデルの場合は
InstallClient_EX.exe）
インストーラは下記の URL からダウンロードできます。
	 www.smartdacplus.com/software/ja/

クライアントをインストールするときには、クライアント（GA10CL）のライセンス番号の入力
が必要になります。

形名 基本仕様コード 名称
GA10CL クライアントライセンス（GA10 用）
ライセンス数 -01 1 ライセンス

-05 5 ライセンス
-10 10 ライセンス
-50 50 ライセンス

追加する GA10CL は、GA10 基本ソフト（サーバとクライアント）とは異なる PC にインストー
ルします。インストール手順は、GA10 基本ソフトと同様です。

インストール後、起動時には次のように入力してください。
•	 ホスト名 /IP アドレス
	 GA10（サーバ）がインストールされた PC のホスト名、または IP アドレス。
•	 ポート番号
	 GA10（サーバ）のポート番号（初期値：50310）
•	 ユーザ名
	 GA10 で設定済みのユーザ名（初期値：admin）
•	 パスワード
	 上記ユーザのパスワード（初期値：空欄） 

Note
追加するクライアント（GA10CL）のバージョンは、サーバ（GA10）のバージョンと一致させてください。

 第 2 章　収集・記録の準備をする
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2.9	 利用できるチャネル数（タグ数）、オプションを確認する
取り扱えるチャネル数（タグ数）の上限や、オプション機能は [ サーバ情報］ダイアログで確
認できます。
メニューの［ヘルプ］－［サーバ情報］で、ログイン中のサーバの情報を表示します。

チャネル数（タグ数）の上限値とオプション

項目 表示 説明
チャネル数（タグ数）の上限値 / タグ数 表示例：/500
演算機能の有無 /MT 演算機能（付加仕様、またはアップグレードで追加）がある場合に表示。
レポート／印刷機能の有無 /RP レポート／印刷機能（付加仕様、またはアップグレードで追加）がある場

合に表示。
OPC-UA サーバ機能の有無 /UA OPC-UA サーバ機能（付加仕様、またはアップグレードで追加）がある場

合に表示。
カスタムディスプレイ機能の有無 /CG カスタムディスプレイ機能（付加仕様、またはアップグレードで追加）が

ある場合に表示。
積算表示機能の有無 /WH 積算表示機能（付加仕様、またはアップグレードで追加）がある場合に表示。
GateSushi 機能の有無 /SU GateSushi 機能（付加仕様、またはアップグレードで追加）がある場合に

表示。

2.10	 表示言語を変更する
メニューの［表示］－［言語］から、画面の表示言語切り替えることができます。言語は、日本語、
英語、中国語、仏語、独語、露語、韓国語から選択できます。

・	 表示言語の設定は PC ごとに記憶されます。
・	 表示言語の初期値は OS の言語になります。OS が未対応言語の場合は、表示言語は

英語になります。

第 2章　収集・記録の準備をする 
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2.11	 アンインストールする
GA10 をアンインストールするには、以下の手順で行います。

1	 ［スタート］－［コントロールパネル］ー［プログラムと機能］をクリックします。
お使いのパソコンにインストールされているプログラムの一覧が表示されます。

2. 	 ［SMARTDAC+ Data Logging Software］を選択します。

3 	 ［アンインストール］をクリックします。

4 	 確認メッセージが表示されますので、削除して良ければ［はい］をクリックします。

アンインストールが開始されます。

進捗を示すバーが消えれば、完了です。

Note
Windows 8 の場合は、［設定］－［コントロールパネル］ー［プログラムと機能］を選択してください。
Windows 10 の場合は、［Windows システムツール］－［コントロールパネル］ー［プログラムと機能］
を選択してください。

重要
ローカルディスク > ProgramData> Yokogawa> SMARTDAC+ Data Logging Software> Config
フォルダ内のファイルは、変更したり、削除したりしないでください。これらのファイルには、
ユーザ情報、プロジェクト設定情報、プロジェクト状態情報、および機器情報が含まれています。

 第 2 章　収集・記録の準備をする
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第 3 章　収集・記録の設定をする、収集・記録を開始する
3.1	 かんたん設定と詳細設定とは

GA10 では、データの収集 ･ 記録を行う前にプロジェクトに対して各種の設定を行う必要があ
ります。これらの設定を行う方法には、かんたん設定モードと、詳細設定モードの 2 つの設定モー
ドがあります。どちらの設定モードを使用するかは、プロジェクトを新しく作るときに選択し
ます。

かんたん設定モードでは、1 つの画面上で接続機器、その収集・記録周期、および、データファ
イルの保存先を指定するだけで収集・記録を行うことができます。

一方、詳細設定モードでは、細かな動作設定機能を利用し、データの収集・監視・記録のカス
タマイズが可能です。詳細設定モードは設定内容ごとに以下の 7 つの設定画面から構成されて
おり、これらを切り替えて設定を行います。

・	 機器設定画面
・	 タグ設定画面
・	 表示グループ設定画面
・	 収集＆モニタ設定画面
・	 記録設定画面
・	 メール設定画面
・	 アクセス＆その他設定画面

かんたん設定モードを選択した場合は、途中で詳細設定モードに切り替えることができますが、
詳細設定モードを選択した場合は、かんたん設定モードに戻すことはできません。

プロジェクトの設定

機器の接続

収集・記録

かんたん設定画面

かんたん設定

詳細設定画面

変更可能
レポート/印刷

（付加仕様、/RT）

演算タグ
（付加仕様、/MT）

記録

サーバ設定
（付加仕様、/UA）

メール

アクセス＆その他

機器

タグ

表示グループ

収集＆モニタ

レポート / 印刷、演算タグ、OPC-UA サーバの設定画面は、それぞれのオプション機能付きの
GA10 で表示されます。
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3.2.1	 かんたん設定でプロジェクトを作成する

1	 GA10 を起動し、ユーザ名とパスワードを入力してロ
グインします。（初めてログインする場合は、ユーザ
名は［admin］、パスワードは空欄のまま。）

2 	 メニューの［ファイル］－［プロジェクト新規作成］
を選択します。

［プロジェクトの新規作成］ダイアログが表示されます。

3 	 プロジェクト名とコメントを入力します。設定モード
は［かんたん設定］のまま変更しません。

かんたん設定のまま変更しない

4 	 ［OK］をクリックします。
プロジェクトが新規作成されます。

3.2	 かんたんに設定する（かんたん設定）
かんたん設定モードで収集を開始するまでの操作を説明し
ます。かんたん設定モードでは、1 つの画面上で接続機器、
収集・記録周期、データの保存先が設定できます。詳細設
定モードより少ない手順で、収集・記録を開始することが
できます。

対象機器の登録

収集・記録周期を選択

データ保存場所を指定

収集・記録を開始

プロジェクト作成

Note
［かんたん設定］を選択した場合は、途中で［詳細設定］

に変更することができます。ただし、［かんたん設定］に
戻すことはできません。

詳細設定モードで設定する： 3.3 詳細に設定する（詳細
設定）節
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6 	 登録する対象機器のアイコンを左側の［機器リスト］
にドラッグ＆ドロップします。

画面中央に、登録しようとしている機器の詳細（機器登録ダ
イアログ）が表示されます。

7 	 表示されている内容が正しければ［OK］を、機器を
選択し直す場合は［キャンセル］をクリックします。

登録する機器側の「セキュリティ設定」が有効になっ
ている場合は、その機器にアクセスするためのユーザ
情報（注）を入力する必要があります。
［Off］に設定されている場合は、ユーザ情報は未入力
のまま [OK]をクリックします。

	 注：GA10 のユーザ権限ではありません。

	
通信パラメータ

機器情報

ユーザ情報

機器リストに DX が登録されます。

Note
•	 本体との通信でログインが必要な場合は、ユーザ情報

を指定する必要があります。接続機器の［ユーザ名］、
［ユーザ ID］、［パスワード］の設定内容を確認し、入力

してください。
•	 拡張セキュリティ機能 (/AS1) 付きの DXAdvanced 

(DX1000、DX1000N、DX1000T、DX2000、DX2000T）
と Ethernet 接続する場合、DX にアクセスするための
ユーザは、その DX の「管理ユーザ」を指定してくださ
い。また、このときログインできる管理ユーザは 1 ユー
ザだけとなります。

3.2.2	 接続機器を登録する
作成したプロジェクトに機器を登録します。
ここでは DX1000 を Ethernet で PC と接続し、GA10 に登録
する例を示します。

1	 接続対象の機器と PC を LAN ケーブルで接続します。
PC

Ethernet
HUB

* 図は 1 対１のイメージとなっています。

2 	 接続機器側に Ethernet 通信の設定をします。IP アド
レス、サブネットマスクを機器側に設定してください。

DX1000 の場合
	 MENU キー＞ FUNC キー 3 秒押し ( 基本設定モードへの

移行 ) ＞ [ 設定メニュー ] タブ＞ [ 通信 ( イーサネット )] 

Note
Ethernet ポートの場所や、設定メニューの階層などは、各
接続機器の取扱説明書にてご確認ください。

3 	 PC と接続対象機器が接続されたことを確認してくだ
さい。

Windows のデバイスマネージャ、またはコマンドプロンプ
トから接続が確認できます。

4 	 新規作成されたプロジェクトをダブルクリックします。
かんたん設定画面が開きます。

5 	 画面右側の［ネットワーク機器リスト］の［検索］ボ
タンをクリックします。

ネットワーク上の接続機器が検索、表示されます。
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•	 登録した機器を削除するには、機器アイコンを選択し、
メニューの［編集］ー［削除］をクリック、または［削除］
ボタンをクリックしてください。機器アイコンを選択し
DELETE キーを押しても削除できます。

Note
プロジェクトに機器を登録するには、対象機器をネットワー
クに接続してから登録する方法と、接続せずに登録する方
法（オフライン登録と呼びます。）があります。
機器登録の方法についての詳細は、以下のページをお読み
ください。
オフライン登録： 3-17 ページの「オフライン登録」
機器登録ダイアログ：  3-19 ページの「機器登録ダイア
ログの詳細」

3.2.3	 収集・記録周期と保存場所を決める
機器を登録したら、収集・記録周期と、測定データの保存
場所を設定します。

クリックして周期を選ぶ

クリックして保存場所を選ぶ

1	 画面下部の［収集 / 記録周期］から、設定したい周期
を選択します。

名称 初期値 選択値
収集 / 記録周期 1 秒 * 100msec*、200msec*、500msec*、1 秒 *、

2 秒、5 秒、10 秒、20 秒、30 秒、1 分、
2 分、5 分、10 分、30 分、1 時間

*	 5000 タグモデル、10000 タグモデルは 2 秒未満を選択できません。初期
値は 2 秒です。

2 	 ［フォルダ］にデータファイルの保存先を入力します。
	 または、［フォルダ］の参照ボタンをクリックして、

記録ファイルの保存先となるディレクトリを選択します。

Note
•	 保存先フォルダを指定するための参照ボタンは、サー

バとクライアントが同じ PC の場合だけ有効となります。
•	 データの保存先フォルダは、デフォルトの設定をお奨

めします。（3-48 ページの「フォルダ」参照）

3.2.4	 収集・記録を開始する
設定済みのプロジェクトで収集、または記録を行います。

•	 収集を行わず、プロジェクトを閉じる場合は画面右端の 

 アイコンをクリックしてください。

•	 プロジェクトを開いたまま、一覧画面に戻る場合はツー

ルバー左端の をクリックしてください。

画面右側のタブに表示されるアイコンをクリックすると、
収集、または記録を開始／停止することができます。

待機中
収集中
記録中

収集中の状態

収集開始　　／停止

記録中の状態

記録開始　　／停止

マニュアルセーブ（初期状態では非表示）

収集（モニタリング）と同時に
データファイルへの記録を開始します。
再度クリックすると、記録のみを停止します。

収集（モニタリング）を開始します。
再度クリックすると、停止します。

メニューの［表示］－［マニュアルセーブボタン］で
表示、非表示を切り替えることができます。
クリックすると、その位置で記録データが分割されます。
記録中のみ有効です。

1	  アイコンをクリックすると、収集を開始します。

2 	 再度、クリックすると、収集を停止します。

3 	  アイコンをクリックすると、記録を開始します。

4 	 再度クリックすると、記録だけを停止します。
さらに、収集を停止するときは  ［収集停止］をクリック

します。

バッチ機能が On の場合は、6-26 ページの「6.15 バッチ機能
を使用する」をご覧ください。

設定画面に戻るときは、  ［設定画面］をクリックしてくだ

さい。

記録したデータファイルは  ［データファイル一覧画面］ 

をクリックするとリスト表示されます。

データファイルを一覧表示する：   8.1節
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複数のプロジェクトを一斉に操作する
複数のプロジェクトを一斉に収集開始／終了したり、記録
開始／終了する場合は、以下の手順で行います。

1	 収集、または記録を開始したいプロジェクトを開きま
す。

2 	 ツールバー左端の  アイコンをクリックします。

プロジェクト一覧画面を表示します。

3 	 メニューの［操作］－［一斉収集開始］、または  
アイコンをクリックします。

	 記録の場合、［操作］－［一斉記録開始］、または  
アイコンをクリックします。

開始確認のメッセージが表示されます。

4 	 ［OK］をクリックします。
収集（または記録）が開始されます。

収集中 記録中

5 	 停止する場合は、メニューの［操作］－［一斉収集停
止］、または   アイコンをクリックします。

	 記録の場合、［操作］－［一斉記録停止］、または 
アイコンをクリックします。

Note
一斉操作が行えるプロジェクトは、ユーザがオペレータ以
上の権限で開いているプロジェクトです。
プロジェクトのアクセス権限： 3.3.11項

3.2.5	 プロジェクトを閉じる
プロジェクトを閉じるときは、画面右端の  アイコンを

クリックしてください。
•	 右上のウィンドウを閉じるボタンをクリックすると、ソ

フトウェアそのものが終了してしまいますのでご注意く
ださい。

プロジェクトを閉じる

プロジェクトを閉じると、［プロジェクト一覧］が表示されま
す。

収集・記録を停止してプロジェクトを閉じた状態

収集・記録を継続したまま、プロジェクトを閉じた状態

•	 開いているプロジェクトはロック（他のユーザが操作で
きない）状態になっています。プロジェクトを閉じる操

作をせずに、  ［プロジェクト一覧］をクリックすると、

ロック状態のプロジェクトを確認できます。
ロック状態のプロジェクト

収集・記録中の画面の詳細： 	「第 6章　データ収集をモ
ニタする」

Note
以下の操作はデータ収集中には行えません。
•	 ネットワーク機器リストから機器リストへの機器の登録
•	 機器リスト上での機器の新規登録
•	 機器リスト上での機器の登録位置の変更
•	 機器リスト上の登録機器の削除
•	 機器リスト上の登録機器の設定更新
•	 データの記録周期の指定
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3.3	 詳細に設定する（詳細設定）
詳細設定モードでは、データの収集・監視・記録のカスタマイズが可能です。この節では、詳
細設定モードで収集を開始するまでの操作を説明します。

対象機器の登録

タグの設定

記録の設定

プロジェクト作成

演算タグの設定
（付加仕様）

解析の設定

バッチの設定

未来ペンの設定

表示の設定 メールの設定

レポート／印刷の設定
（付加仕様）

アクセス権限の設定

収集・記録を開始

積算の設定
（付加仕様）

FTPの設定



3-7IM 04L65B01-01JA

収
集
・
記
録
の
設
定
を
す
る
、
収
集
・
記
録
を
開
始
す
る

  第 3 章　収集・記録の設定をする、収集・記録を開始する 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

付

索

13

14

15

3.3.1	 詳細設定でプロジェクトを作成する
はじめに収集・記録の単位であるプロジェクトを作成しま
す。プロジェクトごとに、接続機器や収集・記録の条件を
保存することができます。

新規作成
	 詳細設定モードのプロジェクトを新規作成します。

1	 GA10 を起動し、ログインします。
［プロジェクト一覧］画面が表示されます。

2 	 メニューの［ファイル］－［プロジェクト新規作成］
を選択します。

3 	 プロジェクト名とコメントを入力します。 
設定モードは [ 詳細設定 ] のボタンを選択してくださ
い。

4 	 ［OK］をクリックします。
［プロジェクト一覧］画面に新規プロジェクトが作成されます。

5 	 新規プロジェクトをダブルクリックします。
設定の初期画面が開きます。

設定画面表示エリア

設定ナビゲータエリア

左側のナビゲータの各項目をクリックしていくことで、設
定画面が切り替わります。

拡大・縮小ボタン

縮小表示 拡大表示

設定を行うとチェックマークが付く

プロジェクトの設定を続ける場合は以下のページへ進んで
ください。

接続機器を登録する： 3.3.2 項

エクスポートとインポート
GA10 では作成したプロジェクトを情報ファイル（拡張
子 .pjf）として出力、保存することができます。
保存することを「プロジェクト情報ファイル」のエクスポー
ト、エクスポートされた情報ファイルを読み込んで再利用
することをインポートといいます。プロジェクトのエクス
ポート、およびインポートの手順を説明します。

Note
•	 下位バージョンのサーバで作成されたプロジェクトは、

上位バージョンのサーバで使用することができます。
逆の場合は、プロジェクトが表示されません。

•	 GA10 にオプションを追加した場合、以前の構成で作成
されたプロジェクトは、新しい構成の GA10 で使用する
ことができます。逆の場合は、プロジェクトが表示され
ません。

	 関連項目： システム構成の異なるGA10で作成した
プロジェクトをインポートする

・	 R3.08 以降、5000 タグモデル、10000 タグモデルで作
成されたプロジェクトと、標準のプロジェクトは互換性
があり使用することができます。

エクスポートの操作

1	 プロジェクトの一覧から、保存したいプロジェクトを
選択します。

クリックして選択する

2 	 メニューの［ファイル］－［プロジェクトのエクスポー
ト］を選択します。

[ 名前を付けて保存］ダイアログが表示されます。
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システム構成の異なるGA10で作成したプロジェクトを	
インポートする（GA10バージョンR2.02.xx 以降）

オプション機能（チャネル数追加、演算など）を持った
GA10 で作成されたプロジェクトをインポートしようとす
ると、メッセージ（W2008) が表示されることがあります。
これはインポート対象のプロジェクトに、インポート先の
GA10 が持っていない機能が含まれているためです。
メッセージ上で［OK］をクリックするとインポートを続行
できます。インポートの結果は表のとおりとなります。

3 	 保存場所を選び、名前を付けて保存します。
指定した場所にプロジェクト情報ファイル（拡張子 .pjf）が
保存されます。

Note
•	 プロジェクトに対するアクセス権限がない場合、エクス

ポートができません。
•	 Modbus 機種の接続が含まれるプロジェクトの場合、

Modbus 機器のレジスタやチャネルの情報はエクスポー
トすることができません。別途、定義ファイルを保存す
る必要があります。

	 　　　Modbus 機種定義ファイル： 3.4.2 項
•	 OPC-UA サーバ機能（付加仕様、/UA）使用時の OPC-

UA プロジェクトはインポート、エクスポートができません。

インポートの操作

1	 メニューの［ファイル］－［プロジェクトのインポート］
を選択します。

［開く］ダイアログが表示されます。

2 	 プロジェクトファイルの保存場所から、インポートし
たいファイル（拡張子 .pjf）を選択し、［開く］をクリッ
クします。

プロジェクトの一覧にインポートしたプロジェクトが追加さ
れます。

Note
プロジェクトをインポートしたとき、そのプロジェクトの

「オーナー」はインポートを行ったユーザになります。
	 オーナーについて： 3.3.11項
	 オーナーの変更方法：  9.4.3 項
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インポート結果

GA10の設定

インポート先のGA10サーバに不足している機能

チャネル数
（タグ数）

演算機能
（付加仕様、	
/MT）

レポート機能
（付加仕様、	
/RP）

機器 ー ー ー

タグ サーバのタグ範囲を超えるタグは表示されませ
ん。

ー ー

演算タグ ー 表示されません。 ー

表示
表示グループ

サーバのタグ範囲を超えるタグは［None］にな
ります。

演算タグは［None］になります。 ー

表示
収集＆モニタ

ー ー

記録
［記録開始条件］、 

または 
［記録終了条件］が［アラーム］のと

き

開始タグ、終了タグがサーバのタグ範囲を超え
る場合、範囲はサーバの最大［タグインデックス］
になります。

開始タグがサーバのタグ範囲を超える場合は、
［記録開始条件］が［即時］、［記録終了条件］が［連

続］になります。

開始タグ、終了タグの両方が演算タグの場合は、
［記録開始条件］が［即時］、［記録終了条件］が［連

続］になります。

開始タグが測定タグ、終了タグが演算タグの場
合、範囲はサーバの最大［タグインデックス］
になります。

ー

積算 サーバのタグ範囲を超えるタグは［None］にな
ります。

ー ー

FTP ー ー ー

レポート /印刷
［作業内容］が 
［レポート出力］のとき

サーバのタグ範囲を超えるタグは［None］にな
ります。

演算タグは［None］になります。 表示しません。

メール
［トリガ］［タグ範囲］ 

選択

開始タグがサーバの最大［タグインデックス］
を超えるタグである場合、メールの設定は［OFF］
になります。

開始タグ、終了タグがサーバのタグ範囲を超え
る場合、範囲はサーバの最大［タグインデックス］
になります。

詳細選択の場合、サーバのタグ範囲を超えるタ
グは表示されません。

開始タグ、終了タグの両方が演算タグの場合、
メールの設定は［OFF］、選択範囲の開始終了タ
グはサーバの最大［タグインデックス］になり
ます。

詳細選択の場合、演算タグは表示されません。

ー

［添付ファイル］
［タグ範囲指定］

開始タグがサーバの最大［タグインデックス］
を超えるタグである場合、［アラーム情報］［瞬
時値］添付の設定は OFF になります。

開始タグ、終了タグがサーバのタグ範囲を超え
る場合、範囲はサーバの最大［タグインデックス］
になります。

詳細選択の場合、サーバのタグ範囲を超えるタ
グは表示されません。

開始タグ、終了タグの両方が演算タグの場合、
［アラーム情報］［瞬時値］添付の設定は OFF に

なります。

詳細選択の場合、演算タグは表示されません。

アクセス＆その他 ー ー ー

次ページへつづく
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GA10の設定

インポート先のGA10サーバに不足している機能

カスタム	
ディスプレイ	
機能

（付加仕様、	
/CG）

積算表示機能
（付加仕様、/WH）

GateSushi 機能
（付加仕様、/SU）

機器 ー ー 機器リストに GateSushi は表示されません。

タグ ー 「積算対象オーバーフロー」列は表示されませ
ん。

ー

演算タグ ー ［積算対象］は表示されません。 ー

表示
表示グループ

ー ー グループ 51 以降はタグが [None] になります。

表示
収集＆モニタ

［登録］ボタンは表示されません。 ー ー

記録
［記録開始条件］、 

または 
［記録終了条件］が［アラーム］のと

き

ー ー ー

積算 ー 表示されません。 ー

FTP ［レポート］ファイルは表示されません。 ー ー

レポート /印刷
［作業内容］が 
［レポート出力］のとき

ー ー －

メール
［トリガ］［タグ範囲］ 

選択

ー ー －

［添付ファイル］
［タグ範囲指定］
アクセス＆その他 ー ー －



3-11IM 04L65B01-01JA

収
集
・
記
録
の
設
定
を
す
る
、
収
集
・
記
録
を
開
始
す
る

  第 3 章　収集・記録の設定をする、収集・記録を開始する 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

付

索

13

14

15

コピー、貼り付け
プロジェクトは簡単にコピー、貼り付けすることができます。

1	 プロジェクトの一覧から、コピーしたいプロジェクト
を選択します。

2 	 メニューの［編集］－［コピー］を選択するか、キー
ボードの CTRL キーと c キーを同時に押します。

プロジェクトがコピーされます。

3 	 コピーしたプロジェクトを貼り付けるときは、メ
ニューの［編集］－［貼り付け］を選択するか、キー
ボードの CTRL キーと v キーを同時に押します。

プロジェクトが一覧に貼り付けされます。

Note
•	 コピーした内容は、ログアウトするまで保持されます。
•	 インポートや貼り付けをするとき、リスト上にオリジナ

ルのプロジェクトがある場合は、元のプロジェクト名の
後に 001 から始まる連番が自動的に追加されます。

プロジェクト名変更の操作
プロジェクトの名称は下記の手順で変更できます。

1	 プロジェクトの一覧から、変更したいプロジェクトを
選択します。

2 	 メニューの［プロジェクト］－［基本情報変更］を選
択します。

［プロジェクト基本情報変更］ダイアログが表示されます。

3 	 変更後のプロジェクト名、またはコメントを入力しま
す。

4 	 入力後、［OK］をクリックします。

プロジェクトの名前が変更されました。

変更後の名称
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3.3.2	 接続機器を登録する
プロジェクトを作成したら、データ収集や記録の対象となる接続機器を登録します。
接続機器を登録するための機器設定画面は、下図に示す 4 つのエリアから構成されています。

機器情報表示エリア

ネットワーク
機器リスト

機器リスト 登録機器リスト

［設定］ボタン

［詳細情報を開く］ボタン

•	 機器リスト
	 データ収集・記録の対象機器リスト
•	 登録機器リスト
	 GA10 サーバに登録済みの機器リスト
•	 ネットワーク機器リスト
	 イーサネット上、またはシリアル通信でオンラインになっている機器のリスト
•	 機器情報表示エリア
	 選択中の機器の情報を表示します。
•	［設定］ボタン
	 クリックすると、接続機器の設定画面 (Web アプリケーション）が起動します。（GX/GP/

GM のみ）	 ： 3-22 ページの「Webアプリケーションの起動」

•	［詳細情報を開く］ボタン
	 クリックすると、選択している機器の詳細情報をシート形式で表示します。

		  詳細情報表示内容：  次ページ

各機器のアイコン（下図）は実際の機器をイメージ化したもので、機器の情報を表示するため
のものです。機器の登録、削除にはこれらのアイコンを使用できます。

選択している状態 未選択の状態

通信アドレス
ホスト名、または
IPアドレスを表示

機器アイコン
機器名

デバイス番号（機器リスト上でのみ表示）

機種名外枠が青色になる
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詳細情報の表示
機器リスト、および登録機器リスト上の機器アイコンを選択しているとき、［詳細情報を開く］
ボタンをクリックすると、機器のチャネル情報を表形式で表示します。

No. 項目名／表示 初期値 設定 備考
① チェックボタンの On/Off チェック On 可 チェック On の状態は、チャネルが「使用」

されていることを意味します。 
「未使用」のとき、GA10 のタグ設定画面で

はタグを指定することができません。
② 使用チャネル 機器のチャネル番号 不可
③ タグ No. 機器のタグ No. 不可
④ タグコメント 機器のタブコメント 不可
⑤ タイプ 機器のタイプ 不可
⑥ 小数点 機器の小数点 不可
⑦ 最小値 機器に設定されたスケール最小値 不可
⑧ 最大値 機器に設定されたスケール最大値 不可
⑨ 単位 機器に設定されたスケール単位 不可
⑩ アラーム

1 ～ 4
種類 機器に設定されたアラームタイプ 不可
値 機器に設定されたアラーム値 不可

⑪ ツールボタン
（使用／未使用

一斉切り替え）

－ － 行を選択してクリックすると、選択行のチャ
ネルの使用／未使用（チェックの On/Off）
が切り替わります。

Note
•	 機器リストの機器を選択したときだけ、設定が可能になります。
•	 ネットワーク機器リストの機器を選択してもボタンは有効になりません。
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WT3000/WT3000Eの詳細情報
接続した機器が WT3000/3000E の場合は、WT の測定ファンクションが GA10 で収集するデー
タ（タグ）となります。測定ファンクション（以下、「データ」と呼びます。）は、WT3000/
WT3000E のモデル、エレメント数、付加仕様によって異なります。（表 1）

項目名／表示 初期値
使用チャネル 0001 から最大 0251まで割り付けされます。（WT3000/WT3000E のエレメントおよびオプショ

ンの構成による）
タグ No.
タグコメント

[ データグループ番号：データ名］の形式で表示します。また、高調波データの次数を表す
「Total」、 「dc」をそれぞれ［TOT］、［DC］と表示します。

例：�データグループ「Element1」のデータ「U」は 1:U、1:U(Total) は U(TOT)、U(dc) は
U(DC)　とそれぞれ表示されます。

詳細については、次ページの表 2、表 3 の対応表をごらんください。
タイプ FLOAT
小数点 3
最小値 -20.000
最大値  20.000
単位 データごとの単位は、次ページの表 4 の対応表をご覧ください。
アラーム 1 ～ 4 種類 空欄

値 0.000

表1	 WT3000/3000Eのエレメント・付加仕様・データグループの構成表
エレメント数 付加仕様 データグループ名
1 － Element1

/G6（高度演算機能、以下略） ElemHrm1
－ Other
/MTR（モータ評価機能、以下略） Motor

2 － Element1 Element2
/G6 ElemHrm1 ElemHrm2
－ SigmaA
－ Other
/DT（デルタ演算機能 *、以下略） Delta

/MTR Motor
3 － Element1 Element2 Element3

/G6 ElemHrm1 ElemHrm2 ElemHrm3
－ SigmaA
－ Other
/DT Delta
/MTR Motor

4 － Element1 Element2 Element3 Element4
/G6 ElemHrm1 ElemHrm2 ElemHrm3 ElemHrm4
－ SigmaA SigmaB
－ Other
/DT Delta
/MTR Motor

*：	デルタ演算機能（付加仕様、/DT）は WT3000E では標準機能です。
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表 2	 GA10で収集するタグとなるWT3000/WT3000Eのデータグループ・データ
グループ データ名 グループ データ名 グループ データ名 グループ データ名
Element1 ～ 4 U ElemHrm1 ～ 4 U(dc) SigmaA ～ B U Other ETA1

I U(1) I ETA2
P U(Total) P ETA3
S I(dc) S ETA4
Q I(1) Q F1
Lambda I(Total) Lambda F2
PHI P(dc) PHI F3
fU P(1) F4
fI P(Total) F5
U+pk S(dc) F6
U-pk S(1) F7
I+pk S(Total) F8
I-pk Q(dc) F9
Time Q(1) F10
WP Q(Total) WP F11
WP+ Lambda(dc) WP+ F12
WP- Lambda(1) WP- F13
q Lambda(Total) q F14
q+ PHI(1) q+ F15
q- PHI(Total) q- F16
WS PHIU(3) WS F17
WQ PHII(3) WQ F18

Uthd F19
Ithd F20
Pthd

Delta DELTA1
DELTA2
DELTA3
DELTA4

Motor Speed
Torque
SyncSp
Slip
Pm

表 3	 WT3000/WT3000Eデータグル―プ番号対応表
グループ データグループ番号
Element1 ～ Element4 1 ～ 4
ElemHrm1 ～ ElemHrm4 1 ～ 4
SigmaA SIGM
SigmaB SIGMB
Other 省略
Delta 省略
Motor 省略

表 4	 WT3000/WT3000E 単位対応表
データ名 単位 データ名 単位
U V q Ah
I A q+ Ah
P W q- Ah
S VA WS Vah
Q var WQ varh
PHI deg PHIU deg
fU Hz PHII deg
fI Hz Uthd %
U+pk V Ithd %
U-pk V Pthd %
I+pk A ETA1 %
I-pk A ETA2 %
Time sec ETA3 %
WP Wh ETA4 %
WP+ Wh Slip %
WP- Wh その他 空欄
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ネットワーク機器の検索
ネットワークに接続している機器を検索し、［ネットワーク
機器リスト］に表示させます。ワンクリックで検索、リスト
上にアイコンとして表示します。

1	 検索するためのフィルタ、［イーサネット］、または［シ
リアル］を選択します。

検索フィルタ

2 	 ［検索］ボタンをクリックします。

接続している機器を検索し、［ネットワーク機器リスト］上
に表示します。

Note
下記の機器は、検索で機器のアイコンが表示されません。
接続機器としてプロジェクトに登録するときは、［新規登録］
ボタンを使用する方法（次項）で登録してください。

イーサネットでの検索ができない機種
GX10、GX20、GP10、GP20（R1.03.02 までの機器）
DA100、DR130、DR230、DR240
DAQLOGGER、DAQ32Plus、MXLOGGER
WT3000、WT3000E（R6.20 までの機器）
Modbus 機種定義ファイルで定義した機器 *1

GateSushi

シリアルでの検索ができない機種
MX100、MW100
DAQLOGGER、DAQ32Plus、MXLOGGER
ボーレートが 9600bps、パリティが Even、ストップビットが 1 以
外の機器
通信方式が RS-422、RS-485 の機器

*1	 Modbus 機種定義ファイル： 3.4.2 項

機器リストへの登録
機器リストへは、作成中のプロジェクトでデータ収集、記
録の対象とする機器を登録します。

1	 ネットワーク機器リスト上の機器を選択します。

2 	 画面中央の［登録］ボタン  をクリックします。ま
たは、機器リスト上へドラッグ＆ドロップします。

機器を選択する

ここをクリック

または、ドラッグ＆ドロップ

1.

2.

登録しようとしている機器の詳細（機器登録ダイアログ）が
表示されます。

3 	 そのまま登録する場合は［OK］を、機器を選択し直
す場合は［キャンセル］をクリックします。
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機器リストへの登録（[ 新規登録 ] ボタン）
［新規登録］ボタンを使って機器を登録するには、以下の手

順で行います。

1	 ［機器リスト］上部の［新規登録］ボタンをクリック
します。または［機器リスト］の空欄をダブルクリッ
クします。

ダブルクリック

［機器登録］ダイアログの初期画面が表示されます。

2 	 登録する機器の内容を入力します。
入力項目の詳細については 3-19 ページの「機器登録ダイ
アログの詳細」を参照してください。
接続する機種により、利用可能な通信方式が異なるため、
ダイアログ上の通信パラメータの部分の表示も機種に合わ
せて切り替わります。

3 	 ［OK］をクリックします。
ダイアログが閉じ、［機器リスト］と［登録機器リスト］に
機器が登録されます。

Note
登録を削除するには機器アイコンを選択し DELETE キー、
または削除ボタンを押します。

オフラインでの登録
ネットワークに接続していない機器を、接続する前に登録
しておくことができます。

1	 ［新規登録］ボタンをクリックします。または、機器
リストの空欄をダブルクリックします。

［機器登録］ダイアログが表示されます。

2 	 ［機器登録］ダイアログで［機器名］を入力し、［機種］、
［通信方式］を選択します。

3 	 ［通信方式］がシリアルの場合は［通信タイプ］も選
択してください。

4 	 ［オフライン登録］ボタンをクリックします。
機器が登録されます。

Note
•	 オフライン登録された機器はチャネルが０、オプション

も無しとして登録されます。
•	 ［設定更新］ボタンをクリックすると、登録機器に接続

し、全ての登録機器の設定情報が更新されます。また「登
録機器リスト」に、その機器が追加されます。

•	 登録された機器が、ネットワーク上で認識されない場
合は、その機器の設定情報は何も更新されません。た
だし、ネットワーク上で認識されない場合も、登録情
報は保持されます。
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機器の追加
機器リストへ機器を追加したいときは、「機器リストへの登
録」の手順を繰り返します。

Note
他の設定画面に移動してから機器登録画面に戻って機器を
追加した場合、他の画面に移動するとき、確認メッセージ

（M1015）が表示されます。
［OK］を選択すると、タグ設定画面には追加された機器の

タグが、既存のタグの後ろに追加されます。［キャンセル］
を選択すると、タグは追加されません。

接続可能な機器と通信方式
GA10 に接続可能な機器と通信方式を下表に示します。
機器登録ダイアログで［機種］を登録するとき、▼をクリッ
クすると、以下の機種がリストで表示されます。
緑色セルの表示名は、カスタムディスプレイ機能（付加仕様、
/CG）付きの GA10 に接続するときに使用します。

対応機種
またはソフトウェア

表示名

通信方式 *1

RS-	
232

RS-
422	
/485

USB
Ethernet	

（接続時のポート番号）

GM10 GM10 × ○ ○ ○ 34434 *3

GX10 *2 GX10 ○ ○ × ○ 34434 *3

GX20 *2 GX20 ○ ○ × ○ 34434 *3

GP10 *2 GP10 ○ ○ × ○ 34434 *3

GP20 *2 GP20 ○ ○ × ○ 34434 *3

GX/GP/GM  
（PID 制御モジュール用）

GXGPGM_
PIDSlot0
～
GXGPGM_
PIDSlot9

× ○ × ○ 502

DX1xxx DX1000 ○ ○ × ○ 34260

DX2xxx DX2000 ○ ○ × ○ 34260

CX1xxx CX1000 ○ ○ × ○ 34260

CX2xxx CX2000 ○ ○ × ○ 34260

FX1xxx FX1000/
FW1000

○ ○ × ○ 34260

MV1xxx MV1000 ○ ○ × ○ 34260

MV2xxx MV2000 ○ ○ × ○ 34260

μR10000 μR10000 ○ ○ × ○ 34260

μR20000 μR20000 ○ ○ × ○ 34260

MX100 MX100 × × × ○ 34316

MW100 MW100 × × × ○ 34316

DA100 DA100 ○ ○ × ○ 34150

DR130 DR130 ○ ○ × ○ 34150

DR230 DR230 ○ ○ × ○ 34150

DR240 DR240 ○ ○ × ○ 34150

UT32A *4 UT32A 
× ○ × △ 502

UT32A_R3 
UT35A UT35A

× ○ × ○ 502
UT35A_R3 

UT52A *4 UT52A 
× ○ × △ 502

UT52A_R3
UT55A UT55A

× ○ × ○ 502
UT55A_R3 

UT75A UT75A
× ○ × ○ 502

UT75A_R3 
UP35A UP35A

× ○ × ○ 502
UP35A_R3 

UP55A
UP55A

× ○ × ○ 502
UP55A_R3 

対応機種
またはソフトウェア

表示名

通信方式 *1

RS-	
232

RS-
422	
/485

USB
Ethernet	

（接続時のポート番号）

UM33A *4 UM33A × ○ × △ 502

UPM100 UPM100 × ○ × △ 502

UPM101 UPM101 × ○ × △ 502

YS1500 YS1500 × ○ × ○ 502

YS1700 YS1700 × ○ × ○ 502
Modbus プロトコル *5

対応機器
（当社制御計装機器を含む）

hardware × ○ × ○ 502

WT3000 *6 WT3000 ○ × × ○ 10001

WT3000E *6 WT3000E ○ × × ○ 10001

GateWT for GA10 GateWT for GA10 × × × ○ 50295 *7

DAQLOGGER DAQLOGGER × × × ○ 50280 *7

DAQ32Plus DAQ32Plus × × × ○ 50278 *7

MXLOGGER MXLOGGER × × × ○ 50284 *7

GateSushi GateSushi × × × ○ 34592 *7

*1	 ○：利用可　×： 利用不可　△：*4 を参照
*2	 GX/GP は R1.03.03 以降で、Ethernet の自動検索に対応しています。
*3	 GX/GP は機器で通信ポートの指定ができますが、GA10 ではデフォルトの

34434 だけをサポートします。
*4	 オープンネットワーク機能を内蔵していません。Ethernet 接続には VJET

（当社製 Ethernet/RS485 変換器）が必要です。 
*5	 Modbus Ascii プロトコルには対応していません。データ時刻は、PC 時刻

のみ選択可能です。
*6 	 WT3000、WT3000E は、横河計測 ( 株 ) 製プレシジョンパワーアナライザです。

Ethernet の自動検索は R6.21 以降で有効です。
*7	 通信方式指定時のパラメータとしてポート番号の指定が必要です。（表中

のポート番号は初期値。）

Note
•	 GX/GP/GM_PIDSlot0 ～ GX/GP/GM_PIDSlot9 は、カス

タムディスプレイ機能（付加仕様、/CG）付きの GA10
から、PID 制御モジュール（GX90UT）を装着している
GX/GP/GM の出力値などを操作するときに使用します。

	 関連項目： 7-4 ページ
•	 UTAdvanced シリーズで "_R3" 付きの機種名は、SP な

どの出力チャネルに対応しています。カスタムディスプ
レイ機能（付加仕様、/CG）付きの GA10 に接続すると
きは "_R3" 付きを使用してください。
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機器登録ダイアログの詳細
［機器登録］ダイアログは接続する機器を登録する場合に使

用します。下図は初期画面です。

①

②
③
④

⑤

No. 項目名 指定方法 初期値 説明
① 機種名 文字列を入力

（入力範囲：半角英
数字 20 文字まで）

Device 登録する機器の名称を入力
します。

② 機種 リストから選択 DX1000 対応機種、またはソフト
ウェアの名称をリストから
選択します。

③ 通信方式 リストから選択
（選択範囲：イーサ

ネット、シリアル、
USB。ただし、機種
による。）

イーサ
ネット

通信方式をリストから選択
します。
機種が MX100/MW100
および DAQLOGGER、
DAQ32Plus、MXLOGGER、
GateWT の場合、イーサ
ネット固定です。
また、機種が GM10 の場
合のみ、USB が選択可能に
なります。

④ ホスト名 /
IP アドレス

文字列を入力
（入力範囲：半角英

数字 255 文字まで）

空欄 通信方式がイーサネットの
場合のみ表示されます。機
器のホスト名、または IP
アドレスを入力します。

⑤ ユーザ名 文字列を入力
（入力範囲：半角英

数字 63 文字まで）

Admin ユーザ情報の項目は、以下
の条件で表示されます。
通信方式が［イーサネット］
で、機種が DAQLOGGER、
DAQ32Plus、MXLOGGER、
GateWT、または Modbus
機器でないとき。
通信方式が［シリアル］
で、機種が GX10、GX20、
GP10、GP20、または
GM10 のとき。

ユーザ ID 同上 空欄 登録する機器側の「セキュ
リティ設定」が有効になっ
ている場合に入力が必要で
す。無効の場合は［ユーザ
名］admin、［ユーザ ID］、［パ
スワード］は未入力のまま
[OK] をクリックします。

パスワード 同上 空欄

通信方式や接続機種ごとの主な表示例を以下に示します。

DAQLOGGER、DAQ32Plus、MXLOGGER、GateWTと接続する場合

•	 通信方式は［イーサネット］固定です。
•	 ［機種］のソフトウェアがインストールされている PC の

IP アドレスを入力してください。
•	 DAQLOGGER、DAQ32Plus に接続する場合は、システム

番号は "0"（初期値）のままとしてください。
•	 	MXLOGGER に接続する場合は、MXLOGGER で使用して

いるシステム番号を選択してください。
•	 GateWT for GA10 に接続する場合、「WT 設定」番号 02

以降の機種を表示させるには、GA10 の [ 機器登録 ] ダ
イアログでシステム番号を［None］に設定してください。
または、新たに [ 新規登録 ] ボタンをクリックし、[ 機器
登録 ] ダイアログで、システム番号を指定してください。

「WT 設定」番号 02 の場合は、システム番号に 01 を指
定します。たとえば、GateWT の番号 1、2、3、…は、
GA10 のシステム番号 0、1、2、…と設定してください。

•	 GateWT for GA10 を起動するときは、右クリックして「管
理者として実行」を選択してください。

Note
GateWT for GA10 ご使用時は、GateWT の取扱説明書 

「 WX1 GateWT ユーザーズマニュアル（IM No： IM WX1-
03）」をご参照ください。また、用語は以下のように読みか
えて下さい。

「GateWT」→「GateWT for GA10」
「DAQLOGGER」→「データロギングソフトウェア GA10」

⑥

⑦

項目名 指定方法 初期値 説明
⑥ ポート番号 文字列を入力

（入力範囲：1025
～ 65535）

接続可能
な機器と通
信方式を
参照

通信方式が［イー
サネット］で機種
が DAQLOGGER、
DAQ32Plus、MXLOGGER、
GateWTのとき、表示さ
れます。

⑦ システム 
番号

リストから選択
（選択範囲：None, 

0 ～ 60）

0 同上
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WT3000/3000Eと接続する場合

•	 WT3000/WT3000E は GateWT for GA10 を使用せずに接
続できます。対象機種のリストから選択してください。

•	 RS-232C 通信で接続する場合は、WT3000/3000E の設定
で MISC － Remote Control － Device － RS232 コントロー
ルを以下のとおり選択してください。

Format（データフォーマット）： 8-NO-1
Rx-Tx（ハンドシェーク方式）： NO-NO
Terminator（ターミネータ）： Lf

•	 Ethernet 通信の場合は、WT3000/3000E の設定で MISC
－ Remote Control － Network － User Account（ユーザー
アカウント）の Time Out（タイムアウト（秒））を「30 秒」
以上に指定してください。タイムアウトが初期値（Infinite：
制限時間なし）のままだと、通信異常時のリトライ処理
が行われません。

通信設定の詳細：  WT3000 プレシジョンパワーアナ
ライザ　通信インタフェースユーザーズマニュアル（IM 
760301-17）

通信方式が［シリアル］の場合

⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬

項目名 指定方法 初期値 説明
⑧ COM ポート

番号
リストから選択

（選択範囲：1 ～ 20）
1 通信方式が［シリア

ル］、または［USB］の
ときに表示されます。

⑨ 通信タイプ リストから選択
（選択範囲：RS-232C、

RS-422/RS-485）
ただし、WT3000/3000E
は RS-232C 固定です。

RS-232C 通信方式が［シリアル］
のとき、表示されます。

⑩ ボーレート リストから選択
（選択範囲：9600bps、

19200bps、38400bps）

9600bps 同上

⑪ パリティ リストから選択
（選択範囲：None、

EVEN、ODD）

None 同上

⑫ ストップ
ビット

リストから選択
（選択範囲：1、2）

1 同上

⑬ アドレス リストから選択
（選択範囲：1 ～ 99）

1 通信方式が［シリアル］
で通信タイプが［RS-
422/RS-485］の場合
に表示されます。

通信方式が［シリアル］で機種がModbus 機器の場合

⑭
⑮
⑯
⑰

No. 項目名 指定方法 初期値 説明
⑭ Modbus ア

ドレス
文字列を入力（入
力範囲：1 ～ 247）

1 機種が Modbus 機器の場
合、表示されます。

⑮ 収集周期 リストから選択
（選択範囲：

100msec*、
200msec*、
500msec*、1 秒 *、
2 秒、5 秒、10 秒、
20 秒、30 秒、1 分、
2 分、5 分、10 分、
30 分、1 時間）

1 秒 * 同上

⑯ タイムアウ
ト

文字列を入力
（入力範囲：

100msec ～
10000msec）

5000msec 同上

⑰ オプション チェックボックス 未チェック Modbus 機種定義ファイ
ルで定義されたオプショ
ン文字列を、定義した順
序で表示します。

*	 5000 タグモデル、10000 タグモデルは 2 秒未満を選択できません。初期
値は 2 秒です。

Note
・	 以下の機器を「シリアル通信方式」、かつ、「一般ユー

ザ」で登録する際は、その機器の A/D 測定周期と FIFO
の書き込み周期を一致させてください。

	 DX1000、DX1000N、DX1000T、DX2000、DX2000T、
MV1000、MV2000、CX1000、CX2000、FX1000

•	 拡張セキュリティ機能 (/AS1) 付きの DXAdvanced 
(DX1000、DX1000N、DX1000T、DX2000、DX2000T）
と Ethernet 接続する場合、DX にアクセスするための
ユーザは「管理ユーザ」を指定してください。また、こ
のときログインできる管理ユーザは 1 ユーザだけとな
ります。

•	 カスタムディスプレイ機能（付加仕様、/CG）付きの
GA10 に UTAdvanced（UT32A, UT35A, UT52A, UT55A, 
UT75A, UP35A, UP55A）を接続する場合は、リストから
"_R3" がついている機種名を選択してください。SP な
どの出力チャネルに対応しています。
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登録情報の変更
	 機器リスト上の機器アイコンを選択し、ダブルクリック

します。［機器基本情報変更］ダイアログが表示されま
すので、変更したい項目を編集してください。

	 このダイアログで変更できる内容は、登録時に［機器登
録］ダイアログで指定する内容と同じです。

対象の機器を選択し、ダブルクリック

登録の削除
	 登録した機器を削除するには、機器アイコンを選択し、

メニューの［編集］ー［削除］をクリック、または［削除］
ボタンをクリックしてください。

	 機器アイコンを選択し DELETE キーを押しても削除でき
ます。

	 機器アイコンを選択していない場合に、「削除」ボタン
を押すと使用していないすべての機器が削除されます。

削除したい機器を選択し、クリック

設定の更新
機器リストへ機器を新規登録した後に、機器本体の設定を
変更した場合は［設定更新］ボタンをクリックしてください。
接続中の機器から最新の情報を取得し、反映することがで
きます。

［設定更新］ボタンをクリック

対象の機器を選択し

重要
GA10 側（バージョン R2.01.xx 以前）で［タグ No.］や［タ
グコメント］を登録済みの場合は、［設定更新］操作は行
わないでください。登録した［タグ No.］や［タグコメン
ト］の情報が消えてしまうことがあります。

登録機器リストへの登録
登録機器リストには、サーバに登録された接続機器の一覧
が表示されます。初期画面では何も表示されていません。
機器リストに接続機器の新規追加を行うと、登録機器リス
トにも自動的に登録されます。
また、ネットワーク機器リストからのドラッグ＆ドロップ操
作でも登録することができます。

表示内容のフィルタ

［最新情報］に更新

［最新情報］ボタンをクリックすると、サーバから最新の機
器のリストを取得します。
また、通信方式のフィルタを選択することで、指定した通
信方式の機器だけを表示させることができます。このとき

［シリアル］は、サーバがインストールされた PC のシリア
ルポート上の機器が対象となります。
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Web アプリケーションの起動（GX/GP、および GM）
機器情報表示エリアの［設定］ボタン  から、本体設
定用の Web アプリケーションを起動することができます。

1	 プロジェクト一覧画面で対象のプロジェクトをダブル
クリックします。

2 	 プロジェクト設定画面を機器設定画面に切り替えま
す。

3 	 設定を変更したい機器アイコンを選択します。
画面下部の機器情報エリアに選択した機器の情報が表示さ
れます。

4 	 機器情報エリアの［設定］ボタン をクリックします。
機 器 に 対 応 し た 設 定 ウ ェ ブ ペ ー ジ を Windows Internet 
Explorer 上に表示します。

Web アプリケーションの操作方法については、GX/GP の取
扱説明書（IM 04L51B01-01JA）、または GM の取扱説明書（IM 
04L55B01-01JA) をご覧ください。
最新版の取扱説明書は下記よりダウンロードできます。
URL：www.smartdacplus.com/manual/ja/

機器設定画面での制限について
•	 機器設定画面での行える操作のうち、以下はデータ収集

中には行えません。
•	 登録機器リストから機器リストへの機器の登録
•	 ネットワーク機器リストから機器リストへの機器の登録
•	 機器リスト上での機器の新規登録
•	 機器リスト上での機器の登録位置の変更
•	 機器リスト上の登録機器の削除
•	 機器リスト上の機器の設定更新

•	 Web アプリケーションの起動は、接続機器が GX/GP で
通信方式が Ethernet の場合だけ対応しています。

•	 複数の接続機器で同じ COM ポートを利用する場合は、
以下の点にご注意ください。

•	 Modbus 機種と他の機器を混在させない
•	 通信タイプを同じものにする
•	 ボーレート、パリティ、ストップビットを同じものにす

る

http://www.smartdacplus.com/manual/ja/
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3.3.3	 タグを設定する
GA10 では、複数の接続機器からデータの収集や記録を行います。それらの接続機器のどのチャ
ネルを利用するかを識別し、指定するためにタグを設定します。
プロジェクトの接続機器を登録後、「タグ設定画面」を初めて表示すると、タグには登録した
機器のチャネルが自動的に初期値として設定されています。初期値を必要に応じて編集してい
くことで、よりカスタマイズされたデータ収集を行うことができます。

基本操作
1 2

4

3

1	 画面左側ナビゲータエリアの［タグ］を選択します。
タグ設定画面が表示されます。

2 	 収集、または記録に使用するタグ（1 行 =1 タグ =1 チャネル）を指定します。
	 [ 収集 ]、または［記録］列のボックスをクリックしてください。
	 連続して選択する場合は、最初のセルをクリック後、最後のセルを SHIFT キーを押しながらクリッ

クします。

3 	 使用するタグに対する各設定を行います。
	 [ 収集 ]、［記録］以外の各列はクリックすると、リストボックス、または選択肢のウィンドウが表

示されます。目的の設定を選択します。［タグ No.］と［タグコメント］には文字列を入力します。
アラーム 1 ～ 4 の種類と値は表示のみです。

	 積算表示機能（付加仕様、/WH）のとき
	 積算値計算に指定の積算オーバーフロー値を使用するときは、［積算対象オーバーフ

ロー］列の［指定］ボックスをクリックして、値を設定します。

4 	 タグに設定するアラーム音ファイルを登録します。
	 アラーム音は、mp3 形式のファイルです。最大 20 ファイルです。
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小数点以下の
桁数を選ぶ使用するタグを選ぶ

割り付けるチャネルの機器を選ぶ
割り付けるチャネルを選ぶ

データ型を選ぶ

アラーム音を
選ぶ

タグの番号とコメントの
文字列を入力

タグの選択状態　さらにクリックすると切り替わる

積算対象のオーバーフロー値を入力

設定項目
プロジェクト内での表示グループの設定などは、タグの設定を利用して行います。従って、タ
グに割り付ける機器のチャネルを変更しても、表示グループの設定などの変更を別途行う必要
がありません。

① ② ③ ④ ⑤ ⑦ ⑨⑥ ⑧

①	収集（タグインデックス）
	 この項目はタグ固有の番号で 0001 からの連番となっています。この番号は変更ができませ

ん。ボックスをクリックすることで、収集の対象とするかどうかを指定します。

②	記録
	 ボックスをクリックすることで、記録の対象とするかどうかを指定します。

③	機器
	 そのタグに割り付けるチャネルの機器名を指定します。

④	チャネル
	 そのタグに割り付けるチャネルを指定します。クリックすると、別ウィンドウが表示されま

すので、チャネル番号を選択するとシートに反映されます。

⑤	タグ No.、タグコメント
	 タグの別名となる［タグ No.］［タグコメント］の文字列を入力できます。タグ No. は 16 文

字まで、タグコメントは 32 文字まで、任意に設定することができます。［タグインデックス］
［タグ No.］［タグコメント］の 3 つの名称は切り替えて表示することができますので、それ

ぞれの特徴を生かした使い分けが可能です。各画面での名称表示は、メニュー［表示］－［タ
グ表示］にて切り替えができます。
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⑥	タイプ
	 タグのデータ型を指定します。プルダウンをクリックし、下記のデータ型のいずれかを選択

してください。機器のチャネルのデータ型と一致させてください。

データ型 説明
ANY 任意のデータ型
BOOL BOOL 型
SHORT 2 バイトの符号付整数
USHORT 2 バイトの符号なし整数
LONG 4 バイトの符号付整数
ULONG 4 バイトの符号なし整数
FLOAT 4 バイトの単精度浮動小数点実数
FLOAT(LOG) LOG 入力チャネル専用のデータ型 *1
LOG(Old) LOG 入力チャネル専用のデータ型（DXAdvanced シリーズ）
LOG LOG 入力チャネル専用のデータ型（FX1000 シリーズ）

接続対象となる機器の各チャネルのデータ型は次の表を参考にしてください。
機種 チャネルの種類 データ型
DAQLOGGER
DAQ32Plus
MXLOGGER

すべてのチャネル 不定（LONG、FLOAT、または LOG）

GX/GP
GM

測定チャネル（DI を除く）、
演算チャネル、通信チャネル

LONG

DI チャネル BOOL
測定チャネルで入力のタイプが LOG のチャネル *1 FLOAT(LOG)
上記以外のチャネル その他のチャネルと同じ

Modbus 機種
定義ファイルで
定義した機種

すべてのチャネル Modbus 機器定義ファイルで指定したレジスタの
データ型を維持し、表示、記録に利用する。
データ型対応表： Data Type（データ型） の意味

その他 測定チャネル SHORT
演算チャネル LONG
制御チャネル SHORT
拡張チャネル SHORT
測定チャネルで入力のタイプが LOG のチャネル LOG

*1	 GX/GP ファームウェアバージョン R2.01 以降、Log スケールオプション（/LG）付きの場合

⑦	小数点
	 タグの小数点以下の桁数を指定します。プルダウンをクリックし、桁数（0 ～ 5）を選択し

てください。機器のチャネルで設定されている小数点位置と一致させてください。［ANY］
を設定すると、データ収集開始時に、機器から小数点位置の情報を取得します。

［タイプ］と［小数点］、および［ANY］について
・	 GA10 は、データ収集中に接続対象機器を変更しても、［タイプ］と［小数点］が一致

していれば、データの収集を続けることができます。
・	 収集途中にメンテナンスなどのため別の機器を接続しても、同じ［タイプ］と［小数点］

の測定チャネルなら、データの収集を継続して行うことができます。
・	 データ収集開始時に機器のチャネル情報を取得し、それを元にデータ収集を行いたい

とき、［ANY］を選択します。ただし、データ収集時刻の設定が［PC 時刻優先］で、かつ、
収集開始後３秒以内に機器に接続できなかった場合は、［ANY］を指定してもデータ
収集開始時のチャネル情報は使用されません。代わりに、機器登録時に機器から取得
したチャネル情報を使用します。データ収集開始時のチャネル情報と機器登録時に機
器から取得したチャネル情報が一致していれば問題ありません。

・	［ANY］を使うと、データ型や小数点位置の指定が簡単になります。実際のデータ型
は確認することができません。

		  関連項目：  Q11
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Note
•	 収集対象となるチャネルが LOG 入力の場合は、データ型に LOG を選択してください。また、LOG
では、小数点以下の桁数を指定しても使用しません。
•	 データ型として BOOL を利用する場合、小数点以下の桁数を指定しても使用しません。

⑧	�積算対象のオーバーフロー値使用の指定、積算オーバフロー値の指定（付加仕様、
/WH）

	 積算演算でオーバーフローが発生した時に使用する、演算対象ごとのオーバーフロー値を
設定できます。

	 指定した場合は、設定したオーバーフロー値をそのまま加算します。
	 指定しない場合は、オーバーフロー値を自動計算して積算演算します。
	 値は 1 ～ 1,000,000,000 の範囲で設定できます。

	 積算対象オーバーフロー値
	 機器が測定している積算値が、その機器の最大測定範囲（例：99999999）を超えるとオーバー

フローとなり、積算値は 0（ゼロ）にリセットされます。
	 積算演算は測定周期ごとの積算値から単位時間あたりの積算値を演算しているため、オー

バーフローが発生したときに積算対象オーバーフロー値を加算して積算演算をします。

⑨	アラーム 1 ～ 4 の種類、値、音
	 各タグのアラームごとにアラーム音を設定することができます。
	 アラームの種類と値は、機器に設定された種類と値で、変更できません。
	 アラーム音の設定およびアラーム音ファイルは、プロジェクトファイルに保持されます。

アラーム音 説明
なし アラーム種類が設定されていない場合です。
標準 アラーム種類が設定されている場合、GA10 標準のアラーム音です。
アラーム音ファイル アラーム種類が設定されていて、かつアラーム音ファイルが登録されている

場合、ファイル名が表示され選択できます。

アラーム音ファイルの登録、削除
アラーム音ファイルをサーバにアップロード、サーバからダウンロード、または削除すること
ができます。

•	 アップロード
	 No. をクリック、［アップロード］ボタンをクリックし、mp3 形式のファイルを指定します。
•	 ダウンロード
	 No. をクリック、［ダウンロード］ボタンをクリックし、クライアントの保存先を指定し、保

存します。
•	 削除
	 サーバに登録されたアラーム音ファイルを削除できます。No. をクリック、［削除］をクリッ

クすると削除されます。
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WT3000/WT3000Eのタグ設定画面

接続対象が WT3000/WT3000E の場合、WT3000/WT3000E
のデータグループ・データが、GA10 で収集するタグとなり
ます。タグ設定画面の項目内容は下表のとおりです。
詳しくは 3-14 ページの「WT3000/WT3000E の詳細情報」
の各表を参照してください。

項目名 説明
収集

他の機器と同じ記録
機器
チャネル 0001 から最大 0251 まで割り付けされます。

（WT3000/WT3000E のエレメントおよびオプ
ションの構成による）

タグ No.
タグコメント

[ データグループ番号：データ名］の形式で表
示します。
たとえば、データグループ「Element1」のデー
タ「U」は「1:U」と表示されます。
詳細については、3-15 ページの対応表をごらん
ください。

タイプ FLOAT
小数点 3

タグの編集

行のクリア、削除、挿入

タグの設定データ（行）をクリア、削除、挿入する場合は、
操作対象の行を選択してからボタンをクリックします。
行の左端（[ 収集 ] タグの数字）をクリックすると、行を選
択できます。

ボタン 操作結果
クリア クリックすると、選択された行の設定が削除され、各項

目は初期化されます。
削除 クリックすると選択された行のタグ設定が削除され、上

にシフトします。
挿入 クリックすると、選択した行数分のタグ情報（初期値）

が挿入されます。

一括編集

設定データを一括で編集する場合は、対象の設定データを
選択してから、画面下部の操作バー上のアイコンをクリッ
クして行います。操作バーのアイコンの種類（下表）によっ
て、その操作結果は変わります。

種類 名称 操作結果
使用 / 未使用 チェック、未チェックの状態を切り替える。

選択範囲内のすべてのデータが同一の場合は、
クリックすると、それらすべてを同一に切り替
える。
選択範囲内のデータに 2 種類のデータがある
場合は、クリックすると、それらすべてを範囲
先頭のデータに切り替える。

インクリメント 選択範囲の先頭を基準にチャネル番号を昇順
で割り付ける

コピー 選択範囲の先頭の設定を他にコピーする
コピーフラグ 設定データのコピーを行うときに、貼り付け項

目の選択と非選択を切り替える。通常は選択（貼
り付け）の状態。
クリックすると、その項目の列は非選択状態に
なり、貼り付けの対象とならない。

選択内容のコピー / 貼り付けは、［編集］メニューからもできます。

なお、設定データを範囲選択するときは下記のいずれかの
方法で行います。

•	 マウスをドラッグして選択
	 選択したい行の上でマウスの左ボタンを押し、選択を

開始する位置を決めます。押したままの状態で、マウ
スを移動し、左ボタンを離した位置までが選択されます。

•	 SHIFT キーを利用した選択
	 選択開始行を決定したら、SHIFT キーを押したまま、

選択終了行で左クリックをします。
•	 全選択
	 ［収集］のタイトル部分をクリックすると、すべての

設定データが選択されます。
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一括編集の操作

1	 まとめて編集したい行を、範囲選択します。

① 先頭行の左端をクリックする

② そのままドラッグして、放す

2 	 編集したい項目列の下のアイコンをクリックし、編集
します。

選択範囲の値が編集されます。

機器単位でのタグの並べ替え
設定したタグの位置を、機器リストに登録された機器の番
号順（第一優先）、その機器のチャネル番号順（第二優先）
に並べ替えできます。メニュー［プロジェクト］－［機器
順にタグの並べ替え］をクリックします。または、ツールバー
の  をクリックします。

Note
並べ替えを実行しても、演算タグ（付加仕様、/MT）には
反映されません。

［機器単位でのタグの並べ替え］を行うと、各設定は次のよ
うになります。
•	 各タグの設定内容（タグ No.、タグコメント、タイプ、

小数点）は、操作前のまま保持されます。
•	 表示グループ：操作前の設定を保持します。
•	 記録：タグインデックス（固定の連番）が変更になります。

タグの範囲が指定されている場合は、範囲の位置を保持
したまま、番号だけが入れ替わります。

•	 レポート / 印刷（付加仕様、/RP)：タグインデックスの
番号が変更になります。

•	 メール：タグインデックスが変更になります。［トリガ］
にタグ範囲が指定されている場合は、範囲の位置を保持
したまま、番号だけが入れ替わります。また、このとき［ト
リガ］の設定は［簡易］から［詳細］に変更になります。

タグのエクスポート、インポート
GA10 では、タグ情報を TSV ファイルに変換すること（エク
スポート）ができます。
また、そのファイルは、TSV 形式ファイルの編集ができる
ソフトウェアで編集後、再度、GA10 に読み込ませること（イ
ンポート）ができます。

Note
エクスポート、インポートの対象は、タグ No. とタグコメ
ントだけです。

エクスポートの操作

1	 タグ情報を保存したいプロジェクトのタグ設定画面を
表示させます。

2 	 メニューの［ファイル］－［タグのエクスポート］を
選択します。

3 	 保存場所を選び、名前を付けて保存します。
指定した場所にタグ情報ファイル（.tsv）が保存されます。

	 エクスポートされたタグ No. とタグコメントは、次の
ように一行で表示されます。

インポートの操作

1	 タグ情報を反映させたいプロジェクトのタグ設定画面
を表示させます。

2 	 メニューの［ファイル］－［タグのインポート］を選
択します。

［開く］ダイアログが表示されます。

3 	 TSV ファイルの保存場所から、インポートしたいファ
イルを選択し、［開く］をクリックします。

タグ設定画面にインポートしたタグ情報 TSV ファイルの内容
が反映されます。
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タグの情報更新（再読み込み）
タグ設定画面のタグの情報は、以下の場合に更新されます。

•	 タグ設定画面でチャネル（機器）を変更したとき
	 タグ設定画面でチャネル（または機器）を変更すると、［タ

グ No.］、［タグコメント］、［タイプ］、［小数点］の情報を
指定したチャネルから取得します。

チャネルの変更

変更後のチャネルの情報に更新される

•	 収集を開始したとき
	 収集開始時（機器接続時）に、機器から最新のチャネル

情報を取得し、アラーム値、レンジ、単位を更新します。
ただし、PC 時刻優先で、収集開始後 3 秒経過しても機
器に接続できない場合は、既に登録済みの機器のチャネ
ル情報を利用します。

•	 手動でタグ情報を更新したとき
	 接続機器側でタグ情報を変更したとき、メニューの［プ

ロジェクト］－［タグの情報更新］で、タグ情報を更新
できます。更新する内容はサブメニューから選択できま
す。

サブメニュー 内容
タグ No.、タグコメント [ タグ No.]、[ タグコメント ] を、接

続機器側の最新情報に更新する
タグ No.、タグコメント以外 ［タイプ］、［小数点］を、接続機器側

の最新情報に更新する

1	 タグの情報を更新するプロジェクトを開きます。
•	 マネージャ以上のアクセス権限（設定操作が可能な権

限）でプロジェクトを開いてください。
•	 データ収集を停止しているプロジェクトに限ります。

2 	 画面左側ナビゲータエリアの［タグ］を選択します。

タグ設定画面が開きます。

3 	 更新の対象となるタグを選択します。

選択範囲

4 	 メニューの［プロジェクト］－［タグの情報更新］を
選択し、サブメニューで更新する内容をクリックしま
す。

確認のメッセージが表示されます。

5 	 ［OK] をクリックします。

選択しているタグの情報が更新されます。

Note
•	 ［タグの情報更新］メニューを実行しても、GA10 側で

編集したタグの設定は変更されません。
•	 次の場合、エラーメッセージが表示されます。
	 -　一部の接続機器がサーバと通信ができない。
	 •　サーバの登録機器が最大数に達している。
•　�以下の機器を「一般ユーザ」で更新し、かつ、その機

器の A/D 測定周期と FIFO の書き込み周期が一致しない
場合は更新されません。「管理ユーザ」でログインする
と更新できます。

	 DX1000、DX1000N、DX1000T、DX2000、DX2000T、
	 MV1000、MV2000、CX1000、CX2000、FX1000
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3.3.4	 表示グループを設定する
GA10 のモニタ画面では、複数のチャネルをグルーピングして表示することができます。
このチャネルのグルーピングと、タグのデータの表示方法を「表示グループ設定画面」で設定
します。表示グループ設定画面は、複数のタブページから構成されています。
各タブページの横方向の各行が１つの波形の設定内容、縦方向の各列がその設定項目となっています。

操作バー：選択行の設定データの一括編集に使用する スクロールバー

選択された［No.］の波形を表示

1 2 3

基本操作

1	 画面左側ナビゲータエリアの［表示グループ］を選択します。
表示グループ設定画面が表示されます。

2 	 設定するグループのタブをクリックします。

3 	 各設定データを編集します。左端の［No.］をクリックすることで、その波形の表示、非
表示が切り替えられます。

各項目の詳細については次ページ以降に記載します。図中の記号（①～⑩）で参照してください。

Note
表示グループ設定画面の初期画面では、機器ごとにタグが自動割り付けされています。（タグ設定画
面で収集チャネルに指定されているタグがある場合）

「タグの自動割り付け」を再度行う場合は、先に割り付けを行ってから各表示の設定をしてください。
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グループのタブNo. グループ名の指定

①波形No.

③Y軸の指定 ④固定小数点表示/浮動小数点
　表示の選択

⑤メータの種類②波形に割り付けるタグの指定 ⑥表示範囲を入力

	 	

⑦Y軸の目盛間隔の指定
⑩トリップラインの表示指定⑧波形の表示位置

⑨波形の表示色

設定項目

①	 No.
	 この項目は波形の番号で W01 からの連番となっています。この番号は変更ができません。選択することで、表示するか

どうかを指定します。

②	 タグ
	 波形に割り付けるタグの指定をします。クリックすると別ウィンドウ（下図）が表示されますので、タグ番号を選択する

とシートに反映されます。「[ 機器番号：機器名：チャネル ] を表示する」にチェックをいれると、タグ番号の後ろに以下
の内容が表示されます。

タグ番号の後ろに接続機器の情報を表示する。

	 機器番号：GA10 の機器リストでの番号を表示します。
	 機器名：GA10 のタグ設定画面で割り付けた機器名を、先頭から９文字まで表示します。
	 チャネル番号：接続している機器のチャネル番号を表示します。

③	 Y 軸
	 番号：波形表示で使用する Y 軸の指定をします。
	 モード：詳細モードとコンパクトモードから選択します。
	 型：�波形の Y 軸の目盛の付加方法の指定をします。線形表示と対数表示があります。
	 Y 軸のタイトル：波形の Y 軸のタイトルを文字列で入力します。30 文字まで入力できます。

④	 表示
	 モニタ画面上でのデータの表示フォーマットを、固定小数点表示と浮動小数点表示から選択できます。
	 F：固定小数点表示
	 E：浮動小数点表示
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⑤	 メータ
	 メータモニタで表示するメータの種類を指定します。バーメータ か、アナログメータ を選択できます。

⑥	 スケールの最小・最大
	 モニタ画面上でのスケールの最小値と最大値を入力し、表示範囲を決めます。

⑦	 目盛間隔
	 波形の Y 軸の目盛間隔の指定を行うかどうかを指定します。デフォルトの目盛間隔を使用する場合は未選択のままとしま

す。目盛間隔を指定したいときは、選択して値を入力します。

⑧	 ゾーン
	 最大：波形の Y 軸の上限位置を指定。
	 最小：波形の Y 軸の下限位置を指定。
	 波形の表示位置を決めます。

⑨	 色
	 波形の表示色の指定をします。変更したい場合、クリックすると別ウィンドウが表示されますので、色を選択するとシー

トに反映されます。

⑩	 トリップ
	 使用：波形のトリップラインを使用する場合はクリックします。
	 値：値を入力します。
	 色：トリップラインの色を指定します。変更したい場合、クリックすると別ウィンドウが表示されますので、色を選択す

るとシートに反映されます。
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設定データの一括編集
設定データを一括で編集する場合は、対象の設定データを
選択してから、画面下部の操作バー上のアイコンをクリッ
クして行います。操作バーのアイコンの種類（下表）によっ
て、その操作結果は変わります。

範囲選択の方法： 3-28 ページの「一括編集の操作」と
同様です。

種類 名称 操作結果
表示 / 非表示
使用 / 未使用
通常表示 / 指数表示

チェック、未チェックの状態を切り替える。
各項目の選択状態を切り替える。
選択範囲内のデータに 2 種類の異なるデー
タがある場合は、クリックすると、それら
すべてを範囲先頭のデータに切り替える。

インクリメント 選択範囲の先頭を基準にタグインデックス
を昇順で割り付ける。

デフォルト 設定値をデフォルトに戻す。

Y 軸グループ化
（単位）

単位が同じ Y 軸をグループ化する。

Y 軸グループ化
（単位＆スケール）

単位とスケール値が同じ Y 軸をグループ
化する。

コピー 選択範囲の先頭の設定を、他にコピーする。

コピーフラグ 設定データのコピーを行うときに、貼り付
け項目の選択と非選択を切り替える。通常
は選択（貼り付け）の状態。
クリックすると、その項目の列は非選択状
態になり、貼り付けの対象とならない。

選択内容のコピー / 貼り付けは、［編集］メニューからもできます。

タグの自動割り付け
タグ設定画面で設定したタグは、自動的に表示グループに
割り付けることができます。
自動割り付けには、下記の 2 つの方法があります。
•	 タグ数で割り付け
	 各表示グループに共通に割り付けるタグ数を指定する

と、タグ設定画面の表示グループ 1 の先頭番号から指定
数で順次割り付けます。

	 たとえば、全タグ 数 =50、指 定 数 を 10 とした 場 合、
Group1 ～ 5 までに各 10 ずつ割り付けます。

	 演算機能（付加仕様、/MT）がある場合、タグを割り付
けたあとに「演算タグ」も順次割り付けされます。

•	 機器毎に割り付け
	 各表示グループに 1つの機器のタグだけを割り付けます。

タグに割り付けたチャネルの機器（デバイス番号）毎に、
タグを表示グループに割り付けます。表示グループ 1 か
ら、デバイス番号の小さい順に割り付けていきます。ま
た、表示グループ内ではタグ No. の小さい順に割り付け
ます。

	 ただし、表示グループ内の波形数よりも、その機器のタ
グ数が多いときは、1 つの機器に対しても複数の表示グ
ループを利用します。

Note
•	 タグの自動割り付けを行うと、すべての表示グループ

の設定が初期状態に戻ります。自動割り付け後は、再
度各設定を行う必要があります。

•	 自動割り付けの対象となるタグは、タグ設定画面で［収集］
が選択状態で、チャネルが指定されているタグだけです。

•	 演算タグは［タグ数で割付］でのみ、自動で割り付け
されます。

自動割り付けの操作

1	 メニューの［プロジェクト］－［タグの自動割付］を
選択します。

［自動割付］ダイアログが表示されます。

2 	 割り付けの方法を選択します。

機器毎に割り付ける場合は

このまま変更しない

3 	 タグ数で割り付ける場合は、［タグ数で割付］を選択し、
各グループで共有するタグ数を入力します。

4 	 ［OK］をクリックします。
すべての表示グループの設定データが初期化され、表示グ
ループ設定画面の各表示グループにタグが割り付けられま
す。
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3.3.5	 データ収集方法とモニタ画面を登録する
表示グループを設定したら、データの収集条件とモニタ画面の登録をします。
データの収集は、タグ設定画面で収集の対象に指定したタグが対象となります。
収集＆モニタ設定画面では、データの収集条件としてデータに付加する時刻と、データの収集
周期を指定します。また、モニタ画面の分割数やレイアウトなどの登録を行います。

モニタ画面の設定をするエリア収集条件を設定するエリア1 2 3

基本操作

1	 画面左側ナビゲータエリアの［収集＆モニタ］を選択します。
収集＆モニタ設定画面が表示されます。

2 	 データの収集条件（データに付加する時刻、収集周期）を設定します。

3 	 モニタ画面（モニタタイプ、レイアウトなど）の設定をします。

収集＆モニタ設定画面は、収集条件の設定を行う部分とモニタの登録を行う部分に分かれてい
ます。各項目の詳細については次ページ以降に記載します。図中の記号（a ～ j）で参照してく
ださい。

[ 収集 ] 設定エリア

a：データ時刻 c：プリセットマーク

b：収集周期
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収集条件の設定
a.	 データ時刻
	 GA10 で機器からデータを収集すると、そのデータには時刻が付加されます。データの時刻

として利用する時刻を、［機器時刻優先］と［PC 時刻優先］のいずれかから選択すること
ができます。機器時刻は、データの収集対象となる接続機器が持っている時刻です。一方、
PC 時刻は、サーバがインストールされた PC が持っている時刻です。

機器時刻を選択した場合
	 データ収集に［機器時刻優先］を選択すると、機器本体のデータと時刻を一致させること

ができます。また、バックフィル機能 * が利用できます。
	 ただし、複数の機器からデータを収集した場合、それらの機器間に時刻のずれ、または収

集周期の違いがある場合があります。そのため、［機器時刻優先］で設定をした場合は、同
じ時刻にデータを取得することができません。

	 また、マルチバッチ機能を使用している場合は、バックフィル機能は動作しません。
* バックフィル機能の動作条件について： 	 15-9 ページの「Q4」

重要
・	 演算機能（付加仕様、/MT）および AI 機能（未来ペン、違和感検知）は、［機器時刻優先］

では動作しません。これらの機能を設定後に［機器時刻優先］に変更を行うと、確認メッセー
ジが表示されますので、［キャンセル］をクリックしてください。［OK］をクリックすると、
演算機能および AI 機能（未来ペン、違和感検知）の設定が無効になりますのでご注意くだ
さい。

・	 5000 タグモデル、10000 タグモデルの場合は、機器時刻優先は設定できません。PC 時刻
優先のみです。

Note
機器時刻での収集には以下のような制限があります。
•	 GA10 で収集、記録周期は指定できません。接続機器ごとの周期となります。
•	 記録時に、機器ごと、または、同一機器内で複数の収集周期がある場合は、それぞれ別ファイル

に分けてデータが保存されます。
•	 モニタ画面のトレンドモニタは、1つの時間軸に沿ってデータを表示します。従って、同じ表示グルー

プ内に時刻や周期の異なる複数の機器がある場合、その表示グループの波形はモニタセット内を
分割して周期ごとに表示されます。分割数は最大 4 つで、これを超える場合は、4 つまでしか表
示しません。

•	 アラームの一覧表示においても、収集対象の機器の時刻がそれぞれ異なることから、画面を分割
し機器単位でリストを表示します。同一機器内で複数の収集周期がある場合は、周期単位では分
割せず機器単位で画面を分割します。

PC時刻を選択した場合
	 データ収集に［PC 時刻優先］を選択すると、同一時刻でデータを作成します。また、収集周期、

記録周期を指定することができ、記録時に 1 つのデータファイルにデータを保存することが
できます。モニタ画面に表示上の制約はありません。

Note
•	 PC 時刻で収集したデータは、必ずしも機器のデータとは一致しません。  15-12 ページの「Q9」
•	 PC 時刻でデータを収集した場合にデータに付加する時刻は、必ず午前 0 時（00:00:00）にデータ

の収集時刻が来るように収集時刻を決定しています。

データ時刻を PC 時刻優先にした場合と、機器時刻優先にした場合の違いについては、  15-13 
ページの「Q12」にも記載しています。
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b.	収集周期
	 プルダウンをクリックして下記の周期から選択してください。データ時刻に［機器時刻優先］

を選択しているときは、収集周期は指定できません。
	 周期：�100 ms、200 ms、500 ms、1 秒、2 秒、5 秒、10 秒、20 秒、30 秒、1 分、2 分、5 分、

10 分、30 分、1 時間

Note
・	 モニタ画面のデータ更新周期は、 データ収集周期により変わります。

データ収集周期 モニタ画面のデータ更新周期
100ms 未満 100ms
100ms ～ 10 秒 設定した周期と同じ時間
20 秒以上 設定した周期の 2/1 の時間（例：20 秒であれば 10 秒）

・	 積算表示機能は収集周期が 10 分以下のときに有効です。積算表示機能を使用する場合は収集周期
を 10 分以下に設定してください。

・	 5000 タグモデル、10000 タグモデルは 2 秒以上の設定です。2 秒未満は設定できません。

c.	 プリセットマーク
	 トレンドモニタ画面でマークを付加する際に使用します。
	 16 文字までの文字列を 5 件まで登録できます。
	 ここで文字列を登録しておくと、モニタ画面で下図のように表示され、容易にマークを付加

することができます。

モニタ画面でマークリストとして表示されます。

ここに文字を登録しておくと

	  をクリックすると、表示中のグループに、  をクリックすると、すべての表示グループに、

マークを追加することができます。
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[ モニタ ] 設定エリア

d：モニタセット数
e：モニタの分割方向

h：モニタセットサイズ調整
i：アラーム形状

j：アラーム色

f：分割方向のセット数

g：モニタタイプ

モニタ画面の設定
GA10 のモニタ画面では、トレンド、ディジタル、メータ、アラーム、未来アラームの 5 種類の他、
積算グラフおよびデマンド監視（付加仕様、/WH 付きのとき）の画面（「モニタセット」と呼
びます）を、最大 16 個まで配置することができます。
モニタセットを複数同時に表示するために、画面の分割方法と、どの位置にどのモニタセット
を配置するかを設定します。
下記の d ～ g の項目を指定すると、［モニタセット配置］のエリアに表示レイアウトが表示さ
れます。また、レイアウトの画面上にカーソルを移動させると、行と列の間にスプリッタが表
示され、サイズの調整ができます。

d.	モニタセット数（画面の総数）
	 1 ～ 16 の選択肢から指定します。

e.	 モニタの分割方向
	 モニタを並べる方向を、水平、または垂直のいずれかから選びます。

f.	 分割方向のセット数
	 1 ～ 16 の選択肢から指定します。モニタセット数（画面の総数）を超える選択肢は表示さ
れません。
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g.	モニタタイプ
	 トレンド、ディジタル、メータ、アラーム、未来アラーム、積算グラフおよびデマンド監視（付

加仕様、/WH 付きのとき）の種類をそれぞれの画面に割り付けします。
	 各モニタタイプの表示について： 「第 6章　データ収集をモニタする」

画面の分割方法は、垂直方向にモニタセットを並べる方法と、水平方向にモニタセットを並べ
る方法があります。
下図はモニタセットを水平方向に並べた場合のレイアウト例です。画面の垂直方向の分割数は、
横方向の配列数とモニタ画面全体のモニタセット数で決まります。（垂直方向に並べる方法は、
縦横だけが変わります。）

水平スプリッタ:
画面の分割位置を
上下に移動できる

15分割すると最終列は等分割される

垂直スプリッタ:
画面の分割位置を
左右に移動できる

h.	モニタサイズ調整
	 ［On］を選択すると、モニタ画面上でも分割位置の微調整が可能になります。

i.	 アラーム形状
	 アラーム表示部の形を「円形」○と「矩形」□から選択できます。

j.	 アラーム色
	 アラーム発生時（ON）、未発生時（OFF）、未来アラーム発生時（未来）の表示色を変更す

ることができます。色をクリックすると［色の設定］ダイアログが表示されますので、表示
させたい色を選択してください。
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3.3.6	 未来ペン機能（未来ペン / 未来アラーム）を設定する
未来ペン機能を使用するための設定をします。未来ペンは、タグ単位に実行します。未来予測
のためには、一定のデータ点数を学習する必要があります。

Note
・	 未来予測は緩やかな変動予測に適しています。変動が急激なデータに対しては、正常に未来を予

測できない可能性があります。また未来予測は参考情報であり、性能・精度などを保証するもの
ではありません。

・	 未来ペン機能は収集設定が PC 時刻優先モードのときに有効となります。
・	 未来ペン機能を使用する場合は、収集周期を 1 秒以上に設定してください。

1	 画面左側ナビゲータエリアの [ 未来ペン ] を選択します。
未来ペン設定画面が表示されます。

	 	

2 	 未来ペン設定画面で未来ペン機能を使用するタグまたは演算タグを設定します。

	 	

項目 指定方法 初期値 説明
No. 未来ペン番号です（001 ～ 500）。
タグインデッ
クス / タグ
No./ タグコメ
ント

ボタン None 未来ペン機能（未来ペンおよび未来アラーム）を使用す
る場合に設定します。使用する場合は、プロジェクトの
タグまたは演算タグを設定します。

「収集」が On になっているタグおよび「収集＆演算」が
On になっている演算タグのみ設定できます。
None：未来ペン機能を使用しない

予測点数 リストから選択 60 未来ペンの描画点数および未来アラームを予測するデー
タ点数を設定します。
30、60、90 から選択します。
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未来ペン
既存のタグを未来ペンの対象タグ（最大 500）に設定すると、そのタグは過去データから学習、
予測を行い、トレンドの未来予測波形領域に未来予測波形を描画します。

	 未来予測波形

未来ペンアイコン

	 モニタ画面：6-24 ページの「6.14 未来ペン機能を使用する」

未来アラーム
未来ペンの未来予測波形から「アラームが発生するかもしれない」状態を未来アラームとして
発生させることができます。未来アラームは既存のタグに設定したアラーム条件を使用します。
未来アラームは、未来アラーム画面で確認することができます。未来アラーム発生時には、メー
ルを送信することができます。

	

E メール（SMTP）での通知

	 未来アラーム表示設定：3-34 ページの「3.3.5 データ収集方法とモニタ画面を登録する」

	 未来アラームのメール設定：3-51 ページの「3.3.10 メールを設定する」
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3.3.7	 違和感検知機能を設定する
違和感検知機能を使用するための設定をします。違和感検知は、表示グループ単位で違和感
検知を実行します。このため違和感検知機能の設定では、違和感検知対象としたい表示グルー
プを指定します。
表示グループに 1 タグだけ割り付いていれば、その 1 タグの解析結果となり、複数タグが割り
付いていれば、それらのデータをまとめた解析結果となります。

	 モニタ画面は 6-22 ページの「6.13 違和感検知機能を使用する」を参照してください。

Note
違和感検知を使用する場合は、収集周期を 1 秒以上に設定してください。1 秒未満に設定すると、違
和感検知は実行されません。

	 収集周期については、3-34 ページの「3.3.5 データ収集方法とモニタ画面を登録する」を参照して
ください。

1	 画面左側ナビゲータエリアの [ 解析 ] ＞ [ 違和感検知 ] を選択します。
違和感検知表示グループ設定画面が表示されます。

	 	

2 	 設定する表示グループのチェックボックスをチェック（On）します。

項目 指定方法 初期値 説明
表示グループ チェックボッ

クス
Off 表示グループ名を表示します。

違和感検知機能を使用するか / 使用しないかをチェックボッ
クスの On/Off で設定します。

種類 固定 違和感検知 違和感検知の学習 & 判定を行うモジュールの選択です。
検出レベル リストから選

択
標準 違和感検知実行時、「判定結果を通知するか否か？」の判定

しきい値の目安を設定します。
標準： 判定スコア値 0 未満（負）のとき、違和感通知します。
高： 判定スコア値 1 未満のとき、違和感通知します。

学習モデル指
定

ボタン 自動 使用する学習モデルを自動にするか、または手動にするかを
設定します。
自動： 内部学習モデル *1 を使用します。
手動： 外部学習モデル *2 または他グループの内部学習モデ

ルを使用します。
外部学習モデル
アップロード ボタン 選択した学習モデルをサーバにアップロードします。
ダウンロード ボタン 選択した学習モデルをダウンロードします。
削除 ボタン 選択した学習モデルを削除します。

*1	 GA10 で自動的に作成した学習モデルまたはユニバーサルビューアで作成して「GA10 に学習モデ
ル反映」を実行した学習モデル

*2	 ユニバーサルビューアで作成して保存した学習モデル
	 ユニバーサルビューアによる学習モデルの作成については、「第14章　AIアナライザ機能」を参

照してください。
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違和感検知機能について
	 違和感検知は、ある期間の収集データを学習し、その学習結果からデータの「いつもと違う

状態」を判定する機能です。稼働中の正常データによる学習が可能です。事前に学習用の
異常データを準備する必要はありません。ここでは学習結果のことを学習モデルと呼びます。

違和感検知の単位
	 GA10 では、表示グループ単位で違和感検知を行います。表示グループは、グループ内の収

集データの集合から学習モデルが決定され、その学習モデルに従って違和感の判定が行わ
れます。
例：ある表示グループのタグ数が 3 個の場合、タグ 3 個の収集データで学習および判定を

行います。

違和感検知の動作
違和感検知の動作は、次の 4 つの状態があります。
違和感検知の状態 解説
解析なし 違和感検知を行っていない状態です。
学習中 違和感検知の学習を行っている状態です。

以下いずれかの場合に [ 学習中 ] となります。
・初めて違和感検知を開始した表示グループ
・期間指定ダイアログから期間を変更した表示グループ

判定中 違和感検知の判定を行っている状態です。
判定は収集周期ごとに行われます。
学習済みの表示グループは、すでに決定された学習モデルをもとに [ 判定中 ] 
に移行しますので、再学習は発生しません。
ただし期間指定ダイアログから期間を変更した場合は [ 学習中 ] に戻り、学習
モデルを再び決定します。

解析エラー 学習に使うことができない無効なデータが多く、学習モデルが決定できなかっ
た場合に発生する状態です。学習期間の終了時にこの状態に移行します。
無効なデータとは以下を指します。

・異常データ、エラーデータ：  6.9.2 項
・運用上で想定される収集データの範囲から著しく外れる値
自動的な再学習は行いませんので、無効データをなるべく含まない学習期間
を指定して再び学習を実行してください。

	 以下は違和感検知の動作イメージです。

	

学習中 判定中

学習終了学習開始

解析なし

学習に必要な期間
	 学習期間は収集周期および表示グループのタグ数によって決定されます。

[ 期間指定しない場合（初期値）]
	 以下の計算により適切な学習期間が初期値として設定されます。

	 収集周期×表示グループのタグ数× 200
	 例：収集周期 10 秒、タグ数 3 個の場合、100 分間の学習を行います。

	 ただし、最長期間の制限があります。表示グループのタグ数が 19 個以上の場合は、18 個の
場合と同じ期間となり、それより長い学習期間にはなりません。
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[ 期間指定する場合 ]
	 指定した範囲が学習期間として設定されます。
	 ただし、最短期間、最長期間の制限があります。
	 最短期間の制限として、以下の計算で決定された最短期間より短い期間は指定できません。

	 収集周期×表示グループのタグ数× 100
	 例：収集周期 10 秒、タグ数 3 個の場合、50 分間以上の期間指定が必要です。

	 最長期間の制限として、表示グループのタグ数が 37 個以上の場合は、36 個の場合と同じ
期間となり、それより長い学習期間にはなりません。指定した期間よりも早く学習終了して
判定に移行します。

判定結果
	 判定結果は、以下の判定値でソフトウェア内部に保持されます。
	 この判定値と検出レベルの設定にもとづき、違和感検知がグループハイライト表示機能で

通知されます。
判定値 検出レベル 標準 検出レベル 高
1 以上 正常判定です。通知は行われません。

0 以上 1 未満 正常判定です。通知は行われません。 違和感判定です。通知が行われます。
0 未満 違和感判定です。通知が行われます。

	 判定値は、通常モニタリングすることはできませんが、演算機能 ( 付加仕様、/MT) がある場合、
[HealthScore] 演算により演算タグデータとしてモニタリングすることができます。モニタリ
ングできるデータは上表の判定値と同じです。
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3.3.8	 データ記録方法を設定する
GA10 は、収集周期で収集したデータを、一定の記録周期でデータファイルに保存します。
データの瞬時値が記録されます。指定した記録周期の時点での収集データが、そのままファイ
ルに保存されます。
下図は、収集周期が 1 秒、瞬時値の記録周期が 5 秒の場合に、0:00:00 からデータの記録を開
始した場合の例です。瞬時値の記録では、0:00:00、0:00:05、0:00:10 時点の収集データを記録デー
タとして記録します。記録開始後、最初に記録された収集データを「記録開始点」と呼びます。

収集周期（1 sec）
瞬時値の記録周期（5 sec）

時刻

収集データ

0:00:00 0:00:05 0:00:10 0:00:15 0:00:20 0:00:25

記録データ

記録開始点
▲

記録開始ボタンをクリックすると、データの記録を開始します。
ただし、実際のデータファイルへの記録の開始は、記録の開始条件が成立した時点から始まる
ため、記録開始ボタンをクリックした時点では、記録待機状態となる場合があります。
下図は、記録開始条件として周期（毎日、毎週、毎月）と開始時刻を指定した場合の動作例です。

記録開始
ファイル1への
記録開始

ファイル1の
記録終了

ファイル2への
記録開始

ファイル2の
記録終了

記録開始
ボタン
クリック

記録待機状態

記録開始
条件成立

記録終了
条件成立

記録待機状態 記録待機状態

記録開始
条件成立

記録終了
条件成立

記録データ
収集データ

以降、繰り返す
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データの記録に関する各種設定は記録設定画面にて行います。記録設定画面では、以下の項目
が設定できます。

・	 記録周期
・	 記録ファイルのフォーマット
・	 記録開始／終了条件
・	 ファイルの分割
・	 指定ファイル数の制限
・	 ファイルの保存場所
・	 ファイル名
・	 コメント

項目の詳細については次ページ以降に記載します。

Note
•	 データの記録に関する設定では、データ収集条件を PC 時刻優先としたか、機器時刻優先としたか

によって、設定できる項目が変わります。また、記録データファイルにおいて、アラーム情報の取
り扱い、ファイルの数などが異なります。

•	 記録中に何らかの理由でサーバが停止した場合、サーバは復帰した時点から記録を継続します。
	 ただし、手動によりサーバ、または、サーバが動作している PC が停止した場合は、データファイ

ルはこの時点で分割して保存されます。また、サーバを再起動しても記録は継続されません。

  

ここをクリックで、記録設定画面を表示
① ② ④③ ⑤ ⑥ ⑦ ⑩⑧ ⑨

⑪ ⑫
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①	 記録周期
プルダウンメニューから、表示される周期のうちいずれか
を指定します。
選択肢：
100 ms、200 ms、500 ms、1 秒、2 秒、5 秒、10 秒、20 秒、
30 秒、1 分、2 分、5 分、10 分、30 分、1 時間
ただし、モニタ画面で設定した収集周期の整数倍の選択肢
だけが表示されます。また、データ時刻を機器時刻優先に
設定した場合は、記録周期の指定はできません。

②	 記録ファイルのタイプ
データの出力形式を指定します。
記録したデータファイルは、バイナリ（.dld）、Excel（.xlsx）、
テキスト (.csv/.tsv)、バイナリ &Excel、またはバイナリ & テ
キストの形式で保存することができます。

Note
・	 測定周期が 10msec 未満の機器のデータを複数プロジェ

クトで記録する場合は、バイナリ形式のデータファイル
で記録することをおすすめします。

・	 5000 タグモデル、10000 タグモデルで記録ファイルの
タイプが Excel 形式の場合、Excel 上で 16384 列を超え
る範囲のタグ情報列は出力されません。

③	 Excel/ テキストのアラーム情報
Excel またはテキストへのアラーム情報出力の有無を指定で
きます。

設定 説明
あり Excel/ テキストファイルにアラーム情報を出力する。
なし Excel/ テキストファイルにアラーム情報を出力しない。

④	 テキストのフォーマット
テキストの出力形式を指定します。「記録ファイルのタイプ」
で [ テキスト ] または [ バイナリ & テキスト ] を指定した場
合に有効になります。

設定 説明
CSV カンマ (,) 区切りで出力します。
TSV タブ区切りで出力します。

⑤	 記録開始条件
記録の開始条件には次の指定ができます。

開始条件 説明
即時 記録開始ボタンをクリックした時点から記録を開始す

る。
指定時刻 指定した時刻になった時点から記録を開始する。
指定周期 指定周期で記録を行う。
アラーム アラームの状態をしきい値として記録を開始する。
レベル 収集データの値をしきい値として記録を開始する。

⑥	 記録終了条件
記録の終了条件には次の指定ができます。

終了条件 説明
連続 記録停止ボタンをクリックした時点で記録を終了する。
指定時刻 指定した時刻で記録を終了する。開始条件がアラーム、

またはレベルの場合に、記録待機状態になる。
指定時間 記録開始後、指定時間で記録を終了する。開始条件が

アラーム、またはレベルの場合に、記録待機状態になる。

終了条件 説明
データ数 指定したデータ数で記録を終了する。開始条件がアラー

ム、またはレベルの場合に、記録待機状態になる。
指定周期 指定周期で記録を終了し、記録待機状態になる。
アラーム アラームの状態をしきい値として記録を終了し、記録待

機状態になる。
レベル 収集データの値をしきい値として記録を終了し、記録待

機状態になる。

Note
•	 開始条件に指定周期を選択した場合は、終了条件も指

定周期だけとなります。
•	 開始条件に指定周期を選択し、記録開始時刻と記録終

了時刻が同じ場合は、記録するデータファイルが周期
単位で分割されません。

•	 開始条件に指定周期を選択し、周期に毎月 31 日を指定
した場合に、31 日が存在しない月は自動的に月末日に
置き換えて動作します。

•	 開始条件に指定時刻を選択する場合、DST（夏時間）に
よって存在しない時刻を指定することはできません。

•	 DST により、指定時刻が重なり 2 つ存在する場合は、1
つ目の時刻から記録を開始します。

開始条件に［アラーム］を設定した場合

1	 開始条件でアラームを選択します。
［タグ範囲］、［レベル］、［アラーム変化］が表示されます。

	

タグ範囲

アラームレベル

2 	 範囲の先頭タグ、または末尾タグのボタンをクリック
します。

［タグインデックス］ダイアログが表示されます。

 

3 	 対象とするタグを選択します。
ダイアログが閉じ、タグの範囲が変更されます。

4 	 ［レベル］（アラームレベル）を選択します。

5 	 対象とするアラームの変化を、［発生］（アラームが発

生している状態）、［解除］（アラームが解除されてい
る状態）から選択します。

記録開始ボタンをクリックすると記録待機状態となります。
監視対象のアラームが指定した状態になると記録を開始しま
す。
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終了条件に [アラーム ]を選択した場合

設定操作は上記と同様です。

記録中に指定したアラーム値になると記録を終了し、記録待
機状態になります。

開始条件に［レベル］を設定した場合

1	 開始条件でレベルを選択します。
タグ範囲、しきい値、動作方向が表示されます。

	

動作方向を選ぶしきい値を入力

タグ範囲

2 	 範囲の先頭タグ、または末尾タグのボタンをクリック
します。

［タグインデックス］ダイアログが表示されます。

3 	 対象とするタグを選択します。
ダイアログが閉じ、タグの範囲が変更されます。

4 	 しきい値にする値を入力します。

5 	 動作方向を Up（データの値がしきい値以上）、Down
（データの値がしきい値以下）から、選択します。

記録開始ボタンをクリックすると、記録待機状態になります。
監視対象のタグの値がしきい値に対して指定した動作方向に
なったとき、記録を開始します。

終了条件に [レベル ]を選択した場合

設定操作は上記と同様です。

記録中に監視対象のタグの値が、しきい値に対して指定した
動作方向になったとき記録を終了します。

⑦	 ファイル分割
データファイルの分割条件を指定します。項目は選択した
条件によって変わります。下図は ｢ 指定周期 ｣ を選択した
場合の表示例です。

毎時、毎日、毎週、毎月より選択

時刻を入力分割条件を選ぶ

なし

	 ファイルを分割しません。

指定時間

	 最初の記録データの時刻を基準に、指定した時間と分
でファイルを分割します。

	 例）分割時間を 1 時間とし、最初の記録データの時刻
が 3:00:00 で、記録周期が 1 秒の場合：最初のファイ
ルには、3:00:00 から 3:59:59 のデータが入り、次のファ
イルには 4:00:00 から 4:59:59 のデータが入ります。

指定周期

	 毎時、毎日、毎週、毎月の単位と時刻を指定してデー
タファイルを分割します。

データ数

	 データファイル内のデータ数が、指定した値になった
ら分割します。入力範囲：100 ～ 2600000

Note
以下の場合は、ファイルが分割されます。
•	 データファイルのファイルサイズが 1GB を超えるとき
•	 データファイルの出力形式が Excel 形式で、記録タグ数

が 180 以下の場合、65535 行で分割します。
	 また、記録タグ数が 181 以上の場合、タグ数 x 行数 < 

11796428 を満たす行数で分割します。
•	 データファイルの出力形式がバイナリ形式で、記録し

たデータの点数が 1000 万点を超えるとき。この点数は
タグ数には関係なく、記録した時刻の数を対象としています。

⑧	 ファイル数制限
［ファイル分割］を使用した場合、1 回の記録開始から記録

終了までに分割されたデータファイルに対し、保存するファ
イル数の上限を指定することができます。
データファイルが制限数に達した場合、最も古いファイル
を削除し、最新のファイルを保存します。収集データの時
刻に PC 時刻を利用する場合と機器時刻を利用する場合で
ファイル数の扱いが異なります。入力範囲は 4 ～ 2000 個
です。

PC時刻の場合

	 すべての機器のデータを 1 つのファイルに保存するた
め、1 回の記録開始から記録終了までのデータファイ
ル数が対象になります。

ファイル分割
記録開始 記録終了

保存ファイル数  = ファイル数制限
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機器時刻の場合

	 機器単位、あるいは、周期単位でファイルを保存する
ため、その作成単位ごとの 1 回の記録開始から記録
終了までのデータファイル数が対象になります。

ファイル分割

記録開始 記録終了

保存ファイル数 ＝ ファイル数制限 x 単位（機器、または周期）

機器A

機器B

機器C

⑨	 フォルダ
データファイルの保存先を指定します。
デフォルトの保存先フォルダ
C:\Users\Public\Documents\SMARTDAC+ Data Logging Software\Data 

Note
データの保存先には、デフォルトの設定をお奨めします。
保存先を変更する場合には、サーバ（Network service ア
カウント）が書き込み可能なフォルダを選択してください。
デスクトップフォルダやドキュメントフォルダへは保存す
ることができません。なお、書き込みができない場所を指
定するとエラーメッセージ（E3055）が表示されます。

⑩	 ファイル名
データファイルの保存ファイル名を指定します。指定周期
で記録する場合は、ファイル名に日付や時刻を付加すると
便利です。付加されるのは先頭データの日付と時刻です。

⑪	 コメント
データファイルにはコメントを付けることができます。付け
たコメントは、Universal Viewer でデータを表示するときに
確認することができます。
コメントの内容は、記録開始ボタンをクリックする前まで
は変更ができますが、クリックした後は変更することがで
きません。

⑫	 演算動作（付加仕様、/MT 使用時のみ表示）
演算機能（付加仕様、/MT）付きの GA10 では、記録設定
画面に［演算動作］の項目を表示します。記録開始時に演
算リセットを行う場合、チェックを入れます。ただし、演
算リセット処理のタイミングは、記録開始のタイミングより
１記録周期遅くなります。また、ご使用の PC 環境によって
は、２記録周期以上遅くなる場合があります。

演算機能（付加仕様、/MT）使用時の記録設定画面

⑫

Note
データの記録におけるPC時刻、機器時刻の違い
データ時刻に、機器時刻を指定した場合と PC 時刻を指定
した場合とで、記録ファイルに次のような違いが生じます。

データ時刻の影響部分
指定したデータ時刻

PC時刻 機器時刻

記録ファイルの数

1 つのデータファイ
ルが作成される。

機器単位でデータ
ファイルを作成す
る。また、同一機
器内に複数の収集
周期がある場合は、
周期単位毎でデー
タファイルを作成
する。

アラーム情報

前回の記録データ
点以後の収集デー
タから今回の記録
データ点までの収
集データのアラー
ム情報の OR を取っ
てアラーム情報を
記録する。

データファイルと
アラームの情報が
一致する。

記録ファイルをビューア
で表示させたときの DST

（夏時間表示）

記録ファイルを
ビューアで表示さ
せたとき、DST に
よる時刻表示を正
しく反映する。

PC と機器とで DST
の設定が一致して
いる場合は正しく
表示される。一致
していない場合は、
機器の DST が正し
く反映されない。

記録中に機器の設定を変
更したとき

変更を反映しない 記録を停止する

	 関連項目	 収集・記録中の機器の設定変更 ： 15-13 ページの「Q11」

	 	 	 PC 時刻、機器時刻とは： 15-13 ページの「Q12」
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3.3.9	 バッチ機能を設定する
バッチ機能を使用するための設定をします。データファイルにバッチ情報を付加することがで
きます。

1	 画面左側ナビゲータエリアの [ バッチ ] を選択します。
バッチ設定画面が表示されます。

	 	

2 	 各項目を設定します。

項目 指定方法 初期値 説明
On/Off OFF、ON を選択 OFF バッチ機能の使用 （ON） / 使用しない （OFF） を設定します。
ファイル名 * チェックボックス

（バッチ名を使用
する）

ON データファイルのファイル名にバッチ名を使用する場合、
ON（チェック）に設定します。
OFF の場合は、記録設定のファイル名と同じです。

ロット番号桁
数 *

リストから選択 6 ロット番号の桁数を Off、4、6、8 から選択して設定しま
す。ロット番号を使わないときは [Off] に設定します。

自動インクリ
メント *

OFF、ON を選択 ON 記録終了時にロット番号を自動でインクリメントする
(ON)/ インクリメントしない (OFF) を設定します。
ON：�記録終了時にロット番号 +1 とします。

バッチテキス
ト *

データファイルにタイトル、文字列を記録するときに設
定します。最大 24 個設定できます。

No. バッチテキストフィールドの番号です（1 ～ 24）。
タイトル 文字列を入力 空欄 バッチテキストフィールド番号のタイトルを 20 文字以内

で設定します。
文字列 文字列を入力 空欄 バッチテキストフィールド番号の文字列を 32 文字以内で

設定します。
*	 On/Off が [ON] の場合に表示されます。

バッチファイル名について
	 ファイル名で [ バッチ名を使用する ] が On の場合、データファイルのファイル名は以下の

ようになります。
・ ロット番号を使用する場合

ファイル名： バッチ番号 - ロット番号 .dld

・ ロット番号を使用しない場合
ファイル名： バッチ番号 .dld

・ ファイル名が重複する場合
ファイル名： バッチ番号 - ロット番号 - 連番 (4 桁 ).dld（ロット番号を使用するとき）
ファイル名： バッチ番号 - 連番 (4 桁 )（ロット番号を使用しないとき）
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バッチ機能について

バッチ番号とロット番号
	 記録開始時に「バッチ番号 + ロット番号」（バッチ名）を設定することでバッチ名によるデー

タ管理ができます。ロット番号を使用しない指定もできます。

ロット番号の自動インクリメント
	 記録停止時にロット番号を自動的に＋ 1 することができます。

バッチテキスト
	 データファイルに任意のテキストを設定できます。

バッチコメント
	 データファイルに任意のコメントを 3 つ設定できます。各コメントは記録開始時または記録

中に 1 回だけ設定できます。

バッチ機能の使用方法
	 例えば、バッチテキストに、操作者、管理者などを入力します。

	
時間

記録開始 記録停止

データファイル

コメント
バッチ番号＋ロット番号

バッチコメント

バッチテキスト

	 6-26 ページの「6.15 バッチ機能を使用する」をご覧ください。
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3.3.10	 メールを設定する
GA10 では、アラームの発生や、通信状態の変化にあわせてメールを送信することができます。
これらのメールの設定は、任意の条件で 20 個まで設定できます。
メール設定画面は、SMTP サーバに関する設定部と、メールの詳細を設定するタブページとで
構成されます。

1 2

4

3

暗号化のある画面に変更

画像変更なし

基本操作

1	 画面左側ナビゲータエリアの［メール］を選択します。
メール設定画面が表示されます。

2 	 SMTP サーバに関する以下の設定をします。
•	 SMTP サーバ：SMTP サーバ名（255 文字まで）
•	 ポート番号：SMTP サーバが利用するポート番号（0 ～ 65535）
•	 再送付回数：0、1、2、3、4、5 より選択。メールの送信に失敗した場合、指定の

回数まで再送信を行います。前回の送信失敗から、5 分後に送信を試みます。
•	 認証方式：［OFF］（認証なし）、［SMTP 認証］、［POP  Before SMTP］のいずれかを

選択します。
・	 暗号化：［OFF］（暗号化なし）、［SSL/TLS］、［STARTTLS］のいずれかを選択します。

3 	 各メールのタブページを選択し、［名前］を入力します。（表示例では［Mail01］を使用
します。）

4 	 ［On/Off］で［On］を選択します。
メールイベント設定画面が表示されます。
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メールイベント設定画面
メールイベント設定画面では、以下の内容を設定できます。1 つのタブページに 1 件の条件を
設定します。

①
②
③
④

⑧

⑤

⑦

⑥

①	名前
	 メールイベントの名称を入力します。ここで入力した名称は、タブの名称になります。
	 初期値：Mail01 ～ Mail20 
	 入力範囲：最大 30 文字まで

②	On/Off
	 メールイベント設定の有効、無効を選択します。初期値は［OFF］で［ON］を選ぶと設定

画面を表示します。

③	条件、および　④トリガ
	 メールを送信する条件を選択します。
	 初期値：アラーム状態
送信条件 説明
アラーム状態 指定タグのアラームが変化したタイミングで送信する。
通信状態 サーバとデータ収集対象機器との通信状態の変化、サーバのデータの取りこぼしが発生したタイ

ミングで送信する。
指定周期 毎日、毎週、毎月といった指定の周期と、周期内の指定した時刻にメールを送信する。
指定時間 収集開始後、指定した時間間隔でメールを送信する。
ファイル作成時 データファイルの作成が完了したタイミングで送信する。
未来アラーム状態 指定タグの未来アラームが変化したタイミングで送信する。
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	 送信条件を選択することによって、トリガの表示は下表のように変わります。
送信条件 トリガ

初期値 範囲
アラーム状態 簡易 ［簡易］または［詳細］*1

通信状態 機器切断 ［機器切断］、［機器復帰］、［データ抜け］
指定周期 毎日

時刻：00:00:00
［毎日］、［時刻］
［毎週］、［日曜日］～［土曜日］、［時刻］
［毎月］、［1 日］～［31 日］、［時刻］

指定時間 00:01:00 トリガの時間間隔を入力する。
ファイル作成時 トリガ設定なし ---
未来アラーム状態 簡易 ［簡易］または［詳細］*1

*1［簡易］を選択した場合は［タグ範囲］と［レベル 1］～［レベル 4］を設定します。［詳細］を選択し
た場合は、次ページの［タグアラームレベル選択］ダイアログでタグごとのアラームレベルを選択します。

送信条件 [ アラーム状態 ]/[ 未来アラーム状態 ] でトリガに [ 簡易 ] を選択したとき
開始タグボタン 終了タグボタン

クリックしてレベルを選択

1	 ［タグ範囲］の開始タグボタンをクリックします。
［タグインデックス］ダイアログが表示されます。

2 	 「開始」タグを選択します。
タグインデックスダイアログが閉じ、メールイベント設定画面に反映されます。

3 	 同様に「終了」タグを選択してください。
メールイベント設定画面に、タグ範囲が設定されました。

4 	 ［レベル 1］～［レベル 4］のアラームレベルの変化を指定してください。
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送信条件 [ アラーム状態 ]/[ 未来アラーム状態 ] でトリガに [ 詳細 ] を選択したとき

1	 ［設定］ボタンをクリックします。
［タグアラームレベル選択］ダイアログが表示されます。

2 	 選択したいタグのチェックボックスをクリックします。
選択を解除する場合は、選択済みのタグを再度クリックします。

3 	 アラーム［レベル 1］～［レベル 4］のプルダウンをクリックし、アラームレベルの変化

を選択します。
選択肢：［---］、［On］、［Off、［On/Off］　初期値：［---］

4 	 選択を確定する場合は［OK］を、操作を中止する場合は［キャンセル］をクリックして

ください。
ダイアログが閉じ、メールイベント設定画面に戻ります。
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送信条件に［通信状態］を選択しているときのトリガの表示

送信条件に［指定周期］を選択しているときのトリガの表示

送信条件に［指定時間］を選択しているときのトリガの表示

送信条件に［ファイル作成時］を選択しているとき（トリガ表示なし）

⑤	送信基本設定
送信基本設定の項目には以下の内容を入力します。［宛先］と［写し］のメールアドレスは、
最大 10 個まで指定できます。複数メールアドレスを指定する場合は、セミコロン「；」でメー
ルアドレスを区切ります。

送信元：差出人のメールアドレス（最大文字数 100）
宛先：宛先のメールアドレス（最大文字数 500、各アドレスごとでは 255）
写し：CC のメールアドレス（最大文字数 500、各アドレスごとでは 255）
題名：メールの件名（最大文字数 250）
カスタムヘッダ：�第 1、第 2 フィールドとも半角英数字 30 文字まで入力できます。（「：」、「スペー

ス」を除く。範囲外の文字は「-」で置き換え。）第 1 フィールドに” Mailer”、
第 2 フィールドに” GA10” と入力した場合、メールのカスタムヘッダは、”
X-Mailer : GA10” となります。

第1フィールド 第2フィールド

メッセージ内容：�メールの本文として送付する内容。1 行あたり最大 1000 文字まで、行数は
最大 500 行まで入力できます。（本文全体の最大文字数 1000）

⑥	自動挿入メッセージ言語
メールの本文は、ユーザが指定するメッセージと、送信条件ごとに自動的に追加されるメッセー
ジから構成されます。
自動的に追加されるメッセージは下図のようになっており、送信条件であるイベントの情報を
発生時刻、種類、詳細情報に分けて表示します。
送信条件がアラーム状態のとき、複数のチャネルで同時にアラームが発生した場合は、各チャ
ネルの詳細情報を最大 200 個まで表示します。

発生時刻
種類

詳細情報

この「自動挿入メッセージ」の表示言語を切り替えることができます。日本語、英語、中国語、
ドイツ語、フランス語、韓国語、ロシア語から選択できます。初期値は OS の表示言語です。
自動挿入メッセージ本文の詳細については、次ページの表を参照ください。
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自動挿入メッセージ本文の詳細
送信条件 イベント種類の文字列 メッセージ文字列

アラーム状態 アラーム状態 アラームレベル 1 で発生した場合：

時刻 YYYY/MM/DD hh:mm:ss

種類 アラーム状態
詳細情報 Tagindex [AlarmLevel1] in ProjectName is occured.

Tagindex [AlarmLevel1] が ProjectName で発生しました / 解除され
ました。
　　　：
Tagindex [AlarmLevel1] が ProjectName で発生しました / 解除され
ました。

アラームレベル 1 とアラームレベル 2 で同時に発生した場合：
時刻 YYYY/MM/DD hh:mm:ss
種類 アラーム状態
詳細情報 Tagindex [AlarmLevel1,AlarmLeve2] が ProjectName で発生しまし

た / 解除されました。.
　　　：
Tagindex [AlarmLevel1,AlarmLeve2] が ProjectName で発生しまし
た / 解除されました。

通信状態 通信状態 機器切断／機器復帰の場合：
時刻 YYYY/MM/DD hh:mm:ss

種類 通信状態
詳細情報 ProjectName の DeviceIndex : DeviceName の通信は切断されまし

た／復帰しました。
データ抜け発生の場合（PC 時刻優先の場合）：
時刻 YYYY/MM/DD hh:mm:ss
種類 通信状態
詳細情報 ProjectName のデータ抜けが発生しました
データ抜け発生の場合（機器時刻優先の場合）：
時刻 YYYY/MM/DD hh:mm:ss
種類 通信状態
詳細情報 ProjectName の DeviceIndex : DeviceName のデータ抜けが発生し

ました . データ抜け区間は YYYY/MM/DD hh:mm:ss:ms から YYYY/
MM/DD hh:mm:ss:ms までです。

指定周期 指定周期 毎日の場合：
時刻 YYYY/MM/DD hh:mm:ss 
種類 指定周期
詳細情報 ProjectName の指定メール送信周期は毎日 hh:mm:ss です。
毎週の場合：
時刻 YYYY/MM/DD hh:mm:ss
種類 指定周期
詳細情報 ProjectName の指定メール送信周期は毎週 xx 曜日 hh:mm:ss です。
毎月の場合：
時刻 YYYY/MM/DD hh:mm:ss
種類 指定周期
詳細情報 ProjectName の指定メール送信周期は毎月 xx 日の hh:mm:ss です。

指定時間 指定時間 時刻 YYYY/MM/DD hh:mm:ss
種類 指定時間
詳細情報 ProjectName のメール送信指定時間間隔は xx 時間 xx 分 xx 秒です。

データファイル作成時 データファイル作成時 時刻 YYYY/MM/DD hh:mm:ss
種類 データファイル作成時
詳細情報 ProjectName のデータファイル (FileName) が作成されました。

未来アラーム状態 未来アラーム状態 アラームレベル 1 で発生した場合：
時刻 YYYY/MM/DD hh:mm:ss
種類 未来アラーム状態
詳細情報 ProjectName Tagindex [AlarmLevel1] が発生しました。

ProjectName Tagindex [AlarmLevel1] が解除されました。

ProjectName：プロジェクト名称 YYYY：年
TagIndex：タグインデックス MM：月
AlarmLevel：アラームレベル DD：日
AlarmType：アラーム種類 hh：時
DeviceIndex : 登録機器のインデックス mm：分
DeviceName：登録機器の名称 ss：秒

ms：ミリ秒
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⑦	添付ファイル
送信するメールにタグのアラーム情報と瞬時値をファイル化し添付することができます。メー
ル送信の［条件］により、［添付ファイル］の種類と選択範囲が変わります。

送信条件 ファイル添付 ファイルの種類 タグの指定
アラーム状態 添付できる アラーム情報、瞬時値 タグ範囲指定、またはタグ詳細指定（個別の指定）

ができる
通信状態 添付しない 不可 不可
指定周期 添付できる アラーム情報、瞬時値 タグ範囲指定、またはタグ詳細指定（個別の指定）

ができる
指定時間 添付できる アラーム情報、瞬時値 タグ範囲指定、またはタグ詳細指定（個別の指定）

ができる
ファイル作成時 添付できる データファイル 不可
未来アラーム状態 添付しない 不可 不可

添付ファイルに［タグ範囲指定］を行うとき

1	 ［タグ範囲］の開始タグボタンをクリックします。
［タグインデックス］ダイアログが表示されます。

2 	 「開始」タグを選択します。
ダイアログが閉じ、開始タグに反映されます。

3 	 同様に「終了」タグを選択してください。
タグ範囲が設定されました。
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添付ファイルに［タグ詳細指定］を行うとき

1	 ［設定］ボタンをクリックします。
［タグ複数選択］ダイアログが表示されます。

2 	 選択したいタグのチェックボックスをクリックします。
選択を解除する場合は、選択済みのタグを再度クリックします。

3 	 選択を確定する場合は［OK］を、操作を中止する場合は［キャンセル］をクリックして
ください。

ダイアログが閉じ、メールイベント設定画面に戻ります。
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Note
演算機能（付加仕様、/MT）付きの GA10 では、［タグインデッ
クス］、［タグアラームレベル選択］、［タグ複数選択］の各
ダイアログに［演算タグ］のページが合わせて表示されま
す。下図は［タグアラームレベル選択］ダイアログの［演
算タグ］ページの表示例です。

なお、演算タグの指定方法は、通常の測定タグと変わりま
せん。

⑧	 メールテスト送信
Mail タブページで設定した内容でテスト送信します。
テスト送信時、添付ファイルの送信は行いません。
Note

サーバの通信に影響しないように、同時に複数クライアン
トでのメールテスト送信はできません。

アラーム発生時送信の動作
メールの送信条件に［アラーム状態］を設定した場合は以
下の点にご注意ください。
•	 収集周期が「PC 時刻時刻優先」の場合と「機器時刻優

先の場合」とでメール送信のタイミングが異なります。

PC時刻優先の場合

	 指定したタグ範囲を 1 つのグループとみなし、グルー
プ内のタグのいずれかのアラームが発生した時点で
メールを送信します。

機器時刻優先の場合

	 指定したタグ範囲を同一機器、同一周期で分割、グ
ループ化します。各グループ内のタグのいずれかでア
ラームが発生した時点でメールを送信します。

	 アラームの発生の有無は、グループ単位で、収集開
始後、一定間隔（1 秒）でチェックされます。

	 グループごとの 1 秒という間隔のなかで、一番早い時
刻で発生したアラームのデータ時刻をアラーム時刻と
し、メールを 1 回だけ送信します。

	 このメールに添付されるファイル内のアラーム情報と
瞬時値は、1 秒間のなかの最初のアラーム時刻だけの
情報となります。

•	 メールの送信条件は、収集周期ごとのデータのアラーム
情報を利用します。記録の開始・終了条件では、記録周
期ごとのデータのアラーム情報を利用します。

指定周期で送信の場合の動作
メールの送信条件に［指定周期］を設定した場合は以下の
点にご注意ください。
•	 収集・記録中に、時刻を変更しないでください。メール

に添付されるデータの時刻に影響します。
•	 収集周期が「PC 時刻時刻優先」の場合と「機器時刻優

先の場合」とでメール送信のタイミングが異なります。

PC時刻優先の場合

	 サーバがインストールされた PC の時刻を基準としま
す。メールに添付されるファイル内のデータは、指定
された範囲内のすべてのタグのデータです。

機器時刻優先の場合

	 収集周期が機器時刻優先の場合は、同一機器、同一
周期で分割、グループ化します。各グループ内でデー
タに付加されている時刻を基準にしているため、メー
ルの送信は同一機器、同一周期の単位で複数送付さ
れることがあります。また、指定された範囲内のタグ
のうち、対象のグループに属するタグが１つもない場
合は、添付ファイルは作成しません。

Note
•	 サーバが保持可能なメールの上限数は、1 プロジェクト

当たり 40 件です。（送信失敗、再送付回数を含みます。）
•	 保持されていたメールは、指定の再送付回数に達した場

合、あるいは、サーバが停止した場合に破棄されます。

未来アラーム発生時送信の動作
未来ペン機能の予測に基づいて発生する未来アラームは、
収集周期が「PC 時刻優先」の場合に有効となります。メー
ルの送信条件に [ 未来アラーム状態 ] を設定した場合は [ ア
ラーム状態 ] の「PC 時刻優先」の場合と同じ動作となります。
ただし [ 未来アラーム状態 ] はファイル添付はできませんの
で注意してください。
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3.3.11	 プロジェクトのアクセス権限を設定する
GA10 では、サーバへのアクセス権限（管理ユーザ、一般ユーザ）とは別に、プロジェクト単
位でアクセス権限を設定することができます。
この権限は、プロジェクトに対する操作範囲を定めるもので、管理ユーザと一般ユーザによる
差はありません。

プロジェクトのアクセス権限には、オーナー、マネージャ、オペレータ、モニタの４種類があ
ります。アクセス権限の設定は「オーナー」だけが可能で、そのプロジェクトを作成した人が
最初のオーナーになります。（オーナーは変更することができます： 9.4.3 項）

一般ユーザB 一般ユーザE

オーナー オペレータマネージャ モニタ

プロジェクトA

一般ユーザD一般ユーザC

すべての操作 編集
操作
監視

操作
監視

監視

管理ユーザA

権限の設定は、プロジェクトの［アクセス＆その他］設定画面から行います。
サーバに登録されているユーザの中から、操作中のプロジェクトに対してアクセス可能なユー
ザと、その操作範囲の指定ができます。設定は、各ユーザを画面上で移動させることで行います。

その他の設定（ ロック状態保持、DDEサーバ、アラームACK共有）

アクセスユーザリストここをクリックで、アクセス＆その他設定画面を表示

サーバユーザリスト

サーバに登録されたユーザ
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アクセス権限の種類と操作
プロジェクトへのアクセス権限の種類と、それぞれの操作
範囲は下表のとおりです。

順位 権限の種類 実施できる操作 操作の詳細
１ オーナー すべての操作 すべての操作（プロジェクトの削除を

含む）
プロジェクトへのアクセス権限の設定

２ マネージャ 設定
操作
監視

設定情報の編集
収集、または記録の開始・停止
記録したデータファイルの閲覧
データファイルのオープン
データファイルの削除
収集データのモニタリング

３ オペレータ 操作
監視

設定情報の閲覧
収集、または記録の開始・停止
記録したデータファイルの閲覧
データファイルのオープン
データファイルの削除
収集データのモニタリング

４ モニタ 監視 記録したデータファイルの閲覧
データファイルのオープン
収集データのモニタリング

アクセス権限の設定は次の手順で行います。
手順の１と２は、既にそのプロジェクトを詳細設定中の場
合は省略してください。

1	 プロジェクトのオーナー権限を持つユーザがログイン
します。

2 	 プロジェクト一覧画面で対象のプロジェクトをダブル
クリックし、プロジェクトを開きます。

プロジェクト画面に選択したプロジェクトが表示されます。

3 	 プロジェクト設定画面を［アクセス＆その他］画面に
切り替えます。

サーバに登録されたユーザのリストが表示されます。

Note
メニューの［表示］－［ユーザの表示形式］で、各ユーザ
の表示を［ユーザ名］と［フルネーム］とで切り替えるこ
とができます。

4 	 対象のユーザを設定したい権限のエリアにドラッグ＆
ドロップします。

ユーザリスト

マネージャ権限 オペレータ権限 モニタ権限

5 	 または、ユーザを選択してから、設定したい権限のエ

リアに向いた「移動ボタン」をクリックします。
移動ボタン

選択したユーザが移動します。

アクセス権限を設定されたユーザは、そのプロジェクトに対
して許可された操作ができるようになります。

Note
キーボードの SHIFT キー + 左クリック、または CTRL キー
+ 左クリックを利用して、ユーザを複数同時に選択するこ
とができます。

「全てのユーザ」とは
	 ユーザリストには、「全てのユーザ」というユーザが表示

されます。これは、サーバユーザリストに登録されてい
る全てのユーザを対象に、アクセス権限を設定するため
のものです。

	 「全てのユーザ」とユーザには、それぞれアクセス権限
を設定することができます。ただし、「全てのユーザ」と
ユーザとの双方に権限を設定した場合、実際はそのユー
ザにはレベルが高いほうの権限が設定されます。

Note
•	 設定画面で ｢ 全てのユーザ」にアクセス権限を割り付

けたあとに、個々のユーザを追加・削除すると ｢ 全て
のユーザ」も更新されます。

•	 ユーザのプロジェクトへのアクセス権限を削除するとき
は、そのユーザの状態を確認してください。

オーナーを削除してしまったとき： 9.4.3 項
アクセス権限を下げて、プロジェクトを開く： 9.4.4 項
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3.3.12	 ロック状態を保持する
アクセス＆その他画面の「その他］で［ロック状態保持］
を有効にすると、データ収集を開始したユーザ以外のユー
ザは、そのプロジェクトを操作することができません。
ロック状態の保持は、データ収集を開始したユーザが再び
ログインし、データ収集を停止するまで保持されます。
この機能は通常［OFF］になっていますが、［ON］を選択す
ることで設定されます。

ここをONにすると
ロック状態保持機能が設定できる

Note
ロック状態保持機能が ON になった状態で、何らかの理由
により収集を停止したい場合、管理ユーザだけには強制
ロック解除を行う権限があります。
強制ロック解除の操作： 6.6.3 項

3.3.13	 DDE サーバを利用する
GA10 は他のアプリケーションにデータを送信するために
DDE（Dynamic Data Exchange）機能に対応しています。

Excel などの DDE クライアントを利用して DDE サーバにア
クセスすることで、プロジェクトで収集中の各タグの値を
取得することができます。データは、DDE サーバ起動後に
DDE クライアントから取得可能となります。

取得できる内容 説明
日付 データを収集した日付
時刻 データを収集した時刻（ミリ秒を除く）
ミリ秒 データを収集した時刻（ミリ秒）
データ番号 収集開始時点で最初に収集したデータの番号を 0 番と

した、通し番号
値 収集したタグの値

データを取得するために指定するアプリケーション名、ト
ピック名、アイテム名は次のとおりです。

指定項目 指定文字列・出力内容
アプリケーション名 DLGDDE　（固定文字列）
トピック名 データ取得対象となるプロジェクトのプロジェ

クト名を指定する。
アイテム名 日付 date 日付を文字列で出力する。

日付の書式は、YYYY/MM/
DD （年 / 月 / 日）

時刻 time 時刻を文字列で出力する。
時刻の書式は、hh:mm:ss

ミリ秒 msec ミリ秒を文字列で出力する。
ミリ秒の書式は、msec
1 秒未満の時刻を 000 ～ 999
の数字で表示する

データ番号 no データ番号を数値で出力す
る。データ番号は 0 始まりの
数値。

値 tagxxxx
xxxx は、タグイ
ンデックス番号

タグの値を数値で出力する。
タグ設定画面で指定したタグ
の小数点以下の桁数を利用し
て表示する。

同じ PC 上で複数の操作画面（クライアント）を表示させて
いる場合でも、DDE サーバはひとつだけです。それらのク
ライアントは、最初に起動したひとつの DDE サーバを共用
します。また、他の GA10 サーバに接続しているクライア
ントは、同じ DDE サーバを共用することができません。

DDE サーバが起動されると、［ファイル］メニューの［DDE
停止］の後ろに、接続中の GA10 サーバの［ホスト名］ま
たは［IP アドレス］が表示されます。
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7 	 ［DDE サーバ］を ON にします。

DDE サーバを起動し、収集を開始します。

8 	 をクリックし、データの収集を開始します。
	 収集・記録を開始する： 3.2.4 項

9 	 （収集を開始してから）Excel ファイルを開きます。
リンクを更新するかどうかのメッセージが表示されたら、
更新してください。

Excel のセルに収集データが表示されます。

10 	 DDE サーバを停止するときは、メニュー［ファイル］
－［DDE 終了］を選択します。

［DDE 終了］の後ろにはDDE サーバに接続しているGA10 サー
バの［ホスト名］または［IP アドレス］が表示されています。

重要
•	 DDE 動作中には、プロジェクト名（トピック名）を変更

しないでください。
•	 Excel を DDE クライアントとしてファイルを保存すると

きは、 ［ファイルの種類］に Excel 97-2003 ブック (*.xls)
を選択してください。

Note
•	 DDE サーバで収集したデータが異常データやエラー

データの場合、数値以外で出力されます。
	 異常データやエラーデータの種類については 6.9.2 項を

参照してください。
•	 データの収集が機器時刻の場合は、収集したデータを

DDE サーバ上にセットした時点のサーバがインストー
ルされた PC の時刻を出力の対象とします。

	 このため、機器時刻の場合は、モニタ画面上のデータ、
あるいは、データファイルに記録されたデータの時刻と値
は、DDE サーバで出力された時刻と値とは一致しません。

•	 データ番号は、データの収集が PC 時刻の場合だけ出力
を行います。機器時刻の場合は、何も出力しません。

•	 収集対象機器との通信が中断されている場合は、デー
タ時刻が PC 時刻の場合、データの値は OFF と出力さ
れます。機器時刻の場合、FIFO を利用しているかどう
かに関係なく、収集対象機器からのデータ取得が遅れ
ている場合と同様にデータの更新を停止します。

•	 DDE クライアントの利用方法は、各 DDE クライアント
の取扱説明書をご参照ください。

Excel を DDE クライアントとして使用した操作例
Excel には、あらかじめ DDE を使用するためのリンクを作
成しておきます。

1	 Excel シートに、取り込みたいデータの見出しを入力
します。

見出し（アイテム名）を入力

2 	 データを表示させたいセル（例では B 列）に、リンク
を表す数式を入力します。

入力例：=DLGDDE|project!Date
（=アプリケーション名 |トピック名 !アイテム名）

•	 パイプ記号（|) と感嘆符（!）は数式に必要な区切り記
号です。

•	 アプリケーション名、トピック名、アイテム名について
は前ページの表をごらんください。

•	 上の図では、B 列を意図的に数式表示にしています。

3 	 数式を入力し終えたら、Excel ファイルは保存していっ
たん閉じます。

4 	 GA10 のメニュー［ファイル］－［DDE 開始］を選択
します。

操作中の GA10 のクライアント PC 上で DDE サーバが起動し
ます。

5 	 プロジェクト一覧画面で、DDE サーバを利用するプロ
ジェクトをダブルクリックし、プロジェクトを開きます。

6 	 プロジェクト設定画面をアクセス & その他設定画面
に切り替えます。
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3.3.14	 アラーム ACK 操作を共有する
アクセス＆その他画面の［その他］で、［アラーム ACK 共有］
を有効にすると、同じサーバに接続している複数のクライ
アントで「ACK 操作」を共有できます。プロジェクトでアラー
ムが発生した場合、クライアントごとに ACK 操作を行う必
要がありません。

1	 プロジェクトの設定編集の権限を持つユーザがログイ
ンします。

2 	 アラーム ACK 操作を共有したいプロジェクトを開き
ます。

3 	 ［アクセス＆その他］をクリックします。

4 	 ［アラーム ACK 共有］の［ON］をクリックします。

同じサーバに接続しているクライアント間で、アラーム ACK
操作が共有されます。

アラーム ACK 操作とは： 6.6.3 アラームACK操作を行う
項

3.3.15	 Modbus サーバを起動する、Modbus アドレ
スを設定する

アクセス＆その他画面の［その他］で、［Modbus サーバ］
を有効にすると、Modubs クライアントからのリクエストに
対してレスポンスを返します。

1	 プロジェクトの設定編集の権限を持つユーザがログイ
ンします。

2 	 Modbus クライアントからアクセスしたいプロジェク
トを開きます。

3 	 ［アクセス＆その他］をクリックします。

4 	 ［Modbus サーバ］の［ON］をクリックします。

5 	 ［Modbus アドレス］にアドレスを設定します。 
 
アドレス（設定範囲：1 ～ 247）は GA10 のプロジェ
クトごとに割り当てます。

Modbus サーバ機能： 第11章　第11章　Modbus サー
バ機能
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3.3.16	 積算を設定する（付加仕様、/WH 付きのとき）
GA10 では、積算グループごとに積算グラフ（積算バー、積算トレンド）のモニタおよびデマ
ンド監視ができます。また、積算グループの積算レポートデータ、デマンド監視データ出力が
できます。
これらの積算設定は、任意の条件で積算グループを 20 個まで設定できます。
積算設定画面は、レポートに関する設定部と、積算の詳細を設定するタブページとで構成され
ます。

1 2

3

基本操作

1	 画面左側ナビゲータエリアの［積算］を選択します。
積算設定画面が表示されます。

2 	 レポートに関する以下の設定をします。
	 ・	 レポートファイル命名規則

レポートファイルのファイル名を自動で生成するか、指定するか選択します。
・	 初期値：自動
・	 選択肢：自動、指定

	 ［自動］選択時
	 ファイル名の例：YYMMDD_hhmmssHD.GRE

	 YY：年の下 2 桁
	 MM：月
	 DD：日
	 hh：時
	 mm：分
	 ss：秒
	 HD：固定
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	 ［指定］選択時
	 文字列を指定できます。32 文字まで入力できます。
	 ファイル名の例：ReportYYMMDD_hhmmssHD.GRE
	 文字列初期値：report
	 文字列以外は前述の［自動］選択時と同じです。

	 ・	 レポートファイル出力フォルダ
レポートファイルの出力先フォルダを指定します。

3 	 積算のタブページを選択し、［名前］を入力します。（表示例では［Integration Group 01］
を使用します。）

最大文字数 30 文字

積算グループ設定画面
積算グループ設定画面では、以下の内容を設定できます。1 つのタブページに 1 件の条件を設
定します。
積算のタブページを選択し、［名前］を入力します。
初期値：Integration Group 01 ～ Integration Group 20
入力範囲：最大 30 文字まで

①

②
③
④

⑧

⑤

⑦
⑥

⑨
⑩

⑪

①	積算タグ
	 積算グループのレポートチャネル（タグ）を指定します。

	 No.
	 レポートチャネル番号を指定します。
	 この項目はレポートチャネルの番号で、01 から 50 の連番となっています。この番号は変更

ができません。
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	 タグ No.
	 タグを指定します。
	 クリックするとタグ選択ダイアログが表示されます。指定するタグをクリックすると反映さ

れます。

	 色
	 レポートチャネルの表示色の指定をします。変更したい場合、色をクリックすると［色の設

定］ダイアログが表示されますので、表示させたい色を選択してください。

②	積算グラフ
	 積算グラフ表示の有効、無効を選択します。初期値は［OFF］で［ON］を選ぶと積算グラ

フ表示が有効になります。
	 初期値：OFF
	 選択範囲：OFF、ON

③	デマンド監視
	 デマンド監視の有効、無効を選択します。初期値は［OFF］で［ON］を選ぶとデマンド監

視が有効になります。
	 初期値：OFF
	 選択範囲：OFF、ON

④	デマンド期間
	 デマンド期間を指定します。デマンド時間が経過するとモニタをリセットします。
	 初期値：30 min
	 選択範囲：15 min、30 min、1 Hour（収集周期が 5 min 未満のとき）

⑤	契約電力
	 契約電力を指定します。
	 初期値：1000
	 入力範囲：1 ～ 99999999

⑥	目標デマンド
	 目標デマンドを指定します。
	 初期値：1000
	 入力範囲：1 ～ 99999999

⑦	遮断余裕電力
	 遮断余裕電力を指定します。
	 初期値：10
	 入力範囲：1 ～ 99999999

⑧	警報マスク時間
	 警報マスク時間を指定します。
	 警報マスク時間とは、デマンド監視を開始した直後から一定時間、警報監視を行わない時

間帯のことです。
	 初期値：5
	 入力範囲：
デマンド期間 範囲
15 min 0 ～ 10
30 min 0 ～ 20
1 Hour
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⑨	予測比較時間
	 予測比較時間を指定します。
	 予測比較時間は、デマンド値の上昇率（傾き）を演算するときに使用されます。
	 初期値：10 s
	 入力範囲：収集周期により可変します。
収集周期 入力範囲　
10 s 以下 10 s/20 s/30 s/1 min/2 min/5 min/10 min
20 s 20 s/1 min/2 min/5 min/10 min
30 s 30 s/1 min/2 min/5 min/10 min
1 min 1 min/2 min/5 min/10 min
5 min 5 min/10 min
10 min 10 min

⑩	基本警報
	 レベル番号
	 警報レベルの番号で、01 ～ 04 の連番となっています。この番号は変更ができません。

	 On/Off
	 警報を使用するときに ON を指定します。
	 初期値：Off
	 選択範囲：Off、On

	 値
	 警報値を指定します。
	 初期値：1000
	 入力範囲：1 ～ 99999999

	 ヒステリシス
	 ヒステリシスを設定します。
	 初期値：50
	 入力範囲：1 ～ 99999999

	 警報形状
	 アラーム表示の形状を指定します。
	 初期値：〇
	 選択範囲：〇、□

	 警報色
	 警報表示の表示色を指定します。
	 色をクリックすると［色の設定］ダイアログが表示されますので、表示させたい色を選択し

てください。
警報状態 説明 初期値
ON 警報が ON 時の表示色を指定します。 赤
OFF 警報が OFF 時の表示色を指定します。 緑

	 線色
	 デマンド監視画面の基本警報設定値トリップラインの表示色を指定します。
	 色をクリックすると［色の設定］ダイアログが表示されますので、表示させたい色を選択し

てください。
	 初期値：赤
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⑪	遮断警報
	 On/Off
	 警報を使用するときに On を指定します。
	 初期値：Off
	 選択範囲：Off、On

	 値
	 遮断警報値を指定します。
	 初期値：1000
	 入力範囲：1 ～ 99999999

	 ヒステリシス
	 遮断警報のヒステリシスを設定します。
	 初期値：50
	 入力範囲：1 ～ 99999999

	 警報形状
	 遮断警報表示の形状を指定します。
	 初期値：〇
	 選択範囲：〇、□

	 警報色
	 遮断警報表示の表示色を指定します。
	 色をクリックすると［色の設定］ダイアログが表示されますので、表示させたい色を選択し

てください。
警報状態 説明 初期値
ON 遮断警報が ON 時の表示色を指定します。 赤
OFF 遮断警報が OFF 時の表示色を指定します。 緑
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3.3.17	 FTP を設定する
GA10 では、記録ファイル、レポートファイル、積算レポートデータファイルおよびデマンド監
視データファイル（付加仕様、/WH）を FTP 転送することができます。
最大 20 個のプロセスを同時に起動できます。

1 2

基本操作

1	 画面左側ナビゲータエリアの［FTP］を選択します。
FTP 画面が表示されます。

2 	 ［On/Off］で［ON］を選択します。
FTP 転送設定画面が表示されます。
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FTP 転送設定画面
FTP 転送設定画面では、以下の内容を設定します。

①
②
③
④

⑧

⑤

⑦
⑥

①	FTP サーバ
	 FTP サーバに関する以下の設定をします。
	 ・	 FTP サーバ：FTP サーバ名（255 文字まで）
	 ・	 ポート番号：FTP サーバが利用するポート番号（1 ～ 65535）
	 ・	� 再送付回数：1、2、3、4、5 より選択。FTP 転送に失敗した場合、指定の回数まで再送

信を行います。

②	暗号化
	 暗号化を指定します。
	 ［OFF］、［SSL/TSL］より選択します。

③	認証
	 認証方法を指定します。
	 OFF：ユーザ名に「anonymous」を使用します。
	 ON：指定のユーザー名を３９ｈｈ１００５使用します。

④	ユーザ名
	 ユーザ名を指定します。64 文字まで文字列が入力できます。

⑤パスワード
	 パスワードを指定します。40 文字まで文字列が入力できます。

⑥	ディレクトリ
	 レポートファイルの保存先ディレクトリを指定します。255 文字まで文字列が入力できます。

⑦	PASV モード
	 PASV モードの有効、無効を選択します。

⑧	転送ファイル
	 FTP 転送するファイルを指定します。
	 選択肢：�記録ファイル（*.XLSX、*txt、*.dld）、レポートファイル（*.XLSX、*.pdf）、積算レポー

トファイル（*.GRI）、デマンド監視データファイル（*.DRE）



3-72 IM 04L65B01-01JA

  第 3 章　収集・記録の設定をする、収集・記録を開始する 

3.4	 Modbus 通信機器を登録する
3.4.1	 Modbus 機器の登録
GA10 では、Modbus プロトコルを利用する機器を接続する
ことができます。
Modbus 機器を接続機器として登録するには、Modbus 機
種定義ファイル（設定内容を記入したファイル）を作成し、
サーバPCの指定フォルダ（下記、手順 3）に配置します。

•	 UTAdvanced シリーズの機器は定義ファイルを作成せず
に接続できます。機器リストから選択してください。

•	 カスタムディスプレイ機能（付加仕様、/CG）付きの
GA10 に UTAdvanced（UT32A, UT35A, UT52A, UT55A, 
UT75A, UP35A, UP55A）を接続する場合は、［機種］のリ
ストから、"_R3" がついている機種名を選択してください。
SP などの出力チャネルに対応しています。

基本操作

1	 Modbus 機種定義ファイルを、「Modbus 機種定義ファ
イル作成ツール」で作成します。

Modbus 機種定義ファイル作成ツールは、下記のURL
からダウンロードできます。
www.smartdacplus.com/software/ja/

	 または、記述例に基づき XML 形式で作成します。そ
の場合、編集には Windows 標準の Notepad、または
テキストエディタをお奨めします。

2 	 ファイルを保存します。この時、文字コードの項目を、
UTF-8 として保存してください。

3 	 Modbus 機種定義ファイルを、サーバがインストー
ルされた PC の C:\Program Files\Yokogawa Electric 
Corporation\SMARTDAC+ Data Logging Software\
Modbus フォルダに置きます。

4 	 GA10 クライアントを起動し、サーバにログインします。
機器登録ダイアログ *の［機種］に、登録した Modbus 機器
の名称が表示されます。

*	 接続する機器を新規登録するときに使用するダイアログです。

5 	 ［機種］から、登録した Modbus 機器を選択します。

通信情報の入力項目が表示されます。

6 	 通信情報を入力して［OK］をクリックします。

Note
Modbus 機種定義ファイルを利用して Ethernet 経由で通信
を行う場合、収集周期は機器の通信タイムアウト時間未満
に設定してください。

3.4.2	 Modbus 機種定義ファイルについて
Modbus 機種定義ファイルは、機器設定画面で Modbus 機
器を新しく登録するときに参照されるファイルです。
Modbus 機種定義ファイルは、以下の 4 つの部分から構成
されます。

オプションリスト

	 Modbus 機器のオプションを定義する部分です。

レジスタリスト

	 データ収集時に、Modbus 機器から読み込むレジスタを定
義します。Modbus Function コード、レジスターアドレス、
データ型、および、レジスタ名を指定します。

チャネルリスト

	 Modbus 機器からデータを収集する際のチャネルを定
義します。また、チャネルの設定値、収集データの位
置、および、関連のアラーム情報を指定できます。

値変換テーブルリスト

	 Modbus 機器のレジスタより読み込んだデータから、
実際に扱うデータに変換するためのテーブルを定義します。

Modbus 機種定義ファイルは XML 形式を利用するため、ファ
イルの記述内容は階層構造になっています。フォーマット
の詳細については、次ページ以降を参照してください。

Modbus 機器定義ファイル記述例： 付 -11 ページ

http://www.smartdacplus.com/software/ja/
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Modbus 機種定義ファイルのノード構造
Level 0 Level 1 Level 2 Level 3 Level 4 Level 5 説明 数量

ModbusDevice 定義ファイルのルート要素 1
Options オプションリストノード 0 ～ 1

Option オプション情報 0 ～ 5
Registers レジスターリストノード 1

Register レジスター情報 1 ～ 60000
Channels チャネルリストノード 1

Channel チャネル情報 1 ～ 10000
Init チャネルの設定の初期値 0 ～ 1

DecimalPos 小数点の初期値 0 ～ 1
Min スパン Min の初期値 0 ～ 1
Max スパン Max の初期値 0 ～ 1
Unit 単位の初期値 0 ～ 1

Value チャネルの値 1
Write 書き込みレジスタ 0 ～ 1
DataError 異常データのステータス 0 ～ 1
ADError A/D コンバータのステータス 0 ～ 1
PlusOver +OVER ステータス 0 ～ 1
MinusOver -OVER ステータス 0 ～ 1
Burnout Burnout 情報 0 ～ 1

Type Burnout のタイプ 0 ～ 1
Value Burnout のステータス 0 ～ 1

Alarms アラームリストノード 0 ～ 1
Alarm アラーム情報 0 ～ 4

Type アラーム種類 0 ～ 1
Value アラーム値 0 ～ 1
Set Value アラーム設定値 0 ～ 1

TransTables 値変換テーブルリストノード 0 ～ 1
Table 値変換テーブル 0 ～ 100

Value 変換値 0 ～ 100
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Modbus 機種定義ファイルの各ノードの属性
属性の指定がない場合は、初期値が適用されます。ただし、Option、Mask、Trans の属性が指定されていない場合は、
Option、Mask、Trans の機能を利用しないものと判断され、初期値は適用されません。

ノード名 属性名 型 必須 範囲 初期値 説明
ModbusDevice Type string ◎ 英数字、1 ～ 15 文字 Modbus 機器の種類

Modbus 機器定義ファイルのファイル名と一致させて
ください。

PortNo int 1 ～ 65535 502 Modbus 機器のイーサネットポート番号
CommandDelay int 0 ～ 10000 0 Modbus 機器のコマンドディレイ、単位：msec

Option *7 Name string ○ 英数字、1 ～ 15 文字 Modbus 機器でサポートするオプション名
Register Name string ◎ 英数字、1 ～ 15 文字 Modbus 機器内のレジスタ名

FunctionCode int ◎ 読み込み：1、２、３、4
書き込み：５、6 または 16

Modbus 通信の Fuction Code 番号

Address int *2 ◎ 1-465535 Modbus のレジスタ
DataType *3 enum ◎ INT16

INT32_L
FLOAT_B

UNIT16
UINT32_B
FLOAT_L

INT32_B
UINT32_L
BIT

読み込みのデータ種類

Channel Name string ◎ 1 ～ 16 Unicode 文字 チャネル名

DecimalPos *4 int 0 ～ 5 0 チャネルの小数点
Min *4 double -1E16 ～ 1E16 0 チャネルのスパン Min
Max *4 double -1E16 ～ 1E16 100 チャネルのスパン Max
ScaleRatio double -1E16 ～ 1E16 1 チャネルのスケーリングの係数
ScaleOffset *5 double -1E16 ～ 1E16 0 チャネルのスケーリングのオフセット
Unit *4 string 6 Unicode 文字まで “” チャネルの単位
Option string 英数字、15 文字まで オプション名

Channel\Value
DecimalPos *4

Min *4

Max *4

Unit
DataError *5

ADError *5

PlusOver *5

MinusOver *5

Burnout\Type *5 *6

Burnout\Value
Alarm\Type
Alarm\Value

Register string ◎ 英数字、1 ～ 15 文字 レジスター名
Mask *1 int *2 16 進数字、0 ～ 65535 データのビットマスク
Trans string 英数字、15 文字まで 値変換テーブル名

Write Register string ◎ 英数字、1 ～ 15 文字 レジスター名
Alarm\Type Kind enum “OFF” , “H” , “L” , “dH” , “dL” , “RH” ,

“RL” , “tH” , “tL” , “PVH” , “PVL” , “DVH” ,
“DVL” , “DVO” , “DVI” , “SPH” , “SPL” ,
“OTH” , “OTL” , “ETC”

“OFF” アラーム種類のデフォルト値

Alarm\SetValue Register string 英数字、1 ～ 15 文字 レジスタ名
Alarm\SetValue Value double -1E16 ～ 1E16 0 アラーム設定値の初期値
Alarm\Hysteresis Value double 0 ～ 1E16 0 アラームヒステリシスの初期値
Table Name string ● 英数字、1 ～ 15 文字 値変換テーブル名

ToDataType enum Int, String Int 変換先のデータ型
Value From int *2 ● -2147483648 ～ 2147483647 変換元値

To string ● 15 Unicode 文字まで 変換先値
値に変換する場合は値を文字列で指定する。

◎：必須項目。ただし、属性名 Register については、ノード名 Type が必須ではありません。
○：オプションを利用する場合の必須項目。
●：データ変換を実施する場合の必須項目。
*1： マスクのみがある場合、レジスタから取得したデータをビットマスクで計算した結果を TRUE、FALSE として扱います。
*2：10 進、および、16 進の整数をサポートします。16 進の場合、数字の前に「0x」を付加する必要があります。
*3： Data Type の意味は下表を参照してください。
*4：これらの情報は「レジスタ」または「定義ファイル」から取得されます。ユーザは、いずれか一方を指定することもできますが、双方を指定することもできます。後

者の場合はレジスタの情報が優先されます。
*5：スケーリングの計算：Y = ScaleRatio * X + ScaleOffset
	 X: Modbus レジスタの値 ( 小数点計算後、値変換テープルがあれば、変換後の値 )
	 Y: 結果 
*6：チャネルのデータステータスの処理は、ADError、DataError、Burnout、PlusOver、MinusOver の優先順位で行われます。
*7：	Burnout のタイプが DownScale（タイプの値は 2）、Burnout のステータスが 1 の場合、データのステータスは− BURNOUT になります。また、Burnout のタイプが

UpScale（タイプの値は 2 以外）、Burnout のステータスが 1 の場合、データのステータスは +BURNOUT になります。
*8：ノード Channel にはオプションの属性が含まれます。機器登録ダイアログで機器を登録するとき、このオプションを選択しないと、登録した機器の中にこのチャネル

が存在しなくなります。
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Data Type （データ型）の意味
値 利用方法
INT16 Modbus 機器のレジスタに符号付き 16 ビット整数が割り付けられているときに使用する。
UINT16 Modbus 機器のレジスタに符号無し 16 ビット整数が割り当てられているときに使用する。
INT32_B Modbus 機器のレジスタに符号付き 32 ビット整数で、レジスタ番号の小さいほうから上位、下位と割り当てられている場合使用する。
INT32_L Modbus 機器のレジスタに符号付き 32 ビット整数で、レジスタ番号の小さいほうから下位、上位と割り当てられている場合使用する。
UNIT32_B Modbus 機器のレジスタに符号無し 32 ビット整数で、レジスタ番号の小さいほうから上位、下位と割り当てられている場合使用する。
UINT32_L Modbus 機器のレジスタに符号無し 32 ビット整数で、レジスタ番号の小さいほうから下位、上位と割り当てられている場合使用する。
FLOAT_B Modbus 機器のレジスタに 32 ビット浮動小数点で、レジスタ番号の小さいほうから上位 / 下位と割り当てられている場合使用する。
FLOAT_L Modbus 機器のレジスタに 32 ビット浮動小数点で、レジスタ番号の小さいほうから下位 / 上位と割り当てられている場合使用する。
BIT Modbus 機器のレジスタにビットの値（DI、DO など）が割り付けられている場合使用する。  

Modbus 機器定義ファイルで定義した Data Type （データ型）
	 GA10（R2.02.xx 以降） は、Modbus 機器定義ファイルで定義されたレジスタのデータ型を維持し、表示、記録に使用しま

す。各レジスタのデータ型は、以下のチャネルデータ型に対応します。
レジスタのデータ型 チャネルデータ型
INT16 SHORT
UINT16 USHORT
INT32_B LONG
INT32_L LONG
UNIT32_B ULONG
UINT32_L ULONG
FLOAT_B FLOAT
FLOAT_L FLOAT
BIT BOOL

Note
以下の場合は読み込みエラーとなります。
•	 必須項目が記載されてない。
•	� 記述方法に間違いがある。ただし、次の場合は、読み込みエラーとはせず、読み込み時に値を修

正します。
		  ノードの属性として文字列長の規定があり、最大文字数を超える場合。
		�  ノードの属性として値の範囲の規定があり、範囲の下限を下回る場合、または、範囲の上限を

上回る場合。
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3.5	 プロジェクトの設定内容を表示する
プロジェクトの設定情報を、表形式でブラウザに表示できます。設定情報は項目ごとに表示／
非表示を選ぶことができます。

3.5.1	 表示させる設定内容を選ぶ
プロジェクトの設定情報でブラウザに表示させたい項目を選ぶ操作です。

1	 プロジェクト一覧画面で対象のプロジェクトをダブルクリックし、プロジェクトを開きま
す。

2 	 メニュー［プロジェクト］－［設定表示の設定］を選択します。
［設定表示設定］ダイアログが開きます。
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3 	 表示させたい項目を選びます。
	 初期状態ではすべての項目がチェック状態になっています。不要な項目はクリッ

クし、チェックを外します。

チェックが入っている状態

4 	 ［タグ表示］は▼をクリックして、タグの表示方法を［タグ No.］、［タグコメント］、［タグ
インデックス］から選びます。

5 	 ［OK］をクリックします。
ダイアログで選択した内容を保存します。

	 ［表示］をクリックすると、選択した内容にしたがい、ブラウザ上にプロジェクト設定
情報を表示します。

	 ［キャンセル］をクリックすると、手順 3 で選択した内容を破棄します。

Note
保存された設定内容は、クライアント単位ですべてのプロジェクトに適用されます。また、ログアウ
トしたあとも、設定内容を保持します。

［設定情報出力］の項目と内容は下表のとおりです。チェックが入っている状態で、各項目の
内容を表示します。

出力項目 指定する内容
機器 機器情報を表示する／表示しない

登録された機器だけ表示する 登録のない機器を表示する／表示しない
登録された機器チャネルだけ表示する 登録された機器のチャネル詳細情報を表示

する／表示しない
タグ タグ情報を表示する／表示しない

チャネルが割り当てられているタグだけ表示する チャネルが割り当てられていないタグを表
示する／表示しない

演算タグ（付加仕様、/MT） 演算タグ情報を表示する／表示しない
収集するタグだけ表示する 収集しないタグの行を表示する／表示しない
登録されている定数だけ表示する 登録のない演算定数を表示する／表示しない

表示グループ 表示グループを表示する／表示しない
タグが割り当てられている波形だけ表示する タグが割り当てられていない波形を表示す

る／表示しない
収集＆モニタ 収集 & モニタ設定情報を表示する／表示しない
未来ペン 未来ペンの設定情報を表示する／表示しない

タグが割り当てられている未来ペンだけ表示する チェックするとタグが割り当てられた未来ペ
ン設定だけ表示する／チェックしないとタグ
の割り当てに関係なく、すべての未来ペン設
定を表示する

違和感検知 違和感検知の設定情報を表示する／表示しない
「On」の表示グループだけ表示する チェックすると使用「On」の表示グループの

違和感検知だけ表示する／チェックしないと
使用「Off」を含めて全表示グループの違和
感検知を表示する

記録 記録設定情報を表示する／表示しない
バッチ バッチ設定情報を表示する／表示しない
積算（付加仕様、/WH） 積算情報を表示する／しない

タグが割り当てられたレポートチャネルだけを表示す
る

タグが割り当てられていないレポートチャ
ネルを表示する／しない

デマンドの On/Off の設定が「Off」の場合は表示しな
い

デマンドが「Off」の場合のデマンド設定を
表示する／しない

次ページへつづく
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出力項目 指定する内容
レポート＆印刷（付加仕様、/RP） レポート＆印刷を表示する／表示しない

作業内容の設定が「何もしない」の場合は表示しない 作業内容が ｢ 何もしない ｣ 場合のレポート
設定を表示する／表示しない

タグが割り当てられたレポートチャネルだけ表示する タグが割り当てられていないレポートチャ
ネルを表示する／表示しない

メール メール設定情報を表示する／表示しない
On/Off の設定が「Off」の場合は表示しない メールが ｢Off｣ の場合のメール設定を表示

する／表示しない
トリガのタグは、チェックされたものだけ表示する メールのトリガに指定されていないタグを

表示する／表示しない
OPC-UAサーバ（付加仕様、/UA） OPC-UA サーバの設定情報を表示する／表

示しない
アクセス＆その他 アクセス＆その他の設定情報を表示する／

表示しない
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3.5.2	 設定内容を表示させる
プロジェクトの設定内容をブラウザに表示させる操作です。前述の［設定表示設定］ダイアロ
グから、［表示］をクリックしても同様に表示できます。

1	 プロジェクト一覧画面で対象のプロジェクトをダブルクリックし、プロジェクトを開きま
す。

プロジェクト画面に選択したプロジェクトが表示されます。

2 	 メニュー［プロジェクト］－［設定表示］を選択します。
Web ブラウザが起動し、設定情報が表形式で表示されます。

	 表示される項目を、変更したり、省略したりする場合は、3.5.1 の手順で表示内容の設
定をします。

設定表示のフォーマット
設定表示画面の構成を図に示します。各情報は表形式で表示されます。
以下に各表の表示内容を示します。

機器

タグ

演算タグ *

表示グループ

記録

レポート / 印刷 *

メール

OPC-UA サーバ *

アクセス＆その他

基本情報

プロジェクト情報

設定表示設定

設定情報

*： 付加仕様

プロジェクトの設定内容の詳細

クライアント時刻、サーバオプション、ユーザリストなど

プロジェクトの名前、オーナー名など

詳細部分の表示設定

①

②

③

④

積算 *

FTP

収集＆モニタ

未来ペン

違和感検知

バッチ
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①	基本情報
基本情報として表示される項目は、GA10 のサーバとクライアントに関する情報です。表示画
面の最上段に表示されます。

項目名 説明／表示内容
PC時刻 情報を表示させている GA10 クライアントがインストールされている PC の出力時の時刻

表示例：YYYY:MM:DD hh:mm:ss（YYYY: 年、MM：月、DD：日、hh：時、mm：分、ss：秒）

バージョン GA10 サーバのバージョン
オプション GA10 サーバに付加されているオプション
ユーザリスト GA10 サーバに登録されたユーザのリスト

表示例：User01/User02/User03/...

②	プロジェクト情報
プロジェクトの基本情報として表示される項目は以下のとおりです。
項目名 説明／表示内容
プロジェクト名 情報を表示させているプロジェクトの名前
オーナー プロジェクトのオーナー名
コメント プロジェクトの基本情報に付加されたコメント

③	設定表示設定
メニュー［プロジェクト］－［設定表示の設定］（3.5.1項）で保存した表示設定内容を表形式
で表示します。

④	設定情報
プロジェクトの設定内容詳細を設定項目ごとに表示します。
•	 機器設定情報
	 表毎に最大 20 機器を出力し、20 機器を超える場合に表を分け、新しい表で出力します。
	 また、印刷用紙のサイズ（A4 縦）によって、表の幅が全部表示できない場合は、複数の表

に分けて表示されます。
表名 項目名 説明／表示内容
機器 機器番号 機器番号

機器名 機器名（例：Device01)
機種 機種名（例：GX10）
リリースナンバ 接続機器のファームウェアバージョン
通信 通信方式 イーサネット、シリアル、または USB

ホスト /IPアドレス 通信方式がシリアルの場合、［N/A］と表示される
ポート番号 機種が DAQWORX 以外の機種である場合、［N/A］と表示

される
システム番号 同上
COMポート番号 COM1 ～ COM20

通信方式がイーサネットの場合、［N/A］と表示される
通信タイプ RS-232C、RS-422/RS-485

通信方式がシリアルでない場合、［N/A］と表示される
ボーレート 通信方式がシリアルでない場合、［N/A］と表示される
パリティ
ストップビット
アドレス 通信方式が RS-422/RS-485 でない場合、［N/A］と表示さ

れる
ユーザ名 接続機器側のセキュリティ機能に通信ログインが設定され

ている場合の「ユーザ名」と「ユーザ ID」ユーザ ID
Modbus Modbusアドレス 機種が Modbus 機器でない場合、［N/A］と表示される

収集周期
タイムアウト
オプション

チャネル 測定チャネル 各チャネル数を表示する
演算チャネル
制御チャネル
拡張チャネル

機器チャネル チャネル チャネル番号
（機器番号、機器名）使用 ON、または OFF

タグNo. 指定したタグ No.
タグコメント 入力したタグコメント
タイプ タグ（チャネル）のデータ型

次ページへつづく
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表名 項目名 説明／表示内容
小数点 小数点以下の桁数
最少 スケール最少値
最大 スケール最大値
単位 －
アラーム1～ 4 種類 アラームの種類

値 入力した値

•	 タグ設定情報
	 表毎に最大 20 タグを出力し、20 タグを超える場合に表を分け、新しい表で出力します。
	 また、印刷用紙のサイズ（A4 縦）によって、表の幅が全部表示できない場合は、複数の表

に分けて表示されます。
項目名 説明／表示内容
タグインデックス Tag0001 ～ Tag10000
収集 ON、または OFF
記録 ON、または OFF

プロジェクトが OPC-UA プロジェクト（付加仕様、/UA）で合った場合は、表示しない
機器 機器番号：機器名
チャネル チャネル番号
タグNo. 指定したタグ No.
タグコメント 入力したタグコメント
タイプ タグのデータ型
小数点 小数点以下の桁数
積算対象オー
バーフロー

指定 ON、または OFF
値 入力した値

アラーム1～ 4 種類 アラームの種類
値 アラームの閾値
音 設定したアラーム音ファイル

•	 演算タグ設定情報（付加仕様、/MT）
	 演算タグ設定情報は、演算タグ、および、演算定数の表で表示されます。表毎に最大 20（タ

グ、定数とも）を出力し、20 を超える場合に表を分け、新しい表で出力します。
	 また、印刷用紙のサイズ（A4 縦）によって、表の幅が全部表示できない場合は、複数の表

に分けて表示されます。	
表名 項目名 説明／表示内容
演算タグ タグインデックス A0001 ～ A2000

収集＆演算 ON、または OFF
記録 ON、または OFF
積算対象 タグインデックス（Tag0001 ～ Tag2000）
演算式 演算式
スパン 小数点 小数点以下の桁数

最小 入力した値
最大 入力した値

単位 入力した値
タグNo. タグ番号
タグコメント タグコメントの文字列
アラーム1～ 4 種類 アラームの種類

値 入力した値
ヒステリシス 入力した値
音 設定したアラーム音ファイル

定数 ラベル 入力した値
設定値 入力した値
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•	 表示グループ設定情報
	 表示グループはグループごとに 1 つの表で表示します。20 波形を超える場合に表を分け、

新しい表で出力します。また、印刷用紙のサイズ（A4 縦）によって、表の幅が全部表示で
きない場合は、複数の表に分けて表示されます。
項目名 説明／表示内容
No. W01 ～ W50
ON/OFF ON、または OFF
タグインデックス／タグNo. ／タグコメント 表示設定で、選択した項目名を表示
Y 軸 番号 Y01 ～ Y50

モード 詳細モード、またはコンパクトモード
型 線形、または対数
タイトルモード デフォルト、またはカスタマイズ（タイトルを入力した

場合、カスタマイズ）
タイトル 波形の Y 軸のタイトル

表示 F、または E
メータ バー、またはアナログ
スケール 最大 入力した値

最小 入力した値
目盛間隔 使用 ON、または OFF

値 入力した値
ゾーン 最小 入力した値

最大 入力した値
色 RGB の値
トリップ1～ 4 使用 ON、または OFF

値 入力した値
色 RGB の値

•	 収集＆モニタ設定情報
	 収集 & モニタ設定情報は、収集、プリセットマーク、モニタ、および、モニタタイプの表で

表示されます。表示される項目は以下のとおりです。	
表名 項目名 説明／表示内容
収集 データ時刻 機器時刻優先、または PC 時刻優先

収集周期 機器時刻の場合は［-］を表示
PC 時刻の場合は選択肢より指定した収集周期

プリセットマーク No. プリセットマーク
1～ 5 セットしたマークを表示

モニタ モニタセット数 1 ～ 16
モニタの分割方向 水平、または垂直
分割方向のセット数 1 ～モニタセット数
モニタセットサイズ調整 ON または OFF
アラーム形状 丸または四角
アラーム発生色 RGB の値
アラーム解除色 同上
未来アラーム発生色 同上

モニタタイプ No. 1 ～ 16
モニタタイプ トレンド、ディジタル、メータ、アラーム、未来アラーム、

積算グラフ、デマンド監視
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•	 未来ペン設定情報
	 未来ペン設定は、未来ペン（No.、タグインデックス / タグ No./ タグコメント、および予測点数）

の表で表示されます。表示される項目は以下のとおりです。	
表名 項目名 説明／表示内容
未来ペン No. 001 ～ 500

タグインデックス /タグNo./	
タグコメント

Tag 0001 ～ Tag 10000、Tag A0001 ～ Tag A2000

予測点数 30、60、90

•	 違和感検知設定情報
	 違和感検知設定は、違和感検知（表示時グループ、種類、検出レベル、および学習モデル指定）

の表で表示されます。表示される項目は以下のとおりです。	
表名 項目名 説明／表示内容
違和感検知 表示グループ Group 01 ～ Group 200（違和感検知の設定が ON の表示

グループ）
種類 違和感検知
検出レベル 標準または高
学習モデル指定 自動または手動

•	 記録設定情報
	 記録設定情報は、記録およびコメントの表で表示されます。表示される項目は以下のとおり

です。
表名 項目名 説明／表示内容
記録 記録周期 機器時刻優先：N/A

PC 時刻優先：指定した周期
記録ファイルのタイプ バイナリ、Excel、テキスト、バイナリ

＆ Excel、バイナリ & テキスト
Excel/ テキストのアラー
ム情報

あり、またはなし

テキストのフォーマット CSV または TSV
記録開始条件 指定した条件の表示
記録終了条件 	

ファイル分割
ファイル制限数 作成ファイル数を制限する ON または OFF

個数 ファイル数または N/A
フォルダ 保存先のパス
ファイル名 ファイル名 データファイル名

日付を付加する ON または OFF
時刻を付加する ON または OFF

演算動作 記録開始時に演算リセットする ON または OFF
演算機能（付加仕様、/MT）付きの場
合だけ表示

コメント No. 1 ～ 8
タイトル タイトルの文字列
文字列 コメントの内容

Note
レポート／印刷設定情報、およびメール設定情報の表示内容では、［条件］、［範囲］の時刻表示を以
下の記号で表しています。
• YYYY：年 • MM：月 • DD：日
• hh：時 • mm：分 • ss：秒 • ms：ミリ秒
• 毎週 w 曜日：月～日 • 毎月 d 日：1 ～ 31
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•	 バッチ設定情報
	 バッチ設定は、バッチおよびバッチテキストの表で表示されます。表示される項目は以下の

とおりです。
表名 項目名 説明／表示内容
バッチ On/Off. OFF または ON

ファイル名 バッチ名を使用する OFF または ON
ロット番号桁数 OFF/4/6/8
自動インクリメント OFF または ON

バッチテキスト No 1 ～ 24
タイトル タイトルの文字列
文字列 バッチテキストの文字列

•	 積算設定情報（付加仕様、/WH）
	 積算設定情報は、積算グループごとに 1 つの表で表示します。
項目名 説明／表示内容
積算レポートファイル
名命名規則

規則 自動 / 指定

ファイル名 指定したファイル名または N/A
積算レポートファイル出力フォルダ 出力先のパス
名前 グループ名
積算タグ No. 1 ～ 50

タグインデックス Tag0001 ～ Tag2000、表示設定で選択した項目名を表示
色 RGB の値

積算グラフ ON または OFF
デマンド監視 ON または OFF
デマンド期間 15 min/30 min/1 Hour
契約電力 入力した値
目標デマンド 入力した値
遮断余裕電力 入力した値
警報マスク時間 入力した値
予測比較時間 10 s/20 s/30 s/1 min/2 min/5 min/10 min
基本警報 レベル番号 01 ～ 04

On/Off On または Off
値 入力した値
ヒステリシス 入力した値
警報形状 〇または□
警報色 ON RGB の値

OFF RGB の値
遮断警報 On/Off On または Off

値 入力した値
ヒステリシス 入力した値
警報形状 〇または□
警報色 ON RGB の値

OFF RGB の値
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•	 レポート／印刷設定情報（付加仕様、/RP）
	 レポート／印刷設定情報には、まず、プロジェクト全体のレポート／印刷［スケジュール一覧］

が表形式で表示されます。一覧に表示された各レポートに対して、スケジュール、グラフ、ファ
イルテンプレートの表で表示されます。また、 グラフの情報表示は「印刷種類」により表示
項目が異なります。

	
	 レポート /印刷 -スケジュール一覧
項目名 説明／表示内容
スケジュール番号 Report01 ～ Report20
名前 レポート名
作業内容 何もしない / 標準印刷 / カスタム印刷 / レポート出力

	 レポート /印刷 -スケジュール（標準印刷の場合）
項目名 説明／表示内容
名前 レポート名
作業内容 標準印刷
条件 指定した条件を表示（例：毎時 mm:ss）
範囲 開始時刻 指定した開始時刻を表示（例：前の時間 mm:ss）

終了時刻 指定した終了時刻を表示（例：現在時間 mm:ss）
印刷種類 トレンドグラフ / サーキュラ / シート / アラームリスト / マークリスト
グループ 開始グループ～終了グループ（例：01 ～ 10）
印刷ヘッダ ヘッダ項目 ファイル名、種類、シリアル番号、時刻変更、測定チャネル数、印刷コ

メント、演算チャネル数、サンプル周期、コメント（コメントは 1 ～ 8 の
いずれか 1 つ）

印刷コメント

印刷設定 波形印刷形式 1 ページまたは複数ページ
フォントサイズ 6pt ～ 20pt
線の太さ 0.25pt ～ 3pt
タグの表示 タグインデックス / タグＮｏ．/ タグコメント
波形印刷グリッド 標準グリッド、密グリッド 1 ～ 4

波形印刷形式が複数ページの場合は、1min、2min、5min、10min、
20min、30min、1h、2h、3h、4h、6h、8h、12h、1day、7days、
1month

サブグリッド 同上 ( 波形印刷グリッド設定による )
Y 軸グリッド 標準グリッド、密グリッド 1、密グリッド 2、密グリッド 3、密グリッド 4
Y 軸ゾーン フルゾーン、スライドゾーン、自動ゾーン、フリーゾーン
アクティブ Y軸 1 ～ 50
Ｙ軸列数 1 ～ 50
凡例 有 / 無
凡例位置 上、下、左、右
カラーモード 黒白 / カラー
マーク色 RGB の値

プリンタの設定 プリンタ プリンタの名前
用紙サイズ 印刷用紙のサイズ
印刷の向き 縦 / 横

出力言語 日本語 / 英語 / 中国語 / ドイツ語 / フランス語 / 韓国語 / ロシア語

	 レポート /印刷 -スケジュール（カスタム印刷の場合）
項目名 説明／表示内容
名前 レポート名
作業内容 カスタム印刷
条件 指定した条件を表示（例：毎時 mm:ss）
テンプレートファイル テンプレートファイルの名前（例：templateFile.pdf）
プリンタ 指定したプリンタの名前
出力言語 日本語 / 英語 / 中国語 / ドイツ語 / フランス語 / 韓国語 / ロシア語
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	 レポート /印刷 -スケジュール（レポート出力の場合）
項目名 説明／表示内容
名前 レポート名
作業内容 レポート出力
種類 時報 + 日報 / 日報 + 週報 / 日報 + 月報 / バッチ報 / 日報カスタム
条件 指定した条件を表示
ファイル命名規則 規則 自動 / 指定

ファイル名 指定したファイル名または N/A
出力フォルダ フォルダ種類 データフォルダ / データフォルダ内サブフォルダ / 指定フォルダ

フォルダ 出力先のパス
テンプレートファイル テンプレートファイルの名前（例：templateFile.pdf）
プリンタ出力 出力 しない / する

プリンタ名 指定したプリンタの名前
出力言語 日本語 / 英語 / 中国語 / ドイツ語 / フランス語 / 韓国語 / ロシア語

	 レポート /印刷 -［レポート名］のグラフ（印刷種類：トレンドグラフ）
項目名 説明／表示内容
印刷種類 トレンドグラフ
範囲 開始時刻 指定した条件の開始時刻を表示（例：前の時間 mm:ss）

終了時刻 指定した条件の終了時刻を表示（例：現在時間 mm:ss）
グループ グループ名
印刷設定 線の太さ 0.25pt/0.5pt/1.0pt/1.5pt/3.0pt

フォントサイズ 6pt ～ 20pt
タグ表示 タグインデックス / タグ No. / タグコメント
波形印刷グリッド 標準グリッド、密グリッド 1 ～ 4
Y 軸グリッド 標準グリッド、密グリッド 1、密グリッド 2、密グリッド 3、密グリッド 4
Y 軸ゾーン フルゾーン、スライドゾーン、自動ゾーン、フリーゾーン
アクティブ Y軸 1 ～ 50
Y 軸列数 1 ～ 50
凡例 有 / 無
凡例位置 上、下、左、右
カラーモード 黒 / 白、カラー
マーク色 RGB の値
印刷品質 普通 / きれい

	 レポート /印刷 -［レポート名］のグラフ（印刷種類：アラームリスト）
項目名 説明／表示内容
印刷種類 アラームリスト
範囲 開始時刻 指定した条件の開始時刻を表示（例：毎月 d 日 hh:mm:ss）

終了時刻 指定した条件の終了時刻を表示（例：当月 d 日 hh:mm:ss）
印刷設定 タグ表示 タグインデックス / タグ No. / タグコメント

カラーモード 黒 / 白、カラー
印刷品質 普通 / きれい

	 レポート /印刷 -［レポート名］のグラフ（印刷種類：マークリスト）
項目名 説明／表示内容
印刷種類 マークリスト
範囲 開始時刻 指定した条件の開始時刻を表示（例：前周期 hh:mm:ss）

終了時刻 指定した条件の終了時刻を表示（例：当周期 hh:mm:ss）
印刷設定 カラーモード 黒 / 白、カラー

印刷品質 普通 / きれい

	 レポート /印刷 -テンプレートファイル
項目名 説明／表示内容
No. 01 ～ 20
ファイル名 登録したテンプレートのファイル名（登録がない場合は［未登録］と表示）
型 ---/ 印刷 /PDF / EXCEL　（登録がない場合は［---］と表示）
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・	 FTP 設定情報

項目名 説明／表示内容
On/Off ON または OFF
FTP サーバ ユーザが指定したサーバ名
ポート番号 ユーザが指定したポート番号
暗号化 OFF、SSL/TSL
認証 ON または OFF
ユーザ名 ユーザが指定したユーザ名
パスワード パスワード
ディレクトリ 出力先のパス
PASV モード ON または OFF
転送ファイル 記録ファイル、レポートファイル、積算レポートファイル、デマンド監視デー

タファイル

•	 メール設定情報
メール設定情報には、メールサーバ、メール設定一覧、メール設定 *（最大 20 個）、メールの
トリガの設定をそれぞれ表示します。表示される項目は以下のとおりです。

*： 	メール設定の情報表示は「条件」によって、表示項目が異なります。

	 メール -メールサーバ
項目名 説明／表示内容
SMTPサーバ ユーザが指定したサーバ名
ポート番号 ユーザが指定したポート番号
再送付回数 0 ～ 5
認証方法 OFF/SMTP 認証 /POP Before SMTP
POPサーバ 認証方法が［POP Before SMTP］の場合にサーバ名を表示
ポート番号 認証方法が［POP Before SMTP］の場合にポート番号を表示
ユーザ名 ユーザ名

	 メール -メール設定一覧
項目名 説明／表示内容
スケジュール番号 . 設定したメールのスケジュール番号

Mail01 ～ Mail20
名前 メールの名前
On/.Off OFF/ON
条件 アラーム状態 / 通信状態 / 指定周期 / 指定時間 / ファイル作成時 / 未来アラー

ム状態

	 メール -メール設定（条件：アラーム状態）
［条件］が［アラーム状態］の場合、メールとそのメールの［トリガ］の設定内容が表示されます。
項目名 説明／表示内容
名前 メールの名前（例：Mail 01)
On/Off OFF/ON
条件 アラーム状態
トリガ 簡易 / 詳細
送信基本設定 送信元 送信元のメールアドレス

宛先 宛先のメールアドレス
写し 写し（CC）宛先のメールアドレス
題名 メッセージのタイトル
カスタムヘッダ ユーザが入力したヘッダの内容
メッセージ内容 メッセージの内容

自動挿入メッセージ言語 日本語 / 英語 / 中国語 / ドイツ語 / フランス語 / 韓国語 / ロシア語
添付ファイル アラーム情報 ON/OFF

瞬時値 ON/OFF
タグ指定種類 範囲 / 詳細
指定タグ 範囲の場合：開始タグ～終了タグ（例：Tag001~Tag0100）

詳細の場合：複数選択したタグのリスト（例：Tag001, Tag002, Tag005....）

	 メール -［メール名］のトリガ
項目名 説明／表示内容
タグ範囲 タグ指定種類が［簡易］の場合に、開始タグ～終了タグを表示（例：Tag001~Tag0100）
タグインデックス タグ指定種類が［詳細］の場合に、複数選択したタグのリストを表示

（例：Tag001, Tag002, Tag005....）
使用 タグ指定種類が［詳細］の場合に、各タグに ON/OFF を表示
レベル1～ 4 --- / ON / OFF / On/Off
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	 メール -メール設定（条件：通信状態）
項目名 説明／表示内容
名前 メールの名前
On/Off OFF/ON
条件 通信状態
トリガ 機器切断 / 機器複帰 / データ抜け発生
送信基本設定 送信元 送信元のメールアドレス

宛先 宛先のメールアドレス
写し 写し（CC）宛先のメールアドレス
題名 メッセージのタイトル
カスタムヘッダ ユーザが入力したヘッダの内容
メッセージ内容 メッセージの内容

自動挿入メッセージ言語 日本語 / 英語 / 中国語 / ドイツ語 / フランス語 / 韓国語 / ロシア語

	 メール -メール設定（条件：指定周期）
項目名 説明／表示内容
名前 メールの名前
On/Off OFF/ON
条件 指定周期
トリガ 毎日　hh:mm:ss

毎週 w 曜日 hh:mm:ss
毎月 d 日 hh:mm:ss

送信基本設定 送信元 送信元のメールアドレス
宛先 宛先のメールアドレス
写し 写し（CC）宛先のメールアドレス
題名 メッセージのタイトル
カスタムヘッダ ユーザが入力したヘッダの内容
メッセージ内容 メッセージの内容

自動挿入メッセージ言語 日本語 / 英語 / 中国語 / ドイツ語 / フランス語 / 韓国語 / ロシア語
添付ファイル アラーム情報 ON/OFF

瞬時値 ON/OFF
タグ指定種類 範囲 / 詳細
指定タグ 範囲の場合：開始タグ～終了タグ（例：Tag001~Tag0100）

詳細の場合：複数選択したタグのリスト（例：Tag001, Tag002, Tag005....）

	 メール -メール設定（条件：指定時間）
項目名 説明／表示内容
名前 メールの名前
On/Off OFF/ON
条件 指定時間
トリガ hh:mm:ss
送信基本設定 送信元 送信元のメールアドレス

宛先 宛先のメールアドレス
写し 写し（CC）宛先のメールアドレス
題名 メッセージのタイトル
カスタムヘッダ ユーザが入力したヘッダの内容
メッセージ内容 メッセージの内容

自動挿入メッセージ言語 日本語 / 英語 / 中国語 / ドイツ語 / フランス語 / 韓国語 / ロシア語
添付ファイル アラーム情報 ON/OFF

瞬時値 ON/OFF
タグ指定種類 範囲 / 詳細
指定タグ 範囲の場合：開始タグ～終了タグ（例：Tag001~Tag0100）

詳細の場合：複数選択したタグのリスト（例：Tag001, Tag002, Tag005....）

	 メール -メール設定（条件：ファイル作成時）
項目名 説明／表示内容
名前 メールの名前
On/Off OFF/ON
条件 ファイル作成時
送信基本設定 送信元 送信元のメールアドレス

宛先 宛先のメールアドレス
写し 写し（CC）宛先のメールアドレス
題名 メッセージのタイトル
カスタムヘッダ ユーザが入力したヘッダの内容
メッセージ内容 メッセージの内容

自動挿入メッセージ言語 日本語 / 英語 / 中国語 / ドイツ語 / フランス語 / 韓国語 / ロシア語
添付ファイル 無 / データファイル
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•	 OPC-UAサーバ情報（付加仕様、/UA）
OPC-UA サーバ情報には、収集、サーバ設定、サーバ証明書の設定をそれぞれ表示します。表
示される項目は以下のとおりです。

サーバ動作 -収集
項目名 説明／表示内容
データ時刻 PC 時刻優先 / 機器時刻優先
収集周期 機器時刻の場合は［-］を表示

PC 時刻の場合は選択肢より指定した収集周期
ノード ID命名規則 タグインデックス / デバイス + チャネル番号

サーバ動作 -サーバ設定
項目名 説明／表示内容
サーバ名 ユーザが指定したサーバ名
ポート番号 ユーザが指定したポート番号
匿名ログイン 許可 / 禁止

サーバ動作 -サーバ証明書
項目名 説明／表示内容
バージョン バージョン
シリアル番号 シリアル番号
署名アルゴリズム 署名アルゴリズム
署名ハッシュアルゴリズム 署名ハッシュアルゴリズム
発行者 発行者
有効期間の開始 YYYY/MM/DD hh:mm:ss
有効期間の終了 YYYY/MM/DD hh:mm:ss

•	 アクセス＆その他設定情報
アクセス & その他設定情報には、アクセス、および、その他の設定を表示します。表示される
項目は以下のとおりです。

アクセス&その他 -アクセス
項目名 説明／表示内容
マネージャ ユーザ名

表示例：User01 / User02 / User03 /...オペレータ
モニタ

アクセス&その他 -その他
項目名 説明／表示内容
ロック状態保持 ON/OFF
DDEサーバ ON/OFF
アラームACK共有 ON/OFF
Modbus サーバ ON/OFF
Modbusアドレス 1 ～ 247
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3.5.3	 表示内容を印刷する、保存する
Web ブラウザの機能を使って、設定表示画面を印刷、または保存することができます。以下
は Internet Explorer 11（以下 IE）を使用した例です。

表示画面の印刷

1	 IE のメニューで［ファイル］―［印刷］をクリックします。
 [ 印刷 ] ダイアログ ボックスが表示されます。

2 	 ［印刷］をクリックします。
指定したプリンタにブラウザの設定表示画面が出力されます。

•	 印刷前にページの体裁を確認する場合は、IE のメニューで［ファイル］― [ 印刷プレビュー ] を選
択します。

表示画面の保存

1	 IE のメニュー［ファイル］―［名前を付けて保存］をクリックします。
 [Web ページの保存 ] ダイアログ ボックスが表示されます。

2 	 ページを保存するフォルダに移動します。

3 	 ［ファイル名］ に新しい名前を入力します。

4 	 [ 保存 ] をクリックします。
指定した場所に設定表示画面（HTML ページ）が保存されます。

Note
•	 IE の［編集］メニュー、［コピー］［貼り付け］を使用すると、表示内容を Excel などに転用できます。
•	 IE の機能や使い方については、Microsoft のユーザーズガイドや、サポートサイトなどを参照して

ください。
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第 4 章　演算機能を使う（付加仕様、/MT）
4.1	 演算タグを設定する

GA10 の演算機能（付加仕様、/MT）では、定数、演算子、および関数を使用し演算式を設定
することで、その演算結果を表示したり、記録 ( 保存 ) することができます。演算機能を使用
するには、［演算タグ］設定画面で演算タグに設定を行います。演算タグは、最大で 2000 タグ
まで設定できます。GA10 のアップグレードにより測定タグ数が増えた場合は、それに伴い演
算タグ数も増えます。測定タグ数と演算タグ数の対応は下表に示すとおりです。

タグ数（測定タグ） 演算タグ数
100 200
200 200
500 500
1000 1000
2000 以上 2000

Note
演算機能を使うときは、収集条件のデータ時刻（収集＆モニタ設定画面）を［PC時刻優先］に設定してください。

基本操作

1	 画面左側ナビゲータエリアの［演算タグ］を選択します。
	 ［演算タグ］は、演算機能（付加仕様、/MT）のライセンスが登録済みの場合に表示されます。

演算タグ設定画面が表示されます。

1

2

4

3

スクロールで［単位］［タグNo.］［タグコメント］［アラーム］
の項目を表示。

2 	 使用するタグ（1 行 =1 演算タグ）を指定します。
[ 収集 & 演算 ]、または［記録］列のボックスをクリックしてください。
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3 	 使用する演算タグに対し、演算式などの各設定を行います。
	 設定項目の詳細： 	 次ページ

設定項目
演算タグには、以下の項目が設定できます。

② ⑤ ⑥④① ③

①	収集 & 演算（演算タグインデックス）
	 この項目はタグ固有の番号で A0001 ～ A2000 の連番となっています。この番号は変更がで

きません。クリックして、収集 & 演算をするか / しないかを指定します。青色が On（記録する）
状態です。

②	記録
	 クリックして、記録 ( 演算データの保存 ) の対象にするか / しないかを指定します。［記録］

を On にすると、［収集 & 演算］も自動的に On になります。

③	積算対象（付加仕様、/WH のとき）
	 クリックして、積算演算対象のタグを指定します。
	 タグを選択すると、自動的に演算式が表示されます。演算式は編集できません。
	 タグ No.、タグコメントは、指定したタグと同じ内容が反映されます。

・	 初期値：None
・	 選択範囲：Tag0001 ～ Tag2000

	 演算対象タグ
	 ［機器番号：機器名：チャネル］にチェックを入れると、タグインデックス / タグ No./ タグ

コメントの後ろに以下の内容が表示されます。

タグインデックス/タグNo./タグコメントの後ろに接続機器の情報を表示する。

	 機器番号：GA10 の機器リストでの番号を表示します。
	 機器名：GA10 のタグ設定画面で割り付けた機器名を、先頭から９文字まで表示します。
	 チャネル番号：接続している機器のチャネル番号を表示します。

	 演算式を編集する場合
	 タグを選択した後に積算対象を［None］に変更すると、演算式を編集することができます。

第 4章　演算機能を使う（付加仕様、/MT） 
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④	演算式
	 演算式を設定します。入力した演算式が無効の場合は、赤文字で表示されます。

・	 初期値：TAG(0001)
・	 入力範囲：127 文字まで文字列が入力できます。定数、関数に大文字／小文字の区別

はありません。
使用可能な演算子、関数：  4-6 ページの「使用可能な演算子」

⑤	小数点
	 小数点以下の桁数を選択します。

・	 初期値：2

⑥	スパン
	 スパンの最小値 / 最大値を入力します。

・	 初期値：-100.00（最小値）	100.00（最大値）
・	 入力範囲：–3.4028235E+38 ～ 3.4028235E+38

定数の詳細は後述します。

⑧⑦ ⑨ ⑪⑩ ⑬⑫

アラーム1

アラーム2 ～ アラーム4

⑦	単位
	 単位を入力します。

・	 初期値：空欄
・	 入力範囲：半角 6 文字まで入力できます。

⑧	タグ No.
	 タグ No. を入力します。

・	 初期値：TagA0001 ～ TagA2000
・	 入力範囲：16 文字まで入力できます。

⑨	タグコメント
	 タグコメントを入力します。

・	 初期値：TagCommentA0001 ～ TagCommentA2000
・	 入力範囲：32 文字まで入力できます。

⑩	アラーム 1 ～ 4*	 種類
	 アラームの種類をリストから選択します。

・	 初期値：Off
・	 選択範囲：�Off、High（上限アラーム）、Low（下限アラーム）、rHigh（変化率上限アラー

ム）、rLow（変化率下限アラーム）

*：	アラームは［アラーム 1］～［アラーム 4］まで設定できます。

⑪	アラーム 1 ～ 4	 値
	 アラームの設定値を入力します。

・	 初期値：0.00
・	 入力範囲：–3.4028235E+38 ～ 3.4028235E+38

第 4章　演算機能を使う（付加仕様、/MT） 
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⑫	アラーム 1 ～ 4	 ヒステリシス
	 アラームのヒステリシスを入力します。

・	 初期値：0.00
・	 入力範囲：0 ～ 3.4028235E+38

⑬	アラーム 1 ～ 4	 音
	 アラーム音を設定します。

各演算タグのアラームごとにアラーム音を設定することができます。
アラーム音の設定およびアラーム音ファイルは、プロジェクトファイルに保持されます。

アラーム音 説明
なし アラーム種類が設定されていない場合です。
標準 アラーム種類が設定されている場合、GA10 標準のアラーム音です。
アラーム音ファイル アラーム種類が設定されていて、かつアラーム音ファイルが登録されている

場合、ファイル名が表示され選択できます。

アラーム音ファイルの登録、削除
アラーム音ファイルをサーバにアップロード、サーバからダウンロード、または削除すること
ができます。

•	 アップロード
	 No. をクリック、［アップロード］ボタンをクリックし、mp3 形式のファイルを指定します。
•	 ダウンロード
	 No. をクリック、［ダウンロード］ボタンをクリックし、クライアント PC での保存先を指定し、

保存します。
•	 削除
	 サーバに登録されたアラーム音ファイルを削除できます。No. をクリック、［削除］をクリッ

クすると削除されます。

第 4章　演算機能を使う（付加仕様、/MT） 
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演算定数の設定
次の 3 種類の定数を使用できます。（イベント関数、および時間関数には使用できません。）

・	 ユーザ定義演算定数：任意の文字列 [ ラベル ] に対してユーザが設定する定数。
・	 定義済み演算定数：GA10 の演算機能において、すでに定義されている定数。
・	 数値演算定数：定義は設定しないが、ユーザが演算式に直接数値で記述する定数。

	 ユーザ定義演算定数
	 ユーザ定義演算定数は、演算タグ設定画面の右側の［定数］エリアで設定します。［ラベル］

と［設定値］の組み合わせで、最大 200 組まで設定できます。

ba

基本操作

1	 ［定数］の［ラベル］をクリックし、定数を認識するための名前を入力します。

2 	 ［定数］の［設定値］をクリックし、定数の値を入力します。

a.	 ラベル
	 定数名です。定義済み演算定数で使用していない文字列で設定します。定数名が重複した

場合、先に定義した定数が演算式で参照されます。
・	 初期値：空欄
・	 入力範囲：半角 10 文字まで入力できます。

b.	 設定値
	 定数にする数値を入力します。

・	 初期値：0
・	 入力範囲：�–3.4028235E+38 ～ 3.4028235E+38
・	 設定値の表示桁数：小数点以下の表示桁数は不定です（有効数字の桁数は 7 桁）。実

際の値と同じ表示になるように、必要に応じて指数表示されます。（例：1.234E12）

	 定義済み演算定数
	 定義されている演算定数を下表に示します。

定数名（ラベル） 説明
NaN 不定な値またはエラー値を表します。
POver ＋レンジオーバーを表します。
MOver ―レンジオーバーを表します。
Pi 円周率（3.14…）を表します。
e 自然対数の底（2.718…）を表します。

	 数値演算定数
	 演算式に直接数値で記述する場合、次の書式で記述します。
	 [digits][.digits][{d ｜ D ｜ e ｜ E}[digits]]
	 記述例：「1.0d+1」は「10.0」

第 4章　演算機能を使う（付加仕様、/MT） 
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使用可能な演算子
演算式で使用可能な演算子は以下のとおりです。
演算子 説明
+ 単項プラス演算子
- 単項マイナス演算子
! 論理否定演算子、0 のとき 1、0 以外のとき 0
+ 加算
- 減算
* 乗算
/ 除算
% 剰余
< 小なり、関係成立で１、不成立で０
> 大なり、関係成立で１、不成立で０
<= 小なり、または同値、関係成立で１、不成立で０
>= 大なり、または同値、関係成立で１、不成立で０
== 同値、関係成立で１、不成立で０
!= 否定、関係成立で１、不成立で０
&& 論理積、否定後も計算する
|| 論理和、成立後も計算する
^^ 排他的論理和
?: 条件演算子
, 順序演算子

演算子の優先順位は、下記のようになります。「←」の左側が右側より優先順位が上で
あることを示します。

「+ – !」( 単項演算子 ) ←「+ – * / %」( 算術演算子 ) ←「< > <= >= == !=」( 関係演算子 ) 
←「&& || ^^」( 論理演算子 ) ←「?」( 条件演算子 ) ←「,」( 順序演算子 )

使用可能な関数
演算式で使用可能な関数は以下のとおりです。

イベント関数
	 所定の動作を実行する関数です。（イベント関数には、演算定数は使用できません。）
関数 動作 例
ResetMath() 演算を初期化する。 TAG(00010)>=1.0 ? 

ResetMath() : 0
Mark("mark") マークを作成する。ダブルクォーテーション内の文字は任意。 Mark("alarmMark")

参照関数
	 測定値、アラーム値を取得する関数です。
関数 動作 例
Tag(<TagIndex>) 指定タグの今回値を返す。タグインデックス、タグ

No.、どちらも指定可能。
Tag(0001)

PreTag(<TagIndex>) 指定タグの前回値を返す。タグインデックス、タグ
No.、どちらも指定可能。

PreTag(0001)

Alarm(<TagIndex>,<alarmLevel>) 指定タグのアラーム値を返す。
ON=1、OFF=0
タグインデックス、タグ No.、どちらも指定可能。

Alarm(0001,4)

Alarm(<TagIndex>) 指定タグのアラーム値を返す。
ON=1、OFF=0
タグインデックス、タグ No.、どちらも指定可能。

Alarm(0001)

Alarm() 任意タグのアラーム値を返す。
ON=1、OFF=0

Alarm()==1

第 4章　演算機能を使う（付加仕様、/MT） 
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算術関数

関数 動作 例
sin(<Value>) <Value> のサイン値を返す。 sin(TAG(0001))
cos(<Value>) <Value> のコサイン値を返す。 cos(TAG(0001))
tan(<Value>) <Value> のタンジェント値を返す。 tan(TAG(0001))
asin(<Value>) サインの逆関数 asin(TAG(0001))
acos(<Value>) コサインの逆関数 acos(TAG(0001))

sinh(<Value>) ハイパボリックサイン sinh(TAG(0001))
cosh(<Value>) ハイパボリックコサイン cosh(TAG(0001))
tanh(<Value>) ハイパボリックタンジェント tanh(TAG(0001))
pow(<Value1>,<Value2>) <Value1> の <Value2> 乗 pow(TAG(0001),TAG(0002))
abs(<Value>) 絶対値 abs(TAG(0001))
sqrt(<Value>) 平方根 sqrt(TAG(0001))
logE(<Value>) 自然対数 logE(TAG(0001))
log10(<Value>) 常用対数 log10(TAG(0001))
expE(<Value>) E の <Value> 乗 expE(TAG(0001))
exp10(<Value>) 10 の <Value> 乗 exp10(TAG(0001))
max(<Value>,…, <Value>) 複数の指定値の中の最大値 max(TAG(0001),TAG(0002),TAG(0003))

min(<Value>,…, <Value>) 複数の指定値の中の最小値 min(TAG(0001),TAG(0002),TAG(0003))

pp(<Value>,…, <Value>) 複数の指定値の中の（最大値 - 最小値） pp(TAG(0001),TAG(0002),TAG(0003))
sum(<Value>,…, <Value>) 複数の指定値の合計値 sum(TAG(0001),TAG(0002),TAG(0003))
ave(<Value>,…, <Value>) 複数の指定値の平均 ave(TAG(0001),TAG(0002),TAG(0003))
poly(<x>,<a0>,<a1>,…, <an>) 多項式、引数可変

a0xn+a1xn-1+…+anx0 を計算
poly(TAG(0001),TAG(0002),TAG(0003))

ceil(<Value>) <Value> 以上の最小の整数を返す。 ceil(TAG(0001))
floor(<Value>) <Value> 以下の最大の整数を返す。 floor(TAG(0001))
limit(<x>, <a>, <b>) x が [a,b] の範囲外になる場合に [a] また

は [b] に値を丸める。
limit(TAG(0001),10,20)

rnd() 0 ≦ x ≦ 1 の乱数を返す。 TAG(0001)*rnd()
IsNaN(<Value>) < 値 > が [NaN] のとき 1、それ以外のと

き [0] を返す。
IsNaN(TAG(0001))
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時間関数
	 時間に関連する関数は下表のとおりです。（時間関数には、演算定数は使用できません。）
関数 動作
time(< 年 >,< 月 >,< 日 >,< 時 >,< 分 >) 日時でエッジ動作
bfTime(< 年 >,< 月 >,< 日 >,< 時 >,< 分 >) 日時で前エッジ動作
time(< 年 A>,< 月 A>,< 日 A>,< 時 A>,< 分 A>,<
年 B>,< 月 B>,< 日 B>,< 時 B>,< 分 B>)

A-B 日時間でレベル動作

monthly(< 日 >,< 時 >,< 分 >) 毎月 < 日 > 日、< 時 > 時、< 分 > 分にエッジ動作
bfMonthly(< 日 >,< 時 >,< 分 >) 毎月 < 日 > 日、< 時 > 時、< 分 > 分に前エッジ動作

monthly(< 日 A>,< 時 A>,< 分 A>,< 日 B>,< 時
B>,< 分 B>)

毎月 < 日 A> 日、< 時 A> 時、< 分 A> 分から < 日 B> 日、< 時 B> 時、
< 分 B> 分の間にレベル動作

weekly(< 曜日 >,< 時 >,< 分 >) 毎週 < 曜日 > 曜日、< 時 > 時、< 分 > 分にエッジ動作
bfWeekly(< 曜日 >,< 時 >,< 分 >) 毎週 < 曜日 > 曜日、< 時 > 時、< 分 > 分に前エッジ動作
weekly(< 曜日 A>,< 時 A>,< 分 A>,< 曜日 B>,< 時
B>,< 分 B>)

毎週 < 曜日 A> 曜日、< 時 A> 時、< 分 A> 分から < 曜日 B> 曜日、
< 時 B> 時、< 分 B> 分の間にレベル動作

daily(< 時 >,< 分 >) 毎日 < 時 > 時、< 分 > 分にエッジ動作
bfDaily(< 時 >,< 分 >) 毎日 < 時 > 時、< 分 > 分に前エッジ動作
daily(< 時 A>,< 分 A>,< 時 B>,< 分 B>) 毎日 A-B 時刻間でレベル動作
hourly(< 分 >) 毎時 < 分 > 分にエッジ動作
bfHourly(< 分 >) 毎時 < 分 > 分に前エッジ動作
hourly(< 分 A>,< 分 B>) 毎時 A-B 分間にレベル動作

・	 エッジ：指定時間 / 時刻の直後の演算時に 1.0 を返す
・	 前エッジ：指定時間 / 時刻の直前の演算時に 1.0 を返す
・	 レベル：指定時間 / 時刻間に 1.0 を返す
・	 引数の設定範囲

		  < 年 >： 1970 〜 2036
		  < 月 >： 1 〜 12
		  < 日 >： 1 〜 31
		  < 曜日 >： 0 〜 6（0：日、1：月、...、6：土）
		  < 時 >： 0 〜 23
		  < 分 >： 0 〜 59

ビット演算関数
	 最大 32bit の整数で、指定した位置のビット値を取得する演算関数です。
関数 動作 例
Bit(<Value １>,<Value2>)) <Value1> の <Value2> 番目のビットの値

を返す。
Value2：０～ 31（0 以下は０、31 以上は
31 として演算する。）

Bit(5,1)
Bit(Tag(0001),1)

積算関数（付加仕様、/WH）

関数 動作 例
HourlyIntegration(<TagIndex> 指定タグの 1 時間あたりの積算電力量 /

流量の値を返す。
TagIndex：演算対象タグ

HourlyIntegration(Tag(0001))

DaliyIntegration(<Tagindex>) 指定タグの 1 日あたりの積算電力量 / 流
量の値を返す。
TagIndex：演算対象タグ

DaliyIntegration(Tag(0001))

移動平均関数

関数 動作 例
RollingAve(tag,num) 指定タグの測定データをサンプリング回

数ごとの平均値にする。
tag：�0001 ～ 10000、A0001 ～ A2000
num：1 ～ 100（サンプリング回数）

RollingAve(0001,60)
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違和感検知 判定スコア取出演算式
	 違和感検知判定スコアを取り出すための演算式です。
関数 動作 例
HealthScore ( nnn )

nnn：表示グループ番号

指定した表示グループの同収集 & 演算
周期の違和感判定スコアを取り出し、演
算タグに反映する。

HealthScore (001)

判定スコア
1 以上 正常
0 以上、1 未満 正常と違和感の中

間値（注記参照）
0 未満 違和感として扱う
判定中でない場合
判定スコア 1
ステータス OFF

	 注記
・	 判定結果を取り出すだけの演算であり、判定実行を行う演算ではありません。
・	 HealthScore 演算タグが違和感検知対象の表示グループに登録されていても、

HealthScore 演算タグの値（判定スコア）は違和感検知の学習、判定結果には影響し
ません。このため、例えば「演算タグ A0001 で表示グループ 1 の判定スコアを取り出
し、その演算タグ A0001 を表示グループ 1 に登録して、収集データと判定スコアの波
形を表示グループ 1 で同時にモニタリングする」という使い方ができます。

・	 HealthScore 演算タグの推奨設定は以下です。スケールは表示グループ設定から変更
できます。

スパン小数点：4
スケール最小：-2.0000
スケール最大：2.0000

・	 判定中でない場合、HealthScore の結果は、演算タグの値が「1」、ステータスが「OFF」
となります。モニタでは「OFF」と表示されます。

・	 判定スコアが０以上、１未満のときは、正常と違和感の中間値となります。この中間
値をどのように扱うかは運用によって異なります。例として違和感検知機能では、検
出レベル「標準」時に正常、検出レベル「高」時に違和感として扱っていますので、
この動作を参考にしてください。

	 違和感検知の動作については、3-41 ページの「3.3.7 違和感検知機能を設定する」を参照
してください。

第 4章　演算機能を使う（付加仕様、/MT） 
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4.2	 演算を実行する
収集を開始すると、演算がスタートします。画面右側のタブに表示される  アイコンをクリッ

クすると、収集を開始します。  アイコンをクリックすると、収集・記録を開始します。

演算の実行周期は、その収集周期（PC 時刻優先時）と同じです。

4.3	 演算をリセットする
収集・記録の動作とは別に、メニューから演算をリセットすることができます。
[ プロジェクト ] メニューの [ 演算リセット ] を選択します。

[ 演算リセット ] メニューは、プロジェクトを開いているユーザの権限がオペレータ以上、かつ
収集中（演算中）でないと表示されません。

また、記録開始時に自動的に演算リセットするよう設定しておくこともできます。プロジェク
トの記録設定画面で［演算動作：記録開始時に演算リセットする］にチェックを入れて設定し
ます。

ここにチェックを入れる

このとき、演算リセット処理のタイミングは、記録開始のタイミングより最大２記録周期程度
遅くなります。

データの記録方法を設定する： 3.3.8 項

第 4章　演算機能を使う（付加仕様、/MT） 
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第 5 章　レポート／印刷機能を使う（付加仕様、/RP）
5.1	 自動印刷を設定する

5.1.1	 印刷の種類と基本操作
GA10 のレポート／印刷機能（付加仕様、/RP）は、次の 3 つの機能に分かれます。
どの機能を使って、どのようなスケジュールで印刷するかは［レポート／印刷］設定画面から
設定します。

標準印刷
	 表示グループ、表示形式（トレンドグラフ、サーキュラ、シート、アラームリスト、マークリスト）

を選択し、データファイルから、指定したプリンタで指定時刻に印刷させることができます。

カスタム印刷
	 表示グループ、表示形式（トレンドグラフ、アラームリスト、マークリスト）を選択し、デー

タファイルから、指定テンプレートファイルに従い、指定したプリンタで指定時刻に印刷さ
せることができます。

レポート出力
	 データファイルから指定テンプレートファイル、指定レポート設定に従い、レポートファイ

ル（PDF ／ Excel）を作成します。任意の期間において、平均、最⼤、最⼩、積算、瞬時値
のレポートデータ（PDF ／ Excel）を作成することができます。

また、カスタム印刷とレポート出力は「データファイル一覧画面」から手動で行うこともでき
ます。： 	 5.3 記録データを手動印刷する節

印刷の種類と特徴を下表に示します。
標準印刷 カスタム印刷 レポート出力

用途 時刻を指定した自動印刷
時刻、レイアウトを指定し
た自動印刷

時刻、レイアウト、レポー
ト種類を指定した自動印刷

条件
［毎時］、［毎日］、［毎週］、 
［毎月］、［周期］、 
［記録終了時］

［毎時］、［毎日］、［毎週］、 
［毎月］、［周期］、 
［記録終了時］

［時報＋日報］、 
［日報＋週報］、 
［日報＋月報］、［バッチ報］、
［日報カスタム］

印刷レイアウト

指定不可 指定可 指定可

－
PDF 形式レポートファイ
ル用の帳票テンプレート

（*.tpl）

Excel 形式レポートファイ
ル用の帳票テンプレート

（*.xlsx,*.xlsm）、
PDF 形式レポートファイ
ル用の帳票テンプレート

（*.tpl）

グラフ印刷

形式

［トレンドグラフ］、 
［サーキュラ］、［シート］、 
［アラームリスト］、 
［マークリスト］

［トレンドグラフ］、 
［アラームリスト］、 
［マークリスト］

［トレンドグラフ］、 
［アラームリスト］、 
［マークリスト］

グラフ数 1 グラフ／設定 最大 4 グラフ／設定 最大 4 グラフ／設定

項目 ［印刷ヘッダ］より指定 キーワードで指定 キーワードで指定

出力チャネル 指定不可 指定不可 最大 100ch

印刷対象 ローカルプリンタ
ローカルプリンタ、 
PDF 形式

ローカルプリンタ、 
PDF 形式、Excel 形式

グラフ印刷のページ数 複数ページ
テンプレートで定義した
ページ数

テンプレートで定義した
ページ数
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レポート／印刷機能（付加仕様、/RP）ご使用時には、以下の点にご注意ください。
•	 プロジェクトが「記録中」でないと、レポートスケジュールは実行されません。
•	 レポート出力、自動印刷されるタイミングは、指定条件より最大 10 分遅れる可能性があり

ます。これは、内部で一時ファイル作成後に実行時間がシフトされるためです。
•	 記録期間が長く対象範囲のデータ点数が多い場合、標準印刷／カスタム印刷／レポート出

力に時間がかかることがあります。
•	 カスタム印刷、レポート出力を行うには、テンプレートファイルの指定（5.1.2 項）が必要です。
•	 データ時刻を「機器時刻優先」に設定し、複数機器のデータを記録している場合は、機器ごと、

データ収集周期ごとに、別ファイルにデータが保存されます。そのため、レポートファイル
も機器ごと、データ周期ごとに作成されます。「PC 時刻優先」の場合は、複数機器の記録
でもひとつのレポートファイルになります。

•	 レポート／印刷機能で使用できるプリンタは、サーバ PC に登録されているローカルプリン
タのみです。プリンタの設定時、ネットワークプリンタは表示されません。また、ローカル
プリンタの仮想プリンタは表示されますが、ユーザからファイル名の入力を要求する対話型
仮想プリンタ（例：WindowsXPS DocumentWriter）は使用できません。

通信切断が発生した場合のレポート出力について
	 GA10 のサーバと接続機器との間で通信障害が発生すると、レポート／印刷の対象データに

抜けが発生する場合があります。データ時刻に［機器時刻優先］を指定した場合に限り、抜
けた部分のデータは「Off データ」として一括にまとめられ、抜けた部分を補う状態で出力
されます。（下図参照）

f1 f2 f3 f4

OFF データにまとめる

データ抜け発生

f1、f2、f2’、f3、f4をレポート／印刷対象とする

f1 f2 f2’ f3 f4

•	 この機能は GA10 R2.03.xx 以前のバージョンではサポートされていません。（データ抜け部分でファ
イルが分割されての出力になります。）GA10 は最新バージョンでのご使用をお奨めします。
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基本操作
スケジュールを設定し、自動で印刷させる場合の操作の流れです。

1	 画面左側ナビゲータエリアの［レポート / 印刷］を選択します。
	 ［レポート / 印刷］は、レポート／印刷機能（付加仕様、/RP）のライセンスが登録済みの場合に表

示されます。

レポート設定画面が表示されます。（次ページの図参照）

・	 レポート設定画面は上部がスケジュールを設定するタブページのエリア、下部がテン
プレートファイルを登録するエリアで構成されています。スケジュールの設定は 20（タ
ブページ）まで、テンプレートは最大 20（PDF/Excel）ファイルまで登録できます。

・	 テンプレート登録部は上下スライドバーをクリックすると、非表示／表示を切り替え
ることができます。初期状態ではテンプレート登録部は表示されますが、いったん切
り替えると「表示／非表示」状態は Windows ユーザ毎に記憶されます。

テンプレートファイルを登録するエリア

レポートのスケジュールを設定するエリア1

2

このバーをクリックでテンプレート登録エリアの表示／非表示が切り替わる

  第 5 章　レポート／印刷機能を使う（付加仕様、/RP）
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2 	 作業内容を選択します。（初期値：［何もしない］）
選択した作業内容に応じて、スケジュール設定エリアに設定項目が表示されます。

3 	 作業内容にあわせて印刷スケジュールを設定します。
•	 作業内容ごとの設定項目詳細は、標準印刷、カスタム印刷、レポート出力を参照

してください。
•	［カスタム印刷］と［レポート出力］では帳票テンプレートを使用します。テンプレー

トの登録方法は次ページを参照してください。

4 	 記録を開始  します。

スケジュールに従って、レポートの出力、または印刷が実行されます。

Note
•	 設定されたレポートスケジュールの「予定」と「履歴」は運転画面から、確認することができます。
		  レポートスケジュールを確認する：  5.2 節
•	 レポート自動印刷の実行結果は、ログダイアログのプロジェクトログに表示されます。正常に終了

したタイミングと、失敗で終了したタイミングでログが送信されます。
		  ログダイアログを開く：  6.10.2 項
•	 PC のシャットダウンにより完了していない自動印刷のスケジュールは、サーバ復旧後に再度実行

されます。ただし、再度実行された自動印刷の出力結果は、シャットダウンした時から、さかのぼっ
て最大 10 分間のデータが欠損する可能性があります。

  第 5 章　レポート／印刷機能を使う（付加仕様、/RP）
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5.1.2	 テンプレートファイルを登録する
カスタム印刷、レポート印刷を行う場合は、テンプレートファイルを事前に登録をしておきます。
テンプレートファイルを登録するエリアは 2 列の表形式になっており、以下の形式の帳票テン
プレートファイルを最大 20 個まで登録できます。

使用できるテンプレートファイル

テンプレートファイルの保存形式 拡張子 備考
Excel 形式  *.xlsx Excel のセルにキーワード * と任意の文字列を記述して作

成したテンプレートです。
Excel マクロ有効形式 *.xlsm 同上
PDF 形式 *.tpl SMARTDAC+ レポートテンプレートビルダ（PDF 形式の帳

票テンプレートを作成・確認するための作成ツール）で作
成します。テンプレートビルダは下記の URL から無償で
ダウンロードできます。
www.smartdacplus.com/software/ja/

*：	キーワードとは、そのセルに出力するデータを指定する記述です。キーワードを記述することで、
その情報が印刷できるようになります。：  付 -3 ページの「キーワードの定義」

テンプレートファイル登録画面では、右上の操作ボタンを使用して、テンプレートファイルの
登録、（PC への）保存、登録の削除ができます。

1 2

1	 操作を実行する［ファイル名］の［No.］をクリックします。
	 登録をする場合は［未登録］と表示された行を選択してください。

選択された行が青色になります。複数行は選択できません。

2 	 操作ボタンをクリックします。

［アップロード］の場合：Windows の「ファイルを開く」ダイアログが表示されます。
［ダウンロード］の場合：Windows の「名前を付けて保存」ダイアログが表示されます。
［削除］の場合：GA10 のサーバに登録されたファイルが削除されます。

3 	 ［アップロード］の場合は登録したいファイルを選択し、［OK］をクリックします。
また［ダウンロード］の場合は保存したい場所を選択し、［OK］をクリックします。

ファイルが登録／保存されます。

Note
•	 別途ダウンロードした SMARTDAC+ レポートテンプレートビルダのインストーラを GA10 のインス

トーラと同じフォルダにいれて置くと、GA10 のインストール操作で同時にインストールされます。
•	 SMARTDAC+ レポートテンプレートビルダの使用方法は、テンプレートビルダのヘルプメニューよ

り参照してください。
•	 Excel 形式レポートファイル用の帳票テンプレートの作成方法やキーワードの記述例は、付録1　
帳票テンプレートの作成を参照してください。
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5.1.3	 標準印刷
作業内容「標準印刷」を選択すると、スケジュール画面が「標準印刷」の設定項目を表示します。
標準印刷では、指定時刻に指定した内容をデータファイルから自動印刷します。

②
①

③

⑤

④

⑦
⑥

⑧

⑨

⑩

設定項目
［標準印刷］のスケジュールには、以下の項目を設定します。

①	名前
	 スケジュールの名称を入力します。

・	 初期値：Report01 ～ Report20
・	 入力範囲：30 文字まで文字列が入力できます。

②	作業内容
	 ここでは［標準印刷］を選択。

・	 選択肢：［何もしない］、［標準印刷］、［カスタム印刷］、［レポート印刷］

③	条件
	 印刷の実行時間をリストから選択します。

・	 初期値：毎日 00:00:00
・	 選択肢：［毎時］、［毎日］、［毎週］、［毎月］、［周期］、［記録終了時］

	 この条件によって、④範囲が変わります。

④	範囲
	 対象データの範囲を設定します。詳細については後述の「スケジュールの条件と範囲」を

参照してください。
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⑤	印刷種類
	 印刷種類をリストから選択します。

・	 初期値：トレンドグラフ
・	 選択肢：［トレンドグラフ］、［サーキュラ］、［シート］、［アラームリスト］、［マークリスト］

⑥	グループ
	 印刷対象範囲の表示グループを、グループ番号で指定します。

・	 初期値：01-01
・	 入力範囲：Group 01 から 50 の範囲で有効な表示グループ番号を、「始端グループ番

号 < 終端のグループ番号」になるように入力します。

⑦	印刷ヘッダ
	 ［詳細］ボタンをクリックし、［印刷ヘッダ詳細］ダイアログ（下図）で印刷したい項目をクリッ

クします。ファイル名には、［スケジュール名］と［日付］の文字列が出力されます。
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⑧	印刷設定
	 グラフの詳細を設定します。⑤の印刷種類によって項目が変わります。
項目 初期値 表示／非表示 範囲
波形印刷形式 １ページ ［標準印刷］、かつ［トレンドグラフ］選択で表示。 １ページ、複数ページ
線の太さ 1.0pt ［トレンドグラフ］、［サーキュラ］選択で表示。 0.25pt、0.5pt、1.0pt、

1.5pt、3.0pt
フォントサイズ 6pt ［トレンドグラフ］選択で表示。 6pt、7pt、7.5pt、8pt、

9pt、10pt、11pt、12pt、
14pt、16pt、20pt

タグ表示 タグ No ［トレンドグラフ］、［サーキュラ］、［シート］、
［アラームリスト］選択で表示。

タグ No、タグコメント、
タグインデックス

波形印刷グリッド 1h(/div) ［トレンドグラフ］、［複数ページ］選択で表示。 1min、2min、5min、
10min、20min、30min、
1h、2h、3h、4h、6h、
8h、12h、1day、7days、
1month

波形印刷グリッド 標準グリッド ［標準印刷］、［トレンドグラフ］、かつ［1 ページ］選
択で表示。

［カスタム印刷］、または［レポート出力］選択で表示。

標準グリッド、密グリッド 1、
密グリッド 2、密グリッド 3、
密グリッド 4

サブグリッド None ［トレンドグラフ］、［複数ページ］選択で表示。 波形印刷グリッド設定に
よって変わる。（別表参
照）

サーキュラ分割周期 1h(/rev.) ［サーキュラ］選択で表示。 1h、2h、6h、8h、12h、
16h、1day、2days、
1week、2weeks、
4weeks

サブ分割 None ［サーキュラ］選択で表示。 サーキュラ分割周期に
よって変わる。（別表参
照）

Y 軸グリッド 標準グリッド ［トレンドグラフ］選択で表示。 標準グリッド、密グリッド 1、
密グリッド 2、密グリッド 3、
密グリッド 4

Y 軸ゾーン フルゾーン ［トレンドグラフ］選択で表示。 フルゾーン、スライドゾーン、
自動ゾーン、フリーゾーン

アクティブ Y 軸 1 ［トレンドグラフ］選択で表示。 1 ～ 50
Y 軸列数 1 ［トレンドグラフ］、［サーキュラ］選択で表示。 1 ～ 50 を入力
凡例 無 ［トレンドグラフ］、［サーキュラ］選択で表示。 有、または無
凡例位置 右 凡例 [ 有］を選択で表示。 上、下、左、右
カラーモード カラー 常に表示。 黒 / 白、またはカラー
マーク色 オレンジ色 ［トレンドグラフ］、［サーキュラ］、［シート］選択

で表示。
色をクリックして、［色
の設定］ダイアログから
選択できる。

印刷品質 普通 ［カスタム印刷］、［レポート出力］、および、
手動の［カスタム印刷］、手動の［レポート出力］で、

［グラフ種類］が［なし］以外のときに表示。 

普通／きれい
普通：300dpi
きれい：600dpi
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	 サブグリッドの範囲（トレンド）
印刷波形グリッド 範囲
1min None、30sec、10sec、5sec、2sec、1sec
2min None、1min、30sec、10sec、5sec、2sec
5min None、2min、1min、30sec、10sec、5sec
10min None、5min、2min、1min、30sec、10sec
20min None、10min、5min、2min、1min、30sec
30min None、10min、5min、2min、1min、30sec
1h None、30min、10min、5min、2min、1min
2h None、1h、30min、10min、5min、2min
3h None、1h、30min、10min、5min、2min
4h None、2h、1h、30min、10min、5min
6h None、3h、1h、30min、10min、5min
8h None、4h、2h、1h、30min、10min
12h None、6h、3h、1h、30min、10min
1day None、12h、6h、3h、1h、30min
7days None、1day、 12h、6h、3h、1h
1month None、15days、10days、5days、1day、12h

	 サブ分割の範囲（サーキュラ）
サーキュラ分割周期 範囲
1h None、2min、1min、30sec、10sec、5sec
2h None、5min、2min、1min、30sec、10sec
6h Nonec、10min、5min、2min、1min、30se
8h None、30min、10min、5min、2min、1min
12h None、30min、10min、5min、2min、1min
16h None、1h、30min、10min、5min、2min
1day None、1h、30min、10min、5min、2min
2days None、2h、1h、30min、10min、5min
1week None、12h、6h、3h、1h、30min
2weeks None、12h、6h、3h、1h、30min
4weeks None、12h、6h、3h、1h、30min

⑨	プリンタの設定
・	 	 プリンタ：�登録されているプリンタのリストが表示されます。印刷を行うサーバ側プ

リンタを選択します。ネットワークプリンタは表示されません。サーバ PC
に登録されているローカルプリンタを設定してください。

・	 	 用紙サイズ：�指定プリンタから取得した用紙サイズリストが表示されます。A4 サイ
ズから A3 サイズまでの用紙をご使用ください

・	 	 印刷の向き：縦、または横を設定します。

⑩	出力言語
	 印刷物の言語を指定します。言語によって日付フォーマット、小数点表示形式が異なります。

・	 初期値：ユーザごとの表示言語（すでにサーバに登録されているスケジュールを表示
したときは、登録されている言語。）

・	 選択肢：［日本語］、［英語］、［中国語］、［ドイツ語］、［フランス語］、［韓国語］、［ロシア語］

	 言語と日付フォーマット／小数点表示形式
出力言語 日付フォーマット 小数点表示形式
日本語 年 / 月 / 日 ポイント (.)
英語 月 / 日 / 年 ポイント (.)
ドイツ語 日 . 月 . 年 カンマ (,)
フランス語 日 / 月 / 年 カンマ (,)
ロシア語 日 . 月 . 年 カンマ (,)
中国語 年 / 月 / 日 ポイント (.)
韓国語 年 / 月 / 日 ポイント (.)

  第 5 章　レポート／印刷機能を使う（付加仕様、/RP）



5-10 IM 04L65B01-01JA

5.1.4	 カスタム印刷
作業内容「カスタム印刷」を選択すると、スケジュール画面が「カスタム印刷」の設定項目を
表示します。カスタム印刷では、指定時刻に指定した内容を、テンプレートに従ってデータファ
イルから自動印刷します。

テンプレートを指定しないと、自動印刷は行われません。事前にテンプレートを登録してください。
： 5-5 ページの「テンプレートファイルを登録する」

②
①

③

⑤
④

⑥

⑦

設定項目
［カスタム印刷］のスケジュールには、以下の項目を設定します。

①	名前
	 スケジュールの名称を入力します。（初期値、入力範囲は標準印刷と同様です。）

②	作業内容
	 ここでは［カスタム印刷］を選択しています。

③条件
	 印刷の実行時間をリストから選択します。
	 この条件によって、⑦の範囲が変わります。： スケジュール条件と範囲

④テンプレートファイル
	 印刷に適用するテンプレートファイル (*.tpl) をリストから選択します。登録されているテン

プレートファイル（*.tpl）が存在しない場合は、［なし］のみ表示されます。

Note
•	 テンプレートファイル (*.tpl) は SMARTDAC+ レポートテンプレートビルダにて作成できます。

SMARTDAC+ レポートテンプレートビルダは当社ウェブサイトから無償でダウンロードできます。
•	 テンプレートファイルが［なし］の場合、カスタム印刷はできません。
•	 カスタム印刷では Excel のテンプレートは使用できません。
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⑤	プリンタ
	 サーバに登録されているプリンタのリストが表示されます。

⑥	出力言語
	 印刷物の言語を指定します。言語によって日付フォーマット、小数点表示形式が異なります

（前出の言語と日付フォーマット／小数点表示形式の表参照）。

⑦	グラフ 1 ～ 4
	 印刷種類
	 テンプレートファイルに定義されているグラフの種類を選択します。

・	 選択肢：［なし］、［トレンドグラフ］、［アラームリスト］、［マークリスト］

	 範囲
	 印刷対象のデータ範囲を設定します。： スケジュールの条件と範囲

	 グループ
	 印刷するグループ番号を指定します。Group 01 ～ 50 の範囲で有効なグループ番号（タグ

が指定されているグループ）のみ選択肢として表示します。

	 印刷設定
	 5-8 ページの「印刷設定」と同様です。表中の各項目を参照してください。

Note
グラフの出力は、定義したサイズによって以下のとおりとなります。
•	 トレンドグラフでは、サイズに合わせて、設定範囲内の全体トレンドを出力します。
•	 アラームリスト、およびマークリストでは、縦の長さとフォントサイズで出力行数を算出し、最新

時刻から順に出力行数分のデータを印刷します。
•	 アラームリストの横幅は 102 ｍｍ以上、マークリストの横幅は 196 ｍｍ以上に設定してください。

これらのサイズより小さいと、横方向にはみ出した文字列がカットされ出力されません。
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5.1.5	 レポート出力
作業内容「レポート出力」を選択すると、スケジュール画面が「レポート出力」の設定項目
を表示します。レポート出力では、指定したテンプレートに従ってレポートファイル（PDF ／
Excel）を作成します。

テンプレートを指定しないと、レポートファイルの出力は行われません。事前にテンプレートを登録
してください。： 5-5 ページの「テンプレートファイルを登録する」

①
②

③
④

⑤
⑥

⑧
⑨

⑩

⑦

⑪

設定項目
①	名前
	 スケジュールの名称を入力します。（初期値、入力範囲は標準印刷と同様です。）

②	作業内容
	 ここでは［レポート出力］を選択しています。

③	種類
	 レポートの種類を選択します。選択するレポートの［種類］で、次項の［条件］が決定され

ます。下表を参照してください。
・	 初期値：時報 + 日報

	 レポートの［種類］と［条件］の対応関係
レポートの種類 条件
時報＋日報 ［毎日］に固定される。［hh:mm］は設定可能。
日報＋週報 ［毎週］に固定される。［x 曜日］［hh:mm］は設定可能。
日報＋月報 ［毎月］に固定される。［xx 日］［hh:mm］は設定可能。
バッチ報 条件は表示されない。
日報カスタム ［周期］に固定される。［xx 時］、［基準時刻 :hh:mm］は設定可能。
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④条件
	 印刷の実行時間をリストから選択します。

・	 初期値：毎日
	 この条件によって、⑪の範囲が変わります。： スケジュールの条件と範囲

セーブ周期（初期画面では、レポート種類が［時報 + 日報］のため、非表示）
	 レポート種類が「バッチ報」と「日報カスタム」の場合のみ表示されます。データ記録周期

を設定します。
・	 初期値：10min
・	 選択肢：1min、 2min、3min、4min、5min、10min、15min、30min、1hour

⑤ファイル名命名規則
・	 初期値：自動
・	 選択肢：自動、指定

	 ［自動］選択時
	 PDF ファイル名の例：YYYYMMDDhhmmss_ 連番 .pdf
	 Excel ファイル名の例：YYYYMMDDhhmmss_ 連番 .xlsx
	 ［指定］選択時
	 レポートファイル名の最初の文字列を指定できます。32 文字まで入力できます。
	 ［指定］初期値は［Report］になります。
	 PDF ファイル名の例：Report_YYYYMMDDhhmmss_ 連番 .pdf
	 Excel ファイル名の例：Report_YYYYMMDDhhmmss_ 連番 .xlsx

YYYY（年）、MM（月）、DD（日）、hh（時）、mm（分）、ss（秒）は印刷を実行した日付時刻です。

⑥	出力フォルダ
	 作成レポートを保存するフォルダを選択します。

・	 初期値：データフォルダ
・	 選択肢：データフォルダ、データフォルダ内サブフォルダ、指定フォルダ

保存場所 説明
データフォルダ GA10 のデータフォルダを表示します。

例：C:\Users\Public\Documents\SMARTDAC+ Data Logging Software\Data
データフォルダ内サブフォルダ データフォルダ内のサブフォルダ名称を入力してください。文字列は 255 文字まで

入力できます。
指定フォルダ 指定フォルダまでのパスを入力するか、参照ボタンをクリックして設定します。文

字列で指定する場合、255 文字まで入力できます。

Note
「出力フォルダ」を「デスクトップ」、「ドキュメント」等 Windows のユーザーフォルダを指定すると

レポートファイルの出力が失敗しますので、Windows のユーザ－フォルダ以外を指定してください。

⑦テンプレートファイル
	 印刷に適用するテンプレートファイル（*.tpl）、または EXCEL のテンプレートファイル（*.xlsx,*.

xlsm）をリストから選択します。登録されているテンプレートファイルが存在しない場合は、
［なし］のみ表示されます。

Note
•	 テンプレートファイル (*.tpl) は SMARTDAC+ レポートテンプレートビルダにて作成できます。

SMARTDAC+ レポートテンプレートビルダは当社ウェブサイトから無償でダウンロードできます。
•	 テンプレートファイルが［なし］の場合、レポート出力はできません。
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⑧	プリンタ出力
	 サーバに登録されているプリンタのリストが表示されます。テンプレートファイル (*.tpl) の

場合は有効ですが、Excel のテンプレートファイルの場合は「プリンタ出力」項目は表示さ
れません。。（Excel のテンプレートファイルを使用する場合、GA10 から直接印刷させること
はできません。）

⑨	出力言語
	 印刷物の言語を指定します。言語によって日付フォーマット、小数点表示形式が異なります

（前出の言語と日付フォーマット／小数点表示形式参照）。

⑩	レポートチャネル
	 レポートに出力するチャネルを設定します。

Note
機器の LOG 入力チャネルは出力されません。機器の LOG 入力チャネルのタグが設定された場合には、
レポートチャネルの値は「空」、ステータスは「エラー」となります。

	

b ca

d e

レポートチャネル設定項目
記号 項目名 初期値 範囲 説明
a No. R001 ～

R100
001 ～ 100 固定 レポートチャネル番号。［No.］をクリッ

クすると、行が選択できる。
b タグインデックス *1 タグ昇順に

有効なタグ
が割り振ら
れる。

プロジェクトのタグ範囲（演算タ
グを含む）。

タグを選択する。タグをクリックする
とタグインデックスダイアログが表示
されるので、指定するタグをクリック
する。

c 積算単位 Off Off、/sec、/min、/hour、/day レポートチャネルの積算単位を表示す
る。

d 自動インクリメントボタン なし R001 ～ R100 選択範囲の先頭を基準に、タグインデッ
クスを昇順で割り付ける。

e すべて On ボタン なし R001 ～ R100 クリックすると、選択範囲の積算単位
を一斉に On に切り替える。

*：	タグの選択は、［タグインデックス］でタグのボタンをクリックし、表示するダイアログ（下図）
からタグを選択します。演算機能（付加仕様、/MT）付きの場合は、演算タグも選択できます。

⑪	グラフ 1 ～ 4
	 印刷種類
	 テンプレートファイルに定義されているグラフの種類を選択します。

・	 選択肢：［なし］、［トレンドグラフ］、［アラームリスト］、［マークリスト］

	 範囲
	 対象データの範囲を設定します。： 5-15 ページの「スケジュールの条件と範囲」
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	 グループ
	 印刷するグループ番号を指定します。Group 01 ～ 50 の範囲で有効なグループ番号（タグ

が指定されているグループ）のみ選択肢として表示します。

	 印刷設定
	 標準印刷、5-8 ページの「印刷設定」と同様です。表中の各項目を参照してください。

5.1.6	 スケジュールの条件と範囲
レポートのスケジュール設定画面の［条件］（レポート出力・印刷の実行時間）と［範囲］の表
示例を示します。スケジュールの範囲表示では、設定した範囲をタイムテーブルで確認できる
ようになっています。条件時刻は  、指定範囲の開始時刻は 、終了時刻は  で表示されます。
これらの［条件］ごとの［範囲］表示は、自動印刷と手動印刷とで共通です。設定されたレポー
トスケジュールの予定と履歴は運転画面（ページ）から、確認することができます。

Note
・	 記録開始時刻とレポートスケジュールの条件時刻が同じ時刻になる場合、その時刻の１データでレ

ポートが出力されます。
・	 記録終了時には、予定されているスケジュールのすべてが実行されます。

条件が［毎時］の場合
	 条件が「毎時」の場合の［条件］と［範囲］の表示例です。

・	 タイムスパン：２時間
・	 目盛（分）：0、15 、30 、45、0、15、30、45、0

開始時刻

条件時刻

終了時刻

項目 初期値 指定できる範囲
条件［毎時］ 毎時 0:00(mm:ss) 毎時

分：00 ～ 59 

範囲 前の時間 0:00 ～
現在時間 0:00

前の時間／現在時間
分：00 ～ 59
秒：00 ～ 59 

•
•
•
•

開始時刻：前の時間の 0 分以降
終了時刻：条件の指定分前まで
開始と終了までの時間は最大１時間まで
開始時間＜終了時間（標準印刷、カスタム印刷、レポー
ト出力）
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条件が［毎日］の場合、または、レポート種類が［時報 + 日報］の場合
	 条件が「毎日」の場合の［条件］と［範囲］の表示例です。

・	 タイムスパン：２日間
・	 目盛（6 時間ごと）：0:00、6:00、12:00、18:00、0:00、6:00、12:00、18:00、0:00

開始時刻

条件時刻

終了時刻

項目 初期値 指定できる範囲
条件［毎時］ 毎日

00:00:00
毎日
時：00 ～ 23
分：00 ～ 59

範囲 標準印刷
カスタム印刷

前日
0:00:00 ～
当日
0:00:00

時：00 ～ 23
分：00 ～ 59
秒：00 ～ 59

•
•

•

開始時刻：前日の 0:00:00 以降
終了時刻：［条件］の指定日の時刻前まで
開始と終了までの時間は最大 24 時間まで
開始時間＜終了時間（標準印刷、カスタム印刷、レポー
ト出力）

時 報 + 日 報
レポート

前日 
0:00:00 ～
本日  
00:00:00

同上 •
•
•
•

•

開始時刻：前日の［条件］の時刻以降
終了時刻：本日の［条件］の時刻前まで
開始と終了までの時間は最大 24 時間まで
開始時間＜終了時間（標準印刷、カスタム印刷、レポー
ト出力）
日をまたいでも分割しない。

（例）［時報+日報］出力データ時刻

Note
前日の 1:30:00 以降（1:30:00 を含まない）のデータから当日の 1:30:00 まで（1:30:00 を含む）のデー
タでレポートを作成する場合、下記のように条件と範囲を設定します。これに合わせ毎日に１つの記
録ファイルを作成したい場合は、記録終了条件を「連続」、ファイル分割条件を「毎日 1:30:00」に設
定します。

	 条件：毎日　01:30:00
	 範囲：前日　01:30:00　～　当日　01:30:00

	 データ時刻は以下のとおりになります。
	 時報データ
	 yyyymmdd　02:30:00
	 yyyymmdd　03:30:00
	 yyyymmdd　04:30:00
	 ...
	 yyyymmdd　23:30:00
	 yyyymmdd　00:30:00
	 yyyymmdd　01:30:00

	 日報データ
	 yyyymmdd　01:30:00
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条件が［毎週］の場合、または、レポート種類が［日報 + 週報］の場合
	 条件が「毎週」の場合の［条件］と［範囲］の表示例です。

・	 タイムスパン：２週間
・	 目盛（曜日刻み）：日、月、火、水、木、金、土、日、月、火、水、木、金、土、日の

順

開始時刻

条件時刻

終了時刻

項目 初期値 指定できる範囲
条件［毎週］ 毎週

日曜日
00:00:00

毎週
日曜日～土曜日
時：00 ～ 23
分：00 ～ 59

範囲 標準印刷
カスタム印刷

前の週
日曜日
0:00:00 ～
当週
日曜日
0:00:00

前の週／当週
曜日：日曜日～土
曜日
時：00 ～ 23
分：00 ～ 59
秒：00 ～ 59

•
•
•
•

開始時刻：前の週の日曜日 0:00:00 以降
終了時刻：［条件］の指定曜日の指定時刻前まで
開始と終了までの時間は最大 7 日間分の時間まで
開始時間＜終了時間（標準印刷、カスタム印刷、レ
ポート出力）

日 報 + 週 報
レポート

前の週
日曜日
0:00:00 ～
当週
日曜日
0:00:00

同上 •
•
•
•

•

開始時刻：前の週の［条件］の曜日、時刻以降
終了時刻：当週の［条件］の曜日、時刻まで
開始と終了までの時間は最大 7 日間分の時間まで
開始時間＜終了時間（標準印刷、カスタム印刷、レ
ポート出力）
週をまたいでも分割しない。
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条件が［毎月］の場合、または、レポート種類が［日報 + 月報］の場合
	 条件が「毎月」の場合の［条件］と［範囲］の表示例です。

・	 タイムスパン：2 ヶ月
・	 目盛（10 日刻み）：1 日、11 日、21 日、1 日、11 日、21 日、1 日の順
・	 開始時刻から終了時刻（範囲内）の、前月と当月をそれぞれの色（ライトグリーン：グリー

ン）で表示します。

開始時刻

条件時刻

終了時刻

項目 初期値 指定できる範囲
条件［毎月］ 毎月

1 日
00:00:00

毎月
日：1 ～ 31
時：00 ～ 23
分：00 ～ 59

範囲 標準印刷
カスタム印刷

前月
1 日
0:00:00 ～
当月
1 日
0:00:00

前月／当月
日：1 日～ 31 日
時：00 ～ 23 
分：00 ～ 59
秒：00 ～ 59

•
•

•

•

開始時刻：前月の 1 日 0:00:00 以降
終了時刻：［条件］の指定日の指定時刻前まで
開始と終了までの時間は最大 31 日間分の時間まで
開始時間＜終了時間（標準印刷、カスタム印刷、レ
ポート出力）
31 日、30 日、29 日など当該月にない日を指定の場合、
当該月の最後の日に補正する。

日 報 + 月 報
レポート

前月
1 日
0:00:00 ～
当月
1 日
0:00:00

同上 •
•
•
•

•

•

開始時刻：前の週の［条件］の曜日、時刻以降
終了時刻：当週の［条件］の曜日、時刻まで
開始と終了までの時間は最大 7 日間分の時間まで
開始時間＜終了時間（標準印刷、カスタム印刷、レ
ポート出力）
31 日、30 日、29 日など当該月にない日を指定の場合、
当該月の最後の日に補正する。
月をまたいでも分割しない。

（例）［日報+月報］出力データ時刻
	 条件：毎月 25 日　01:30:00
	 範囲：前月 25 日　01:30:00　～　当月 25 日　01:30:00

	 データ時刻は以下のとおりになります。
	 日報データ
	 yyyymm26　01:30:00
	 yyyymm27　01:30:00
	 ...
	 yyyymm01　01:30:00
	 ...
	 yyyymm24　01:30:00
	 yyyymm25　01:30:00
	
	 月報データ
	 yyyymmdd　01:30:00
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条件が［周期］の場合、または、レポート種類が［日報カスタム］の場合
	 条件が「周期」の場合の［条件］と［範囲］の表示例です。

・	 タイムスパン：２周期
・	 目盛：周期 =4 時の場合、0:00、1:00、2:00、3:00、0:00、1:00、2:00、3:00、0:00

	 周期 =6 時の場合、0:00、2:00、4:00、0:00、2:00、4:00、0:00
	 周期 =8 時の場合、0:00、2:00、4:00、6:00、0:00、2:00、4:00、6:00
	 周期 =12 時の場合、0:00、4:00、8:00、0:00、4:00、8:00、0:00
	 周期 =24 時の場合、0:00、8:00、16:00、0:00、8:00、16:00、0:00

・	 開始時刻から終了時刻（範囲内）の、前周期と当周期をそれぞれの色（ライトグリーン：
グリーン）で表示します。

開始時刻

条件時刻

終了時刻

項目 初期値 指定できる範囲
条件［周期］ 周期

6 時
基準時刻
00:00:00

（日報カスタムの場
合、周期はファイ
ル分割周期になる）

周期
時：4 時、6 時、
8 時、12 時、
24 時
基準時刻
時：00 ～ 23
分：00 ～ 59

• 周期と指定可能な基準時刻範囲
周期 =4 時の場合、00:00:00 ～ 03:59:00
周期 =6 時の場合、00:00:00 ～ 05:59:00
周期 =8 時の場合、00:00:00 ～ 07:59:00
周期 =12 時の場合、00:00:00 ～ 11:59:00
周期 =24 時の場合、00:00:00 ～ 23:59:00

範囲 前周期
0:00:00 ～
当周期
0:00:00

前周期／当周
期

開始時刻
時：0 ～ 3、5、
7、11、23（周
期－ 1 時間）
分：00 ～ 59
秒：00 ～ 59

終了時刻
時：0 ～ 4、6、
8、12、24
分：00 ～ 59
秒：00 ～ 59

•
•
•
•

開始時刻：［条件］前の基準時刻以降
終了時刻：［条件］になる時刻まで
開始と終了までの時間は最大 1 周期分の時間まで
開始時間＜終了時間（標準印刷、カスタム印刷、レポート出力）

レポート種類が［バッチ報］の場合
	 ［レポート出力］で［バッチ報］を指定した場合、条件は設定しません。［グラフ］の範囲は

固定で全期間（下図）となり、タイムテーブルは表示されません。

条件が［記録終了時］の場合
	 条件が［記録終了時］の場合、範囲は固定で全期間になります。タイムテーブルは表示さ

れません。
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Note
グラフは、［範囲］の［終了時刻］を基準に作成されます。そのため、機器の時刻変更が行われた場合は、
グラフの開始時刻が範囲の開始時刻と異なる場合があります。

Note
DST（夏時間）の設定においては、以下の制限があります。
•	 ［条件］、または［範囲］の時刻に、DST（夏時間）の存在しない時刻を設定した場合は、夏時間に

切り替わるタイミングで実行されます。
		  例：�設定が 02:30:00 で、夏時間に切り替わる時刻が 02:00:00 から 03:00:00 の場合、条件の実

行は 03:00:00 になります。
•	 ［条件］が［周期］、または［基準時刻］が 0:00 などの正時設定で、［範囲］を［周期］の長さぶん

設定すると、夏時間から冬時間に切り替わるときは設定した周期より長い範囲のグラフになります。
		  例：�夏時間から冬時間に切り替わるのが１時→ 0 時、周期 4 時、基準時刻が正時、範囲が 0:00:00

～ 4:00:00 の場合、実際のグラフは 0:00:00 ～ 4:00:00 の全範囲の５時間分になります。
•	 手動カスタム印刷・手動レポート出力において、指定範囲の［開始時刻］（あるいは［終了時刻］）

が夏時間の切り替え時間帯の場合、［範囲］は DST 切り替え前から（あるいは DST 切り替え後まで）
と見なされます。

		  例：�夏時間から冬時間に切り替わるタイミング１時→ 0 時、指定開始終了時刻が 0:50 ～ 2:00
までの場合、範囲は 2 時間 10 分間となります。
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5.2	 レポートスケジュールを確認する
レポート／印刷機能（付加仕様、/RP）付きの GA10 では、設定したレポート／印刷の実行予
定と履歴を確認することができます。

プロジェクトタブの 運転画面アイコン  をクリックすると、運転画面が表示されます。前述

の機器の運転状態を表示するタブの後ろに、［レポート／印刷 履歴］、［レポート／印刷 予定］
タブが表示されます。

5.2.1	 レポート／印刷 予定
［レポート／印刷 予定］タブでは印刷の実行予定をリスト形式で表示します。また、［詳細を表

示する］ボタンから、選択したスケジュールの詳細を確認することができます。

選択した 1個のスケジュールの詳細を表示する
表示を更新する

［レポート / 印刷 予定］のリストには以下の項目が表示されます。全項目を表示しきれない場
合は、スクロールバーを動かして表示させます。

項目 内容
実行 ［計画］
予定時刻 スケジュールが実行される時刻
スケジュール名 レポートスケジュールの名称。

機器時刻優先のプロジェクトの場合は、ス
ケジュール名＋（機器番号＋録周期）になる。

条件 スケジュールの実行条件
作業内容 作業内容 標準印刷／カスタム印刷／レポート印刷

種類 レポートの種類
標準印刷とカスタム印刷の場合、「---」
を表示する。

出力 印刷 印刷のあり、なし
レポートファイル PDF ／ Excel ／なし

出力フォルダ プリンタ 選択されたプリンタ
フォルダ 設定された出力先フォルダ

スケジュール詳細表示画面

［スケジュール詳細表示画面］では、設定した印刷スケジュールの内容が表示されます。
レポート／印刷機能（付加仕様、/RP）の設定： 5.1節
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5.2.2	 レポート／印刷 履歴
［レポート／印刷 履歴］タブでは印刷の実行履歴をリスト形式で表示します。それぞれのスケ

ジュールの結果は、［実行］欄に、［済み］または、［エラー］で表示されます。
また、以下の操作ボタンにより、選択したスケジュールの結果表示や再実行、または履歴の削
除ができます。
ただし、［削除］する場合を除いて、一度に複数のスケジュールを操作することはできません。

① ② ③ ④ ⑤

①	更新
	 リストの表示を更新します。
②	詳細を表示する
	 リストから任意の 1 個のスケジュールを選択し、クリックすると、そのスケジュールの詳細

を表示します。
③出力レポートファイルを開く
	 リストから任意の 1 個のスケジュールを選択し、クリックすると、作成されたレポートファ

イルを表示します。
④	再実行
	 選択したスケジュールを再実行します。
⑤	削除
	 印刷の実行履歴を削除します。
	 リストから削除したいスケジュールを選択し、クリックすると、確認メッセージが表示され

ます。［OK］をクリックすると、削除します。SHIFT キーを押しながらスケジュールを選択
すると、複数の履歴を一括で削除できます。

Note
•	 履歴表示数は、最新の履歴 100 個までです。
•	 リストの項目名をクリックすると、ソートして表示します。最初のクリックは昇順、再度クリック

すると降順です。ソート状態は項目名の横にアイコンで表示されます。
•	 スケジュール結果がエラーになっているリストについては赤色の文字で表示します。
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5.3	 記録データを手動印刷する
レポート／印刷機能（付加仕様、/RP）付きの GA10 では、「データファイル一覧画面」  （8.1
節）の上部に［カスタム印刷］と［レポート出力］の操作ボタンが表示されます。これらの操
作ボタンにより、手動で印刷することができます。

5.3.1	 手動カスタム印刷
データファイル一覧画面の上部、左側の［カスタム印刷］ボタンより、スケジュール（自動）
印刷の「カスタム印刷」と同等の印刷を手動で行うことができます。

クリックで表示が切り替わる

手動カスタム印刷 手動レポート出力

基本操作

1	 ［データファイル一覧画面］アイコン  をクリックします。
データファイル一覧画面が表示されます。

2 	 印刷したいファイル（任意の 1 個のファイル、あるいは 1 個に連結されたファイル）を
選択します。

選択行が青色に変わります。

3 	 ［カスタム印刷］をクリックします。
［カスタム印刷］ダイアログが表示されます。
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4 	 印刷に使用する［テンプレートファイル］を選択します。
	 GA10 に登録済みのテンプレートを使用する場合：［サーバ］をクリックします。
	 PC に保存されているテンプレートを使用する場合：［ローカル］をクリックします。

5 	 ［参照］をクリックします。（この例では、［サーバ］を選択したものとします。）
	 ［テンプレートファイル］ダイアログが表示されます。

		 手順 4 で［ローカル］を選択すると、Windows の「ファイルを開く」ダイアログが表示されます。

6 	 リストより、使用するテンプレートを選択します。
ダイアログが閉じ、テンプレートが［カスタム印刷］ダイアログに表示されます。

7 	 ［グラフ］1 ～ 4 タブの［印刷種類］、［範囲］、［グループ］、［印刷設定］を設定します。

8 	 ［OK］をクリックします。
印刷が実行されます。

設定項目
データファイル
	 一覧リストで選択された印刷対象（行）のデータファイル名を表示します。ファイル名をす

べて表示しきれない場合は、末尾が「...」で省略されます。

テンプレートファイル
	 ［サーバ］、またはローカルから選択されたテンプレートファイルの名称を表示します。ファ

イル名をすべて表示しきれない場合は、末尾が「...」で省略されます。

	 サーバ
	 GA10 に登録されているテンプレートファイルを使用する場合に選択します。参照先に登

録済みのテンプレートのリスト（テンプレートファイルダイアログ）を表示します。

	 ローカル
	 PC に保存されているテンプレートファイルを選択する場合にクリックします。Windows

の［ファイルを開く］ダイアログを表示します。

プリンタ
	 登録されているプリンタのリストが表示されます。印刷を行うサーバのプリンタを選択して

ください。ネットワークプリンタは表示されません。サーバ PC に登録されているローカル
プリンタを設定してください。

出力言語
	 印刷物の言語を指定します。言語によって日付フォーマット、小数点表示形式が異なります。

言語ごとの表示形式： 5-9 ページの「言語と日付フォーマット／小数点表示形式」
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グラフ 1 ～ 4
	 印刷種類

	 テンプレートファイルに定義されているグラフの種類を選択します。
・	 選択肢：［なし］、［トレンドグラフ］、［アラームリスト］、［マークリスト］

	 範囲
	 選択されたデータファイルリストの「先頭ファイル開始日時」から「最後尾ファイル終

了日時」までです。

	 グループ
	 印刷するグループ番号を Group 01 ～ 50 の選択肢より指定します。

	 印刷設定
	 5-8 ページの「印刷設定」と同様です。
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5.3.2	 手動レポート出力
データファイル一覧画面の上部、右側の［レポート出力］ボタンより、スケジュール（自動）
印刷の「レポート出力」と同等の印刷を手動で行うことができます。

基本操作

1	 ［データファイル一覧画面］アイコン  をクリックします。
データファイル一覧画面が表示されます。

2 	 印刷したいファイルを選択します。（任意の 1 個のファイル、または 1 個に連結されたファ
イル）

選択行が青色に変わります。

3 	 ［レポート出力］をクリックします。
［レポート出力］ダイアログが表示されます。

4 	 レポートの［種類］をリストから選択します。

5 	 ［条件］を設定します。

6 	 レポートの種類が［バッチ報］、または［日報カスタム］の場合、［セーブ周期］を選択します。
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7 	 レポート出力の対象となる［範囲］を設定します。
	 日付：プルダウンをクリックして表示されるカレンダーから選択します。
	 時刻：時、分、秒を入力します。
	 データの開始時刻と終了時刻を超えた値は入力できません。

8 	 印刷に使用する［テンプレートファイル］を選択します。
	 GA10 に登録済みのテンプレートを使用する場合：［サーバ］をクリックします。
	 PC に保存されているテンプレートを使用する場合：［ローカル］をクリックします。

9 	 ［参照］をクリックし、テンプレートを選択します。
	 テンプレートの選択方法は5-23 ページの「手動カスタム印刷」、操作手順 5 と同様です。

10 	［ファイル名］、［出力フォルダ］、［プリンタ出力］、［出力言語］を設定します。

11	 ［レポートチャネル］を設定します。

12 	［グラフ］1 ～ 4 タブの［印刷種類］、［範囲］、［グループ］、［印刷設定］を設定します。

13 	［OK］をクリックします。
印刷が実行されます。

設定項目
データファイル
	 一覧リストで選択された印刷対象（行）のデータファイル名を表示します。ファイル名をす

べて表示しきれない場合は、末尾が「...」で省略されます。

種類
出力するレポートの種類を、［時報 + 日報］、［日報 + 週報］、［日報 + 月報］［バッチ報］［日報
カスタム］から選択します。

条件
出力するレポート種類によって条件が変わります。
条件の詳細は 5-15 ページの「スケジュールの条件と範囲」を参照してください。
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セーブ周期（初期画面では、レポート種類が［時報+日報］のため、非表示）
	 レポート種類が「バッチ報」と「日報カスタム」の場合のみ表示されます。データ記録周期

を設定します。
・	 初期値：10min
・	 選択肢：1min、 2min、3min、4min、5min、10min、15min、30min、1hour

範囲
	 レポート出力の対象となるデータ範囲を設定します。

・	 初期値：�選択したデータファイルの開始日時から終了日時まで。
・	 入力範囲：同上（先頭データファイルの開始時刻から末尾データファイルの終了時刻

まで）

テンプレートファイル
	 ［サーバ］、またはローカルから選択されたテンプレートファイルの名称を表示します。ファ

イル名をすべて表示しきれない場合は、末尾が「...」で省略されます。

	 サーバ
	 GA10 に登録されているテンプレートファイルを使用する場合に選択します。参照先に登

録済みのテンプレートのリスト（テンプレートファイルダイアログ）を表示します。
	 ローカル

	 PC に保存されているテンプレートファイルを選択する場合にクリックします。Windows
の［ファイルを開く］ダイアログを表示します。

ファイル名
	 手動で作成するレポートファイル名を入力します。（最大 60 文字まで入力可能。）
	 ファイル名は、常に以下のルールで作成されます。
	 「入力ファイル名 _ 作成日時 _ 連番」、
	 作成日時：YYYYMMDDhhmmss（スペース無し）
	 連番：６桁、０埋め

出力フォルダ
作成レポートを保存するフォルダを選択します。

・	 初期値：データフォルダ
・	 選択肢：データフォルダ、データフォルダ内サブフォルダ、指定フォルダ

保存場所 説明
データフォルダ GA10 のデータフォルダを表示します。

例：C:\Users\Public\Documents\SMARTDAC+ Data Logging Software\Data
データフォルダ内サブフォルダ データフォルダ内のサブフォルダ名称を入力してください。文字列は 255 文字まで

入力できます。
指定フォルダ 指定フォルダまでのパスを入力するか、参照ボタンをクリックして設定します。文

字列で指定する場合、255 文字まで入力できます。

プリンタ出力
	 印刷する、しないを選択します。［する］を選択すると、登録されているプリンタのリスト

が表示されます。ただし、Excel のテンプレートファイルの場合はプリンタ出力は表示され
ません。（Excel のテンプレートを使用する場合、GA10 から直接印刷させることはできませ
ん。）

出力言語
	 印刷物の言語を指定します。言語によって日付フォーマット、小数点表示形式が異なります。

言語ごとの表示形式： 5-9 ページの「言語と日付フォーマット／小数点表示形式」

  第 5 章　レポート／印刷機能を使う（付加仕様、/RP）
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レポートチャネル
	 レポートに出力するチャネルを設定します。

Note
機器の LOG 入力チャネルは出力されません。機器の LOG 入力チャネルのタグが設定された場合には、
レポートチャネルの値は「空」、ステータスは「エラー」となります。

b ca

d e

レポートチャネル設定項目
記号 項目名 初期値 範囲 説明
a No. R001 ～

R100
001 ～ 100 固定 レポートチャネル番号。［No.］をクリッ

クすると、行が選択できる。
b タグインデックス *1 Tag0001 ～

Tag0100
プロジェクトのタグ範囲（演算タ
グを含む）。

タグを選択する。タグをクリックする
とタグインデックスダイアログが表示
されるので、指定するタグをクリック
する。

c 積算単位 Off Off、/sec、/min、/hour、/day レポートチャネルの積算単位を表示す
る。

d 自動インクリメントボタン なし R001 ～ R100 選択範囲の先頭を基準に、タグインデッ
クスを昇順で割り付ける。

e すべて On ボタン なし R001 ～ R100 クリックすると、選択範囲の積算単位
を一斉に On に切り替える。

*：	タグの選択は、［タグインデックス］でタグのボタンをクリックし、表示するダイアログ（下図）
からタグを選択します。演算機能（付加仕様、/MT）付きの場合は、演算タグも選択できます。

グラフ 1 ～ 4
	 印刷種類

	 テンプレートファイルに定義されているグラフの種類を選択します。
・	 選択肢：［なし］、［トレンドグラフ］、［アラームリスト］、［マークリスト］

	 範囲
	 レポートに出力するグラフのデータ範囲を設定します。

・	 表示形式：	� レポートの種類が［バッチ報］の場合は絶対時間（時計上の時間）、
［バッチ報］以外の場合は相対時間（現在を基準とした間隔）で表

示されます。
・	 初期値：	� レポートの種類が［バッチ報］の場合は、選択したデータファイル

の開始日時と終了日時です。［バッチ報］以外の場合は、自動印刷の
レポートスケジュール設定時のグラフ範囲設定と同じです。

・	 入力範囲：	� レポートの種類が［バッチ報］の場合は、レポート出力の対象範囲
の開始日時から終了日時まで（最大最小値）となります。［バッチ報］
以外の場合は、自動印刷のレポートスケジュール設定時のグラフ範
囲設定と同じです。

	 スケジュールの条件と範囲： 	5-15 ページの「スケジュールの条件と範囲」

  第 5 章　レポート／印刷機能を使う（付加仕様、/RP）
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	 グループ
	 印刷するグループ番号を指定します。Group 01 ～ 50 の範囲で有効なグループ番号（タ

グが指定されているグループ）のみ選択肢として表示します。

	 印刷設定
	 標準印刷、5-8 ページの「印刷設定」と同様です。表中の各項目を参照してください。

  第 5 章　レポート／印刷機能を使う（付加仕様、/RP）
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第 6 章　データ収集をモニタする
6.1	 モニタ画面でモニタする
ここでは、詳細設定の場合のモニタ画面について説明しま
す。かんたん設定の場合は、表示されるモニタ画面が、ト
レンドモニタセットとディジタルモニタセットの 2 種類で構
成されています。操作方法は変わりません。

6.1.1	 データ収集の状況を表示する
下記の画面でデータ収集を監視できます。

プロジェクトタブ
クライアントとサーバの通信状態

データ収集開始／停止
　　　収集停止中
　　　収集中
データ記録開始／停止
　　　記録停止中
　　　記録中

設定画面
モニタ画面
運転画面
データファイル一覧画面
閉じる

マニュアルセーブ

•	 クライアントとサーバの通信状態
	 クライアントとサーバの通信状態を [ 良好 ]、[ 普通 ]、[ 混

雑 ] で表示します。

•	 プロジェクトタブ
	 タブには、プロジェクト名と、操作のためのアイコンが

表示されます。プロジェクトのアラームの発生状態を赤
色 * で表示します。

*	 赤色の点滅：アラーム発生中
	 赤色全点灯：アラーム ACK 済み

•	 データ収集開始・停止

	 データ収集を開始または停止するとき、クリックします。

•	 データ記録開始・停止
	 データの記録を開始または停止するとき、クリックします。

•	 設定画面、モニタ画面、運転画面、データファイル一覧画面
	 それぞれの画面を表示します。

設定画面 3.2 節、3.3 節
モニタ画面 6.1.2 項
運転画面 6.7 プロジェクトの運転状態を確認する節
データファイル一覧画面 8.1節

•	 マニュアルセーブボタン
	 クリックすると、記録データファイルをその位置で分割

します。記録していないときはクリックできません。メ
ニューの [ 表示 ] －［マニュアルセーブボタン］をクリッ

クすると、ボタンの表示、非表示が切り替わります。

•	 閉じる
	 クリックするとプロジェクトを閉じます。

•	 プロジェクト一覧画面でのプロジェクトの状態の確認

	 アイコン をクリックして表示されるプロジェクト一覧

画面で、プロジェクトの状態を確認できます。

収集していない

記録待機状態

記録中

収集中

外周部の色が変化します。

	 開いているプロジェクトのアラームの発生状況とアラー
ム ACK の実施状況を確認できます。

アラーム発生時
（赤色で表示）

アラーム未発生時

関連項目： 6.6.3 アラームACK操作を行う項

	 データ収集対象機器との通信が切断したとき、影響を受
けているプロジェクトを確認できます。

	

機器接続が正常な状態
（緑色アイコンで表示）

接続機器との通信が
切断している状態
（赤色アイコンで表示）

関連項目： 6.6.4 機器通信断ACK操作を行う項
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6.1.2	 モニタ画面を表示する
プロジェクトを開き、プロジェクトタブのモニタ画面アイコ
ンをクリックすると、モニタ画面が開きます。
かんたん設定の場合は、下図のように、トレンドモニタセッ
トとディジタルモニタセットのモニタ画面が開きます。

最大化アイコンモニタセットの境界位置 モニタセット

詳細設定の場合は、設定したモニタ画面が開きます。

最大化アイコンモニタセットの境界位置 モニタセット

•	 モニタセットサイズの調整
	 この操作を行うためには、[ 収集＆モニタ ] 設定画面で、[ モ

ニタセットサイズ調整 ] を [On] にしておくことが必要です。
	 モニタセットの境界位置付近にマウスを移動すると、ポ

インタが または に変わります。その状態で左ボタ

ンを押したままマウスをドラッグして左ボタン放すと、
放した位置まで境界位置が移動します。

•	 モニタセットの最大化

	 モニタセットの右上の最大化アイコン をクリックす

ると、そのモニタセットがウィンドウ全体に表示されま

す。 をクリックすると、元のサイズに戻ります。

•	 全画面表示
	 メニューの［表示］ー［全画面表示］をクリックすると、

選択中のモニタセットをフルスクリーン表示することが
できます。モニタセットが２つ以上あるとき、選択中の
モニタセットは水色の枠で囲まれて表示されます。フル
スクリーン表示は「ESC」キー操作で元の状態に戻ります。

最大化表示 全画面表示

•	 表示グループの一括切り替え
	 メニューの［表示］ー［グループリンク］をクリックし

て選択します。または、ツールバーのアイコン をク

リックして選択します。
	 １つのモニタセットで表示グループを切り替えると、他

のモニタセットの表示グループも同時に切り替わります。
	 リンクをやめるときは、メニューの［表示］ー［グルー

プリンク］をクリックして非選択にします。または、ツー
ルバーのアイコンをクリックして非選択にします。

 第 6 章　データ収集をモニタする
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6.1.3	 表示の共通事項を設定する

•	 タグ表示
	 メニューの［表示］ー［タグ表示］で表示される選択肢

から、タグとして表示する項目を選択します。すべての
画面に共通です。

•	 ユーザの表示形式
	 メニューの［表示］ー［ユーザの表示形式］で表示され

る選択肢から、ユーザ名として表示する項目をクリック
して選択します。すべての画面に共通です。

•	 画面の背景の色調
	 メニューの［表示］ー［スタイル］で、[ ライト ] または [ ダー

ク]をクリックして選択します。すべての画面に共通です。

•	 日付の表示形式
	 メニューの［表示］ー［日付の表示形式］で表示される

選択肢から、日付の表示形式をクリックして選択します。
すべての画面に共通です。

•	 月の表示形式
	 メニューの［表示］ー［月の表示形式］で、月の表示形

式をクリックして選択します。すべての画面に共通です。
項目 内容
数字 表示例：10 月の場合「10」
文字 表示例：10 月の場合「OCT」

•	 小数点の記号
	 メニューの［表示］ー［小数点の記号］で、小数点とし

て表示する記号をクリックして選択します。すべての画
面に共通です。
項目 内容
. ピリオド
, カンマ

 第 6 章　データ収集をモニタする

6.2	 トレンド表示でモニタする
6.2.1	 表示内容
収集周期
グループタブ

波形
グリッド

トリップライン

アラーム表示 時間軸

Y軸

凡例

垂直スプリッタ

アクティブ
波形マーク

時間軸スクロールバー

トリップラインの値

•	 収集周期
	 データ収集周期です。

•	 グループタブ
	 表示するグループを切り替えます。グループ内のタグで

アラームが発生すると、赤色表示で知らせます。

•	 波形
	 データをタグ表示色の波形で表示します。

	  波形表示について

•	 	グリッド
	 波形表示エリアの目盛り線です。

•	 トリップライン
	 タグに設定したトリップラインです。アクティブ波形の

トリップラインだけ表示します。
	 トリップラインの移動
	 トリップラインの値部分にマウスのポインタを置きます。

左ボタンを押したままマウスをドラッグして左ボタンを
放すと、放した位置までトリップラインが移動します。

•	 Y 軸
	 Y 軸のスケール、タイトル、及び単位を表示します。タ

グ表示色で表示します。

•	 凡例
	 タグ名、タグ表示色、波形表示 ON/OFF チェックボックス、

及び Y 軸表示 ON/OFF チェックボックスを表示します。

•	 アラーム表示
	 アラームの発生から解除までをバーで表示します。
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•	 時間軸
	 最右端が最新のデータ時刻です。

•	 垂直スプリッタ
	 Y 軸表示エリアの幅を調整するときに使います。
	 垂直スプリッタにマウスを移動すると、ポインタが

に変わります。その状態で左ボタンを押したままマウス
をドラッグして左ボタンを放すと、Y 軸表示エリアの幅
が拡大・縮小します。

波形表示について

•	 アクティブ波形
	 最前面に表示されている波形を、「アクティブ波形」と

呼びます。

•	 	アクティブ波形の切り替え
	 [ 凡例 ] のタグ名をクリック、または、Y 軸をクリックす

ると、その波形がアクティブ波形になります。ひとつの
Y 軸を複数の波形が共有している場合は、波形番号が一
番小さい有効な波形がアクティブ波形になります。アク
ティブになった波形の Y 軸の下には、アクティブ波形マー
ク（ ）が移動します。

•	 	データを自動更新して表示（モニタモード）
	 時間軸スクロールバーが最右端にあるとき、または、時

間軸スクロールバーが表示されていないとき、データ表
示が自動更新されます。この状態を「モニタモード」と
呼びます。波形の最右端が最新データです。

•	 	過去のデータを参照（プレイバックモード）
	 時間軸スクロールバーを最右端から移動すると、過去の

データを参照することができます。この状態を「プレイ
バックモード」と呼びます。データ表示の自動更新は停
止します。

	 スクロールバーを最右端に戻すと「モニタモード」に戻
ります。または、30 分以上スクロールバーを操作しない
と、「モニタモード」に戻ります。

機器時刻でデータ収集している場合
	 画面を分割して機器ごと、収集周期ごとにトレンド表示

します。最大、4 つの機器ごと、収集周期ごとのトレン
ドを表示できます。

6.2.2	 表示を変更する
右上に表示されるアイコンで下記の操作ができます。

凡例の表示、非表示
時間軸の拡大、縮小

Y軸の表示ゾーン
波形線の太さ

グリッドの密度
波形の表示制限

ロギングトレンド表示

•	 ロギングトレンド表示
	 ユニバーサルビューアを起動し、ロギング中のデータを

表示します。既にユニバーサルビューアが起動されてい
るときは、新しいウィンドウで表示します。

	 ユニバーサルビューアでロギング中のデータを表示して
いるときは、ウィンドウがアクティブになりますが、最
新のロギング中データには更新されません。

•	 	凡例の表示、非表示
	 [ 凡例 ] の表示、非表示を切り替えます。

•	 	時間軸の拡大、縮小
	 時間軸を拡大、縮小します。

•	 	Y 軸の表示ゾーン
	 Y 軸の表示ゾーンを切り替えます。
	 6.2.3 項

•	 	波形線の太さ
	 波形線の太さを変えることができます。すべての波形に

共通です。

•	 	グリッドの密度
	 グリッドの密度を変えることができます。

•	 	波形の表示制限

	 	 	

		  制限あり			  　　制限なし
	 アイコンをクリックして選択すると、波形の表示制限が

有効になります。波形表示制限を付けると、波形の Y 軸
方向の表示範囲を [ 表示グループ ] の [ スケール ] で設定
した最小値から最大値までに制限できます。[ スケール ]
の最小値より小さな測定値は最小値、スケールの最大値
より大きな測定値は最大値に張り付けて表示されます。
アイコンをクリックして非選択にすると、波形の表示制
限が無効になります。この場合、スケール範囲外の測定
値をそのまま表示します。
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第 6章　データ収集をモニタする 

Note
同じ PC 上で、複数の操作画面を表示させているときは、
その PC に格納された表示条件を共有しています。画面上
で表示を変更する場合はご注意ください。
複数画面起動時の表示条件： 6.9.6 項

6.2.3	 Y 軸を操作する
•	 Y 軸の表示ゾーン

	 Y 軸の表示ゾーンを選択できます。
	 Y 軸の表示ゾーンとは、スケールの位置と長さのことで

す。波形の表示位置と範囲です。

フルゾーン
スライドゾーン
自動ゾーン
フリーゾーン

・ 	 フルゾーン ： 全波形を最大範囲で表示
・ 	 スライドゾーン ： 各波形を波形表示エリアの上から下

に順次ずらして表示
・ 	 自動ゾーン ： 波形の数に応じて波形表示エリアを等分

割して表示
・ 	 フリーゾーン ：自由にゾーンを指定して表示

•	 フリーゾーンでの操作
	 フリーゾーンでは、Y 軸の表示ゾーンを自由に変更でき

ます。
	 Y 軸の拡大・縮小
	 Y 軸スケールの上端または下端付近にマウスのポインタ

を持って行くと、ポインタが に変わります。その状態

で左ボタンを押したままマウスをドラッグして左ボタン
を放すと、放した位置まで Y 軸が拡大・縮小します。

	 Y 軸の移動
	 マウスのポインタを Y 軸スケール上に持って行くと、ポ

インタが に変わります。その状態で左ボタンを押した

ままマウスをドラッグして左ボタンを放すと、放した位
置まで Y 軸が移動します。

•	 コンパクトモードと詳細モード
	 Y 軸はコンパクトモードまたは詳細モードで表示できま

す。コンパクトモードでは、目盛値を表示しないことで
Y 軸の表示幅を狭くすることができます。

	 詳細モードのときに、Y 軸上にマウスのポインタを移動

し、Y 軸上部のアイコン をクリックすると、コンパク

トモードになります。コンパクトモードのときにアイコ

ン をクリックすると、詳細モードになります。

•	 Y 軸スケール値の移動
	 マウスのポインタを Y 軸スケール上に移動すると、ポイ

ンタの形状が または に変わります。

	 この状態でマウスホイールを回すと、表示中の Y 軸スケー
ル値の上限値と下限値が、スケール上限と下限の値の差
を維持したまま、上下に移動します。

	 スケール値の初期化アイコン をクリックすると、ス

ケール値は初期値に戻ります。

•	 Y 軸スケール値の拡大・縮小
	 マウスのポインタを Y 軸スケール上に移動すると、ポイ

ンタの形状が または に変わります。ポインタが

の状態でマウスを左クリックすると、スケール拡大・縮

小アイコン が表示されます。

	 アイコンの矢印をクリックするか、マウスホイールを回
すと、アイコンの位置を基準に、スケール値が拡大・縮
小されます。

	 スケール値の初期化アイコン をクリックすると、ス

ケール値は初期値に戻ります。

•	 アクティブな波形の切り替え
	 波形表示について

6.2.4	 波形の表示、非表示を切り替える（凡例での
操作）
凡例は、タグ表示モードまたは軸表示モードで表示できま
す。表示モード切り替えアイコンをクリックするたびに、タ
グ表示モードと軸表示モードが切り替わります。

タグ名
タグの表示色

波形チェックアイコン

タグ表示モード 軸表示モード

+をクリックするとタグを表示
軸チェックアイコン

表示モード切り替えアイコン

•	 タグ表示モード

	 表示グループに割り付けたタグのリストが表示されま
す。波形チェックアイコンにチェックマークがついてい
るタグの波形を表示します。アイコンをクリックして
チェックマークを外すと、波形が非表示になります。
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•	 軸表示モード
	 タグが使用している Y 軸のリストが表示されます。Y 軸

を展開すると、その Y 軸を使用しているタグのリストが
表示されます。軸チェックアイコンをクリックしてチェッ
クマークを外すと、その軸と、軸を共有する波形データ
がすべて非表示になります。

6.2.5	 アラームの発生状況を確認する
メニューの [ 表示 ] ー [ アラーム ] をクリックしてチェック
マークを付けると、アラーム表示エリアにアラームバーを
表示します。チェックマークを外すとアラームバーを表示
しません。

アラームバー

グループで表示しているタグの、アラームが発生している
データ範囲を示します。上からアラームレベル 1、2、3、4
です。

・	 アラームバーはタグ表示色で表示されます。
・	 アクティブ波形のアラームバーは常に最前面に表示され

ます。複数タグのアラームバーが重なっている場合に、
背面のアラームバーを確認したいときは、その波形をア
クティブ波形にしてください。

6.2.6	 カーソルで値を読み取る
カーソルを使用して、波形から値を読み取ることができま
す。カーソルは２つ（カーソル A とカーソル B）表示できます。

•	 	カーソルの表示と消去

1	 波形グラフ上で、マウスの左ボタンを押します。
カーソル A（縦線）が表示され、カーソルと波形の交点の値
が表示されます。

2 	 左ボタンを押したままマウスを移動し、左ボタンを放
します。

カーソル B（縦線）とカーソルと波形の交点の値が表示され
ます。

3 	 メニューの [ 表示 ] ー [ カーソル消去 ] をクリックする
と、カーソルが消えます。

	 複数タグのカーソル値表示が重なっている場合に、背面
のカーソル値を確認したいときは、その波形をアクティ
ブ波形にしてください。または、カーソル値ダイアログ
で確認してください。

	 カーソルを表示すると、波形表示はプレイバックモード
になり、データ表示の自動更新が停止します。

	

カーソル カーソル

•	 	カーソル値表示の透明度
	 メニューの [ 表示 ] ー [ カーソル値透明度 ] から、[ 半透明 ]

または [ 不透明 ] を選択します。

•	 	カーソルで指定した2点の差を読み取る
	 メニューの [ 表示 ] ー [ カーソル値表示 ] をクリックします。

カーソル値ダイアログが表示されます。ダイアログから、
カーソル A とカーソル B の差を読み取ることができます。

	 カーソルの移動アイコン（ ）をクリックすると、カー

ソルの位置を１データずつ移動できます。

アラームインジケータ
カーソル移動アイコン

・	 データ番号
	 収集開始後の最初の収集データを 0 とした通し番号

です。
・	 アラームインジケータ
	 左側からアラームレベル 1、2、3、4 の状態を表します。
表示内容 意味
赤 アラーム発生
緑 アラーム解除
グレー アラーム未設定
	 メニューの［表示］ー［アラーム］のチェックマーク

を外すと、表示しません。
	 カーソル値ダイアログを閉じるときは、ダイアログの

右上の×をクリックします。

第 6章　データ収集をモニタする 
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6.2.7	 区間演算結果を表示する
カーソル A、カーソル B で選択した範囲の波形ごとの最小
値 / 最大値 /P-P/ 平均値 / 実効値を演算して表示します。

1	 メニューの [ 表示 ] ー [ 区間演算表示 ] を選択します。

時刻

演算区間の末尾データ番号（カーソルB）
コピー再計算

カラム表示/非表示

演算区間の先頭データ番号（カーソルA）

カラム表示ボタン
(カラムが非表示の
場合に表示されます)

Note
・	 演算結果は、カーソル位置および表示グループと連動

していません。カーソル A、カーソル B の位置を変更
した場合、また、表示グループを切り替えた場合は、[ 
再演算 ] ボタンをクリックして演算結果を更新してくだ
さい。

・	 実効値の計算式は以下のとおりです。

1
n

(x  )2
Σ
k=0

n-1
 k

k

実効値=

n ：データ数
x ：値

•	 クリップボードへのデータコピー
コピーボタンをクリックすると [ カーソル値 ] ダイアログ
ボックスの内容をクリップボードにコピーします。タブ区切
りのテキスト形式で、txt ファイルや Excel にそのまま貼り
付けることができます。

•	 カラムの表示 /非表示
カラムのタイトルにマウスを移動すると、非表示ボタンが
表示されます。非表示ボタンを押すと、対象カラムを非表
示にします。カラムを表示するには、表示ボタンを押します。

6.2.8	 マークを付加する
データにマークを付加できます。マークの文字列を決め、
マークを付加するデータを指定してマークを付加します。

1	 マークエディットボックスに文字列を入力します。
	 表示されている文字列を編集したり、ドロップダウン

メニューを開いて過去に使用した文字列から選択した
りできます。ドロップダウンメニューには、最新の 5
つの文字列が表示されます。

マークエディットボックス
表示中のグループ
すべてのグループ

2 	 マークを付加するデータ位置をクリックしてカーソル
を表示します。

	 最新データにマークを付加するときは、モニタモード
のまま操作 3 を行います。操作 2 は不要です。

3 	 メニューの [ プロジェクト ] ー [ マーク追加 ] ー [ 表示
中のグループ ] または [ すべてのグループ ] をクリッ
クして選択します。または、[ 表示中のグループ ] ア
イコンまたは [ すべてのグループ ] アイコンをクリッ
クします。

指定した位置にマークが付加されます。

マーク

•	 表示中のグループにマークを付加
	 トレンドモニタに表示されているグループだけにマー

クを付加します。

•	 すべてのグループにマークを付加

	 PC 時刻でデータ収集している場合、すべてのグルー
プにマークを付加します。

	 機器時刻でデータ収集している場合、
・	 プレイバックモードのときは、マークを付加したモニ

タセット部分と同一機器、同一周期のタグを含むすべ
ての表示グループに対して、カーソル A と同じデータ
位置にマークを付加します。

・	 モニタモードのときは、すべてのグループにマークを
付加します。

第 6章　データ収集をモニタする 
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•	 マークが重なっているとき
	 マークが重なっていて下のマークの文字列が読めない

ことがあります。SHIFT キーを押したままマークをク
リックすると、クリックしたマークが最背面に移動し
ます。

Note
・	 付加したマークの削除・編集はできません。
・	 マークの情報はデータファイルに保存されます。（バイ

ナリデータファイルだけ）
	 すでに、閉じられたファイルのデータ位置に付加した

マークの情報は、現在記録中のデータファイルに保存
されます。このようなマークは、データファイルを接続
表示することによって参照できます。

•	 収集開始から収集終了までの間に付加できるマーク数
の上限は 1 万個です。

•	 演算式のマーク関数（付加仕様、/MT）によって、同じ
時刻のデータ点に付加できるマーク数は最大 200 個ま
でです。

•	 プレイバックモードで参照できるデータの範囲は、最
新の収集データから 3600 点分のデータまでです。ただ
し、記録中、かつ記録周期がデータの収集周期と一致
している場合のみ、3600 点を超えた記録の開始点まで
データを参照できます。プレイバックするデータ量が
多い場合、表示するのに時間がかかることがあります。

6.3	 ディジタル表示でモニタする
6.3.1	 表示内容

アラームインジケータ

タグ表示エリア

タグの表示色
タグ名

測定値のバー表示
単位

測定値

•	 タグ表示エリア
	 タグのアラームの発生状態を [ アラーム色 ]* で表示しま

す。
*	 [ 収集 & モニタ ] 画面で設定した [ アラーム色 ] です。

•	 アラームインジケータ
	 上から順にアラームレベル 1、2、3、4 の状態を表します。

タグのアラームの発生状態を [ アラーム色 ] で表示しま
す。アラームインジケータには、アラーム種類を表す文
字 * が表示されます。

*	 表示スペースが小さい場合は表示されません。
	 アラーム種類を表す文字 6.5.3 項

6.3.2	 アラームインジケータの表示、非表示を切り替
える
メニューの［表示］ー［アラーム］をクリックしてチェック
マークを付けると、アラームインジケータが表示されます。
アラームインジケータを表示しないときは、メニューの［表
示］ー［アラーム］をクリックして非選択にします。

第 6章　データ収集をモニタする 
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6.4	 メータ表示でモニタする
6.4.1	 表示内容
バーメータとアナログメータがあります。

アラームインジケータ

バーメータ

アラームゾーンと
アラーム設定値マーク

単位

タグの表示色
タグ名 測定値

アラームインジケータ

アナログメータ

アラームゾーン
測定値と単位

タグの表示色
タグ名

バーメータ

アナログメータ

•	 タグ表示エリア
	 タグのアラームの発生状態を[アラーム色]で表示します。

•	 アラームゾーン
	 アラームが発生する範囲を [ アラーム色 ] で表示します。

•	 アラーム設定値マーク（バーメータだけ）
	 データ収集対象機器のアラーム設定値を示します。ア

ラーム種類が上限、下限、差上限、差下限、ディレイ上限、
ディレイ下限のときに表示します。
表示内容 意味

▲

（黒枠）

アラーム種類が上限、差上限であることを示す。

▲ アラーム種類が下限、差下限であることを示す。

▲

（白枠）

アラーム種類がディレイ上限であることを示す。

▲ アラーム種類がディレイ下限であることを示す。

•	 アラームインジケータ
	 左側から順にアラームレベル 1、2、3、4 の状態を表します。

タグのアラームの発生状態を [ アラーム色 ] で表示しま
す。アラーム種類を表すアラーム種類を表す文字 * が表
示されます。

*	 表示スペースが小さい場合は表示されません。
	 アラーム種類を表す文字： 6.5.3 項
	 アラームインジケータの表示、非表示を切り替えること

ができます。 6.3.2 項

6.5	 アラームをモニタする
アラームモニタセットでは、収集中のタグのアラーム情報
を 3 つの形式で表示します。

6.5.1	 グループオーバビュー
[ グループ ] タブをクリックします。グループごとのアラー
ム情報を表示します。グループ内のタグに一つもアラーム
が設定されていないグループは、表示しません。

グループ名

•	 アラーム発生表示
	 グループ表示エリアに、アラームの発生状態を [ アラー

ム色 ] で表示します。アラームが発生しているグループ
を ACK 操作することができます。

6.5.2	 タグオーバビュー
[ タグ ] タブをクリックします。表示グループ内のタグのア
ラーム情報を表示します。アラームが設定されていないタ
グは表示しません。

アラームインジケータ
タグ名

•	 アラーム発生表示
	 タグ表示エリアに、アラームの発生状態を [ アラーム色 ]

で表示します。アラームが発生しているタグを ACK 操作
することができます。

第 6章　データ収集をモニタする 
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•	 アラームインジケータ
	 左側から順にアラームレベル 1、2、3、4 の状態を表します。

タグのアラームの発生状態を[アラーム色]で表示します。

6.5.3	 アラーム一覧
[ ログ ] タブをクリックします。収集対象のすべてのタグの
アラーム発生、解除の履歴を表示します。最上行が最新の
履歴です。アラーム発生・解除に従い、表示が自動的に更
新されます。
機器時刻でデータ収集している場合は、画面を分割して機
器ごとに履歴を一覧表示します。

日付 時刻

最新のアラーム

タグ名

アラームレベル
アラーム種類
状態

アラームリスト スクロールバー

アラーム状態アイコン
アラーム種類アイコン 収集 /記録開始前に発生の印

•	 最新のアラーム
	 最上行には、常に最新の履歴を表示します。

•	 アラームリスト
	 履歴を発生順に表示します。スクロールバーを最上端以

外に移動すると、過去の履歴を表示して参照できます。
この状態を「プレイバックモード」と呼び、履歴は自動
更新されません（最新アラーム表示行は自動更新されま
す）。スクロールバーを最上端に移動すると、プレイバッ
クモードを終了します。

•	 アラーム状態アイコン

表示 意味
アラーム On の色 * アラーム発生
アラーム Off の色 * アラーム解除
*  [ 収集 & モニタ ] 画面で設定した [ アラーム色 ] です。
　ACK 未実行のとき、アイコンの背景が点滅表示します。

•	 アラームログのクリア
	 メニューの［プロジェクト］－［アラームログクリア］

を選択すると、すべての機器のアラームログをクリアし
ます。

•	 アラーム種類アイコン

表示内容 意味
上限アラーム、測定値上限アラーム、偏差上限アラー
ム、設定値上限アラーム、出力上限アラーム
下限アラーム、測定値下限アラーム、偏差下限アラー
ム、設定値下限アラーム、出力下限アラーム
差上限アラーム
差下限アラーム
変化率上限アラーム
変化率下限アラーム
ディレイ上限アラーム
ディレイ下限アラーム
偏差上下限アラーム
偏差上下限内アラーム
その他のアラーム

•	 日付、時刻
	 アラームの発生や解除の日付と時刻です。

•	 アラームレベル

表示内容 意味
L1 アラームレベル 1
L2 アラームレベル 2
L3 アラームレベル 3
L4 アラームレベル 4

•	 アラーム種類

表示内容 意味
H 上限アラーム
L 下限アラーム
dH 差上限アラーム
dL 差下限アラーム
RH 変化率上限アラーム
RL 変化率下限アラーム
tH ディレイ上限アラーム
tL ディレイ下限アラーム
PVH 測定値上限アラーム
PVL 測定値下限アラーム
DVH 偏差上限アラーム
DVL 偏差下限アラーム
DVO 偏差上下限アラーム
DVI 偏差上下限内アラーム
SPH 設定値上限アラーム
SPL 設定値下限アラーム
OTH 出力上限アラーム
OTL 出力下限アラーム
ETC その他のアラーム
D データ抜けアラーム

•	 状態

表示内容 意味
ON アラームが発生したことを示す。
OFF アラームが解除されたことを示す。

第 6章　データ収集をモニタする 
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•	 収集、記録中のアラーム種類変更について
	 収集、記録、または記録待機中に接続機器側でアラーム

の種類（使用・未使用を含む）を変更した場合、アラー
ムモニタに変更が反映されます。

	 ただし、接続機器は SMARTDAC+ シリーズ（GX/GP、
GM）、かつバージョン R2.02.xx 以降の GA10 をご使用の
場合に限ります。

	 また、記録ファイルには反映されません。
	 表示反映箇所は次のとおりです。

•	 デジタル、メータ、アラームの各モニタセット
•	 [ カーソル値表示 ] のアラーム表示
•	 アラーム一覧表示
•	 メータ表示のアラームゾーンとアラーム設定値マーク

6.5.4	 グループハイライト機能を使用する
メニューの [ 表示 ] － [ グループハイライト ] をクリックし
てチェックマークを付けます。
トレンド表示、ディジタル表示、またはメータ表示でアラー
ムが発生したとき、該当する表示グループのモニタ画面枠

（モニタセット枠）を赤色（違和感検知は黄色）にして通知
します。アラームと違和感検知が同時に発生した場合はア
ラームが優先されます。

6.5.5	 ポップアップ機能を使用する
メニューの [ 表示 ] － [ ポップアップ ] をクリックしてチェッ
クマークを付けます。
アラームが発生したとき、モニタ画面に該当するタグをディ
ジタル表示でポップアップします。ポップアップしたディ
ジタル表示からアラームログを表示させることもできます。

項目 説明
最大タグ表示数 4（5 個以上はページ切り替えで対応）
最大タグ保持数 200（200 を超えた場合は、古いタグから削除）
タグ表示順 アラーム発生時刻を基に最新から順に表示

ページ数

前ページボタン
次ページボタン
閉じるボタン

カーソルがあるタグに閉じるボタンが
表示される

表示内容 意味
ページ数 ページ番号を表示する
前ページボタン 1 つ前のページを表示する
次ページボタン 1 つ後のページを表示する
閉じるボタン ポップアップを閉じて、内容をクリアする

•	 アラームログ表示
	 ポップアップのディジタル表示をクリックすると、[ ア

ラーム情報 ] ダイアログを表示します。

	

表示内容 意味
時刻 アラームが発生または解除した日付、時刻で

す。
レベル アラームレベルです。
タイプ アラームタイプです。
状態 アラームの発生 / 解除 (On/Off) です。

第 6章　データ収集をモニタする 
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6.6	 アラームを確認する
6.6.1	 アラーム一覧ダイアログを表示する
モニタ画面を表示しているとき、メニューの［表示］ー［ア
ラーム一覧表示］を選択して、アラーム一覧ダイアログを
表示します。
このダイアログの表示内容と操作方法は、アラームモニタ
セットのアラーム一覧表示と同じです。
ダイアログの右上の×をクリックすると、ダイアログを閉
じます。

•	 画面の切り替えとダイアログの表示
	 ダイアログは、閉じる操作を行うまで開いています。ダ

イアログを開いたままモニタ画面以外の画面に移動する
と、ダイアログは表示されなくなります。モニタ画面に
戻ると、再びダイアログが表示されます。

	 ダイアログを開いたまま開くプロジェクトを変更すると、
ダイアログには開いているプロジェクトのアラーム情報
が表示されます。

6.6.2	 アラーム、通信エラーの発生を音で知らせる
メニューの［操作］ー［警告音］をクリックしてチェックマー
クを付けます。アラームや、接続機器との通信エラーが発
生すると、PC が「ピピピ」という警告音を発します。
警告音を停止するときは［操作］ー［警告音一時停止］を
クリックします。または、 アイコンをクリックし
ます。
警告音を使わない場合は、［操作］ー［警告音］をクリック
してチェックマークを外します。

Note
・	 警告音を鳴らすには、PC に音を発する機能が装備され

ていて、音を発する設定になっていることが必要です。
・	 発する音は変更できません。

•	 警告音一時停止の共有
	 同じサーバに複数のクライアントが接続している場合、

［警告音一時停止］の動作を共有することができます。
	 メニューの［操作］ー［警告音共有］をクリックし、チェッ

クマークを付けると「共有モード」、チェックマークを外
すと「非共有モード」となります。この機能はクライア
ントごとに設定できます。

	 共有モードに設定したクライアントで警告音を一時停止
すると、他のクライアント（Note）でも警告音が一時停止
します。非共有モードに設定した場合は、同様の操作を
行っても、他のクライアントに影響しません。

Note
・	 同じサーバに接続しており、かつ、共有モードになって

いるクライアント間で警告音の停止動作を共有します。
・	 モードの設定は内部で保存されるため、次回起動時も

有効です。

6.6.3	 アラーム ACK 操作を行う
データの収集開始後、収集対象のタグでアラームが発生し
た場合、該当箇所が [ アラーム色 ] で点滅表示し、アラーム
の発生を知らせます。アラーム ACK 操作とは、この点滅表
示を停止させる操作です。
ACK 操作には 3 つの方法があります。ACK 操作を行うと、
アラームの点滅表示が停止します。

・	 全てのタグのアラームACK
	 メニューの［プロジェクト］ー［アラーム ACK］をクリッ

クします。または、  をクリックします。

・	 グループごとのアラームACK
	 アラームモニタ画面でグループタブを表示し、該当グルー

プでマウスを左クリックすると ACK 動作を行います。

・	 タグごとのアラームACK
	 アラームモニタ画面でタグタブを表示し、該当タグでマ

ウスの左ボタンをクリックすると ACK 動作を行います。
アラームモニタ画面を表示するには、「3.3.5　データ収集方
法とモニタ画面を登録する」を参照ください。

•	 アラームACK操作とアラーム表示の遷移
	 アラーム発生、解除、および、アラーム ACK 操作により、

アラーム表示は下図のように遷移します。図はディジタ
ルモニタセットのタグの例です。

アラーム発生色で点滅表示

アラーム発生色で
全点灯表示

アラーム未発生色で
点滅表示

アラーム解除アラーム ACK

アラーム発生

アラーム解除 アラーム ACK

第 6章　データ収集をモニタする 
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・	 アラーム発生後、アラーム ACK する前にアラームが
解除された場合は、アラーム未発生色になりますが、
点滅表示は、アラーム ACK 操作が実施されるまで保
持されます。

・	 アラーム ACK 操作を実施後、再度アラームが発生し
た場合は、再度点滅表示します。

・	 アラーム ACK 操作は、データ収集対象機器には影響
しません。

•	 アラームACK操作の共有
	 プロジェクトのアラーム ACK 状態を、同じサーバに接続

している複数のクライアントで共有することができます。
	 ACK 操作の共有は、プロジェクトの［アクセス＆その他］

画面、［その他］―［アラーム ACK 共有］で設定できます。
	 この機能は通常［OFF］になっていますが、［ON］を選

択すると、次の収集から設定が反映されます。

アクセス＆その他

	 ［ON］設定のプロジェクトで発生したアラームに対し、
ひとつのクライアントで ACK 操作を行うと、同じサーバ
に接続しているすべてのクライアントで点滅表示が停止
します。［OFF］に設定されている場合は、ひとつのクラ
イアントで ACK 操作を行っても、他のクライアントに影
響しません。

関連項目： 3.3.14 項

 第 6 章　データ収集をモニタする

6.6.4	 機器通信断 ACK 操作を行う
データの収集・記録中に接続機器との通信が切断した場合、
ツールバーのアイコンが [ アラーム色 ] で点滅表示し、通信
エラーの発生を知らせます。機器通信断 ACK 操作とは、こ
の通信エラーの発生と、影響を受けるプロジェクトを確認
するための操作です。

•	 警告音を止める

	 警告音を止める場合は アイコンをクリック、ま
たは［操作］ー［警告音一時停止］をクリックしてください。

	 ACK 操作のみでは音は停止できません。また、一時停止
しますが、通信断が発生した場合は、再度、警告音を鳴
らします。

関連項目： �6.6.2 項

•	 機器通信断を確認する
	 メニューの［操作］ー［機器通信断 ACK］をクリックします。

または、  をクリックします。アイコンの点滅
表示が停止し、プロジェクト一覧画面が表示されます。

	 プロジェクト一覧画面では、各プロジェクトの「通信状
態アイコン」の変化によって、どのプロジェクトが通信
切断の影響をうけているかが判別できます。この状態表
示アイコンは、プロジェクトがオープンされている場合
に限り有効です。クローズされているときは無効です。

点滅表示

プロジェクト一覧画面へ遷移

通信エラー発生

点滅解除 クリック

いずれかの機器の通信が切断 すべての機器と接続

通信状態アイコン

通信エラー未発生

機器通信断状態 正常状態

•	 通信が復旧すると、収集・記録は継続されます。
•	 機器通信断 ACK する前に通信が復旧した場合は、通

信状態アイコンは正常表示になります。
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6.6.5	 アラーム発生ウィンドウを最前面に表示する
アラーム発生時に、クライアント画面ウィンドウを最前面
に表示させることができます。
•	 メニューの［表示］―［アラーム発生時に最前面化］を

クリックすると設定できます。
•	 クライアント画面が複数ある場合、各画面ごとに最前面

化する、しないを設定できます。
•	 開いているプロジェクトのいずれかで新しいアラームが

発生したとき、そのウィンドウがすべてのウィンドウの
最前面に移動します。（操作中のウィンドウを除く。）

•	 アラームが発生したままであっても、アラーム種類が変
更された場合は新しいアラームと判定されます。

•	 ウィンドウが最小化されている場合は、復元されます。
•	 画面を閉じても、表示させるたびに設定が反映されます。

6.7	 プロジェクトの運転状態を確認する
プロジェクトタブの運転画面アイコン をクリックする

と、運転画面が表示されます。運転画面は、
・	 プロジェクトのデータ収集や記録の状態
・	 プロジェクトでデータ収集の対象としている機器とサー

バ間の通信状態
を監視するための画面です。表示中のデータは定期的に自
動更新されます。

6.7.1	 表示内容

機器との通信状態
プロジェクトの運転状態

•	 	プロジェクト状態
	 停止中、収集中、記録待機中、または記録中

•	 データ抜け
	 記録データの取りこぼしの発生状況

•	 書き込みエラー
	 データファイルへのデータの書き込みが正常に行われて

いるかどうか

•	 	Modbus サーバ状態
	 停止中、動作中、またはエラー（Modbus アドレスがほ

かのプロジェクトと重なる場合エラーになります）

•	 	時刻補正
	 ----、有効、補正中、無効
	 PC 時刻と各プロジェクトのデータ時刻のずれを補正しま

す。ただし、時刻サーバーが接続されている必要があり
ます。

	 PC 時刻と各プロジェクトのデータ時刻との間に 1 秒以
上、15 秒以内のずれが発生した場合、データ時刻を PC
時刻と合わせるように徐々に補正します。また、GA10サー
バ時刻とデータ時刻の差が 15 秒以上のずれが発生した
場合には、以後の時刻（プロジェクト単位）の補正を行
いません。なお、時刻補正はプロジェクトごとに実施し、
時刻補正状態は、プロジェクトのデータ収集停止により、
リセットされます。

	 機器時刻優先のプロジェクト、および PC 時刻優先のプ
ロジェクトが収集未開始の場合は「----」を表示します。

•	 	記録開始時刻
	 データファイルへの記録を開始した後、最初に作成され

るデータファイルの先頭データの時刻

•	 記録時間
	 記録開始時刻からの経過時間
	 すべての記録が終了、または、記録待機中の状態になる

まで計時を継続します。

•	 作成済みファイル数
	 記録を開始した後に作成したデータファイル数

•	 ディスク空き容量
	 データファイルの保存先のディレクトリが含まれるディ

スクの空き容量
	 以下の場合は「----」を表示し、バーには使用容量を表

示しません。
・	 記録していない。
・	 データファイルの保存先フォルダとして、ネットワー

ク上のフォルダが指定されている。

•	 機器との通信状態
	 機器リスト上の機器との通信状態を表示します。データ

の収集を停止しているときは何も表示しません。

機器名
機種名
通信アドレス
通信状態

機種アイコン

項目 説明
機種のアイコン 機種のアイコン。
機器名 機器名とデバイス番号
機種名 機種名とリリースナンバー、または、ソフトウェ

ア名とリリースナンバー
通信アドレス IP アドレス
通信状態 サーバと機器の通信状態

正常、エラー、リトライ中

第 6章　データ収集をモニタする 
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6.8	 GA10 から機器の演算を操作する
メニューの［プロジェクト］ー［機器演算スタート］、［機器
演算ストップ］、［機器演算リセット］、または［機器演算リセッ
ト & スタート］をクリックします。
以下の条件を満たす機器の演算を一斉に操作します。

・	 プロジェクトの [ 機器リスト ] に登録されている機器
・	 演算機能を持つ機器
・	［機器演算スタート］、［機器演算ストップ］、［機器演算リ

セット］、［機器演算リセット & スタート］の操作をサポー
トしている機器

接続機器
ソフトウェア

機器演算	
スタート

機器演算	
ストップ

機器演算	
リセット

機器演算	
リセット＆	
スタート

μR10000
μR20000

○ ○ × ○

DX1000
DX1000N
DX1000T

○ ○ ○ ○

DX2000
DX2000T

○ ○ ○ ○

MV1000
MV2000

○ ○ ○ ○

CX1000
CX2000

○ ○ ○ ○

FX1000 ○ ○ ○ ○
MX100
MW100

× × × ×

DA100
DR130
DR230
DR240

○ ○ ○ ○

GX10/GX20
GP10/GP20
GM10

○ ○ ○ ○

DAQLOGGER
DAQ32Plus
MXLOGGER

× × × ×

Modbus 
プロトコル対応機器

× × × ×

○：動作する。×：動作しない。
Ethernet にて接続している場合、機器登録時のユーザに演算の各動作
の実行権限がない場合は動作しません。
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6.9	 考慮していただきたいこと
6.9.1	 タイムゾーンと夏時間・冬時間
GA10 サーバが動作している PC、GA10 クライアントが動作
している PC、および、データ収集対象機器のタイムゾーン
と夏時間・冬時間の設定は一致させてください。一致して
いない場合、正しいデータ時刻が表示されないことがあり
ます。

6.9.2	 異常データ、エラーデータ
収集・記録したデータが異常データやエラーデータの場合、
数値以外で表示、記録されます。異常データやエラーデー
タの種類については「異常やエラーを表すデータ」を参照
してください。

•	 ディジタルモニタセット、メータモニタセットでのデー
タ値の表示

	
表示 データの状態 *

+OVER ＋ OVER
–OVER － OVER
INVALID INVALID
BURNOUT BURNOUT
ILLEGAL ILLEGAL
LACK LACK
OFF OFF
*  「異常やエラーを表すデータ」を参照してください。

•	 トレンドモニタセットでの表示

波形　 カーソル値 データの状態 *

スケールの上限を超えて描画 ＋ OVER ＋ OVER
スケールの下限を超えて描画 － OVER － OVER
何も表示しない INVALID INVALID

BURNOUT BURNOUT
ILLEGAL ILLEGAL
LACK LACK

（ブランク） OFF
*  「異常やエラーを表すデータ」を参照してください。

•	 記録データファイル内のデータ

バイナリデータファイル
のデータ

Excel データファイルの
データ　

データの状態 *

+OVER +OVER ＋ OVER
–OVER –OVER － OVER
INVALID INVALID INVALID
BURNOUT BURNOUT BURNOUT
ILLEGAL ILLEGAL ILLEGAL
LACK LACK LACK
OFF OFF OFF
*  「異常やエラーを表すデータ」を参照してください。
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•	 異常やエラーを表すデータ
	 異常やエラーを表すデータには、以下のものがあります。

データ 意味
+OVER ＋オーバのデータ
–OVER －オーバのデータ
SKIP 「スキップ」に設定されたチャネル
INVALID 不定なデータ

タグ設定画面で指定したデータ型、小数点以下の桁
数と収集データのデータ型、小数点以下の桁数が一
致しない。

BURNOUT バーンアウトのデータ
ILLEGAL データが ILLEGAL
LACK 機器がデータを取得できなかったことを示す。
OFF 以下のいずれかの状態を示す。

・ プロジェクトを開いた後、データ収集を行って
いない状態

・ タグにチャネルが割り付けられていない状態
・ データ時刻が PC 時刻の場合、取得したデータが

SKIP データ
・ 通信エラーの状態
・ データ収集停止の状態で、機器設定画面、ある

いは、タグ設定画面を変更したことによる初期
状態

・ バックフィル機能で機器からデータを取得しよ
うとしたが、機器でデータが記録されていない

6.9.3	 モニタ画面での設定変更の設定画面への反映
	 アクセス権がオーナーまたはマネージャのとき、モニタ

画面での下記の設定変更は、それぞれの設定画面（[ 表
示グループ ] または [ 収集 & モニタ ]）に反映されます。
アクセス権がオペレータまたはモニタのときは反映され
ません。

・	 モニタセットサイズの調整
・	 トレンドモニタセットの、波形表示 ON/OFF、Y 軸表

示の ON/OFF、詳細・コンパクト、拡大・縮小、移動
・	 トリップラインの位置

6.9.4	 収集・記録開始後の機器側での時刻変更
収集・記録を開始した後に、機器側で時刻の変更を行うと、
モニタ画面や記録データに影響が生じますのでおやめくだ
さい。

関連項目「収集・記録中の機器の設定変更」：  Q11

6.9.5	 収集・記録開始後の PC 時刻変更
［PC 時刻優先］で収集を開始した後に PC 時刻を変更した場

合、15 秒以上の調整はデータ時刻に反映されません。

6.9.6	 複数画面起動時の条件
同じ PC で複数の画面（クライアント）を起動しているとき、
それらの画面は PC 内の同じ表示条件を使用しています。
ある画面で、その表示条件に含まれる設定を変更した場合、
すぐに他の画面に影響が及ぶことはありません。
ただし、クライアントを次回再起動したとき、それらの変
更が反映されます。
PC に保持されている表示条件を以下に示します。

•	 ウィンドウのサイズ、位置
•	 アラーム表示／非表示
•	 グループリンクの状態
•	 カーソル値透明度
•	 タグ表示の表示項目
•	 ユーザの表示形式
•	 画面の背景の色調（スタイル）
•	 日付、月の表示形式
•	 小数点の記号
•	 ツールバーの表示／非表示
•	 マークバーの表示／非表示
•	 警告動作バー表示／非表示
•	 表示言語
•	 設定画面（タグ、演算タグ、表示グループ、データファ

イル一覧、レポート／印刷履歴、レポート／印刷予定）シー
ト各列の幅

•	 表示グループ、データファイル一覧のシート各列の表示
／非表示

•	 データファイル一覧画面、レポート／印刷履歴、レポー
ト／印刷予定のシートのソート方式

•	 起動時のログインダイアログでのログイン情報
•	 かんたん設定画面でのツールチップの表示／非表示

また、収集・記録の環境（PC の性能、タグ数、周期、プロジェ
クト数など）および、モニタ画面のモニタセット数などによ
り、クライアントを複数起動したときに消費される CPU や
メモリは異なります。このため、起動数が制限されること
があります。CPU 使用量、メモリの消費率は下表を参考に
してください。

• プロジェクト数１、モニタセット数 4 の場合
クライアント数 タグ数 収集周期 CPU使用率 メモリ使用量
2 2000 500msec 約 19% 約 470MB
4 2000 500msec 約 36% 約 940MB
2   500 100msec 約 18% 約 400MB
4 500 100msec 約 38% 約 800MB

なお、本件は以下の環境で検証しました。
CPU：Intel Core i5 （2.67GHz）、メモリ：4.0 GB、 
OS：Windows 7 Ultimate SP1
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6.10	 ログを確認する
サーバから送信されるログを、ログダイアログで確認でき
ます。ログダイアログは、サーバにログインするといつで
も開くことができます。また、閉じる操作をするまで開い
ています。
インストール後、初めてログインしたときは、ログダイア
ログが表示されます。このとき、表示／非表示の切り替え
を行うと、状態が記憶され、次回起動時に反映されます。

6.10.1	 ログダイアログの表示内容
ユーザがサーバにログインした時点からログアウトまでの
期間に発生したログを、最大 1000 個表示します。
ログには、サーバに関係する「システムログ」（黄色で表示）
と、個々のプロジェクトに関する「プロジェクトログ」（青
色で表示）があります。
システムログとして、サーバへのログイン、ログアウトな
どが送信されます。プロジェクトログとして、データ収集
の開始、停止などが送信されます。システムログは全ユー
ザに送信されます。プロジェクトログはプロジェクトを開い
ているユーザに送信されます。

6.10.2	 ログダイアログを開く
メニューの［表示］ー［ログ］をクリックします。ログダイ
アログが開きます。ログダイアログを閉じるときは、ダイ
アログの右上の×をクリックします。

最新ログ

ログリスト

フィルタ

•	 フィルタ
	 ボックスをクリックして青色にした項目に対応したログ

が表示されます。「送信範囲」参照してください。

•	 ログリスト
	 ログを発生順に表示します。画面に入りきらないログが

あるときは、スクロールバーが表示されます。

送信日時
送信範囲

送信内容

ログ番号
ジャンプアイコン

送信元

第 6章　データ収集をモニタする 

•	 最新ログ
常に最新のログを表示する行です。

•	 送信日時
	 ログの送信日時です。

•	 送信範囲
	 ログの送信範囲を示します。

アイコン 説明
すべてのユーザへ送信する（システムログ）。
[ フィルタ ] の [ 全員 ] を選択すると、このログだけ表
示します。
特定のプロジェクトに関するログとして、ログの対象と
なるプロジェクトを開いているユーザへ送信する（プ
ロジェクトログ）。
[ フィルタ ] の [ プロジェクト ] を選択すると、このログ
だけ表示します。

•	 送信元
	 [SYS] またはプロジェクト名です。

•	 送信内容
	 ログの内容です。

•	 ログ番号
	 ログの内容に対応した番号を表示します。

•	 ジャンプアイコン
	 ログに関連する画面があるときに表示されます。クリッ

クすると、関連画面に切り替わります。たとえば、「収集
を開始しました」ログの場合、そのプロジェクトのモニ
タ画面を表示します。

6.10.3	 ログダイアログのサイズを変更する
ダイアログの角にマウスを当て、ポインターが矢印に変わっ
たら、左クリックします。そのままドラッグするとサイズを
変更できます。
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6.10.4	 ログダイアログに表示されるログ
システムログ

番号 表示内容 備考

SY002 サーバは試用版です。
試用版として動作中のサー
バにログインしたとき。

SY003 UserName がログインしました。 ―

SY004 UserName がログアウトしました。
通信エラーによるログアウト
は、表示対象外。

プロジェクトログ

番号 表示内容 備考

WK001
UserName が ProjectName の収集を
開始しました。

―

WK002
UserName が ProjectName の収集を
停止しました。

―

WK003
UserName が ProjectName の記録開
始操作を行いました。

WK004
UserName が ProjectName の記録停
止操作を行いました。

―

WK005 ProjectName の記録を開始しました。 ―
WK006 ProjectName の記録を停止しました。 ―

WK007
ProjectName 内にデータファイル
(FileName) が作成されました。

―

WK008
ProjectName のデータファイルが自動
的に削除されました。

データファイル数が制限数
に達しており、データファイ
ルを作成するるためにデー
タファイルを削除したとき。

WK009
ProjectName の記録データに抜けが発
生しました。

データ記録中にデータ抜け
が発生したとき。
データ抜けが連続して発生
した場合は、連続して発生し
た最初の時点。
PC 時刻優先の場合は、通信
タイムアウトが発生し、デー
タ抜けを確認したとき。
機器時刻優先の場合は、通
信復帰後取得した FIFO デー
タからデータ抜けを確認し
たとき。

WK010
UserName が ProjectName を開きまし
た。

―

WK011
UserName が ProjectName を閉じまし
た。

プロジェクトへのアクセス権
限がなくなり強制的にプロ
ジェクトが閉じられたときも
含む。

WK012
UserName が ProjectName をロックし
ました。

オペレータ以上の権限を持
つユーザがプロジェクトを開
いたとき。

WK013
UserName が ProjectName のロックを
解除しました。

オペレータ以上の権限を持
つユーザがプロジェクトを閉
じたとき。管理ユーザが強
制ロック解除を行った、また
は、通信エラーによるロック
解除が発生したとき。

WK014

プロジェクト（ProjectName）オー
ナーが FormaerUserName から
NextUrerName に変更されました。

―

WK015
ProjectName の DeviceName との通
信が切断されました。

サーバと機器間で通信が切
断したとき。

WK016
ProjectName の DeviceName との通
信が復旧しました。

サーバと機器間で通信が復
旧したとき。

番号 表示内容 備考

WK017

ProjectName が使用するハードディス
クの空き容量が 50MB 以下になりまし
た。

データ保存先のドライブの
空き容量が 50MB 以下の状
態になっている場合に、一
定期間 (1 分 ) の毎に定期的
に配信する。        

WK018
ProjectName（MailName）のメール
送信が失敗しました。（失敗原因）

―

WK019
projectName 中にデータファイルへの
書き込みエラーが発生しました。

データ保存先に何らかの原
因があり、データが書き込め
ないとき。
データファイルのフルパス
が 260 文字を超えた。
読み取り専用の場所を指定
し、記録開始した。
書き込み権限がない、など。

WK020
ProjectName（ScheduleName）のイ
ベントが完了しました。

―

WK021
ProjectName（ScheduleName）のイ
ベントが失敗しました。

―

WK022
ProjectName（MailName）のメール
送信が完了しました。

―

WK023
ProjectName のデータファイルの転送
が完了しました。

―

WK024
ProjectName のデータファイルの転送
が失敗しました。

―

UserName：操作を実施したユーザ
Tag：アラームが発生したタグ
FileName：データファイル名
DeviceName：機器名
ProjectName：プロジェクト名
FormerUserName：変更前のプロジェクトオーナーのユー
ザ名
NextUserName：変更後のプロジェクトオーナーのユーザ
名
ScheduleName：レポート自動印刷のスケジュール名
MailName：メールイベントの名称
失敗原因：メール送信失敗原因
表示される原因は以下のとおり。
•	 指定した POP サーバと接続できませんでした。
•	 指定した SMTP サーバと接続できませんでした。
•	 認証操作に失敗しました。
•	 指定した送信元メールアドレスは存在しません。
•	 指定したメールアドレスの中に存在しないアドレスがあ

ります。
•	 送信操作中に SMTP サーバとの接続が切断されました。
	 （送信の添付ファイルサイズが指定した SMTP サーバで

サポートするサイズより大きい場合もこのメッセージを
出します。）

•	 システムエラーが発生しました。
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6.11	 積算グラフ表示でモニタする（付加仕
様、/WH）
6.11.1	 表示内容
積算バーグラフの表示を例に説明しています。
積算トレンドには、積算総量表示はありません。その他は
積算バーグラフと同じです。

凡例 / カーソル値 積算総量 *時間軸

ツールバー積算グラフ
カーソル

スケール

* 積算トレンドには積算総量表示はありません。

スケール

•	 カーソル
	 カーソル位置を表示します。

•	 積算グラフ
	 積算バーまたは積算トレンドを表示します。
	 積算設定の積算チャネルに設定されている先頭チャネル

から順に積み重ねて表示します。

•	 ツールバー
	 積算表示のツールバーです。
	 内容については、次項を参照してください。

•	 凡例 /カーソル値
	 凡例およびカーソル値を表示します。

•	 カーソル値
	 カーソルで選択されている時間表示範囲のデータの、各

チャネルの値と合計値を表示します。

•	 時間軸
	 積算グラフの時間軸のです。

•	 スケール
	 積算バー、積算総量のスケールです。
	 スケールは各チャネルのデータの合計値から自動で設定

されます。

•	 積算総量
	 各チャネルの積算総量を表示します。積算トレンドには

積算総量表示はありません。

6.11.2	 表示を変更する
右上に表示されるツールバーで下記の操作ができます。
ツールバーは右上に固定です。

レポート種類

2 段にならべて比較

時間表示範囲
凡例、
カーソル
表示 On/Off日付指定

積算グラフ種類

•	 時間表示範囲
	 現在の表示から、時間表示範囲の単位で、前時間または

次時間に表示を切り替えます。
項目 説明[ データファイル一覧画面］へ

前のレポートへ 現在の表示から、前時間の表示範囲を表
示します。
例：レポート種類が日報のとき、現在表示
している日の前日のデータを表示します。[ データファイル一覧画面］へ

次のレポートへ 現在の表示から、次時間の表示範囲を表
示します。
例：レポート種類が日報のとき、現在表示
している日の翌日のデータを表示します。

•	 日付指定
	 積算グラフを表示する日付を任意に指定します。
項目 説明
1 段表示 積算グラフを表示する日付を指定します。

2 段表示 上段と下段に積算グラフを表示する日付
をそれぞれ指定します。（2 段にならべて
比較のとき）

•	 レポート種類
	 日報、週報、月報、年報の中から、表示するレポート種

類を選択します。
項目 説明[ データファイル一覧画面］へ

日報 1 日分の積算グラフを表示します。
[ データファイル一覧画面］へ

週報 1 週間分の積算グラフを表示します。
[ データファイル一覧画面］へ

月報 1 か月分のの積算グラフを表示します。
[ データファイル一覧画面］へ

年報 1 年分の積算グラフを表示します。

•	 積算グラフ種類
	 表示する積算グラフ種類を選択します。
項目 説明[ データファイル一覧画面］へ

積算バー 積算バークラフを表示します。
[ データファイル一覧画面］へ

積算トレンド 積算トレンドグラフを表示します。

•	 2 段にならべて比較
	 任意の日付の積算グラフを上下 2 段に表示します。
	 2 つの日付の積算グラフを比較することができます。

第 6章　データ収集をモニタする 
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•	 凡例、カーソル値表示
	 凡例、カーソル値表示の On/Off をします。
項目 説明[ データファイル一覧画面］へ

凡例表示 On/
Off

凡例表示を On/Off します。
クリックするたびに表示 / 非表示を切り
替えます。
凡例はグラフ描画エリア内でドラッグ & 
ドロップして移動することができます。
凡例表示が Off のときでも、カーソル値
表示を On にすると凡例が表示されます。[ データファイル一覧画面］へ

カーソル値表
示 On/Off

カーソル値表示を On/Off します。
クリックするたびに表示 / 非表示を切り
替えます。
選択した時間表示範囲上のデータの各
チャネルの値と合計値を表示します。
2 段にならべて比較表示のときは、下段、
上段、差分、変化率の値を表示します。

6.12	 デマンド監視表示でモニタする（付加
仕様、/WH）
6.12.1	 表示内容
デマンド監視画面は更新周期表示と下記の表示エリアで構
成されています。

・	 ツールバー
・	 詳細データ
・	 凡例
・	 デマンド監視
・	 警報

凡例

ツールバー

警報

詳細データ

デマンド監視

予測比較時間

ツールバー
予測比較時間の表示と、デマンド監視グラフの下記の操作
ができます。ツールバーは右上に固定です。
凡例の表示 /非表示

波形の太さ グリッドの密度

•	 予測比較時間
	 デマンド監視の予測比較時間を表示します。

•	 凡例の表示 /非表示
	 [ 凡例 ] の表示 / 非表示を切り替えます。
	 契約電力、目標デマンド、および現在デマンドの凡例が

表示されます。

•	 波形線の太さ
	 波形線の太さを変えることができます。すべての波形に

共通です。

•	 グリッド密度
	 グリッドの密度を変えることができます。
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詳細データ
下記の詳細データを表示します。

・	 契約電力
	 契約電力の設定値です。

・	 目標デマンド
	 目標デマンドの設定値です。

・	 現在基準電力
	 現在基準電力の演算値です。

	 現在基準電力＝目標デマンド / デマンド監視期間×
監視時間）

・	 現在デマンド
	 現在のデマンド値です。

・	 予測デマンド
	 予測デマンドの演算値です。

	 予測デマンド＝（現在デマンド＋⊿ P ×残り時間 / ⊿ t）

	 ⊿ P ＝現在デマンドー予測比較時間（⊿ t）前のデマンド

⊿P

⊿t

残り時間

現在デマンド

現在

予測デマンド契約電力

デマンド時間

目標デマンド

現在基準電力

・	 超過電力
	 超過電力の演算値です。

	 超過電力＝（現在デマンドー契約電力）
・	 調整電力
	 調整電力の演算値です。

	 調整電力＝（予測デマンドー目標デマンド）×（デマ
ンド監視期間 / 残り時間）

・	 遮断余裕電力
	 遮断余裕電力の設定値です。

・	 遮断警報ヒステリシス
	 遮断警報のヒステリシスの設定値です。

・	 残り時間
	 デマンド監視期間の残り時間です。

・	 基本警報設定値 1 ～ 4
	 設定されている基本警報レベル 1 ～ 4 の値です。

・	 本日最大電力実績
	 1 日の内の、デマンド監視期間における最大電力量と発

生時刻です。

凡例
契約電力、目標デマンド、および現在デマンドの凡例を表
示します。

デマンド監視
デマンド監視は、現時点でのデマンド監視情報をグラフ表
示します。
デマンド時間が経過するとリセットされ、次のデマンド監
視情報を表示します。

表示内容

基本警報設定値

警報マスク 時間軸 スケール

契約電力
予測デンマンド

目標デマンド
基準電力値線

現在のデマンド

基本警報設定値
基本警報の設定値をトリップラインで表示します。

警報マスク
警報マスク時間の範囲を塗りつぶし表示します。

時間軸
デマンド監視の日にち、デマンド時間の開始から終了時刻、
および時間グリッドを表示します。
開始時刻は正時からになります。

第 6章　データ収集をモニタする 
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スケール
デマンド値のスケールです。
各チャネルのデータの合計値から自動で設定されます。

契約電力
契約電力値を線で表示します。

基準電力値線
デマンドの開始から目標デマンド値の間を線で表示します。

現在のデマンド
デマンド開始から現時点までのデマンド値を表示します。

予測デマンド
現時点のデマンド値から予測デマンド値までグラフ表示し
ます。

警報
基本警報、遮警報の発生状況を表示します。

基本警報の発生、復帰条件
発生条件：予測デマンド＞警報設定値
復帰条件：予測デマンド≦基本警報復帰電力 *

*	 基本警報復帰電力＝警報設定値ー基本警報ヒステリシス設
定値

遮断警報の発生、復帰条件
発生条件：�調整電力＞遮断余裕電力 *1、かつ、現在デマン

ド＞現在の基準電力
復帰条件：�調整電力≦遮断警報復帰電力 *2、かつ、現在デ

マンド≦現在の基準電力
*1	 遮断可能な電力（遮断により減らすことのできる電力）
*2	 遮断警報復帰電力＝遮断余裕電力ー遮断警報ヒステリシス

設定値

第 6章　データ収集をモニタする 

6.13	 違和感検知機能を使用する
表示グループごとに測定データを解析（違和感学習＆判定）
して、今までとは挙動の異なるデータに対して違和感を検
知し表示します。表示は、トレンド表示、ディジタル表示、
またはメータ表示でモニタ画面枠（モニタセット枠）を黄
色で表示します。

開始 / 停止操作

1	 収集を開始します。

2 	 メニューの[ 操作 ]－[ 違和感検知開始 / 停止 ]をクリッ
クするか、またはツールバーの [ ] アイコンをクリッ
クします。

[ 違和感検知グループ選択 ] ダイアログが表示されます。違
和感検知設定で On の表示グループが一覧で表示されます。

3 	 違和感検知を開始する表示グループを選択します。
[ 開始 ] が On の表示グループに対して違和感検知が行われ
ます。

4 	 [OK] をクリックします。
選択した表示グループの違和感検知が開始されます。
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•	 違和感検知グループ選択ダイアログ

項目 説明
表示グループ 違和感検知設定で On になっている表示グルー

プが表示されます。
違和感検知 違和感検知の開始と停止を表示グループごとに

設定します。
学習モデル 学習モデルの自動 / 手動を表示します。

自動：内部学習モデル
手動：�外部学習モデルまたは他グループの内部

学習モデル
指定 学習モデルが手動で違和感検知が停止のとき、

[ 参照 ] ボタンが有効になります。
[ 参照 ] ボタンをクリックすると学習モデルファ
イルダイアログが表示されます。

名前 使用している学習モデルの名前を表示します。
ステータス ダイアログを表示したときの違和感検知の状態

を表示します。
・表示内容は「動作説明」のステータスを参照

内部学習モデ
ル操作

自動生成している内部学習モデルのエクスポー
トまたは削除ができます。

エクス
ポート

学習モデルが自動のとき、内部学習モデルをエ
クスポートします。

削除 内部学習モデルを削除します。

Note
学習モデルが [ 自動 ] になっている場合、他の表示グルー
プが [ 手動 ] でその内部学習モデルを使用していると、内
部学習モデル操作の [ 削除 ] はできません。

•	 学習モデルファイルダイアログ
	 違和感検知に利用する学習モデルを選択します。

	 	

外部学習モデル
違和感検知設定画面でアップロードした学習モデル
を表示します。
表示内容：番号と学習モデル名

内部学習モデル
GA10 で自動的に作成した学習モデルまたはユニバー
サルビューアで作成して「GA10 に学習モデル反映」
を実行した学習モデルを表示します。
表示内容：グループ名と学習モデル名
学習モデル名のフォーマット：
グループ番号 -YYYYMMDDHHMMSS.admf

・グループ番号：Group001 ～ Group200
・YYYYMMDDHHMMSS：年月日時分秒

動作説明

•	 違和感検知レベルによる判定通知
	 違和感検知のレベルに従ったチェックを行い、判定スコ

アが検出レベルを超えると違和感通知します。
	 違和感検知を表示するには、グループハイライト機能
を On にする必要があります。6-11 ページの「6.5.4 グ
ループハイライト機能を使用する」を参照してくださ
い。

	 違和感検知機能の設定は、3-41 ページの「3.3.7 違和
感検知機能を設定する」を参照してください。

ステータス 学習期間

•	 ステータス
	 収集周期表示の右側に表示します。

	

表示 説明
解析なし 違和感検知を実行していない状態（停止中）
学習中 違和感検知が実行され学習している状態
判定中 違和感検知の学習が完了し、違和感検知を判定

している状態
解析エラー 学習または判定が正しく行えない状態

( 学習タグが少ない )
選択した学習モデルのタグ数が解析用のタグ数
より多い場合
( 異常データ )
解析用のデータが OFF、+OVER、-OVER、
BURNOUT、ILLEGAL、INVALID になった場合

 6.9.2 項
( 無効な学習モデル )
学習モデルが使えない場合
( 学習モデル作成失敗 )
学習モデルの作成が失敗した場合
( 空欄 )
エラーが判定できない場合

•	 違和感検知 学習期間指定アイコン
	 違和感検知機能が設定された表示グループのみ表示され

ます。
表示 説明

アイコンをクリックすると、違和感検知 学習期
間ダイアログが表示されます。
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	 違和感検知 学習期間ダイアログ

項目 説明
学習期間 [ カーソル ] または [ 指定時刻 ] から選択します。

カーソル：�カーソルの開始～終了時刻 *1

指定時刻：�学習開始と学習終了に設定した期間
学習開始 学習期間で指定時刻を選択した場合に有効にな

ります。
学習を開始する日時と学習を終了する日時を設
定します。

学習終了

OK 設定を反映してダイアログを閉じます。
キャンセル 編集をキャンセルしてダイアログを閉じます。

*1	カーソルで学習期間を指定する場合、ダイアログを表
示する前にトレンド波形上で開始（カーソル A）と終
了（カーソル B）を指定します。その後、ダイアログ
を表示して学習期間で [ カーソル ] を選択します。

•	 学習の動作説明
	 一度学習を行った表示グループは、収集停止、または違

和感検知を停止しても学習結果を保持します。収集再開、
違和感検知再開時には、再び学習を行うことなく、同じ
学習結果で判定を再開できます。

	 再学習を行いたい場合は、学習期間ダイアログで期間指
定を行ってください。

•	 動作の制限
違和感検知は、判定実行に以下の制限がありますので、注
意してください。

（1）違和感検知を使用する場合は、収集周期を 1 秒以上に
設定してください。1 秒未満に設定すると、違和感検知
は実行されません。

（2）違和感検知対象の表示グループ数およびグループ内の
タグ数が多い場合、ソフトウェア内部でビジー状態とな
る確率が上がります。ビジー状態により違和感判定の実
行が間に合わなかった場合、その収集周期では違和感検
知がスキップされます。

	 演算機能 ( 付加仕様、/MT) の HealthScore 演算では、そ
の収集周期の判定スコアは「OFF」となります。

	 ビジー状態の発生は、収集周期やご使用の PC 環境にも
依存します。
収集周期：�周期が遅いほどビジー状態になりにくくなり

ます。
PC 環境：�高スペック PC ほどビジー状態になりにくくな

ります。

6.14	 未来ペン機能を使用する
未来ペンを使用するには、未来ペン設定画面で未来予測波
形を表示したいタグを設定し、そのタグを表示グループに
割り付けます。以降、このタグのことを「未来ペン対象タグ」
と呼びます。

	 未来ペン機能の設定は、3-39 ページの「3.3.6 未来ペ
ン機能（未来ペン / 未来アラーム）を設定する」を参
照してください。

Note
未来ペン機能は収集設定が PC 時刻優先モードのときに有
効となります。また、収集周期が1秒以上の場合に有効です。

未来ペンを表示する
未来ペンは、収集を開始するとトレンド画面に表示されま
す。ツールバーの [ ] アイコンをクリックするごとに未来
予測波形領域の表示 / 非表示が切り替わります。
未来ペン対象タグが割り付けられた表示グループは、トレ
ンドに未来予測波形領域が表示されます。これが未来ペン
の表示となります。

	 	

未来予測波形

未来予測波形領域

未来予測波形は、波形の始点が収集中の最新データ、波形
の終点が未来予測データとなります。以降、終点の未来予
測データのことを「予測点データ」と呼びます。

	 	

収集中の最新データ

予測点データ

これらの未来ペン表示は、カスタムディスプレイ機能（付
加仕様、/CG）のトレンド部品でも表示されます。

Note
未来ペンは、記録データファイルには保存されません。
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未来ペンの予測点数
未来ペン対象タグごとに未来予測点数を設定することがで
きます。
例：収集周期 10 秒、予測点数 90 点であれば 900 秒先の予

測点データを描画します。異なる予測点数が混在した表
示グループでは、一番大きな予測点数に合わせた未来予
測波形領域となります。予測点数が小さいものは予測点
数どおりの位置まで未来予測波形を表示します。

予測点数 90

予測点数 60

予測点数 30

未来アラームを使用する
未来アラームは、未来ペン対象タグのアラーム条件を使用
します。未来アラームで有効なアラーム種類は、上限アラー
ム High、下限アラーム Low です。未来ペン対象タグで、
これらのアラームが設定されていると未来アラームが発生
します。

未来アラームの発生 / 解除条件
未来アラームは、収集周期で毎回発生 / 解除の判定を行い、
アラーム状態を更新します。予測点データがアラーム発生
条件を満たしたタグは、未来アラームが発生します。
発生した未来アラームは、次の周期でもアラーム発生条件
を満たしていれば継続します。予測点データがアラーム発
生条件を満たさなくなったタグは未来アラームが解除され
ます。
例：未来ペン対象タグ 0001、上限アラーム High、アラーム

値 10.0
	 予測点データがアラーム値未満のときは、未来アラーム

は発生しません。

	

アラーム値 10.0

予測点データ 9.0

未来アラームは発生しない

	 予測点データがアラーム値以上になったら、未来アラー
ムが発生します。

	

アラーム値 10.0

予測点データ 11.0

未来アラームが発生する

未来アラームを表示する
未来アラーム状態は、以下のいずれかで表示確認できます。

・	 モニタタイプ 未来アラーム
・	 モニタタイプ ディジタル
・	 モニタタイプ メータ
・	 未来アラーム一覧表示ダイアログ

Note
・	 未来アラームは、記録データファイルには保存されま

せん。
・	 未来アラームは、アラーム ACK 操作の適用対象外です。
・	 通常のアラームが発生した場合、未来アラームよりも

優先されます。

表示画面については、各表示画面を参照してください。
	 未来アラーム：「6.5 アラームをモニタする」
	 ディジタル：「6.3 ディジタル表示でモニタする」
	 メータ：「6.4 メータ表示でモニタする」
	 未来アラーム一覧ダイアログ：「6.6.1 アラーム一覧ダイ
アログを表示する」

	 メニューの [ 表示 ]-[ 未来アラーム一覧表示 ] を選択する
と未来アラーム一覧ダイアログが表示されます。

	 アラーム一覧ダイアログにない項目
項目 説明
アラーム予測
時刻

未来アラームが発生した時刻を表示します。

残り時間 現在からアラーム予測時刻までの時間（分）を
表示します。

未来アラームメールを使用する
メール設定で [ 未来アラーム状態 ] を指定すると、未来ペン
対象タグが未来アラーム発生 / 解除したときにメール通知
を行うことができます。
未来ペン対象タグは、表示グループに割り付けられていな
くても未来アラームメールに使用することができます。

第 6章　データ収集をモニタする 
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6.15	 バッチ機能を使用する
バッチ機能は、バッチ設定画面の On/Off 設定が ON のとき
に使用できます。
記録開始時にバッチ名（バッチ番号 + ロット番号）を設定
することで、バッチ名によるデータ管理ができます。

記録を開始する

1	  アイコンをクリックします。
記録開始ダイアログが表示されます。

2 	 バッチ番号、ロット番号を設定します。
必要に応じてバッチコメント、バッチテキストを設定します。

バッチコメントは、記録中にバッチ情報ダイアログで設定す
ることもできます。

3 	 [OK] ボタンをクリックします。
設定したバッチ情報で記録を開始します。

[ キャンセル ] ボタンをクリックすると記録しないでダイアロ
グを閉じます。

項目 説明
バッチ番号 バッチ番号を設定します。

最大 32 文字入力できます。
初期値：前回記録時のバッチ番号

ロット番号 ロット番号を設定します。数値のみ入力でき
ます。桁数は、バッチ設定画面で設定したロッ
ト番号桁数です。ロット番号桁数が Off のとき
は、設定できません。
初期値：自動インクリメントが On の場合、前
回のロット番号 +1、自動インクリメントが Off
の場合、前回のロット番号が表示されます。

バッチコメント
1 ～ 3 

バッチ情報に関するコメントを設定します。
最大 64 文字入力できます。
初期値：空欄

バッチテキスト バッチ情報に関するテキストを設定します。
最大 32 文字入力できます。
* タイトルは入力できません。
初期値：バッチ設定画面で設定した文字列

Note
・	 記録開始後は、バッチ番号、ロット番号は変更できま

せん。
・	 記録開始ダイアログで設定したバッチテキストは、この

データファイルにのみ保存されます。バッチ設定画面
の設定は変わりません。

記録を停止する

1	  アイコンをクリックします。
記録停止ダイアログが表示されます。

2 	 [OK] ボタンをクリックします。
記録を停止します。

[ キャンセル ] ボタンをクリックするとダイアログが閉じて記
録が続行されます。

Note
記録を停止すると記録開始ダイアログで設定したバッチコ
メントおよびバッチテキストはクリアされます。

バッチ情報ダイアログを表示する
記録中にバッチ情報の確認またはバッチコメント 1 ～バッ
チコメント 3 の設定ができます。

1	 メニューの [ プロジェクト ]-[ バッチ ] を選択します。
バッチ情報ダイアログが表示されます。

まだ設定されていないバッチコメントのみ設定することがで
きます。

2 	 [ 変更 ] ボタンをクリックします。
設定したバッチコメントがバッチ情報として記録されます。

項目 説明
バッチ番号 バッチ番号の確認（入力不可）
ロット番号 ロット番号の確認（入力不可）
バッチコメント
1 ～ 3 

バッチコメントの確認、まだ設定されていな
いバッチコメントの設定ができます。
最大 50 文字入力できます。

バッチテキスト バッチテキストの確認（入力不可）

第 6章　データ収集をモニタする 
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第 7 章　カスタムディスプレイ機能を使う（付加仕様、/CG）
7.1	 カスタムディスプレイ機能とは

カスタムディスプレイ機能（付加仕様、/CG）を使用すると、GA10 標準のモニタ画面（トレン
ド、メータ、ディジタル、アラーム、積算グラフ（付加仕様、/WH））に、オリジナルのモニタ
画面を追加することができます。このモニタ画面を、カスタムディスプレイモニタと呼びます。
カスタムディスプレイモニタは画面作成用ソフトウェア DAQStudio（形名：DXA170 ）を使用
して作成します。
作成された画面データは、カスタムディスプレイファイル（拡張子 **.gacd）として保存できます。

Note
•	 GA10 のカスタムディスプレイ機能には、「DAQStudio（DXA170）カスタムディスプレイビルダソ

フトウェア」のライセンス番号が添付されます。このライセンス番号は GA10 のオプションライセ
ンス（400- で始まる番号）とは別の番号です。

•	 DAQStudio は当社ウェブサイトよりダウンロードし、PC にインストールしてお使いください。また、
操作方法については、「DXA170 DAQStudio ユーザーズマニュアル」（IM04L41B01-62JA）をお読
みください。

7.2	 カスタムディスプレイを登録する
DAQStudio で作成したカスタムディスプレイファイル（拡張子 **.gacd）を、GA10 の [ 収集＆
モニタ ] 画面、[ モニタタイプ ] に登録します。

［登録］ボタン

基本操作

1	 プロジェクトの [ 収集＆モニタ ] 設定画面を開きます。

2 	 カスタムディスプレイファイルの [ 登録 ] ボタンをクリックします。
「ファイルを開く」ダイアログが表示されます。

次ページへつづく

http://www.smartdacplus.com/ja/support/software/index.html
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3 	 DAQStudio で作成したカスタムディスプレイファイルの保存先へ移動します。

4 	 登録するファイルを選択し、「開く」ボタンをクリックします。
ファイル名が [ 登録 ] ボタンの左側に表示され、［モニタタイプ］のリストからカスタムディスプレ
イモニタが選択できるようになります。

	 ファイルの読み込みに失敗すると、エラーメッセージが表示されます。

Note
•	 付加仕様、/CG がインストールされていない GA10 では、[ 登録 ] ボタンを表示しません。
•	 GA10 の 1 プロジェクトには、カスタムディスプレイファイルを 1 つ登録できます。２つめのファ

イルを登録すると、上書き登録されます。
•	 カスタムディスプレイファイルには、１ファイルにつき、50 個まで画面が定義できます。

モニタタイプの設定
カスタムディスプレイファイルを登録すると、そのファイルに定義されたカスタムディスプレ
イモニタが [ モニタタイプ ] の選択肢に表示されます。表示名はファイル作成時に定義した名
称です。モニタタイプ、レイアウトなどの設定方法は、標準のモニタ画面と同様です。

関連項目： 3.3.5 項
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7.3	 カスタムディスプレイモニタを表示する
プロジェクトタブのモニタ画面アイコン をクリックすると、カスタムディスプレイモニタの

画面が開きます。

カスタムディスプレイモニタの表示は、通常の「モニタセットの最大化」ボタン  以外に、

以下のボタンをクリックしてサイズの調整ができます。
メニュー「表示」－「画面サイズ表示」にチェックを入れると、画面サイズがウィンドウ右上
に表示されます。未チェックにすると非表示になります。

（ライトスタイル）
モニタ画面に合わせて表示

カスタムディスプレイを、モニタ画面サイズに
合わせて拡大・縮小して表示する。（ダークスタイル）

（ライトスタイル）
縦横比固定でモニタ画面に合わせて表示

カスタムディスプレイを画面の幅、高さのいず
れか短い辺に合わせて、縦横比固定で表示する。
長い辺に対しては中央揃えに配置する。（ダークスタイル）

関連項目：モニタ画面を表示する	 項

モニタ画面に合わせて表示

縦横比固定でモニタ画面に合わせて表示

Note
モニタセットが 1 つだけの場合は、「モニタセットの最大化」ボタンは表示されません。

 第 7 章　カスタムディスプレイ機能を使う（付加仕様、/CG）
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7.4	 カスタムディスプレイの部品について
GA10 カスタムディスプレイの画面は、画面作成用ソフトウェア DAQStudio（DXA170）で作成
します。ここでは、画面を作成するための部品の概要を説明します。部品の詳細や設定につい
ては、「DXA170　DAQStudio ユーザーズマニュアル（IM04L41B01-62JA）」をお読みください。

GA10カスタムディスプレイモニタ用の部品

分類 部品名称
図形部品 線、三角形、長方形、楕円弧、楕円
チャネル割り当て部品 簡易ディジタル、ディジタル、簡易バーメータ、バーメータ、簡易アナログメータ、アナ

ログメータ、アラーム、代表アラーム、積算グラフ（積算バー / 積算トレンド）
状態表示部品 ディスク使用量バー
ラベル部品 ラベル、システムラベル
アクション機能付き部品 ボタン操作、数値出力操作、リスト選択数値操作、コントローラ部品
サマリ表示部品 アラームサマリ
トレンド表示部品 トレンド
静止画表示部品 画像

以下の「アクション機能付き部品」を使用すると、カスタムディスプレイモニタ上で GA10 や
機器を操作することができます。部品に割り当てられる動作によって、操作時に確認ダイアロ
グが表示されます。

•	 ボタン操作　

	 プッシュボタンを操作し、「画面切り替え」「収集や記録の操作」「画像表示」など、割り当
てられた動作を実行します。

割り当て可能な動作 操作時に表示されるダイアログ 実行のタイミング
画面切り替え

M1023　操作を実行してもよろしいですか？
［OK］をクリックすると実行。

収集開始
収集停止
記録開始
アラーム音 ACK
アラーム ACK
機器エラー ACK
マーク追加
ビット書き込み
定数書き込み
演算リセット
マニュアルセーブ
記録停止 M1006　記録を停止してよろしいですか？
メッセージ表示 確認ダイアログ表示なし ボタン操作で即時に実行。
画像表示 画像表示ダイアログが表示され、画面作成時

に登録された画像を表示する。
ボタン操作で画像表示。

•	 数値出力操作　

	 入力した値を、割り当てられたタグ (Note) に対して出力します。
割り当て可能な動作 操作時に表示されるダイアログ 実行のタイミング

数値出力 数値が入力できるダイアログが表示される。 ダイアログのエディットボックスに
数値を入力し［OK］をクリックする
と、その値を出力する。
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•	 リスト選択数値操作　

	 値をリスト形式で選択し、割り当てられたタグ (Note) に対して出力します。
割り当て可能な動作 操作時に表示されるダイアログ 実行のタイミング

リストから選択された数値出力 数値が選択できるリスト形式のダイアログが
表示される。

リストから数値を選択し［OK］をク
リックすると、その値を出力する。

Note
数値出力先のタグには、Modbus 機器の書き込み可能なチャネルが割り当てられている必要があります。

7.5	 カスタムディスプレイ機能で GX/GP/GM、温調計の制御操作を行う
GA10（R3.02 以降）のカスタムディスプレイ機能を使用して、PID 制御モジュール付き GX/GP/
GM や UTAdvanced シリーズ温調計の制御運転状態を監視、操作することができます。ここでは、
制御操作に使用する「コントローラ部品」とその操作ダイアログについて説明します。

コントローラ部品
カスタムディスプレイで制御操作に使用する部品を、「コントローラ部品」といいます。コント
ローラ部品には、フェースプレートタイプとコントローラタイプの２つの表示形式があります。

コントローラ フェースプレート
ループ名表示

RUN/STOP 表示
REMOTE/LOCAL 表示

PV表示

SP 表示

AUTO/MANUAL/CASCADE 表示

OUT 表示

バーグラフ

部品の各項目詳細を下表に示します。
項目名 初期値 備考
ループ名 DAQSTUDIO で設定した名称 ―
アラーム グレイ 制御アラーム L1 ～ L8 を表示します。
AUTO/MANUAL AUTO 収集中は、割り当てたタグの値を表示します。AUTO/MANUAL

以外は「***」を表示し、クリックできません。
RUN/STOP RUN 収集中は、割り当てたタグの値を表示します。RUN/STOP 以外

は「***」を表示し、クリックできません。
LOCAL/REMOTE LOCAL 収集中は、割り当てたタグの値を表示します。LOCAL/REMOTE

以外は「***」を表示し、クリックできません。
測定値入力（PV） Off 収集中は、割り当てたタグの値を表示します。アラーム発生中

には値は赤く表示します。
目標設定値（SP） Off 収集中は、割り当てたタグの値を表示します。値を設定すると

きは、割り当てた書き込み可能なタグへ書き込みします。
制御出力値（OUT） Off 収集中は、割り当てたタグの値を表示します。値を設定すると

きは、割り当てた書き込み可能なタグへ書き込みします。小数
点桁数は１固定です。

PV バーグラフ -2.000 ～ 2.0000 収集中は、割り当てたタグの上下限を表示します。また、アラー
ム発生中にはバーを赤く表示します。

Out のバー表示 ― ―
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なお、これらの部品を使用した画面は、他のカスタムディスプレイ画面と同様に画面作成用ソフト
ウェア DAQStudio を使用して作成します。画面の作成方法や部品の属性については前述の「DXA170 
DAQStudio ユーザーズマニュアル（IM04L41B01-62JA）」をお読みください。

基本操作
以下は GA10 側での制御操作方法です。

1	 GA10 の機器リストに、GX/GP/GM（ファームウェアバージョン R4.01 以降、PID 制御モ
ジュール付き）または、UTAdvanced シリーズ温調計を登録します。

このとき、GA10 の機器登録ダイアログに登録する［機種］は、以下より選択してください。
•	 接続機器が GX/GP/GM の場合：GX/GP/GM_PIDSlot0 ～ GX/GP/GM_PIDSlot9 のいず

れか。「Slot」は、PID モジュールの装着されているスロット番号を選んでください。
•	 接続機器が UTAdvanced の場合：UT の形名に "_R3” が付いたもの。

Note
GX/GP/GM と接続するときは、本体側で以下を確認してください。
•	 PID 制御モジュールが装着（認識）されている。
•	 本体設定の［通信設定（イーサーネット）］＞［サーバ設定］＞［サーバリスト］＞［MODBUS］が［ON］

になっている。

2 	 DAQStudio でコントローラ部品を編集し、手順 1 で登録した機器のタグ（PV、SP など）
の番号を部品に割り当て、カスタムディスプレイファイル（*.gacd）を保存します。

3 	 GA10 の［収集＆モニタ］画面に、手順 2 で保存したカスタムディスプレイファイルを登
録します。

登録方法： 7-1 ページ

 第 7章　カスタムディスプレイ機能を使う（付加仕様、/CG）
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4 	 読み込んだカスタムディスプレイモニタで、コントローラ部品の運転モード、 目標設定値
（SP）、または制御出力値（OUT）表示部をクリックし、操作ダイアログを表示します。

5 	 ダイアログに数値を入力し、［OK］をクリックします。
［キャンセル］をクリックすると、ダイアログが閉じ、設定の送信は行いません。

操作ダイアログの詳細
コントローラ部品の操作ダイアログの操作範囲と操作方法を下表に示します。

操作 範囲 ダイアログ
AUTO/MANUAL 切り替え 選択範囲：AUTO ⇔ MANUAL

RUN/STOP 切り替え 選択範囲：RUN ⇔ STOP

LOCAL/REMOTE 切り替え 選択範囲：LOCAL ⇔ REMOTE リストから運転モードを選択し、［OK］ボタン
をクリックすると出力し、ダイアログを閉じま
す。［キャンセル］をクリックすると、ダイア
ログが閉じ、設定の送信は行いません。

目標設定値（SP） 運転モードが LOCAL のとき、クリックすると、
設定ダイアログを表示します。
データ型 範囲
INT16 -32768 ～ 32767
UINT16 0 ～ 65535
INT32 -9999999 ～ 99999999
UINT32 -9999999 ～ 99999999
FLOAT -9999999 ～ 99999999
BIT 0 ～ 1

制御出力値（OUT） 運転モードが MANUAL かつ RUN のとき、ク
リックすると、設定ダイアログを表示します。
入力可能範囲：-5.0 % ~105.0 %

タイトルは［SP］または［OUT］です。
数字はエディットボックスに入力します。範囲
外の場合は、それぞれの上下限に補正されます。
範囲は SP の場合、下限／上限を表示します。
OUT の場合は、固定で -5.0％～ 105.0％です。

［OK］ボタンをクリックすると出力し、ダイア
ログを閉じます。［キャンセル］をクリックす
ると、ダイアログが閉じ、設定の送信は行いま
せん。

 第 7 章　カスタムディスプレイ機能を使う（付加仕様、/CG）
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Note
コントローラ部品で以下の表示、操作はできません。

• PV エラー文字列表示 • 設定ダイアログ表示中に値の更新
• RSP エラー文字列表示 • 機器（アクセス拒否など）のエラー表示
• アラーム点滅 • ループ情報ダイアログの表示
• 偏差表示 • アラーム ACK
• アラーム種類文字列表示 • AUTO/MAN/CASCADE の切り替え
• タグ文字列表示 • PROGRAM/LOCAL の切り替え
• PV 値バーグラフのアラーム設定点マーク表示 • 運転モード REMOTE 時にの SP,OUT の書き込み
• 2 入力切り替え操作

 第 7 章　カスタムディスプレイ機能を使う（付加仕様、/CG）
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第 8 章　記録データを管理する
8.1	 データファイルを一覧表示する
プロジェクトタブの［データファイル一覧画面］アイコンを
クリックすると、データファイル一覧画面が表示されます。

[ データファイル一覧画面］へ

プロジェクトタブ

データファイルの保存先ディレクトリ内のデータファイル
を、一覧表示します。表示されるのは、バイナリ形式で保
存したデータファイルだけです。Excel 形式で保存したデー
タファイルは対象外です。

項目 表示内容
ファイル名 データファイルのファイル名
データ数 データファイル内のデータ数

ファイルを接続表示している場合は、合計デー
タ数 *

記録周期 データファイル作成時の記録周期
開始時刻 データファイル内の先頭データの時刻

ファイルを接続表示している場合は、すべての
データの先頭データの時刻 *

終了時刻 データファイル内の最終データの時刻
ファイルを接続表示している場合は、すべての
データの最終データの時刻 *

ファイルサイズ
（単位：バイト）

データファイルのサイズ
ファイルを接続表示している場合は、合計サイズ *

コメント 1 データファイル作成時に指定したコメント 1 か
らコメント８のタイトルと内容コメント 2

コメント 3
コメント 4
コメント 5
コメント 6
コメント 7
コメント 8
* データファイルの削除などにより存在しないファイルの数値は含みません。

ファイルの接続表示
	 記録終了条件の指定などによって分割されたファイルを

つなげて表示できます。
	 [ データファイルの接続表示 ] のボックスをクリックして

青色にします。

	 記録開始から終了までのファイルを接続して１行で表示
します。

	 ボックスをクリックして白色にすると、ファイルごとの
表示に戻ります。

ファイルの削除

1	 削除するファイルをクリックして選択します。

	 連続する複数ファイルを選択する方法
	 例：連続するファイル「File005」「File006」「File007」を

選択する。
・	「File005」の位置でマウスの左ボタンをします。その

ままマウスを「File007」まで移動し、マウスの左ボタ
ンを放します。

・	「File005」をクリックして選択します。SHIFT キーを
押したまま、マウスで「File007」をクリックします。

2 	 [ 削除 ] をクリックします。
確認のダイアログが表示されます。

3 	 [OK] をクリックします。
ファイルが削除されます。

列の表示・非表示
	 列タイトルにマウスを移動すると、タイトルセル内に非

表示アイコンが表示されます。このアイコンをクリック
すると、その列は非表示になります。同時に、画面の右
上に再表示アイコンが表示されます。このアイコンをク
リックすると、非表示の列が表示されます。

非表示アイコン

再表示アイコン

	 列の表示・非表示の調整結果は、同じクライアント内の
すべてのプロジェクトに反映されます。
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列幅の調整
	 列タイトルの境界付近にマウスのポインタを移動する

と、ポインタが に変わります。その状態で左ボタン
を押したままマウスをドラッグして左ボタンを放すと、
放した位置まで境界位置が移動します。列幅の調整結果
は、同じクライアント内のすべてのプロジェクトに反映
されます。

ファイルリストのソート
	 列のタイトルをクリックすると、クリックした列を基準

にファイルリストの内容をソートして表示します。再度
クリックすると、逆順でソートします。列のタイトル部に、
ソートマーク（ , ）が表示されます。

表示の更新
	 メニューの [ 表示 ] － [ リフレッシュ ] をクリックします。
	 または、データリスト更新ボタン（ ）をク

リックします。
	 最新のファイル情報をサーバから取得し、画面を更新し

ます。

8.2	 記録データを表示する
記録データをビューア（Universal viewer）で表示できます。

1	 対象ファイルを選択します。
連続する複数ファイルも選択できます。

2 	 [ 開く ] をクリックします。
ビューア（Universal Viewer）が起動し、ファイルのデータが
表示されます。

対象のファイルを選択しダブルクリックしても、ファイル
のデータが表示されます。

記録データの編集と保存
上記操作で表示したファイルに対しビューア上で保存した
以下のファイル *1 は、GA10 クライアントソフトウェアの終
了時に破棄されます。

•	 接続情報ファイル（.ldx）
•	 表示テンプレートファイル（.tdx）

データの編集、および保存を行う場合は、下記の方法で
ビューアを起動し、サーバ内に保存されたファイル *2 を直
接開いてください。または、該当ファイルをローカル PC に
コピーしてから、下記の方法でビューアを起動し、編集、
保存を行ってください。

	� Windows［スタートメニュー］ － ［すべてのプログラ
ム］－［SMARTDAC+ Data Logging Software ］－ 
［ビューア］

*1	 ビューアの表示条件ファイルについては、ビューア取
扱説明書（IM 04L61B01-01JA）の 4 章をお読みください。

*2	 GA10 の［記録］設定画面の［フォルダ］で指定したディ
レクトリに保存されたファイルです。

ビューア上でデータ変換を行う際は、ファイルの保存先を
デフォルト以外のフォルダに設定してください。デフォルト
のフォルダはビューアソフトウェアの終了時に破棄されま
す。

Note
•	 ビューアの操作方法については、ユニバーサルビュー

ア（Universal Viewer）の取扱説明書（IM 04L61B01-
01JA）をご覧ください。

•	 GA10 の記録データ（拡張子 *.dld）はバージョン R1.03
以降のビューアで表示できます。

•	 GA10 で設定した表示言語は、ビューアの表示言語と連
動しません。ビューアでファイルを表示させたときの表
示言語はビューア側で設定してください。

第 8章　記録データを管理する 
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第 9 章　ユーザを管理する
9.1	 管理ユーザと一般ユーザ

GA10 では、「サーバへのアクセス権限」を設定することができます。
サーバへのアクセス権限には「管理ユーザ」と「一般ユーザ」があり、管理ユーザがすべての
一般ユーザを管理します。管理ユーザは一般ユーザが行うことができる操作に加え、下記の操
作をすることができます。

•	 一般ユーザの登録
•	 一般ユーザの削除
•	 一般ユーザのパスワードの初期化
•	 一般ユーザのログイン状態の確認

以降の節では、ユーザの管理を行うための画面と操作を説明します。

一般ユーザの管理

管理ユーザ

一般ユーザC一般ユーザB

一般ユーザA
ログインしている状態

ログインしていない状態

一般ユーザD
ログインしている状態

確認確認

削除
パスワード初期化

確認確認

サーバ 新規一般ユーザ

登録

一方、GA10 のプロジェクトには、その操作範囲の違いにより、「オーナー、マネージャ、オペレー
タ、モニタ」の 4 つの権限が設定できるようになっています。これらの権限は、詳細設定モー
ドを使用してプロジェクトごとに別々に設定します。
詳細については「3.3.11 プロジェクトのアクセス権限を設定する」をご覧ください。
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9.3	 ユーザ情報を変更する
ユーザのフルネーム、またはパスワードを変更するための
手順です。この操作は、管理ユーザだけでなく、ログイン
中の一般ユーザも行うことができます。

9.3.1	 管理ユーザが他のユーザの情報を変更する
管理ユーザとして、一般ユーザのフルネームの変更とパス
ワードの初期化を行います。

1	 9.2 節の手順１および２で、ユーザ管理画面を表示さ
せます。

2 	 変更したいユーザを選択します。
ユーザが選択状態になります。

選択するとアウトラインが青くなる

3 	 ユーザを選択したままダブルクリックします。
［ユーザ情報変更］ダイアログが開きます。

4 	 フルネームを変更したい場合は、新しいフルネームを
入力します。

	 パスワードの初期化をする場合は、［初期化］ボタン
をクリックします。

フルネームを変更する場合は

ここに入力

パスワードを初期化する場合は

ここをクリック

5 	 内容を確認し、［OK］をクリックします。
フルネーム、またはパスワードが変更になります。

Note
変更対象のユーザがログイン中、または他のクライアント
で削除済みの場合は、変更することができません。

 第 9 章　ユーザを管理する

9.2	 ユーザの状態を管理する
9.2.1	 ユーザ管理画面で確認する
管理ユーザは、「ユーザ管理」画面から他のユーザの状態を
確認できます。

1	 GA10 を起動し、管理ユーザでサーバへログインしま
す。

2 	 メニューの［表示］－［ユーザ管理］を選択します。
または、  アイコンをクリックします。
画面が ｢ ユーザ管理 ｣ 画面に切り替わります。

3 	 表示からユーザの状態（下図）を確認します。
ログインしていない状態

ログインしている状態

ログインしているクライアントの数

ログインしていると青で表示される
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9.4	 ユーザを登録する、削除する
管理ユーザだけが、他のユーザの登録、または削除ができ
ます。

9.4.1	 ユーザを新規登録する

1	 GA10 を起動し、管理ユーザでサーバへログインしま
す。

2 	 メニューの［表示］－［ユーザ管理］を選択します。

または、  アイコンをクリックします。

画面が ｢ ユーザ管理画面 ｣ に切り替わります。

3 	 メニューの［ユーザ］－［ユーザ登録］をクリックし
ます。

｢ ユーザ登録 ｣ ダイアログが表示されます。

4 	 登録したい一般ユーザの［ユーザ名］と［フルネーム］
を入力します。

	 管理ユーザが識別しやすい名前を登録してくださ
い。

5 	 入力内容を確認して［OK］をクリックします。
ユーザが登録され、画面にアイコンが追加されます。

6 	 管理ユーザはメニューの［ファイル］－［ログアウト］
でログアウトします。

	 登録された一般ユーザは、パスワードなしでログイン
することができます。

	 9.3.2 項の手順でパスワードを設定してください。

第 9章　ユーザを管理する 

9.3.2	 ユーザ自身が自分の情報を変更する
管理ユーザ、および一般ユーザが、自分のフルネーム、ま
たはパスワードを変更する例です。

1	 GA10 を起動し、サーバへログインします。
プロジェクト一覧画面が表示されます。

2 	 メニューの［ユーザ］－［情報変更］を選択します。
「ユーザ情報変更」ダイアログが開きます。

3 	 フルネーム、またはパスワードを変更し、確認して
［OK］をクリックします。

	 パスワードを変更する場合は、変更前と変更後の
パスワードを入力してください。

Note
•	 フルネームとパスワードは同時に変更できます。
•	 パスワードは半角英数字 4 文字以上、30 文字以下で設

定してください。

［ユーザ情報変更］ダイアログの各設定項目の初期値は以下
のとおりです。
設定項目 初期値
フルネーム 変更前のフルネーム
パスワード 何も表示しません。
新しいパスワード 何も表示しません。
新しいパスワードの確認 何も表示しません。
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9.4.3	 プロジェクトのオーナーを変更する
オーナーであるユーザを削除してしまったとき
	 管理ユーザが一般ユーザを削除したあと、そのユーザが

持っていたアクセス権限は消滅してしまいます。削除さ
れたユーザが、プロジェクトのオーナだった場合、その
プロジェクトにはオーナが不在となり、下記のように表
示されます。

オーナー不在のとき、｢-」を表示する

	 プロジェクトのオーナーを変更する（改めて指定する）
には次の手順で行ってください。

Note
オーナーの変更は、そのプロジェクトのオーナー自身、ま
たは管理ユーザだけが行うことができます。

1	 プロジェクト一覧画面を表示させます。
	 メニューの［表示］－［プロジェクト一覧］を選

択します。または、  アイコンをクリックします。

2 	 変更するプロジェクトを選択します。

3 	 メニューの［プロジェクト］－［オーナーの変更］を
選択します。

［プロジェクトオーナー変更］ダイアログが表示されます。

「プロジェクトオーナー変更」ダイアログ

9.4.2	 ユーザを削除する
ログイン中のユーザは削除することができません。
また、登録を削除するユーザのアクセス権限は事前に確認
しておくことをお奨めします。

1	 9.2 節の手順１および２で、ユーザ管理画面を表示さ
せます。

2 	 削除したいユーザを選択します。
ユーザが選択状態になります。

3 	 メニューの［編集］－［削除］を選択します。

または、  アイコンをクリックします。

警告メッセージが表示されます。

4 	 確認して問題がなければ、［OK］をクリックします。
ユーザが削除されます。

 第 9 章　ユーザを管理する
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9.4.4	 プロジェクトを指定権限で開く
プロジェクトに登録されたユーザは、必要に応じて自分の
アクセス権限を下げて、プロジェクトを開くことができます。

1	 プロジェクト一覧画面を表示させます。

2 	 プロジェクトを選択します。

3 	 メニューの［プロジェクト］－［指定権限で開く］を
選択します。

「指定権限で開く」ダイアログが表示されます。

4 	 どの権限でプロジェクトを開くかを選択します。
自分の権限と、それより下の権限が選択できます。
	 下図は、プロジェクトを開こうとしているユーザーが、

「マネージャ」の場合の表示例です。本人の権限が「マ
ネージャ」なので、上の権限である「オーナー」は選
択できません。

5 	 ［OK］ボタンをクリックします。
ダイアログが閉じ、プロジェクト画面が表示されます。

Note
プロジェクトに対して指定した権限の操作だけが可能とな
ります。ただし、プロジェクトがロック状態の場合は、ロッ
クを行っているユーザを除いて、「モニタ」でしかアクセス
できません。

4 	 ［新しいオーナー］のプルダウンからユーザを選択し
てください。

	 サーバ上に登録されているユーザであれば、誰で
もプロジェクトのオーナーになれます。

新しいオーナーを選択

5 	 選択したら、［OK］をクリックします。
オーナーが変更されました。

第 9章　ユーザを管理する 
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9.4.5	 ロック中のプロジェクトを強制的に解除する
プロジェクトがロック状態のとき、管理ユーザだけが強制
ロック解除を行うことができます。

1	 プロジェクト一覧画面で強制ロック中のプロジェクト
を選択します。

ロック中のプロジェクト

ロック中のユーザ名を表示

2 	 メニューの［プロジェクト］－［強制ロック解除］を
選択します。

強制ロック解除の確認メッセージが表示されます。

3 	 確認して［OK］ボタンをクリックします。
ダイアログが閉じ、プロジェクトからロック中のユーザ名が
消えます。

 第 9 章　ユーザを管理する
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第 10 章　OPC-UA サーバ機能（付加仕様、/UA）
10.1	 概要

10.1.1	 OPC-UA サーバの基本機能
GA10 の OPC-UA サーバ機能は、上位系システムの OPC-UA クライアントから、GA10 のデー
タにアクセスすることを可能にする機能です。本機能により、タグ情報や測定値を各 OPC-UA
クライアントに配信できます。

OPC-UA サーバの基本機能は以下のとおりです。
仕様 内容
対応プロファイル UA 1.02 Micro Embedded Server

DataAccess Server Facet
利用ポート 4840：OPC UA TCP Protocol（変更可能）
最大クライアント接続数 16（Max 16 セッション）
最大サブスクリプション数 100 ／セッション
最大モニタアイテム数 2000 ／セッション
サンプリング周期 100ms、 200ms、 500ms、 1s、 2s、 5s、 10s、 20s、 30s、 1min、 2min、 

5min、 10min
対応サービス FindServers

GetEndpoints
CreateSession
ActivateSession
CloseSession
Browse
BrowseNext
TranslateBrowsePathsToNodeIds
RegisterNodes
UnregisterNodes
Read
CreateMonitoredItems
ModifyMonitoredItems
DeleteMonitoredItems
SetMonitoringMode
CreateSubscription
ModifySubscription
DeleteSubscriptions
Publish
Republish
SetPublishingMode

セキュリティについて、GA10 では証明書認証は行いません。どのクライアントでも接続を許
可します。GA10 で対応しているユーザ認証方法は以下になります。
認証方法 内容
Anonymous 認証 ユーザ認証なし
Username 認証 * ユーザ名とパスワードによる認証

*	 ユーザ名とパスワードは GA10 に登録されているユーザ情報で指定しているものを利用します。

OPC-UA クライアントのアクセス権限は、GA10 のユーザ管理機能によって制御されます。
GA10 と OPC-UA クライアントユーザとのユーザ権限の相関は以下の通りです。
GA10ユーザ権限 OPC-UAクライアントユーザ権限
オーナー Read/Write
マネージャ Read/Write
オペレータ Read/Write
モニタ Read Only

Note
OPC-UA クライアントが GA10 にアクセスできるのはデータ収集中のみです。
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10.1.2	 GA10 データ構造

Server

Yokogawa Logger

Device001

Device Status

ChannelName_001

All Alarm Status

EURange

EngineeringUnits
InstrumentRange

Alarm 1 Status

Alarm 2 Status

Alarm 3 Status

Alarm 4 Status

Channel Data

Model Name

Serial Number

Status

Root

Objects Channel Data

Math_GA10

Channel Data

Data

GA

ノード（１） 内容 クラス データ型 説明
Server サーバ情報 Object ― ―
Yokogawa Logger データ Object ― ―
DeviceXXX 機器ごとのデータ Object ― ―
Device Status 機器の状態情報 Object ― ―
Status 登録されているデバイスの状態 Variable Int32 1：正常、2：異常、 

3：異常 ( 通信リト
ライ中 )

Model Name 登録されているデバイス名 Variable String 例：DX1000、GX20
Serial Number 登録されているデバイスの

シリアルナンバー
Variable String 例：X5G905023

Math_GA10 演算タグのデータ Object － －
Channel Data チャネルのデータ Object － －
ChannelName_XXX（２）チャネルごとのデータ Object String －

Data 測定値 Variable Float 例：123.4
EURange レンジ上下限値 Variable Range

（ExtensionObject）
例：-10 ～ 10

EngineeringUnits 単位 Variable EUInformation
（ExtensionObject）

例：℃、ℓ

InstrumentRange レンジ上下限値 ( 表示限界値 ) Variable Range
（ExtensionObject）

例：11 ～ 11

All Alarm Status 全アラーム状態 Variable Boolean true: アラーム ON,
false: アラーム OFF

Alarm Status 1 ～ 4 各アラーム状態 Variable Boolean true: アラーム ON,
false: アラーム OFF

1：	 すべてのノードは Read Only です。
2：ChannelName_XXX の Description には、タグ名、タグコメントが表示されます。

第 10章　OPC-UA サーバ機能（付加仕様、/UA） 
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10.1.3	 サーバ証明書に関する操作
本機能では「サーバ証明書」に関する以下の操作が可能です。実際の操作については「10.2.4.	
サーバ動作設定画面」を参照ください。

インストール
ユーザーが用意した証明書ファイルを、OPC-UA サーバの証明書とするために GA10 に内蔵し
ます。また、この証明書は、内蔵されている秘密鍵から生成された証明書である必要があります。
署名アルゴリズムが「Sha-1」の証明書をインストールできます。

自己署名証明書の作成
サーバ証明書は、証明書署名要求（CSR：Certificate Signing Request）に認証局（CA：
Certification Authority）が署名することにより発行されるのが一般的な手順です。本機能では、
認証局（CA）の署名を必要としない場合に使用できる自己署名証明書を作成することができま
す。内蔵されている秘密鍵から、自身で署名した証明書を作成しインストールすることができ
ます。

証明書署名要求（CSR）の作成
認証局（CA）に署名してもらうための証明書ファイル（CSR）を作成できます。実行時点に内
蔵されている秘密鍵から作成されます。

10.1.4	 Subscription 動作
Subscription Service と MonitoredItem Service は主に OPC-UA Server が OPC-UA Client に対し
てデータ変化通知やイベント通知などを行う機能となっています。
GA10 の OPC-UA Server ではデータ変化通知のみに対応しています。

List : Subscription 対応機能一覧
分類 小分類 対応機能
Subscription Notification Data Change Notification

Max Subscription 100 (Subscription/Session)
Publish Interval 100 ms, 200 ms, 500 ms, 1 s, 2 s, 5 s, 10 s, 

20 s, 30 s, 1 min, 2 min, 5 min, 10 min
Max notifications Per Publish 65536 (Notification/Publish)
Lifetime Count 3 ～ 300 : Default 60
Max Keep Alive 1 ～ 10 : Default 5
Priority Low(0), Normal(1), High(2) : Default 0
Publish Queue 10
Retransmission Queue 10

List : MonitoredItem 対応機能一覧
分類 小分類 対応機能
MonitoredItem Max MonitoredItem 2000 (MonitoredItem/Session)

Sampling Interval 100 ms, 200 ms, 500 ms, 1 s, 2 s, 5 s, 10 s, 
20 s, 30 s, 1 min, 2 min, 5 min, 10 min

Monitoring Mode Disable
Sampling
Reporting

Filter Data Change Filter
Data Queue Size 1 ～ 100 : Default 1
Discard Policy On, Off : Default On

第 10章　OPC-UA サーバ機能（付加仕様、/UA） 
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10.2	 OPC-UA サーバプロジェクト
OPC-UA サーバ機能の各設定画面と、通常のプロジェクトとの操作の違いについて記載します。

10.2.1	 プロジェクト一覧画面
OPC-UA サーバ機能付きの GA10 では、起動するとプロジェクト画面に［OPC-UA］サーバプロ
ジェクトを 1 つ表示します。このプロジェクトは削除することができません。また、基本情報
も変更することができません。下図は、OPC-UA サーバ機能付きの GA10 にログインしたとき
の初期画面です。

さらに、OPC-UA サーバプロジェクトは記録機能を持たないため、記録操作のボタンは無効と
なり、マークの追加もできません。

選択している状態

編集・記録操作は無効

第 10章　OPC-UA サーバ機能（付加仕様、/UA） 
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10.2.2	プロジェクトタブ
OPC-UA サーバプロジェクトは、「設定画面」と「運転画面」
で構成されます。プロジェクトを開いたユーザの権限やロッ
ク状態により、設定画面が有効な場合は設定画面、そうで
ない場合は運転画面が表示されます。
下図は OPC-UA サーバプロジェクトのタブです。通常のプ
ロジェクトと異なり、記録ボタンやモニタ画面、データファ
イル一覧画面を表示させるボタンはありません。

状態表示（収集中）

収集停止

設定画面

運転画面

収集開始

プロジェクトアイコンとプロジェクト名

項目名 内容 条件
状態表示 プロジェクトの状態を示す。動作は一般

プロジェクトと同じ。
なし

アイコン OPC-UA サーバ専用アイコン なし
プロジェクト名 OPC-UA なし
収集ボタン 収集開始または停止を実行するボタン。

動作は一般プロジェクトと同じ。
収集が開始された場合は運転画面に移
動する。
収集ボタンクリックで、OPC-UA サーバ
を起動する。起動失敗の場合は、エラー
メッセージ E3069 を表示する。
また、サーバ証明書と秘密鍵の整合性
チェックが行われ、チェック結果が NG
の場合は、エラーメッセージ E3070 を
表示する。

ロック状態では
無効。
モニタユーザに
は無効。

設定画面ボタン プロジェクト設定画面を呼び出すボタ
ン。動作は一般プロジェクトと同じ。

ロック状態では
無効。
モニタユーザに
は無効。

運転画面ボタン 運転画面を呼び出すボタン。動作は一
般プロジェクトと同じ。

なし

10.2.3	設定画面
OPC-UA サーバプロジェクトの設定画面は、［機器］、［タグ］、

［演算タグ］、［サーバ動作］、［アクセス＆その他］で構成
されます。［機器］、［タグ］、［演算タグ］、［アクセス＆その
他］は一般プロジェクトと同じ機能です。かんたん設定モー
ドはありません。また、演算タグは演算機能（付加仕様、/
MT）付きの場合のみ表示されます。

プロジェクトを開いたときのユーザのアクセス権限とプロ
ジェクトの運転状態によって、表示する各設定画面の有効 /
無効の状態が変わります。（下表）
運転状態 設定画面 プロジェクトを開いたときのアクセス権

オーナー マネージャ オペレータ
収集停止 機器 ○ ○ 　○ *2

タグ ○ ○ ×
演算タグ ○ ○ ×
サーバ動作 ○ ○ ×
アクセス＆その他 ○ 　○ *1 ×

収集中 機器 　○ *2 　○ *2 　○ *2

タグ × × ×
演算タグ × × ×
サーバ動作 × × ×
アクセス＆その他 　○ *3 × ×

○：有効　×：無効
*1	 画面内のロック状態保持、DDE サーバのみが有効となる。その他は無効。
*2	 画面内の機器リストが無効となる。その他は有効。
*3	 「ロック状態保持」、「DDE サーバ」は無効となる。その他は有効。

第 10章　OPC-UA サーバ機能（付加仕様、/UA） 
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機器設定画面
設定画面の［機器］を選択すると、機器設定画面が表示さ
れます。機能は通常のプロジェクトと同じです。
操作方法は「3.3.2 接続機器を登録する」をご覧ください。

タグ設定画面
設定画面の［タグ］を選択すると、タグ設定画面が表示さ
れます。タグの基本的な機能は通常のプロジェクトと同じ
です。ただし、記録機能を持たないため、その選択列は存
在しません。また 5000 タグモデル、10000 タグモデルの場
合も、OPC-UA サーバ機能では使用できるタグは 2000 個ま
でです。
操作方法は「3.3.3 タグを設定する」をご覧ください。

演算タグ設定画面
設定画面の［演算タグ］を選択すると、演算タグ設定画面
が表示されます。演算タグの基本的な機能は通常のプロジェ
クトと同じです。ただし、記録機能を持たないため、その
選択列は存在しません。
操作方法は「4.1 演算タグを設定する」をご覧ください。

Note
演算機能を使用するときは、収集条件のデータ時刻を［PC
時刻優先］に設定してください。後述の［サーバ設定］画
面の［データ時刻］にて設定します。

［機器時刻優先］に設定された場合、演算タグの「収集＆
演算」項目のチェックがクリアされ、演算タグは設定でき
なくなります。

サーバ動作設定画面
設定画面の［サーバ動作］を選択すると、サーバ動作設定
画面が表示されます。次ページに詳細を記載します。

アクセス＆その他設定画面
設定画面の［アクセス＆その他］を選択すると、アクセス
＆その他設定画面が表示されます。機能は通常のプロジェ
クトと同じです。
操作方法は「3.3.11 プロジェクトのアクセス権限を設定す
る」をご覧ください。

第 10章　OPC-UA サーバ機能（付加仕様、/UA） 



10-7IM 04L65B01-01JA

OPC-UA

サ
ー
バ
機
能
（
付
加
仕
様
、/UA

）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

付

索

13

14

15

10.2.4.	サーバ動作設定画面
OPC-UA サーバプロジェクトの設定画面の［サーバ動作］を選択すると、サーバ動作設定画面（下
図）が表示されます。

画面は［収集］、［サーバ設定］、［サーバ証明書］の 3 つの設定エリアに分かれています。
それぞれの設定内容を以下に示します。

•	 収集

①
②
③

①	データ時刻
	 データに付与する時刻を選択します。

・	 初期値：PC 時刻優先
・	 入力範囲：PC 時刻優先 / 機器時刻優先

	 収集中は入力できません。
	 5000 タグモデル、10000 タグモデルの場合は PC 時時刻優先固定です。

②	収集周期
	 データの収集周期を選択します。

・	 初期値：1s
・	 入力範囲：�100ms、200ms、500ms、1s、2s、5s、10s、20s、30s、1min、2min、

5min、10min
	 データ時刻が［機器時刻優先］の場合は、選択できません。また、［機器時刻優先］に設定

された場合、演算タグの設定が無効になりますのでご注意ください。
関連項目： 	「収集条件の設定」

	 収集周期と OPC-UA クライアントで設定している Sampling Interval が一致していない場合、
OPC-UA クライアントで表示するタイムスタンプは Sampling Interval に対して区切りの悪い
表示になることがあります。( 例として、収集周期を 100ms、Sampling Interval を 1s にした
場合、OPC-UA クライアントで表示するタイムスタンプは 0.3s, 1.3s, 2.3s, ・・・・となります。)

	 5000 タグモデル、10000 タグモデルの場合、2 秒未満は設定できません。

第 10章　OPC-UA サーバ機能（付加仕様、/UA） 
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③	ノード ID 命名規則
	 ノード ID 命名規則を選択します。

・	 初期値：タグインデックス
・	 入力範囲：タグインデックス / デバイス + チャネル番号

	 タグインデックス：ノード ID（デバイスのチャネル）は、関連のタグインデックスに従って
計算します。

	 デバイス + チャネル番号：ノード ID（デバイスのチャネル）は、OPC-UA プロジェクトに登
録された機器の番号と機器のチャネル番号に従って計算します。

•	 サーバ設定

①
②
③

①	サーバ名
	 OPC-UA サーバ名を文字列で入力します。

・	 初期値：GA10 UA Server
・	 入力範囲：最大 20 文字

	 収集中は入力できません。

②	ポート番号
	 OPC-UA ポート番号を数値で入力します。

・	 初期値：4840
・	 入力範囲：1025 ～ 65535　

	 入力が範囲外の場合は 4840（初期値）に戻ります。
	 収集中は入力できません。

③	匿名ログイン
	 ［許可］を選択すると、OPC-UA クライアントから匿名で接続できます。その場合の権限は

ReadOnly となります。
・	 初期値：［許可］
・	 選択肢：［許可］、［禁止］

	 収集中は選択できません。

第 10章　OPC-UA サーバ機能（付加仕様、/UA） 
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•	 サーバ証明書

① ② ③

証明書の情報表示

［サーバ証明書］のエリアには、証明書の情報（下表）が表示されます。
項目名 内容
バージョン 証明書のバージョン
シリアル番号 証明書のシリアル番号
署名アルゴリズム 証明書の署名アルゴリズム
署名ハッシュアルゴリズム 証明書の署名ハッシュアルゴリズム ]
発行者 証明書の発行者（コモンネーム）
有効期限の開始 証明書の有効期限の開始
有効期限の停止 証明書の有効期限の停止

*：証明書が存在しない場合は空欄となります。

［証明書インストール］、［自己署名証明書作成］、［証明書署名要求（CSR）作成］のボタンは、クリッ
クするとそれぞれを実行、作成するダイアログを表示します。（操作方法は次ページ）

基本操作
①	証明書インストール

1	 ［証明書インストール］ボタンをクリックします。
［ファイルを開く］ダイアログが表示されます。

2 	 インストールする証明書ファイル (*.der) を選択し、［開く］ボタンをクリックします。
証明書がインストールされ、サーバ証明書の情報が更新されます。
登録に失敗すると、エラー（E3057）が表示されます。

第 10章　OPC-UA サーバ機能（付加仕様、/UA） 
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基本操作
②	自己署名証明書作成

1	 ［自己署名証明書作成］ボタンをクリックします。
［自己署名証明書作成］ダイアログが表示されます。

2 	 各項目を入力します。入力範囲は以下のとおりです。
•	 国名：半角英字 2 文字
•	 都道府県名、市町村名：半角英数文字と半角スペース、および半角記号 128 文字以内

	 禁止文字：！ " ＃ $%&';?^|
•	 組織名、部門名、コモンネーム、メールアドレス：半角英数文字と半角スペース、お

よび半角記号 64 文字以内
	 禁止文字：！ " ＃ $%&';?^|

3 	 ［OK］をクリックします。
自己署名証明書が作成されます。
作成に失敗すると、エラー（E3072）が表示されます。

Note
•	 入力した文字が範囲を超えた場合は制限文字数内にカットされます。
•	 発行者情報と発行先は同じ内容になります。

第 10章　OPC-UA サーバ機能（付加仕様、/UA） 
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作成される自己署名証明書の項目と内容は下表のとおりです。
項目名 内容
バージョン “V3”
シリアル番号 自動生成 *1

署名アルゴリズム Sha1RSA
署名ハッシュアルゴリズム Sha1
発行者：国名 作成ダイアログで入力した設定
発行者：都道府県名 同上
発行者：市町村名 同上
発行者：組織名 同上
発行者：部門名 同上 
発行者：コモンネーム 同上
発行者：メールアドレス 同上
有効期限の開始 証明書を作成した PC 時刻
有効期限の停止 2037/12/1 21:00:00
発行先：国名 作成ダイアログで入力した設定 
発行先：都道府県名 同上
発行先：市町村名 同上
発行先：組織名 同上
発行先：部門名 同上 

発行先：コモンネーム 同上
発行先：メールアドレス 同上

*1 サーバソフトウェアのライセンス番号から自動生成されます。

GA10 の OPC-UA サーバを起動したときに証明書が存在しない場合は、以下の内容で自己署名
証明書が自動的に作成されます。発行者情報と発行先は同じ内容です。

自動的に生成される自己署名証明書の項目内容

項目名 内容
バージョン “V3”
シリアル番号 自動生成 *1

署名アルゴリズム Sha1RSA
署名ハッシュアルゴリズム Sha1
発行者：国名 “JP”
発行者：都道府県名 “Tokyo”
発行者：市町村名 “Musashino”
発行者：組織名 “Yokogawa Electric Corp.”
発行者：部門名 “Product Business Center”
発行者：コモンネーム *2 “GA10-UAServer@ “+[ComputerName]
発行者：ドメインコンポーネント *2 [ComputerName]
有効期限の開始 証明書を作成した PC 時刻
有効期限の停止 2037/12/1 21:00:00
発行先：国名 “JP”
発行先：都道府県名 “Tokyo”
発行先：市町村名 “Musashino”
発行先：組織名 “Yokogawa Electric Corp.”
発行先：部門名 “Product Business Center”
発行先：コモンネーム *2 “GA10-UAServer@ “+[ComputerName]
発行先：メールアドレス *2 空欄

*1	 サーバソフトウェアのライセンス番号から自動生成されます。
*2	 [ComputerName] には PC 名が入ります。

第 10章　OPC-UA サーバ機能（付加仕様、/UA） 
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基本操作

③	証明書署名要求（CSR）作成

1	 ［証明書署名要求 (CSR) 作成］ボタンをクリックします。
［証明書署名要求 (CSR) 作成］ダイアログが表示されます。

2 	 [ ファイル名］までの各項目を入力します。文字の入力範囲は以下のとおりです。

•	 国名：半角英字 2 文字
•	 ファイル名：\/:,;*?” <>| を除く、半角 60 文字以内
•	 都道府県名、市町村名：半角英数文字と半角スペース、および半角記号 128 文字以内

	 禁止文字：！ " ＃ $%&';?^|
•	 組織名、部門名、コモンネーム、メールアドレス：半角英数文字と半角スペース、お

よび半角記号 64 文字以内
	 禁止文字：！ " ＃ $%&';?^|

3 	 ［参照］をクリックして保存先［フォルダ］を指定します。
［フォルダの参照］ダイアログが表示されます。

文字の入力範囲は以下のとおりです。

•	 255 文字以内。
	 禁止文字：/?” <>|

4 	 ［OK］をクリックします。
指定のフォルダに証明書署名要求 (CSR) が作成されます。ファイルの拡張子は *.csr となります。
作成に失敗すると、エラー（E3067）が表示されます。
作成される証明書署名要求 (CSR) の項目と内容は下表のとおりです。
項目名 内容
国名 作成ダイアログで入力した設定
都道府県名 同上
市町村名 同上
組織名 同上
部門名 同上
コモンネーム 同上
メールアドレス 同上

第 10章　OPC-UA サーバ機能（付加仕様、/UA） 
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第 10章　OPC-UA サーバ機能（付加仕様、/UA） 

10.2.5	 運転画面
OPC-UA サーバプロジェクトは記録機能を持たないため、通常のプロジェクトとは異なり、運
転画面に記録に関する項目は表示されません。

•	 プロジェクト状態
	 収集停止中、または収集中
•	 データ抜け
	 記録データの取りこぼしの発生状況
•	 機器運転状態
	 機器リスト上の機器との通信状態を表示します。データの収集を停止しているときは何も表

示しません。

機器名

機種アイコン

機種名

通信アドレス

通信状態



Blank
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第 11 章　Modbus サーバ機能
11.1	 Modbus サーバの基本機能

Modbus サーバ機能は、Modbus/TCP クライアント機器からのリクエストを受信し、Modbus
アドレスで指定されている現在収集中の GA10 プロジェクトの情報をレスポンスとして返信し
ます。
Modbus クライアント機器は、GA10 に対し、以下の操作ができます。

・タグ、演算タグのデータの読み込み
	 値、ステータス、スケール上下限

・プロジェクト情報のデータの読み込み
	 収集・記録状態、アラーム発生状態、アラーム ACK 状態、データ抜け有り無し、書き込みエラー

有り無し、記録開始時刻、記録時間、作成済みファイル数

データロギングソフトウェア GA10

Ethernet

Modbusクライアント機器

GX/GP

Modbus サーバ

コマンド

入力レジスタ

保持レジスタ 読み込み

読み込み
3XXXXX

4XXXXX

Read

Read

GA10の内部レジスタ クライアント

要求

返信

Modbus サーバの基本機能は以下のとおりです。
仕様 内容
プロトコル ModbusTCP
ポート番号 502（デフォルト値）
ファンクションコード 3（保持レジスタの読み出し）、4（入力レジスタの読み出し）
接続可能最大クライアント数 30
データ更新周期 対応する GA10 プロジェクトの収集周期と同じ
アドレス範囲 1 ～ 247（GA10 プロジェクトに割り当て）
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11.2	 Modbus サーバとレジスタアサイン
11.2.1	 Modbus サーバ
ファンクションコード
GA10 がサポートするファンクションは次の通りです。
ファンクションコード 機能 動作
3 保持レジスタの読み込み

（4XXXX、4XXXXX）
クライアント（マスタ）機器が GA10 のタグや演算タグのデータを読
み込む。

4 入力レジスタの読み込み
（3XXXX、3XXXXX）

クライアント（マスタ）機器が GA10 のタグや演算タグのデータを読
み込む。

11.2.2	 レジスタアサイン一覧
タグ・演算タグの Modbus レジスタアドレスは GA10 プロジェクトでのタグ Index 順に（1 ～
2000、および 2001 ～ 10000）、演算 Index（1 ～ 2000）順に下記表の通りに固定で割り割り当
てられています。

Note
10000 タグモデルのときに使用できるタグ 5001 ～ 10000 のデータは、タグ 5000 までのレジスタア
ドレスと連続していません。10000 タグモデルの場合は、レジスタアサインに注意して使用してくだ
さい。また、タグ 2001 ～タグ 10000 のスケール下限、スケール上限のレジスタアドレスの割り当て
はありませんので、ご注意ください。

タグ・演算の入力レジスタ

種類 入力レジスタ 型
値 タグ 300001 ～ 304000

304001 ～ 310000
314001 ～ 320000
326001 ～ 330000

32 ビット浮動小数点型（下位、上位の順）

演算タグ 310001 ～ 314000 32 ビット浮動小数点型（下位、上位の順）
ステータス タグ 320001 ～ 322000

338001 ～ 346000
符号なし 16 ビット整数型

演算タグ 324001 ～ 326000 符号なし 16 ビット整数型
スケール下限、上限 タグ 330001 ～ 338000 32 ビット浮動小数点型（下位、上位の順）

演算タグ 346001 ～ 362000 32 ビット浮動小数点型（下位、上位の順）

タグ・演算の保持レジスタ

種類 保持レジスタ 型
値 タグ 400001 ～ 404000

404001 ～ 410000
414001 ～ 420000
426001 ～ 430000

32 ビット浮動小数点型（下位、上位の順）

演算タグ 410001 ～ 414000 32 ビット浮動小数点型（下位、上位の順）
ステータス タグ 420001 ～ 422000

438001 ～ 446000
符号なし 16 ビット整数型

演算タグ 424001 ～ 426000 符号なし 16 ビット整数型
スケール下限、上限 タグ 430001 ～ 438000 32 ビット浮動小数点型（下位、上位の順）

演算タグ 446001 ～ 462000 32 ビット浮動小数点型（下位、上位の順）

第 11章　Modbus サーバ機能
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プロジェクト情報の入力レジスタ

種類 レジスタ 値 型
プロジェクト状態 365001 0: 停止中、1: 収集中、2: 記

録中
符号なし 16 ビット整数型

データ抜け 365002 0: 無し、1: あり 符号なし 16 ビット整数型
書き込みエラー 365003 0: 無し、1: あり 符号なし 16 ビット整数型
時刻補正 365004 0: 無効、1: 有効（補正中）、

2: 有効、3: 未使用
符号なし 16 ビット整数型

記録開始
時刻

年 365005 ― 符号なし 16 ビット整数型
月 365006 1-12 符号なし 16 ビット整数型
日 365007 1-31 符号なし 16 ビット整数型
時 365008 0-23 符号なし 16 ビット整数型
分 365009 0-59 符号なし 16 ビット整数型
秒 365010 0-59 符号なし 16 ビット整数型
ミリ秒 365011 0-999 符号なし 16 ビット整数型

累積記録時間（秒） 365012 ― 符号なし 32 ビット整数型（下位、上位の順）
作成済みファイル数 365014 ― 符号なし 32 ビット整数型（下位、上位の順）
ディスク全体容量 365016 単位は Mbyte 32 ビット浮動小数点型（下位、上位の順）
ディスク空き容量 365018 単位は Mbyte 32 ビット浮動小数点型（下位、上位の順）
アラーム ACK 365020 0: 無し、1: あり 符号なし 16 ビット整数型
デマンド警報 364001 ～

364020
積算グループ 1-20：
364001-364020
Bit0-3：基本警報 1-4（On:
１、Off: ０）
Bit8：遮断警報（On: １、
Off: ０）

符号なし 16 ビット整数型

第 11章　Modbus サーバ機能
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11.2.3	 入力レジスタ
クライアント機器は、入力レジスタからの読み込みができます。
5000 タグモデル、10000 タグモデルのときに使用できるタグ 2001 ～ 10000 の割り当ては別表
に分けて記載します。

タグ・演算のデータ

種類 タグのデータ 入力レジスタ データ型
値 タグ タグ 0001 のデータの下位ワード 300001 32 ビット浮動小数点型（下

位、上位の順）タグ 0001 のデータの上位ワード 300002
　｜ 　｜
タグ 2000 のデータの下位ワード 303999
タグ 2000 のデータの上位ワード 304000

演算タグ 演算タグ 0001 のデータの下位ワード 310001
演算タグ 0001 のデータの上位ワード 310002
　｜ 　｜
演算タグ 2000 のデータの下位ワード 313999
演算タグ 2000 のデータの上位ワード 314000

ステータス タグ タグ 0001 のステータス情報 320001 符号なし 16 ビット整数型
　｜ 　｜
タグ 2000 のステータス情報 322000

演算タグ 演算タグ 0001 のステータス情報 324001
　｜ 　｜
演算タグ 2000 のステータス情報 326000

スケール最小、最
大

タグ タグ 0001 のデータの下位ワード 330001 32 ビット浮動小数点型（下
位、上位の順）タグ 0001 のデータの上位ワード 330002

　｜ 　｜
タグ 2000 のデータの下位ワード 337999
タグ 2000 のデータの上位ワード 338000

演算タグ 演算タグ 0001 のデータの下位ワード 346001
演算タグ 0001 のデータの上位ワード 346002
　｜ 　｜
演算タグ 2000 のデータの下位ワード 361999
演算タグ 2000 のデータの上位ワード 362000

下表はタグ 2001 ～ 10000 の割り当てです。
種類 タグのデータ 入力レジスタ データ型
値 タグ タグ 2001 のデータの下位ワード 304001 32 ビット浮動小数点型（下

位、上位の順）タグ 2001 のデータの上位ワード 304002
　｜ 　｜
タグ 5000 のデータの下位ワード 309999
タグ 5000 のデータの上位ワード 310000
* �タグ 5000 とタグ 5001 の入力レジスタのアドレスは不連

続です。
タグ 5001 のデータの下位ワード 314001
タグ 5001 のデータの上位ワード 314002
　｜ 　｜
タグ 8000 のデータの下位ワード 319999
タグ 8000 のデータの上位ワード 320000
* �タグ 8000 とタグ 8001 の入力レジスタのアドレスは不連

続です。
タグ 8001 のデータの下位ワード 326001
タグ 8001 のデータの上位ワード 326002
　｜ 　｜
タグ 10000 のデータの下位ワード 329999
タグ 10000 のデータの上位ワード 330000

ステータス タグ タグ 2001 のステータス情報 338001 符号なし 16 ビット整数型
　｜ 　｜
タグ 10000 のステータス情報 346000

第 11章　Modbus サーバ機能



11-5IM 04L65B01-01JA

M
odbus

サ
ー
バ
機
能

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

付

索

13

14

15

第 11章　Modbus サーバ機能

ステータス

ステータス16ビット
Bit0Bit15

Bit 内容
0 アラームレベル 1（On：１、Off：０）
1 アラームレベル 2（On：１、Off：０）
2 アラームレベル 3（On：１、Off：０）
3 アラームレベル 4（On：１、Off：０）
4 ～ 7 予備
8 ～ 15 エラーコード（5 ビットの 2 進数を 10 進数に）

0：エラー無し
1：+OVER
2：-OVER
3：スキップ
4：データ欠け（レコーダ）

レコーダ本体で、当該の測定点においてデータが抜けている状態です。
5：不定データ
6：データなし
7：無効
8：+OVER バーンアウト
9：-OVER バーンアウト
10：非数
11：エラー
12：オフ
13、14：未使用
15：データ欠け（GA10）

GA10 で、当該の収集点においてデータが収集できていない状態、データ抜けが発生
している状態です。



11-6 IM 04L65B01-01JA

11.2.4	 保持レジスタ
クライアント機器は、保持レジスタからの読み込みができます。
5000 タグモデル、10000 タグモデルのときに使用できるタグ 2001 ～ 10000 の割り当ては別表
に分けて記載します。

タグ・演算のデータ

種類 タグのデータ 保持レジスタ データ型
値 タグ タグ 0001 のデータの下位ワード 400001 32 ビット浮動小数点型（下

位、上位の順）タグ 0001 のデータの上位ワード 400002
　｜ 　｜
タグ 2000 のデータの下位ワード 403999
タグ 2000 のデータの上位ワード 404000

演算タグ 演算タグ 0001 のデータの下位ワード 410001
演算タグ 0001 のデータの上位ワード 410002
　｜ 　｜
演算タグ 2000 のデータの下位ワード 413999
演算タグ 2000 のデータの上位ワード 414000

ステータス タグ タグ 0001 のステータス情報 420001 符号なし 16 ビット整数型
　｜ 　｜
タグ 2000 のステータス情報 422000

演算タグ 演算タグ 0001 のステータス情報 424001
　｜ 　｜
演算タグ 2000 のステータス情報 426000

スケール最小、最
大

タグ タグ 0001 のデータの下位ワード 430001 32 ビット浮動小数点型（下
位、上位の順）タグ 0001 のデータの上位ワード 430002

　｜ 　｜
タグ 2000 のデータの下位ワード 437999
タグ 2000 のデータの上位ワード 438000

演算タグ 演算タグ 0001 のデータの下位ワード 446001
演算タグ 0001 のデータの上位ワード 446002
　｜ 　｜
演算タグ 2000 のデータの下位ワード 461999
演算タグ 2000 のデータの上位ワード 462000

下表はタグ 2001 ～ 10000 の割り当てです。
種類 タグのデータ 入力レジスタ データ型
値 タグ タグ 2001 のデータの下位ワード 404001 32 ビット浮動小数点型（下

位、上位の順）タグ 2001 のデータの上位ワード 404002
　｜ 　｜
タグ 5000 のデータの下位ワード 409999
タグ 5000 のデータの上位ワード 410000
* �タグ 5000 とタグ 5001 の入力レジスタのアドレスは不連

続です。
タグ 5001 のデータの下位ワード 414001
タグ 5001 のデータの上位ワード 414002
　｜ 　｜
タグ 8000 のデータの下位ワード 419999
タグ 8000 のデータの上位ワード 420000
* �タグ 8000 とタグ 8001 の入力レジスタのアドレスは不連

続です。
タグ 8001 のデータの下位ワード 426001
タグ 8001 のデータの上位ワード 426002
　｜ 　｜
タグ 10000 のデータの下位ワード 429999
タグ 10000 のデータの上位ワード 430000

ステータス タグ タグ 2001 のステータス情報 438001 符号なし 16 ビット整数型
　｜ 　｜
タグ 10000 のステータス情報 446000

ステータス
「11.2.3　入力レジスタ」のステータスを参照してください。

第 11章　Modbus サーバ機能
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11.2.5	 リクエストに対するレスポンス、タイムアウト処理
リクエストに対するレスポンスは、正常時の場合を含めて以下の通りとなります。
•	 指定ファンクションコードが 3（保持レジスタの読み込み）、4（入力レジスタの読み込み）

以外の場合、例外コード 1 を返します。
•	 指定プロジェクトがない場合または収集中ではない場合、例外コード 2 を返します。
•	 指定タグのレジスタが範囲を超える場合、例外コード 2 を返します。
•	 指定タグのレジスタが範囲内だが、タグが存在しない場合、ステータスを「データ無し」と

して返します。
•	 上記以外は正常のレスポンスを返します。

タイムアウト処理
Modbus クライアントと通信が 2 分（GA10 クライアント画面より設定した値）以上ない場合、
Modbus クライアントとの接続を切断します。

第 11章　Modbus サーバ機能
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第 12 章　積算表示機能（付加仕様、/WH）
12.1	 概要

GA10 の積算表示機能は、機器から収集した積算有効電力または積算流量を、積算グラフ（積
算バー、積算トレンド）、デマンド監視（電力測定のとき）によりモニタすることができます。
収集した積算有効電力または積算流量は積算レポートデータファイル、デマンド監視データ
ファイル（電力測定のとき）として出力されます。
積算レポートデータ、デマンド監視データは、ユニバーサルビューアで見ることができます。

電力測定では、小形電力モニタ UPM100、UPM101（以下「UPM」と呼びます）の積算有効電
力を収集し、積算グラフ、デマンド監視によるモニタができます。また、小形電力モニタの積
算有効電力をデータアクイジションユニット GM（以下「GM」と呼びます）を経由して収集す
ることにより、複数グループのデータ収集が可能なため、工場全体の総合監視を行うことがで
きます。

UPM との接続は、シリアル通信（RS-485）、イーサネット通信（Ethernet/RS-485 変換器 VJET 使用）
により行うことができます。
UPM と GM の接続は、シリアル通信（RS-485）、イーサネット通信（Ethernet/RS-485 変換器
VJET 使用）、および 920 MHz 無線通信により行うことができます。
920 MHz 無線通信を使用すれば、新たなネットワークの敷設などの配線工事や作業工数を削減
することができます。

	 イーサネット通信による接続例

Ethernet

GA10

積算グラフ デマンド監視

・積算レポートデータ
・デマンド監視データ

UPM

RS-485

UPM

RS-485

VJET

VJET

GM

UPM RS-485

SMART 920

GM
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積算演算
演算タグ設定で積算演算するチャネルのタグを積算対象に設定すると、演算式が自動的に設定
されます。
測定周期毎に機器から収集した積算有効電力または積算流量は、単位時間（1 時間）あたりの
積算値に演算され、毎正時の積算値として積算データファイルに保存されます。
機器の積算オーバーフロー発生時には、指定のオーバーフロー値または自動計算によるオー
バーフロー値を使用して演算ができます。

	 	 	 	 	

[ データファイル一覧画面］へ

測定周期

01:00:00 02:00:00

単位時間あたりの
積算値

03:00:00 04:00:00
時刻

積算値

00:00:00

積算レポートデータ
機器から収集した積算有効電力（積算流量）は GA10 の演算機能（付加仕様、/MT）により、
1 時間あたりの値に演算されます。毎正時ごとの積算データは、積算レポートデータとしてファ
イル出力されます。
積算レポートデータは積算グラフ表示して、モニタできます。

デマンド監視データ
積算グループごとのデマンド監視データ（デマンド監視期間の積算有効電力）は、デマンド監
視データとしてファイル出力されます。
デマンド監視期間の現在までのデマンドは、デマンド監視によりモニタできます。

積算グラフ
	 積算グラフについては、12-5 ページの「12.3 積算グラフ」を参照してください。

デマンド監視
	 デマンド監視については、12-6 ページの「12.4 デマンド監視」を参照してください。
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第 12章　積算表示機能（付加仕様、/WH）

12.2	 積算表示機能の設定の流れ

積算機能を使用するための GA10 の設定の流れについて説明しています。
	 UPM と GM の通信設定については、それぞれのマニュアルを参照してください。

設定の流れ

	 	 	 	 	

UPM または UPM を接続している GM10 を機器登録します。

UPM のデータ、または UPM のデータが割り付いている
GM10 の通信チャネルをタグに設定します。

積算演算をする対象のタグを演算タグに
設定します。

積算に関して、レポート出力、積算グループ、
デマンド監視などの条件を設定します。

3.3.4 項

UPM または GM（UPM）のデータを収集・記録する
プロジェクトを作成します。

3.3.5 項

データ収集方法、表示グループと、積算グラフ
、デマンド監視などのモニタ画面を設定します。

データ記録方法を設定します。
3.3.6 項

演算タグ設定

表示設定

記録設定

タグ設定

プロジェクト作成

積算設定

機器設定

Note
積算表示機能は収集周期が 10 分以下のときに有効です。

	「3.3.1 詳細設定でプロジェクトを作成する」

「3.3.2 接続機器を登録する」

「3.3.3 タグを設定する」

「3.3.16 積算を設定する（付加仕様、/WH付きのとき）」

「3.3.4 表示グループを設定する」

「3.3.5 データ収集方法とモニタ画面を登録する」

「4.1 演算タグを設定する」
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GA10の設定におけるデータの流れ

1	 タグ設定で、UPM の積算有効電力を収集している GM10 の通信チャネルをタグに設定し
ます。

2 	 演算タグ設定で、積算対象に積算演算するタグを設定します。

3 	 積算設定で、積算グループの積算チャネル（最大 10 チャネル）に演算タグを設定します。

	 	 	 	 	

UPM

積算有効電力

GM10

通信チャネル

C001

GA10

0001 A001

C002 0002 A002

01

02積算有効電力

積算有効電力 C005 0005 A005 05

積算有効電力 C006

積算有効電力 C010

0006 A006

0010 A010

01

05

••
•

••
•

••
•

••
•

••
•

••
•

••
•

••
•

••
•

••
•

••
•

••
•

積算グループ 1

積算グループ 2

タグ 演算タグ
（積算チャネル）

積算
（積算対象）

1 2 3
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12.3	 積算グラフ

積算グラフは各積算グループごとに、積算バーまたは積算トレンドグラフを切り替えて表示で
きます。積算グループは画面に表示されるタブページの選択で切り替えることができます。
積算バーグラフでは積算総量も表示されます。（積算トレンドには積算総量表示はありません。）
表示するレポート種類は、日報、週報、月報、または年報から選択できます。
また、指定した 2 つの日付の積算グラフを 2 段に並べて比較することができます。
カーソル表示により、選択した時間軸の各積算チャネルの値および各積算チャネルの合計値を
表示できます。
2 段に並べて比較表示のときは、2 つのグラフの差分、変化率も表示されます。

[ データファイル一覧画面］へ
積算バー 積算トレンド

2 段に並べて比較

積算グラフの詳細、モニタ
	 積算グラフの詳細およびモニタについては、「6.11 積算グラフ表示でモニタする（付加仕様、
/WH）」を参照してください。
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第 12章　積算表示機能（付加仕様、/WH）

12.4	 デマンド監視

デマンド監視画面は、各積算グループごとの現時点までのデマンド、予測デマンド、基準電力線、
をグラフ表示します。また、契約電力、警報設定値、警報マスクなども表示されます。
その他、詳細データの表示、基本警報、遮断警報のモニタができます。
積算グループは画面に表示されるタブページの選択で切り替えることができます。

[ データファイル一覧画面］へ

詳細データ

・	 契約電力
・	 目標デマンド
・	 現在基準電力
・	 現在デマンド
・	 予測デマンド
・	 超過電力
・	 調整電力
・	 遮断余裕時間
・	 遮断警報ヒステリシス
・	 残り時間
・	 基本警報設定値 1 ～ 4
・	 本日の最大電力実績（値、発生時刻）

デマンド監視画面の詳細、モニタ
	 デマンド監視の詳細およびモニタについては、「6.12 デマンド監視表示でモニタする（付加
仕様、/WH）」を参照してください。
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第 13 章　GateSushi 機能（付加仕様、/SU）
13.1	 概要

GateSushi 機能は、当社の Sushi Sensor（産業用 IoT 向け無線ソリューション）からのデータを
LoRaWAN ゲートウェイを介して GA10 で収集、記録することができます。

・ 最大 1000 個の Sushi Sensor を登録することができます。
・ Sushi Sensor に対して 4 レベルのアラームを設定することができます。

Ethernet

GA10

ゲートウェイ

Sushi Sensor
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13.2	 GateSushi 機能の設定の流れ
GateSushi 機能を使用するための GA10 の設定の流れについて説明します。

	 このマニュアルでは、Sushi Sensor と LoRaWAN ゲートウェイの構築が完了していることを
前提に説明しています。Sushi Sensor と LoRaWAN ゲートウェイの構築については、Sushi 
Sensor の各資料を参照してください。

・	 IM 01W06C01-01JA（Sushi Sensor シリーズソフトウェア編）
・	 TI 01W06A51-50JA（LoRaWAN ゲートウェイ設定ガイド）

GA10
プロジェクト作成

Sushi Sensor のデータを収集・記録するプロジェクトを作成
します。
	「3.3.1 詳細設定でプロジェクトを作成する」

GA10
GateSushi を機器登録

GateSushi を GA10 に機器登録します。
	「13.3 GateSushi を機器登録する」

GA10
GateSushi 画面起動

GateSushi の機器詳細情報から GateSushi 画面を起動します。

	「13.4 GateSushi 画面を起動する」

GateSushi
接続設定

GateSushi と RoLaWAN ゲートウェイが接続するための設定
です。
	「13.5.1 GateSushiと LoRaWANゲートウェイが接
続するための設定」

LoRaWAN
接続設定

LoRaWAN ゲートウェイが GateSushi に接続するための設定
です。
	「13.5.2 LoRaWANゲートウェイがGateSushiと接
続するための設定」

GateSushi
Sushi グループの設定

グループ名設定、Sushi Sensor の割り付けなどの設定です。
この Sushi グループ設定は、GA10 の表示グループ設定に反
映されます。

	「13.6 Sushi グループを設定する」

GateSushi Sushi Sensor の	
パラメータ設定

GA10 タグ（タグインデックス）に Sushi Sensor のパラメー
タデータを割り付けるための設定です。
	「13.7 Sushi Sensor のパラメータを設定する」

GateSushi
GA10に設定反映

GateSushi の設定を GA10 に反映する操作です。
	「13.8 GateSushi の設定をGA10に反映する」

GA10
表示設定

収集周期、モニタタイプの設定です。
「3.3.5 データ収集方法とモニタ画面を登録する」

GA10
記録設定

記録周期、記録種類 ( バイナリ /Excel) の設定です。
「3.3.8 データ記録方法を設定する」

GA10
収集・記録開始 「第 6章　データ収集をモニタする」
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第 13章　GateSushi 機能（付加仕様、/SU）

13.3	 GateSushi を機器登録する
プロジェクトを作成した後、GateSushi を機器登録します。
GA10 では、GateSushi を 1 つの機器として登録します。

1	 ［機器リスト］上部の［新規登録］ボタンをクリックします。または［機器リスト］の空
欄をダブルクリックします。

［機器登録］ダイアログの初期画面が表示されます。

	 	 	 	 	 	 	

2 	 GateSushi の内容を入力し [OK] をクリックします。
ダイアログが閉じ、［機器リスト］と［登録機器リスト］に GateSushi が登録されます。

項目 指定方法 初期値 説明
機器名 文字列を入力 Device 登録する機器の名称を入力します。

入力範囲：半角英数字 20 文字まで
機種 リストから選択 DX1000 「GateSushi」をリストから選択します。
通信方式 固定 イーサネット イーサネット固定です。
ホスト名 /
IP アドレス

固定 localhost localhost 固定です。

ポート番号 文字列を入力 34592 GateSushi のモニタポート番号です。初期値が PC 内で使用されて
いる場合のみ使用していないポートに変更します。
入力範囲：1025 ～ 65535

システム番号 固定 0 0 固定です。
[OK] ボタン 設定を反映してダイアログを閉じます。
[ オフライン登
録 ]

ボタン  3-17 ページの「オフラインでの登録」参照

[ キャンセル ] ボタン 編集をキャンセルしてダイアログを閉じます。

Note
・	 GateSushi サーバは、すべてのプロジェクトを通して 1 個が共通で使用されます。機器チャネルや

GA10 タグの割付も同じ設定が適用されますので、通常は 1 つのプロジェクトのみで GateSushi を
使用してください。

・	 GateSushi は [ 設定更新 ] ボタンを操作することはできません。
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13.4	 GateSushi 画面を起動する
機器リストおよび登録機器リスト上の機器アイコンを選択しているとき、機器情報表示エリア
に GateSushi の情報が表示されます。

	 	 	 	 	 	

1	 機器情報表示エリアの [ 設定 ] ボタンをクリックします。
GateSushi 画面が起動します。

Note
・	 GateSushi 画面を起動すると、現在表示していたプロジェクト画面は一旦自動で閉じます。「GA10

に設定反映」を行うときは、プロジェクト画面を閉じてください。
・	 起動済みの GateSushi 画面は自動終了します。
・	 GateSushi 画面を起動したときに表示が進まない場合は、一旦 Web ブラウザおよび GA10 画面を

終了し、Windows メニューから [ 管理者として実行 ] で GA10 画面を起動し、GateSushi 画面を表
示してください。

・	 GA10CL ライセンスのインストール（クライアント機能のみ）では、GateSushi 画面は起動できま
せん。

	 	 	 	 	 	 	

タブメニュー Sushi グループ登録エリア

Sushi パネル

[ 接続しているセンサ ] エリアメニューボタン
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第 13章　GateSushi 機能（付加仕様、/SU）

メニューボタン
タブメニューを選択すると、メニューボタンが表示されます。
タブメニュー メニューボタン 説明

設定 GateSushi

接続設定
GateSushi と RoLaWAN ゲートウェイが接続するための設定に使用します。
�13-7 ページの「13.5.1 GateSushiと LoRaWANゲートウェイが接続するた
めの設定」参照

設定テンプレート
センサ種類ごとのパラメータを、設定テンプレートとして複数パターン保存し
するときに使用します。
13-14 ページの「13.9 設定テンプレートを作成する」参照

設定ウィザード
Sushi グループ名設定、Sushi グループ割り付けを一括で行うときに使用します。
13-15 ページの「13.10 設定ウィザード機能を使用する（一括設定）」参照

GA10に設定反映
表示中の編集内容を GA10 タグ / グループ設定に反映するときに使用します。
13-13 ページの「13.8 GateSushi の設定をGA10に反映する」参照

GA10にタグ設定のみ
反映

表示中の編集内容を GA10 タグ設定にのみ反映するときに使用します。
13-13 ページの「13.8.2 GA10にタグ設定のみ反映する」参照

ファイル

設定エクスポート
GateSushi 設定ファイルを PC 上に保存するときに使用します。
13-23 ページの「13.15.1 GateSushi の設定エクスポート」参照

設定インポート
GateSushi 設定ファイルを PC 上から読み込み、GateSushi に反映するときに
使用します。
13-24 ページの「13.15.2 GateSushi の設定インポート」参照

センサインポート
現在の設定に対して Sushi Sensor の追加登録、削除、パラメータ設定変更す
るときに使用します。
13-25 ページの「13.15.3 GateSushi のセンサインポート」参照

オプション

オプション
GateSushi 画面の表示言語を変更するときに使用します。
13-22 ページの「13.14.1 表示言語を変更する」

ポート番号
HTTP ポート、GA10 ポートを変更するときに使用します。
13-22 ページの「13.14.2 ポート番号を変更する」

[ 接続しているセンサ ]エリア
LoRaWAN ゲートウェイから実際に受信している Sushi Sensor を表示するエリアです。Sushi 
Sensor は、製品画像とセンサ種類などの情報を表示します（以降、Sushi パネルと表記）。

Sushi グループ登録エリア
GA10 で Sushi Sensor の測定データを収集、記録させるために、対象となる Sushi Sensor を登
録するエリアです。
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GateSushi の詳細情報表示
［詳細情報を開く］ボタンを選択すると、機器のチャネル情報を表形式で表示します。

	 	 	 	 	 	

項目 説明
機器名 機器登録で指定した機器名
ソフトウェア名 GateSushi
リリースナンバ -
通信アドレス localhost
ポート番号 機器登録で指定したポート番号（モニタポート番号）
システム番号 0
チャネル GateSushi で使用 On にした Sushi アイテム数
[ 設定 ] ボタン Web ブラウザが起動し、GateSushi 画面が表示されます。
[ 詳細情報を開く ] ボタン GateSushi の詳細情報を表示します。
[ 詳細表示を閉じる ] ボタン GateSushi の詳細情報を閉じます。

項目 説明
チェックボタンの On/Off チェック On の状態は、チャネルが「使用」されていることを意味します。

「未使用」のとき、GA10 のタグ設定画面ではタグを指定することができません。
使用チャネル 0001 ～ 10000 までのチャネル番号です (GateSushi 側で決定される )。

チェック Off にしたチャネルは、GA10 タグ設定でタグ選択できません。
タグ No. ブランク（GateSushi 側では指定できません。）
タグコメント GateSushi 側で設定した各パラメータ = タグ文字列が表示されます。
タイプ LONG 固定です。
小数点 GateSushi 側で設定した各パラメータ = タグの小数点が表示されます。
最小 GateSushi 側で設定した各パラメータ = タグのスパン下限が表示されます。
最大 GateSushi 側で設定した各パラメータ = タグのスパン上限が表示されます。
単位 GateSushi 側で設定した各パラメータ = タグの単位文字列が表示されます。
アラーム 1 ～ 4  種類 / 値 GateSushi 側で設定した各パラメータ = タグのアラーム 1 ～ 4 のアラーム種類、アラー

ム値が表示されます。

Note
GateSushi を起動したプロジェクトが収集中の場合は、操作の制限があります。収集中は、センサ登録、
パラメータ使用の増減、「GA10 に設定反映」などの操作はできません。
収集中にできることは以下です。

・	 センサ交換操作
・	 機器タグの変更
・	 アラーム設定の変更
・	 接続設定
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第 13章　GateSushi 機能（付加仕様、/SU）

13.5	 接続設定をする
13.5.1	 GateSushi と LoRaWAN ゲートウェイが接続するための設定
GateSushi と RoLaWAN ゲートウェイが接続するための通信接続設定を行います。

1	 [ 接続設定 ] メニューボタンをクリックします。
[ 接続設定 ] ダイアログが表示されます。

	 	 	 	 	 	 	

2 	 各項目を入力して [OK] をクリックします。
接続設定が反映されます。

項目 指定方法 初期値 説明
ユーザ認証 Off、On を選択 Off LoRaWAN ゲートウェイからの接続に認証を必要とするかを指

定します。Off にすると、LoRaWAN ゲートウェイ側のユーザ名、
パスワード設定は不要です。

ユーザ名 文字列を入力 空欄 LoRaWAN ゲートウェイが認証ありで接続するためのユーザ名
です。LoRaWANゲートウェイ側のNodeRED設定時は、このユー
ザ名を指定します。
入力範囲：半角英数字 20 文字まで

パスワード 文字列を入力 空欄 LoRaWAN ゲートウェイが認証ありで接続するためのパスワー
ドです。LoRaWAN ゲートウェイ側の NodeRED 設定時は、こ
のパスワードを指定します。
入力範囲：半角英数字 20 文字まで

パスワード ( 確認 ) 文字列を入力 空欄 パスワードの再確認用です。
[OK] ボタン 設定を反映してダイアログを閉じます。
[ キャンセル ] ボタン 編集をキャンセルしてダイアログを閉じます。

13.5.2	 LoRaWAN ゲートウェイが GateSushi と接続するための設定
LoRaWAN ゲートウェイと GateSushi が接続するための設定を Node-RED というソフトウェアで
設定します。

	 設定操作については、下記を参照してください。
・	 TI 01W06A51-50JA（LoRaWAN ゲートウェイ設定ガイド）

必要な設定項目

設定項目 設定する内容
URL http://[GA10 PC IP アドレス ]:34591/api/v1/sushi
SSL 有無（On/Off） Off
認証有無（On/Off） GateSushi で、ユーザ名、パスワードを設定している場合は「On」に設定してください。

ユーザ名、パスワードを設定していない場合は「Off」に設定してください。
ユーザ名 GateSushi に設定したユーザ名（‘  “  ;  , は禁止文字）
パスワード GateSushi に設定したパスワード（‘  “  ;  , は禁止文字）

Note
LoRaWAN ゲートウェイが外部ネットワークにある場合、LoRaWAN ゲートウェイから社内ネットワー
クへの HTTP 通信アクセスを許可する必要があります。ポート番号の開放などが必要です。その場合
はネットワーク管理者に問い合わせてください。
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13.6	 Sushi グループを設定する
Sushi グループを作成します。Sushi グループは、200 個まで作成できます。
この Sushi グループが、GA10 の表示グループ（Group 001 ～ 200）に反映されます。

・	 グループ名を設定する
・	 Sushi Sensor をグループに割り付ける

(1)	接続しているセンサをグループに割り付ける
(2)	新規登録でグループに割り付ける（接続されていないセンサ）
(3) 設定ウィザードによるグループ割り付け：
	 13-15 ページの「13.10 設定ウィザード機能を使用する（一括設定）」を参照してください。

13.6.1	 グループ名の設定
Sushi グループのグループ名を設定します。ここで設定したグループ名は、GA10 のグループ番
号、グループ名に反映されます。

	 	

[ グループ名変更 ] ボタン表示タイトル

（接続しているセンサエリア） （Sushi グループ登録エリア）

[+] ボタン

項目 指定方法 初期値 説明
表示タイトル グループ N：

xxxx
N：1 ～ 200
xxxx：グループ名文字列

[+] ボタン 選択すると [ 新規センサ登録 ] ダイアログが表示されます。
（13-10 ページの「(2) 新規登録でグループに割り付ける」参照）

[ グループ名変更 ] ボタン 選択すると [ グループ名設定 ] ダイアログが表示されます。

1	 [ グループ名変更 ] ボタンをクリックします。
[ グループ名設定 ] ダイアログが表示します。

	 	

2 	 グループ名に任意のグループ名を入力して [OK] をクリックします。
グループ名が変更されます。

項目 指定方法 初期値 説明
グループ名 文字列を入力 Group N

（N：1 ～ 200）
20 文字まで設定できます。

[OK] ボタン 設定を反映してダイアログを閉じます。
[ キャンセル ] ボタン 編集をキャンセルしてダイアログを閉じます。
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第 13章　GateSushi 機能（付加仕様、/SU）

13.6.2	 Sushi Sensor のグループ割付
1 グループに割り付けられる Sushi Sensor は最大 50 個です。

(1) 接続しているセンサをグループに割り付ける
	 GateSushi HTTP サーバが LoRaWAN ゲートウェイから実際に受信している Sushi Sensor を

グループに割り付ける操作です。実際に受信している Sushi Sensor は、[ 接続しているセンサ ]
エリアに Sushi パネルで表示されます。

1	 [ 接続しているセンサ ] エリアにある Sushi パネルを割り付けたいグループにドラッグ＆
ドロップします。

Sushi Sensor は、グループに割り付けられます。

割り付けた Sushi Sensor を削除する場合は、Sushi パネルにカーソルを合わせて [ ] をクリック
します。

ドラッグ＆ドロップ

	 Sushi パネル

カーソルをSushi パネルの上に置いた状態

項目 説明
種類 Sushi Sensor の種類を表示します。不明なときは、「- - -」を表示して Sushi Sensor の画像は

表示されません。
・圧力 （XS530）、温度 （XS550）、振動 （XS770A）

EUI 1 個の Sushi Sensor をネットワーク内で一意に識別するための ID を表示します。
機器タグ Sushi Sensor のタグ名です。Sushi Sensor 側では、セットアップ時に専用アプリで設定します。

	 表示の更新について
	 [ 接続しているセンサ ] エリアは、LoRaWAN ゲートウェイから受け取った Sushi Sensor

の情報をリアルタイムで更新します。

項目 説明
表示 Sushi パネル

HTTP サーバが接続認識した順番に先頭に追加されます。
表示更新周期 30 秒
パネル表示数 最大 1200 個（グループに割り付けられるのは、1000 個までです。）

Note
[ 接続しているセンサ ] に表示される Sushi Sensor の機器タグは、以下のタイミングで表示反映され
ます。定期的な表示更新は行われませんので注意してください。

・	 Sushi Sensor のネットワーク接続時、接続 1 時間後、接続 2 時間後
・	 Sushi Sensor の機器タグを専用アプリから変更したとき

設定操作については、下記を参照してください。
	 IM 01W06C01-01JA（Sushi Sensor シリーズ ソフトウェア編）の「7. 送信データ」
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(2) 新規登録でグループに割り付ける
	 GateSushi と LoRaWAN ゲートウェイが接続されていないか、または接続されているがセン

サデータが届いていない状態で、ローカル設定としてグループに登録しておく操作を説明し
ます。

1	 Sushi グループ登録エリアの登録したいグループの [+] ボタンをクリックします。

	 	

[+] ボタン

[ 新規センサ登録 ] ダイアログが表示されます。

	 	

2 	 使用する Sushi Sensor の仕様に合わせて、種類、EUI、機器タグを設定します。

3 	 [OK] をクリックします。
グループに Sushi Sensor が割り付けられます。

項目 指定方法 初期値 説明
種類 リストから選択 振動 (XS770A) 登録するセンサを選択します。

・選択範囲：振動 (XS770A)、圧力 (XS530）、温度 （XS550）
EUI 文字列を入力 空欄 1 個の Sushi Sensor をネットワーク内で一意に識別するための

ID を設定します。
入力範囲：半角英数字とコロン (:)、23 文字
下記のフォーマットに従い、Sushi  Sensor の仕様に合わせて
入力してください。
xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx
xx：00 ～ FF（16 進数）

機器タグ 文字列を入力 SUggg_nnnn 
(*)

Sushi Sensor のタグ名を設定します。Sushi Sensor の仕様に合
わせて入力してください。
入力範囲：半角英数字 10 文字まで（‘  “  ;  , は禁止文字）
* �ggg：登録しているグループ番号
* nnnn：自身が登録される直前の登録個数 +1

OK ボタン 設定を反映してダイアログを閉じます。
キャンセル ボタン 編集をキャンセルしてダイアログを閉じます。
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13.7	 Sushi Sensor のパラメータを設定する
Sushi グループに Sushi Sensor を登録した後、GA10 タグに割り付ける Sushi Sensor のパラメー
タを設定します。ここで設定する値は、GA10 が機器チャネルの設定として取り込むための設
定です。

・	 1 グループに設定できる Sushi Sensor のパラメータは、最大 50 個です。
	 Sushi Sensor のパラメータについては、13-19 ページの「13.11 Sushi  Sensor のパラメータリ
スト」を参照してください。

1	 Sushi グループに登録した Sushi パネルをダブルクリックします。
Sushi パラメータ設定ダイアログが表示されます。

	 	

2 	 GA10 タグに割り付けるパラメータの [ 使用 ] チェックボックスを On（チェック）にして
各項目を設定します。

設定テンプレートを読み込んで設定する場合は、[ 設定テンプレート読込 ] ボタンをクリックします。
[ 設定テンプレート読込 ] ダイアログが表示されます。
テンプレート番号を選択して [ 読込 ] ボタンをクリックすると、ダイアログが閉じて、設定テンプレー
トの内容に反映されます。

	 	

	 設定テンプレートについては、13-14 ページの「13.9 設定テンプレートを作成する」を参
照してください。

3 	 [OK] をクリックしてダイアログを閉じます。

項目 指定方法 初期値 説明
EUI 文字列を入力 空欄 13-10 ページの「(2) 新規登録でグループに割り付ける」

を参照してください。
機器タグ 文字列を入力 SUggg_nnnn 13-10 ページの「(2) 新規登録でグループに割り付ける」

を参照してください。
‘  “  ;  , は禁止文字です。

データ抜け検知時間 ( 分 ) 数値を入力 120 このダイアログ内のアラームの種類で Data loss が 1 個以
上設定されている場合に表示されます。
設定範囲：1 ～ 12000（分）
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データ抜け検知
	 Sushi Sensor からの電波遮断や電池切れによるデータ抜けを検知します。設定したデータ抜

け検知時間 ( 分 ) 内にデータを受信しないとデータ抜けとして検知します。
	 GA10 のモニタでは、アラームインジケータに「D」が表示され、データファイルにも記録

されます。

	 設定方法
	 Sushi Sensor のパラメータ設定ダイアログで、アラーム種類に「Data loss」を設定します。

1 個の Sushi Sensor に対してパラメータを 1 つだけ設定すれば有効になります。

データ抜け検知時間の目安機能
	 接続している Sushi Sensor の通信状況からデータ抜け検知時間の目安を算出する機能です。
	 [ 目安 ] ボタンを押すことで、データ抜け検知時間に算出した時間が反映されます。反映さ

れたデータ抜け検知時間は、直接数値を入力して変更することができます。

Note
目安機能は、Sushi Sensor のデータ送信周期や実際の通信状況を確認しながら、目安としてご使用く
ださい。

項目 指定方法 初期値 説明
パラメータ パラメータ名称を表示する列です。
使用 チェックボックス On GA10 タグに割り付けるか、割り付けないかを On/Off で

設定します。
Off の場合、そのパラメータは以下の項目が無効になり
ます。

タグ 文字列を入力 機器タグ初期値 GA10 のタグコメントに反映されます。
入力範囲：32 文字以内（‘  “  ;  ,  は禁止文字）

スパン 小数点 リストから選択 パラメータ固有 0 ～ 5
最小 数値を入力 パラメータ固有 入力範囲：-9999999 ～ 99999999（小数点位置依存）
最大 数値を入力 パラメータ固有 入力範囲：-9999999 ～ 99999999（小数点位置依存）

単位 文字列を入力 パラメータ固有 6 文字以内（‘  “  ;  ,  は禁止文字）
アラーム
1 ～ 4

種類 リストから選択 Off アラームの種類を設定します。
入力範囲：Off、High、Low、rHigh、rLow、Data loss

・�High（上限）、Low（下限）、rHigh（変化率上限）、 
rLow（変化率下限）、Data loss（データ抜け）

値 数値を入力 0 入力範囲：-9999999 ～ 99999999（小数点位置依存）
・アラーム種類が Off または Data loss の場合は無効

ヒステリシス 数値を入力 0 入力範囲：-9999999 ～ 99999999（小数点位置依存）
・アラーム種類が Off または Data loss の場合は無効

単位変換 リストから選択 温度：無し
圧力：MPa

温度：無し、Kelvin
圧力：MPa、kPa、hPa、bar、mbar

機器チャネル 不可 GA10 タグの機器チャネルとして反映される設定値
GA10 タグ 不可 GA10 タグに反映される設定値
[ コピー ] ボタン 選択した行をクリップボードにコピーします。

コピーした行は、テキストエディタや Excel に貼り付けて
編集することができます。

[ 貼り付け ] ボタン クリップボードのデータを選択した行に貼り付けます。
テキストエディタや Excel で編集したデータをコピーし
て貼り付けることができます。

[ テンプレート読込 ] ボタン 表示中のパラメータ設定に、設定テンプレートを読み込
んで反映します。

[OK] ボタン 設定を反映してダイアログを閉じます。
[ キャンセル ] ボタン 編集をキャンセルしてダイアログを閉じます。

パラメータと機器チャネル、GA10タグの割付
・	 機器チャネルは「GA10 に設定反映」時にグループ、センサ、パラメータの並び順に再割

り当てされます。
・	 GA10 タグは、未使用の番号で小さい順に使用されます。
・	 使用 Off のパラメータは「None」になります。
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13.8	 GateSushi の設定を GA10 に反映する
13.8.1	 GA10 に設定を反映する
	 画面で編集した内容を GA10 タグ / グループへ反映します。

1	 [GA10 に設定反映 ] メニューボタンをクリックします。
確認のダイアログが表示されます。

2 	 [OK] をクリックします。
GateSushi 画面内容が GA10 へ反映されます。

13.8.2	 GA10 にタグ設定のみ反映する
	 画面で編集した内容を GA10 にタグ設定のみ反映します。

1	 [GA10 にタグ設定のみ反映 ] メニューボタンをクリックします。
確認のダイアログが表示されます。

2 	 [OK] をクリックします。
GateSushi 画面内容が GA10 へタグ設定のみ反映されます。

GA10に設定が反映する項目

GateSushi での項目 → GA10に設定反映
→ GA10にタグ設定のみ反映

大項目 項目 大項目 項目
Sushi グループ グループ番号

（N：1 ～ 200）
→ × 表示グループ グループ番号 

（Group N：1 ～ 200）
グループ名 → × 表示グループ Group N Sushi グループ名が、GA10

上の Group N のグループ
名として反映される。

Sushi EUI/ 機器タグ EUI × × GA10 には反映されません。GateSushi 固有の設定情報
です。機器タグ × ×

Sushi パラメータ 使用 On/Off → → タグ n タグ収集 On/Off
タグ記録 On/Off

タグ → → タグ n タグコメント
スパン 小数点 → → タグ n 小数点
スパン 最小 → → タグ n 最小 *1

→ × 表示グループ Group N に
割り当てられた
タグ n

スケール最小 *2

スパン 最大 → → タグ n 最大 *1

→ × 表示グループ Group N に
割り当てられた
タグ n

スケール最大 *2

単位 → → タグ n 単位 *1

アラーム 1 ～アラーム 4
 種類 / 値

→ → タグ n 種類 / 値

アラーム 1 ～アラーム 4
ヒステリシス

× × GA10 には反映されません。GateSushi 固有の設定情報
です。

単位変換 × × GA10 には反映されません。GateSushi 固有の設定情報
です。

機器チャネル → → タグ n GateSushi のチャネル（n：
00001 ～ 10000）

GA10 タグ → → タグ n タグインデックス
（n：00001 ～ 10000）

*1	 GA10 には、機器設定として取り込まれます。タグ設定画面には非表示で、機器情報表示エリアで
確認できます。

*2	 GA10 モニタ表示上の表示スケールです。データ収集 / アラーム判定には影響しません。

Note
Sushi パラメータが GA10 タグ設定に反映されたときのデータの[ タイプ ] は、GA10 のバージョンによっ
て異なります。

・	 R3.07：[ タイプ ] は LONG です。
・	 R3.08 以降：[ タイプ ] は LONG、FLOAT が混在します。測定値（加速度、速度、圧力）は FLOAT、

その他は LONG です。
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13.9	 設定テンプレートを作成する
センサ種類ごとに編集したパラメータ内容を、設定テンプレートとして 5 個まで保存すること
ができます。
保存したテンプレートは、[ 設定テンプレート読込 ] でパラメータ設定テーブルに反映すること
ができます。

・	 設定ウィザード機能を使用する場合は、事前に設定テンプレートを保存しておくことが必要
です。

1	 [ 設定テンプレート ] メニューボタンをクリックします。
[ 設定テンプレート ] ダイアログが表示されます。

	 	 	 	 	 	 	

2 	 各項目を入力して [ 保存 ] ボタンをクリックします。
テンプレートが保存されます。

	 Sushi Sensor のパラメータについては、13-11 ページの「13.7 Sushi Sensor のパラメータを設
定する」と 13-19 ページの「13.11 Sushi  Sensor のパラメータリスト」を参照してください。

項目 指定方法 初期値 説明
種類 リストから選択 空欄 センサ種類を選択します。
テンプレート番号 リストから選択 1 １～ 5 を選択します。
テンプレート名 文字列を入力 空欄 センサ種類のテンプレート番号に保存されているテンプレート

名文字列です。ダイアログ表示時の初期値はテンプレート番
号 1 のテンプレート名です。

[ コピー ] ボタン 選択した行をクリップボードにコピーします。
コピーした行は、テキストエディタや Excel に貼り付けて編集
することができます。

[ 貼り付け ] ボタン クリップボードのデータを選択した行に貼り付けます。
テキストエディタや Excel で編集したデータをコピーして貼り
付けることができます。

[ 保存 ] ボタン 選択するとテンプレートを保存してダイアログを閉じます。
[ キャンセル ] ボタン 編集をキャンセルしてダイアログを閉じます。
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13.10	 設定ウィザード機能を使用する（一括設定）
設定ウィザード機能を使用すると、Sushi グループ名設定、Sushi グループ割り付けを一括で行
えます。ダイアログウィザードにしたがって設定します。

(1) スタート
→
(2) グループ名設定

→
(3) センサ登録

→
(4) 設定反映の確認

→
(5) 設定反映の完了

← ← ← ←

→：次のダイアログに進む（[xxx に進む ] ボタン）（xxx は次のダイアログ名）
←：1 つ前のダイアログに戻る（[ 戻る ] ボタン）
各ダイアログで [ キャンセル ] ボタンをクリックすると、設定は行われずにダイアログが閉じます。

1	 [ 設定ウィザード ] メニューボタンをクリックします。
[ 設定ウィザード：スタート ] ダイアログが表示されます。

	 	

2 	 [ グループ名設定 ] に進むをクリックします。
[ 設定ウィザード：グループ名設定 ] ダイアログが表示されます。グループ名を設定します。

	 	

項目 指定方法 初期値 説明
グループ番号 1 ～ 200 のグループ番号を表示します。
グループ名 文字列を入力 Group N

（N：1 ～ 200）
20 文字まで設定できます。

[ コピー ] ボタン 選択した行をクリップボードにコピーします。
コピーした行は、テキストエディタや Excel に貼り付けて編集
することができます。

[ 貼り付け ] ボタン クリップボードのデータを選択した行に貼り付けます。
テキストエディタや Excel で編集したデータをコピーして貼り
付けることができます。
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3 	  [ センサ登録 ] に進むをクリックします。
[ 設定ウィザード：センサ登録 ] ダイアログが表示されます。
[ 新規センサ登録 ] または [ 接続センサ登録 ] のどちらかの操作でセンサをグループに登録します。
EUI の設定は必須です。[ 接続センサ登録 ] の操作は、接続済みのセンサから EUI を自動的に反映し
ます。

項目 指定方法 初期値 説明
グループ番号 リストから選択 1 1 ～ 200 のグループ番号を表示します。
個数：登録センサ 設定不可 このグループ番号に登録済みの Sushi Sensor の個数
個数：使用 On の
パラメータ

設定不可 このグループ番号に登録済みの Sushi Sensor について、「設定
テンプレート」内で使用 On になっているパラメータの合計数

タグ リストから選択 テンプレートを
使用する

GA10 に最終的に設定反映された場合の GA10 側でのタグコメ
ント文字列として設定されます。

「テンプレートを使用する」または「[ 機器タグ + パラメータ名 ] 
形式に置き換える」のどちらかを選択します。

・�テンプレートを使用する：設定テンプレートのパラメータタ
グをそのまま設定反映します。同じテンプレート番号を指定
した場合、異なるセンサのタグでも、同じパラメータなら同
じパラメータタグ文字列が反映されます。

・�[ 機器タグ + パラメータ名 ] 形式に置き換える：設定テンプ
レートのパラメータタグを無視して、本 UI 上で設定している
機器タグ文字列を使ったパラメータタグに置き換えて設定反
映します。

項目 指定方法 初期値 説明
操作種類 選択 新規センサ登録「新規センサ登録」または「接続センサ登録」から選択します。

・�新規センサ登録：接続されていないセンサをセンサ種類、追
加個数を指定してローカル登録します。

・�接続センサ登録：接続済みのセンサを追加センサとして登録
します。EUI、機器タグが接続情報から自動反映されます。
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(1) [ 新規センサ登録 ]でセンサを登録する
	 接続されていないセンサを、センサ種類、追加個数を指定してローカル登録する場合に設

定します。

	

項目 指定方法 初期値 説明
操作種類 選択 新規センサ登録
センサ種類 選択 振動 (XS770A) 振動 (XS770A)、圧力 (XS530)、温度 (XS550) から選択
個数 数値 0 0 ～ 50 の範囲で設定できます。
操作 [ 登録実行 ] ボタン [ 登録実行 ] ボタンを選択すると、Sushi Sensor の個数チェッ

クを行い、成功すると登録センサテーブルの最下部にセンサ
行を追加して表示が更新されます。
登録センサテーブルについては「13-18 ページの「登録センサ」
を参照してください。

(2) [ 接続センサ登録 ]でセンサを登録する
	 接続済みのセンサを追加センサとして登録する場合に設定します。EUI、機器タグが接続情

報から自動反映されます。

	

項目 指定方法 初期値 説明
操作種類 選択 接続センサ登録
操作 [ 接続しているセン

サを表示する ] ボ
タン

[ 接続しているセンサを表示する ] ボタンを選択すると、接続
しているセンサリストをダイアログで表示します。そのダイア
ログ上で、追加センサを選択します。

[ 接続しているセンサを表示する ] ボタンを選択すると下記のダイアログが表示されます。

	 	

項目 指定方法 初期値 説明
EUI 設定不可 接続しているセンサの EUI を表示します。
登録 チェックボックス Off この Sushi Sensor をグループに登録する (On)/ 登録しない (Off)

を設定します。
センサ種類 リストから選択 - - - 接続しているセンサ種類を表示します。センサ種類を取得で

きていないときに選択して設定する必要があります。
- - -

機器タグ 設定不可 この Sushi Sensor の機器タグを表示します。
OK ボタン [OK] ボタンを選択すると、Sushi Sensor の個数チェックを行い、

成功すると登録センサテーブルの最下部にセンサ行を追加し
て表示が更新されます。
登録センサテーブルについては「13-18 ページの「登録センサ」
を参照してください。

キャンセル ボタン 編集をキャンセルしてダイアログを閉じます。
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登録センサ

	

項目 指定方法 初期値 説明
センサ種類 このグループに登録されているセンサ種類です。
EUI 文字列を入力 空欄または

Sushi Sensor の
接続 EUI

[ 新規センサ登録 ] のときは「空欄」、[ 接続センサ登録 ] のと
きは「Sushi Sensor の接続 EUI」が初期値として表示されます。

・�半角英数のみ 23 文字まで（下記フォーマットで 16 進数） 
xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx （xx：00 ～ FF）

機器タグ 文字列を入力 SUggg_nnnn
または
Sushi Sensor の
タグ名

・�新規センサ登録のときは「SUggg_nnnn」 
ggg：登録するグループ番号 
nnnn：自身が登録される直前の登録個数 +1

・�接続センサ登録のときは「Sushi Sensor のタグ名」（Sushi 
Sensor 取り込み済みの場合） 
取り込めていない場合は「新規センサ登録」と同じ。

（Sushi Sensor 仕様と合わせる。）
設定テンプレート リストから選択 1 センサ種類に合ったテンプレートを選択します。
操作 [ 削除 ] ボタン 選択した行の登録センサを削除します。

Note
・	 [ 設定ウィザード：接続しているセンサ ] ダイアログを表示中に「接続されているセンサ」の接続

状態が更新されても、このダイアログの接続しているセンサリストには反映されません。
・	 以下の場合、次のダイアログに進むボタンをクリックしてもエラーメッセージが表示され、次のダ

イアログには進みません。
・	 Sushi Sensor のパラメータで [ 使用：On] の数が 1 グループあたりの上限（50 個）を超えてい

るグループがあるとき
・	 登録した Sushi Sensor の EUI がフォーマットに合っていないか、または空欄のとき

4 	  [ 設定反映の確認 ] に進むをクリックします。
[ 警告 ] ダイアログが表示されます。

W2013
設定ウィザードの内容をグループに反映します。よろしいですか？

5 	  [ 設定反映を実行する ] をクリックします。
[ 情報 ] ダイアログが表示されます。

M1029
設定を反映しました。

	  [OK] をクリックして設定ウィザードを終了します。
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13.11	 Sushi  Sensor のパラメータリスト
13.11.1	 振動センサ（XS770A）
区分 パラメータ名 GateSushi 表示名 解説
健全性情報 UpTime 起動経過時間 電源起動してからの経過時間（最長 31 年）（分）

BatteryLife 電池残量 電池残量（％）
RSSI 受信強度 受信強度（dBm）
PER パケットエラー比 デバイスが検出したパケットエラーレート（％）
SNR S/N 比 デバイスが検出した Signal/Noise 比（dB）

GPS 情報 Longitude GPS 経度 経度（東経ならプラス、西経ならマイナスを使用）
Latitude GPS 緯度 緯度（北緯ならプラス、南緯ならマイナスを使用）

センサ固有データ
Z 軸 & 温度 (0x10)

Data_Status Z ステータス 測定値のステータス
All 0：Good
Bit15：加速度異常
Bit14：速度異常
Bit13：温度異常
Bit12：加速度オーバーレンジ
Bit11：速度オーバーレンジ
Bit10：温度オーバーレンジ
Bit9：(Reserved)
Bit8：シミュレーションモード
Bit0~7：(Reserved)

PV_Acceleration Z 加速度 Z 軸加速度 Peak 値 (m/s2)
PV_Velocity Z 速度 Z 軸速度 RMS 値 (mm/s)

センサ固有データ XYZ 軸
合成 & 温度 (0x11)

Data_Status XYZ ステータス 測定値のステータス
All 0：Good
Bit15：加速度異常
Bit14：速度異常
Bit13：温度異常
Bit12：加速度オーバーレンジ
Bit11：速度オーバーレンジ
Bit10：温度オーバーレンジ
Bit9：(Reserved)
Bit8：シミュレーションモード
Bit0 ～ 7：(Reserved)

PV_Acceleration XYZ 加速度 XYZ 合成軸加速度 Peak 値 (m/s2)
PV_Velocity XYZ 速度 XYZ 合成軸速度 RMS 値 (mm/s)

センサ固有データ
X 軸 (0x12)

Data_Status X ステータス 測定値のステータス。
All 0：Good
Bit15：加速度異常
Bit14：速度異常
Bit13：(Reserved)
Bit12：加速度オーバーレンジ
Bit11：速度オーバーレンジ
Bit9~10：(Reserved)
Bit8：シミュレーションモード
Bit0~7：(Reserved)

PV_Acceleration X 加速度 X 軸加速度 Peak 値 (m/s2)
PV_Velocity X 速度 X 軸速度 RMS 値 (mm/s)

センサ固有データ
Y 軸 (0x13)

Data_Status Y ステータス 測定値のステータス。
All 0：Good
Bit15：加速度異常
Bit14：速度異常
Bit13：(Reserved)
Bit12：加速度オーバーレンジ
Bit11：速度オーバーレンジ
Bit9~10：(Reserved)
Bit8：シミュレーションモード
Bit0~7：(Reserved)

PV_Acceleration Y 加速度 Y 軸加速度 Peak 値 (m/s2)
PV_Velocity Y 速度 Y 軸速度 RMS 値 (mm/s)

センサ固有データ
温度

PV_Temperature 温度 温度測定値 （° C）
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13.11.2	 圧力センサ（XS530）
区分 パラメータ名 GateSushi 表示名 解説
健全性情報 UpTime 起動経過時間 電源起動してからの経過時間（最長 31 年）（分）

BatteryLife 電池残量 電池残量（％）
RSSI 受信強度 受信強度（dBm）
PER パケットエラー比 デバイスが検出したパケットエラーレート（％）
SNR S/N 比 デバイスが検出した Signal/Noise 比（dB）

高精度 GPS 情報 Longitude GPS 経度 経度（東経ならプラス、西経ならマイナスを使用）
Latitude GPS 緯度 緯度（北緯ならプラス、南緯ならマイナスを使用）
Accurate_Altitude GPS 高度 高度

センサ固有データ
圧力（0x30）

Data_Status 圧力ステータス 測定値のステータス
All 0：Good
Bit15：圧力異常
Bit13 ～ 14：(Reserved)
Bit12：圧力オーバーレンジ
Bit9 ～ 11：(Reserved)
Bit8：シミュレーションモード
Bit0 ～ 7：(Reserved)

PV_Pressure 圧力 圧力値
センサ固有データ
温度（0x31）

Data_Status 温度ステータス 測定値のステータス
All 0：Good
Bit15：温度異常
Bit13~14：(Reserved)
Bit12：温度オーバーレンジ
Bit9 ～ 11：(Reserved)
Bit8：シミュレーションモード
Bit0 ～ 7：(Reserved)

PV_Temperature 温度 温度値 (℃ )

13.11.3	 温度センサ（XS550）
区分 パラメータ名 GateSushi 表示名 解説
健全性情報 UpTime 起動経過時間 電源起動してからの経過時間（最長 31 年）（分）

BatteryLife 電池残量 電池残量（％）
RSSI 受信強度 受信強度（dBm）
PER パケットエラー比 デバイスが検出したパケットエラーレート（％）
SNR S/N 比 デバイスが検出した Signal/Noise 比（dB）

高精度 GPS 情報 Longitude_Longituge GPS 経度 経度（東経ならプラス、西経ならマイナスを使用）
Latitude_Latitude GPS 緯度 緯度（北緯ならプラス、南緯ならマイナスを使用）
Accurate_Altitude GPS 高度 高度

センサ固有データ
温度 1 (0x20)

Data_Status 温度 1 ステータス 測定値のステータス
All 0：Good
Bit15：温度異常
Bit13~14：(Reserved)
Bit12：温度オーバーレンジ
Bit9 ～ 11：(Reserved)
Bit8：シミュレーションモード
Bit0 ～ 7：(Reserved)

PV_Temperature 温度 1 温度値 (℃ )
センサ固有データ
温度 2 (0x21)

Data_Status 温度 2 ステータス 測定値のステータス
All 0：Good
Bit15：温度異常
Bit13~14：(Reserved)
Bit12：温度オーバーレンジ
Bit9 ～ 11：(Reserved)
Bit8：シミュレーションモード
Bit0 ～ 7：(Reserved)

PV_Temperature 温度 2 温度値 (℃ )

Note
以下パラメータのスパン最小、最大、アラーム値は、小数点以下が切り捨てされます。

・健全性情報	 起動経過時間
・健全性情報	 受信強度
・健全性情報	 パケットエラー比
・各センサ	 ステータス
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13.12	 登録済みの Sushi Sensor を削除する
登録済みの Sushi Sensor を削除するときの操作です。

1	 Sushi グループ登録エリアにある削除する Sushi パネルの上にカーソルを合わせます。
Sushi パネルの右上に [ ] が表示されます。

	 	

2 	  をクリックします。
この Sushi グループから対象の Sushi Sensor が削除されます。
ほかのグループに登録されている同じ Sushi  Sensor は削除されません。

13.13	 登録済みの Sushi Sensor を交換する
Sushi Sensor が故障した場合など、登録済みの Sushi Sensor を交換するときの操作です。

・	 交換できる Sushi Sensor は、同じセンサ種類に限ります。
・	 複数のグループに同じ Sushi Sensor が登録されている場合は、いずれか 1 つを操作すると、

一括して交換されます。

ドラッグ＆ドロップで交換する

1	 [ 接続しているセンサ ] エリアから交換する Sushi パネルを Sushi グループにある Sushi
パネルの上にドラッグ＆ドロップします。

	 	
ドラッグ＆ドロップ

確認のダイアログが表示されます。

2 	 [OK] をクリックします。
同じ EUI の Sushi Sensor は、すべて交換されます。

EUI を書き換えて交換する

1	 Sushi グループにある Sushi パネルをダブルクリックします。
Sushi パラメータ設定ダイアログが表示されます。

2 	 EUI を書き換えて [OK] をクリックします。
確認のダイアログが表示されます。

3 	 [OK] をクリックします。
同じ EUI の Sushi Sensor は、すべて交換されます。

Note
交換操作で変更されるのは EUI のみです。機器タグやパラメータ設定は、交換前の設定が維持されま
す。
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13.14	 オプションを設定する

13.14.1	 表示言語を変更する
GateSushi 画面の表示言語を変更できます。

表示設定

項目 指定方法 初期値 説明
言語 リストから選択 PC ロケールの

言語
GateSushi 画面の表示言語を設定します。
英語、日本語、中国語、フランス語、ドイツ語、ロシア語、韓
国語から選択できます。

OK ボタン 選択した表示言語で表示されます。
キャンセル ボタン 編集をキャンセルしてダイアログを閉じます。

Note
表示設定で日本語以外の言語を選択すると、「単位変換」が表示されます。単位変換については、英
語 IM(IM 04L65B01-01EN) をご覧ください。

13.14.2	 ポート番号を変更する
GateSushi のポート番号を変更することができます。

	 	

項目 指定方法 初期値 説明
HTTP 文字列を入力 34591 *1 下記に使用する HTTP 通信ポートです。

・�LoRaWAN ゲートウェイと GateSushi 
Node-RED 設定時の URL は、このポートを使用してください。

・�GateSushi 画面と GateSushi
GA10 文字列を入力 34592 *1 GateSushi が「GA10 に設定反映」する際の通信ポートです。

GateSushi はこのポートに接続できないと GA10 に設定反映を
実行することができません。
13-3 ページの「13.3 GateSushi を機器登録する」参照

OK ボタン 選択するとポート番号を反映します。
ポートを変更した場合、GateSushi 画面が閉じられます。

キャンセル ボタン 編集をキャンセルしてダイアログを閉じます。
*1：�初期値が PC 内で使われている場合は、使っていないポートに変更してください。この場合、先に機器登録でポート

番号を変更してください。
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13.15	 GateSushi の設定をエクスポートする、インポートする
13.15.1	 GateSushi の設定エクスポート
GateSushi の設定ファイル（.csv または .tsv）を PC にエクスポート（保存）することができます。

1	 [ 設定エクスポート ] メニューボタンをクリックします。
設定エクスポートダイアログが表示されます。

	 	

ひとつ上のディレクトリに移動

2 	 設定ファイルをエクスポートするフォルダを開いて、保存するファイル名を入力します。
GateSushi では以下のフォルダのみ利用できます。

・ユーザーパブリックのドキュメントフォルダ C:\Users\Public\Documents ( 初期表示フォルダ )
・ドライブ（外部メディア）

3 	 [ 保存 ] ボタンをクリックします。
選択したフォルダに設定ファイル（CSV または TSV）がエクスポートされます。

項目 指定方法 初期値 説明
ファイル名 文字列を入力 空欄 ファイル名を入力します。

32 文字まで入力できます。
ファイルの種類 リストから選択 CSV *1 GateSushi 設定ファイルのテキスト形式（CSV または TSV）を

選択します。
*1：表示言語の設定により変わります。ドイツ語、フランス語、
ロシア語のときは TSV、それ以外は CSV です。

フォルダを開く ボタン 選択したフォルダに移動します。
ファイル以外を選択しているときに有効になります。

保存 ボタン エクスポートを実行します。
表示しているフォルダに入力したファイル名で保存されます。

キャンセル ボタン エクスポートをキャンセルしてダイアログを閉じます。
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13.15.2	 GateSushi の設定インポート
GateSushi の設定ファイル（CSV または TSV）を GateSushi にインポート（読み込んで設定を展開）
することができます。
設定インポートは、現在の設定内容を破棄して初期状態に戻した後、設定ファイルの内容に反
映されます。

1	 [ 設定インポート ] メニューボタンをクリックします。
設定インポートダイアログが表示されます。

2 	 インポートする設定ファイルがあるフォルダを開いて、設定ファイルを選択します。
利用可能なフォルダについては「GateSushi の設定エクスポート」を参照してください。

3 	 [ 開く ] ボタンをクリックします。
選択した設定ファイルが GateSushi 画面に反映されます。この状態ではまだ GA10 には設定が反映
されていません。

4 	 [GA10 に設定反映 ] または [GA10 にタグ設定のみ反映 ] メニューボタンをクリックします。
GA10 にグループ設定またはタグ設定が反映されます。

項目 指定方法 初期値 説明
ファイル名 文字列を入力 空欄 選択した設定ファイルのファイル名を表示します。32 文字ま

で入力できます。
フォルダを開く ボタン 選択したフォルダに移動します。

ファイル以外を選択しているときに有効になります。
開く ボタン インポートを実行します。

選択した設定ファイルが GateSushi 画面に反映されます。
キャンセル ボタン インポートをキャンセルしてダイアログを閉じます。

Note
GateSushi の設定ファイルはテキスト形式になっているため、テキストエディタや Excel で設定内容を
編集することができます。編集した設定ファイルは、GateSushi の設定ファイルインポート機能で読
み込むことができます。設定ファイルの記述については、下記をご覧ください。

 付録 4 GateSushi 設定ファイルの記述

不正な記述があったときの補助メッセージ

補助メッセージ ケース

不正な記述があります。( 行番号 N) 不明なキーワード、設定インポート未対応のキーワードが記述されている。

[ グループ名設定 ] グループ番号が不正。

[ グループ名設定 ] グループ名が長すぎる。

[ グループ名設定 ] グループ名に使用不可の文字が混じっている。

[ センサ登録 : 基本情報 ] グループ番号が不正。

[ センサ登録 : 基本情報 ] EUI の表記が間違っている。

[ センサ登録 : 基本情報 ] EUI がグループ内で重複している。

[ センサ登録 : 基本情報 ] 機器タグが長すぎる。

[ センサ登録 : 基本情報 ] 機器タグに使用不可の文字がある。

[ センサ登録 : 基本情報 ] 不明なセンサ種類が記述されている。

[ センサ登録 : パラメータ ] 機器チャネル、GA10 タグに 0 以下が記述されている。

[ センサ登録 : パラメータ ] いずれかの設定に使用不可の文字が混じっている。

[ センサ登録 : パラメータ ] いずれかの設定値の文字列が長すぎる。

[ センサ登録 : パラメータ ] パラメータの指定が間違っている。

上記以外のメッセージ 表示された内容に従って対処してください。
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第 13章　GateSushi 機能（付加仕様、/SU）

13.15.3	 GateSushi のセンサインポート
GateSushi の設定ファイル（CSV または TSV）を GateSushi にインポート（読み込んで設定を展開）
することができます。
センサインポートは、現在の設定内容に対して、センサの追加、削除、パラメータ設定だけが
設定ファイルの内容に反映されます。

1	 [ センサインポート ] メニューボタンをクリックします。
センサインポートダイアログが表示されます。

2 	 インポートする設定ファイルがあるフォルダを開いて、設定ファイルを選択します。
利用可能なフォルダについては「GateSushi の設定エクスポート」を参照してください。

3 	 [ 開く ] ボタンをクリックします。
選択した設定ファイルが GateSushi 画面に反映されます。この状態ではまだ GA10 には設定が反映
されていません。

4 	 [GA10 に設定反映 ] または [GA10 にタグ設定のみ反映 ] メニューボタンをクリックします。
GA10 にグループ設定またはタグ設定が反映されます。

項目 指定方法 初期値 説明
ファイル名 文字列を入力 空欄 選択した設定ファイルのファイル名を表示します。32 文字ま

で入力できます。
フォルダを開く ボタン 選択したフォルダに移動します。

ファイル以外を選択しているときに有効になります。
開く ボタン インポートを実行します。

選択した設定ファイルが GateSushi 画面に反映されます。
キャンセル ボタン インポートをキャンセルしてダイアログを閉じます。

Note
GateSushi の設定ファイルはテキスト形式になっているため、テキストエディタや Excel で設定内容を
編集することができます。編集した設定ファイルは、GateSushi のセンサインポート機能で読み込む
ことができます。設定ファイルの記述については、下記をご覧ください。

 付録 4 GateSushi 設定ファイルの記述

不正な記述があったときの補助メッセージ

補助メッセージ ケース

不正な記述があります。( 行番号 N) 不明なキーワードが記述されている。

[ グループ名設定 ] グループ名設定の記述がある。
センサインポートはグループ名設定は対応していません。

[ センサ登録 : 基本情報 ] センサ登録 : 基本情報の記述がある。
センサインポートはグループ名設定は対応していません。

[ センサ登録 : パラメータ ] 機器チャネル、GA10 タグに 0 以下が記述されている。

[ センサ登録 : パラメータ ] いずれかの設定に使用不可の文字が混じっている。

[ センサ登録 : パラメータ ] いずれかの設定値の文字列が長すぎる。

上記以外のメッセージ 表示された内容に従って対処してください。
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第 14 章　AI アナライザ機能
14.1	 概要

GA10 （R3.08.01 以降）では、GA10 とユニバーサルビューア（以下「ビューア」と呼びます）
の AI 機能が連携できます。

・	 記録データを使用して学習モデルを作成する ( 学習モデル作成 )
・	 作成した学習モデルを GA10 の AI 機能に設定反映する (GA10 に学習モデル反映 )
・	 GA10 で AI 機能を使用する時、事前に学習モデルの性能を確認できる (AI アナライザ )

無償試用期間でも使用できますので、GA10 の AI 機能をぜひお試しください。

事前に学習モデルの性能確認が可能

GA10 に
学習モデル反映 学習モデル作成

ユニバーサルビューア

AI アナライザ

14.2	 記録データから学習モデルを作成する
GA10 で記録したデータファイルから学習モデルを作成しファイルとして保存できます。
以下の AI 機能に対応した学習モデルを作成できます。

・	 違和感検知

GA10 違和感検知
作成した学習モデルファイルは、GA10 違和感検知の設定画面から外部学習モデルとしてアッ
プロード登録できます。

  3.3.7 違和感検知機能を設定する
アップロードした学習モデルは、違和感検知で使用することができます。

  6.13 違和感検知機能を使用する

ビューア AI アナライザ（違和感検知）
作成した学習モデルファイルは、ビューアの AI アナライザ ( 違和感検知 ) で使用することもで
きます。

  14.4 AI アナライザを使用する

操作

1	 Windows メニューからビューアを起動します。

2 	 学習対象にしたいデータファイルを開きます。

次ページへつづく
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3 	 データファイルに接続対象がある場合 [ 一括接続 ] を行い接続表示します。
	ビューアのユーザーズマニュアル「1.1.2 画面の展開と表示内容」

データのウィンドウ形式を [ 波形表示 ] または [ ディジタル表示 ] にします。
ここでは波形表示で説明します。

4 	 学習対象にしたいグループのタブをクリックし、そのグループの波形を表示します。
	ビューアのユーザーズマニュアル「1.1.2 画面の展開と表示内容」

	 	

5 	 ビューアの波形表示からカーソル範囲選択し、学習期間を指定します。
学習期間は、このあとの操作で日時を変更することもできます。

	 	

Note
学習期間指定のポイントについては後述します。

6 	 ビューアの [AI 機能 ] メニューから [ 学習モデル作成 ] を選択します。
メニューバーのアイコンから [ 学習モデル作成 ] を選択することもできます。
メニュー 説明
AI 機能

  学習モデル作成
学習モデル作成ダイアログを表示します。
[ 学習モデル作成 ] はウィンドウ形式 [ 波形表示 ]、[ ディジタル
表示 ] の時だけ選択できます。

[ 学習モデル作成 ] ダイアログが表示されます。

	 	

次ページへつづく

第 14章　AI アナライザ機能
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7 	 以下の入力を行い、[ 作成 ] ボタンをクリックします。
データファイルと同じフォルダに学習モデルファイル (*.admf) が保存されます。
項目 指定方法 初期値 説明
対象グループ名 学習対象グルー

プ名
学習対象グループ名が表示されます。

学習モデル名 選択 空欄 保存するファイル名
入力範囲 : 32 文字まで

学習期間 日時を入力 カーソル範囲選
択した日時 *

時刻は、時 : 分 : 秒 . ミリ秒です。ミリ秒はデータのサ
ンプル周期がミリ秒単位の時だけ使用します。それ以
外の場合はミリ秒を 0 にします。
* 初期値でカーソル範囲選択していない場合はデータ
の全期間

Note
GA10 のトレンド画面またはデータファイル一覧から Universal Viewer を起動して学習モデル作成を
行った場合の保存先は「C:\Users\Public\Documents\Universal Viewer\AIModel」です。

学習期間指定のポイント ( 違和感検知 )
違和感検知の解説は以下をご覧ください。

  3.3.7 違和感検知機能を設定する

解説に記載されているとおり、違和感検知の学習は異常データを必要としません。正常データ
の期間を学習させることで、より良く「いつもと違う状態」を判定することができます。この
ため学習期間指定は、波形上から正常データ、つまりトラブルが出ていない日常の運用のデー
タ範囲を選択することがポイントになります。

操作手順の波形を例に説明します。

	

正常なデータ 機器が故障した期間

このデータ内容は、Sushi Sensor をモーターに取り付けて、振動と温度を測定しているケース
を模した疑似データになります。データ期間の終盤で機器が故障したため振動データが大きく
振れている仮定となっています。
このケースでは故障した時期が事前に分かっています。故障した時期から過去にさかのぼって
波形を確認し、正常データと思われる区間が学習期間として適しています。例えば、この疑似
データのケースでは、データ開始直後の正常データ区間が学習に適しています。

学習モデルの性能は、ビューアの AI アナライザで確認することができます。
AI アナライザについては以下をご覧ください。

	 14.4 AI アナライザを使用する

第 14章　AI アナライザ機能
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学習期間指定の制限 ( 違和感検知 )
GA10 のトレンドモニタ画面から行う学習実行 ( 期間指定 ) と同じく、最短期間、最長期間の制
限があります。
最短期間の制限は GA10 と異なり、より少ない点数での学習が可能です。100 点より短い期間
は指定できません。
最長期間の制限は GA10 よりも拡張されており、データ数 10000 までとなります。

例 : サンプリング周期 10 秒なら、およそ 27 時間 (100000 秒 )

学習が失敗する時のポイント ( 違和感検知 )
表示されたメッセージ通知に従って対処してください。
学習失敗のよくあるケースとして、選択した全期間が異常データになっているチャネルがある
と学習エラーとなります。その場合は、ビューアの表示グループ設定から該当するチャネルの
割り当てを None に変更してください。
ビューアの異常データ表示については以下をご覧ください。

	ビューアのユーザーズマニュアル「3.1.9 カーソル値と区間演算結果の表示」
ビューアの表示グループ設定については以下をご覧ください。

	ビューアのユーザーズマニュアル「3.1.2 表示グループの詳細設定」

GA10 以外の記録データを使用して学習モデル作成
ここでは GA10 のデータファイル (*.dld) による解説を行いましたが、ビューアがデータファイ
ルとして開くことができるイベントデータファイルであれば学習モデル作成を行うことができ
ます。例えば、SMARTDAC+ GX/GP/GM で記録保管していたデータから学習モデルを作成する
ことも可能ですのでご活用ください。
ビューアが対応しているイベントデータファイルについては以下をご覧ください。

 ビューアのユーザーズマニュアル「1.1.1 表示が可能なファイルと拡張子」

Note
イベントデータファイル以外のファイル種類には対応していません。

第 14章　AI アナライザ機能
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14.3	 記録データから学習モデルを反映する
GA10 で収集中のデータ、または記録したデータファイルから学習モデルを作成し GA10 の AI
機能に反映できます。

GA10 の以下の AI 機能に対応しています。
・違和感検知
	 GA10 ですでに記録データファイル化された過去データまでさかのぼって学習対象にするこ

とができます。
	 GA10 トレンド画面から操作する学習期間指定は収集データ 3600 点までなので記録データ

ファイルの期間は対応していませんが、このビューアからの反映機能を使用することで、記
録データファイルの期間も含めて学習実行することができます。

操作

1	 GA10 画面で対象のプロジェクトを表示します。

2 	 モニタ画面を表示します。

	 	

学習を実行したい表示グループが違和感検知 [ 学習中 ]、[ 判定中 ] のいずれかである場合は、違和
感検知を一旦 [ 停止 ] してください。

  6.13 違和感検知機能を使用する

Note
収集、記録を停止する必要はありません。

3 	 トレンド画面から [Universal Viewer] ボタンをクリックし、ロギング中の波形をビューア
で表示します。

	 	

GA10 ロギングトレンド表示

ユニバーサルビューア

Note
[ データファイル一覧 ] 画面からの記録データ表示でもこの機能を使用できます。

 8.1 データファイルを一覧表示する

次ページへつづく

第 14章　AI アナライザ機能
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4 	 ファイル接続、反映対象グループ選択、および学習期間の範囲選択を行います。
反映対象グループ選択は、GA10 画面ではなく、このビューア画面で行います。
これらの操作手順は [ 学習モデル作成 ] の手順 3 から手順 6 までと同じです。
また学習期間指定のポイントも同じです。以下の解説をご覧ください。

   14.2 記録データから学習モデルを作成する

5 	 [ 学習モデル作成 ] の手順 3 から手順 6 を行います。
[ 学習モデル作成 ] ダイアログが表示されます。
GA10 からビューアを起動すると、ダイアログに [GA10 に学習モデル反映 ] タブページが表示されま
す。 

	 	

項目 説明
対象プロジェクト このビューアを起動した GA10 のプロジェクト名です。反映対象プロジェクトになり

ます。
対象グループ名 このビューア画面で選択したグループです。手順 4 の反映対象グループになります。
学習期間 学習モデル作成と同じ入力です。

  14.2 記録データから学習モデルを作成する

Note
対象グループが [ 学習中 ] の場合は反映できません。( メッセージ 3146)
また対象グループが [ 判定中 ] の場合も注意点があります。（メッセージ 3147）
詳細はビューアのメッセージ一覧をご覧ください。

   ビューアの IM「5.1 トラブルシューティング」

6 	 [ 実行 ] ボタンをクリックします。
学習モデルが GA10 に反映されます。
GA10 プロジェクト上では、対象グループの [ 内部学習モデル ] として反映されています。内部学習
モデルについては以下をご覧ください。

  6.13 違和感検知機能を使用する

Note
この機能では学習モデルのファイル保存は行われません。

反映が失敗する時のポイント ( 違和感検知 )
表示されたメッセージ通知に従って対処してください。学習データに関する注意点は [ 学習モ
デル作成 ] と同じです。また、すでに対象グループに内部学習モデルが存在している場合は以
下になります。

・	 その内部学習モデルは他のグループで使用されていない
	 上書き確認が表示されます。( メッセージ 3144)

・	 その内部学習モデルが他のグループで使用されている
	 反映できません。( メッセージ 3145)

詳細はビューアのメッセージ一覧をご覧ください。
   ビューアの IM「5.1 トラブルシューティング」

第 14章　AI アナライザ機能
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14.4	 AI アナライザを使用する
AI 機能に使用する学習モデルが、測定データに対してどのような AI 判定結果を出力するのか、
事前に確認・テストしたいケースがあります。
AI アナライザを使用すると、その学習モデルを使用して出力される AI 判定の様子を事前に確
認できます。

同じ学習モデルを使用し、同じタグ ( チャネル )、および同じ測定データが入力された場合に、
GA10 リアルタイム判定とビューア AI アナライザ判定は結果が一致します。
このため、AI アナライザで判定の様子が良好であった学習モデルを GA10 のリアルタイム判定
に導入する、ということができます。

	

事前に学習モデルの性能確認が可能

AI アナライザ

また、指定した AI アナライザの実行条件は、ビューアの表示条件ファイルに保存することが
できます。このため、ある PC で実行した AI アナライザの判定結果を、別の PC で復元表示す
ることができます。

	

AI アナライザを実行

データフォルダ

別の PCで AI アナライザの結果を復元

別の PCにフォルダごとコピー

学習モデル、
表示条件を保存

GA10 の以下の AI 機能に対応しています。
・違和感検知

操作

1	 Windows メニューからビューアを起動します。

2 	 学習対象にしたいデータファイルを開きます。

3 	 データファイルに接続対象がある場合 [ 一括接続 ] を行い接続表示します。
 ビューアの IM「1.1.2 画面の展開と表示内容」

4 	 データのウィンドウ形式を [ 波形表示 ] または [ ディジタル表示 ] にします。
 ビューアの IM「1.1.2 画面の展開と表示内容」

次ページへつづく
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5 	 ビューアの [AI 機能 ] メニューから [AI アナライザ ] を選択します。
メニューバーのアイコンから [AI アナライザ ] を選択することもできます。
メニュー 説明
AI 機能

  AI アナライザ
学習モデル作成ダイアログを表示します。
[ 学習モデル作成 ] はウィンドウ形式 [ 波形表示 ]、[ ディジタル
表示 ] の時だけ選択できます。

AI アナライザダイアログが表示されます。

	 	

6 	 以下の入力を行い、[ 実行 ] ボタンをクリックします。
実行完了すると、AI アナライザの結果が解析チャネルに出力されます。
項目 指定方法 初期値 説明
解析チャネル AI アナライザの判定結果を表示するチャネルです。

解析チャネルの詳細については後述します。
対象グループ リストから選択 解析チャネル

200 個に対し
て、グループ番
号の昇順に並ぶ

AI アナライザを実行する表示グループを選択します。
実行後の結果は、対象グループの解析チャネルに出力
されます。
入力範囲 : 表示グループ 1 ～ 200

学習モデル リストから選択
( ダイアログ表示 )

空欄 AI アナライザに使用する学習モデルを選択します。
空欄の場合は「学習モデル未指定」を意味します。学
習モデル選択の詳細については後述します。

 学習モデル選択
ステータス 文字列表示

( 入力不可 )
未解析 解析チャネルの AI アナライザ実行状態を表示します。

ステータスの詳細については後述します。

解析チャネルは、ビューア内部で保持する AI アナライザ表示専用のチャネルです。解析チャネルは、
対象グループの空いているチャネルに自動で割り当てられますので、AI アナライザ実行後、すぐに
波形表示で結果を確認することができます。

	 	

解析チャネル

AI アナライザダイアログには、実行後の結果がステータスに表示されます。
解析エラーの場合の対処は後述します。

次ページへつづく

第 14章　AI アナライザ機能
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7 	 [ 閉じる ] をクリックするとダイアログを閉じます。
ダイアログ表示中に最後に実行した解析チャネルの結果が保持されます。

Note
・	 対象グループに空きがない場合、解析チャネルは自動では割り付きません。表示グループ設定か

ら手動で割り付けてください。
・	 実行結果のキャンセル機能はありません。

AI アナライザの活用方法 ( 違和感検知 )
違和感検知の特長は、学習に日常運用の正常データを使い、その学習モデルを使用しして「い
つもと違う状態」を判定できることです。

 3.3.7 違和感検知機能を設定する

AI アナライザを活用して以下のような違和感検知を行うことができます。
1	 複数の正常データを用意し、それぞれの学習モデルを作成します。
2	 解析を試したい異常発生を含むデータファイルを用意します。
3	 データファイルに対して各学習モデルで解析実行します。

この結果、どの学習モデルが違和感の予兆をより早く、より頻繁に検知しているか、判定スコ
アの遷移を波形やディジタルで確認することで、優秀な学習モデルを決定し、GA10 のリアル
タイム違和感判定に導入する、といった使い方が可能です。
判定スコアの見方については、後述の解析チャネルをご覧ください。

Note
GA10 の違和感検知はデータの時系列要素を考慮しない AI 機能です。時間経過とともにデータ特性が
変化する分野には応用しづらいので注意してください。( 例 : バッチ処理 )

学習モデル選択
学習モデルの選択はダイアログが表示されます。
選択できる学習モデルは、データファイルと同じフォルダに置かれている学習モデルファイル
です。最大 200 ファイルまで表示されます。
学習モデルファイル名が表示されたボタンをクリックすると、その学習モデルが選択されます。
[None] ボタンをクリックすると、この解析チャネルの学習モデルの選択状態を未指定に戻しま
す。

	

Note
・	 ファイル名なしのファイルは表示されません。
・	 データファイルと同一階層にあるファイルのみ表示されます。サブフォルダのファイルは表示さ

れません。ただし、GA10 のトレンド画面またはデータファイル一覧から Universal Viewer を起
動した場合、学習モデルファイルの検索範囲は「C:\Users\Public\Documents\Universal Viewer\
AIModel」です。

第 14章　AI アナライザ機能
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解析チャネル
解析チャネルは以下の特徴を持った AI アナライザ専用チャネルです。

・	 AI アナライザの結果を表示します。200 チャネルが用意されています (CHH001 ～ CHH200)。
・	 元のデータファイルには影響しません。AI アナライザ実行時にビューアがプログラム内部

で保持するチャネルとなります。
・	 ステータスが「解析済み」となった解析チャネルには、対象グループを学習モデルで判定

実行した「判定スコア」が格納されます。判定スコアのデータ内容は GA10 演算機能の「判
定スコア取出演算式 (HealthScore) 」と同じです。以下をご覧ください。

	 第 4 章　演算機能を使う（付加仕様、/MT）の「違和感検知 判定スコア取出演算式」
・	 判定スコアが入った「解析済み」の解析チャネルは、表示グループに割り付けて他のチャ

ネルと同様にデータ表示できます。
・	 解析チャネルのデータは、他のチャネル種類と同様に、印刷表示や区間演算機能、波形重

ね合わせ機能に使用することができます。
・	 解析チャネルはデータファイルに追加で組み込まれることはありませんが、対象グループと

学習モデルの設定を表示条件として保存できます。詳細は後述します。

Note
・	 解析チャネルは表示グループに含まれていても学習モデル作成、および、AI アナライザ実行の結

果には影響しません。
・	 解析チャネルは [ データファイル情報 ] のチャネル種類としては表示されません。

解析対象となるチャネル
表示グループ設定で割り付けられているチャネルが対象となります。ただし解析チャネルは解
析の対象外です。
割り付けられているチャネルとは、設定が None ではないことを指します。チェックボックス
を OFF にするだけでは対象外にはなりませんので注意してください。

解析対象となるデータ
全周期のデータに対して解析実行します。
ただしチャネルステータスが OFF、または異常データを含む周期は判定スキップしデータ OFF
となります。ビューアの異常データ表示については以下をご覧ください。

	ビューアのユーザーズマニュアルの 3.1.9 カーソル値と区間演算結果の表示

第 14章　AI アナライザ機能
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ステータス
解析チャネルのステータスは以下の種類があります。
ステータス 解説

（空欄） 初期値または解析チャネルの内容を変更した状態です。
ステータス表記がある状態で対象グループおよび学習モデルの変更を
行った場合、空欄となり、再度解析を行うことでステータスが更新さ
れます。

未解析 AI アナライザを実行していない状態です。
表示グループに割り付けることはできません。

未解析（データ更新） 解析済みの表示グループに対して、以下の操作を行った場合の状態で
す。操作によって追加されたデータの解析値は NoData となります。

・ファイル接続を行ったとき
・GA10 のトレンド画面から起動した波形表示を更新したとき

未解析（グループ内容変更） 解析済みの表示グループに対して、表示グループ設定でチャネル構成
の変更を行った場合の状態です。ただし、変更内容が解析チャネルの
追加、変更のみのときは、解析済みの状態が維持されます。

解析済み AI アナライザを実行し成功した状態です。
判定スコアデータが格納されており、表示グループに割り付けること
ができます。

解析エラー AI アナライザを実行し失敗した状態です。
表示グループに割り付けることはできません。
原因が特定できる場合はその内容が追加で表示されます。
次の表に解析エラーの内容を記載します。

解析エラー内容 解説
学習チャネル数が少ない 使用した学習モデルのチャネル数が対象グループのチャネル数より多

い場合に表示されます。対象グループのチャネル数は学習モデルの
チャネル数以上にしてください。

無効な学習モデル 使用した学習モデルに以下の原因が考えられます。学習モデルを確認
してください。
・学習モデルのファイルパスが無効
・学習モデルがファイル破損している

原因表示なし 上記以外のケースです。再度 AI アナライザを実行してください。

解析条件の保存、復元
AI アナライザダイアログで最後に実行した時の解析チャネル番号、対象グループ、学習モデル
の組み合わせを、ビューアのデータファイル表示条件として保存できます。表示条件保存につ
いては以下をご覧ください。

	ビューアのユーザーズマニュアルの 4.1.1 表示条件ファイルの保存

保存した表示条件ファイルは、データファイル、および、学習モデルと同じフォルダに置いて
おくことで、次回データファイルを表示展開したときに表示条件として AI アナライザダイアロ
グに読み込まれます。AI アナライザダイアログでは [ 実行 ] をクリックするだけで、前回実行
した解析結果の表示を復元できます。
これらのファイルを同じフォルダに入れて持ち運ぶことで、別の PC でも同じ解析結果を表示
することができます。

Note
・	 持ち運んだ先の PC でも AI アナライザが使用できることが前提です。
・	 表示条件保存をメニューから行うときは [ 名前を付けて表示条件保存 ] ではなく、[ 表示条件保存 ] 

での保存をおすすめします。[ 表示条件保存 ] はデータファイルと同じ場所に表示条件ファイルが
保存されますので、ファイルの紛失や置き間違いを防ぐことができます。

第 14章　AI アナライザ機能
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第 15 章　トラブルシューティング
15.1	 GA10 で表示されるメッセージ
使用中に画面にメッセージが表示されることがあります。その意味と対処方法を以下に記載します。

メッセージ
コード メッセージ 説明と対処方法
M1001 詳細設定モードに切り替えます。詳細設定モードに一旦すると

かんたん設定モードには戻れません。よろしいですか？
------

M1002 現在、開いているプロジェクトを一斉に収集開始します。よろし
いですか？

------

M1003 現在、開いているプロジェクトを一斉に収集停止します。よろし
いですか？

------

M1004 現在、開いているプロジェクトを一斉に記録開始します。よろし
いですか？

------

M1005 現在、開いているプロジェクトを一斉に記録停止します。よろし
いですか？

------

M1006 記録を停止してよろしいですか？ ------
M1007 ログアウトしてよろしいですか？ ------
M1008 強制ロックを解除します。よろしいですか？ ロック中のプロジェクトに対して、管理ユーザによる強制的な

ロック解除を行うかどうかの確認です。
M1009 ユーザ xxx のパスワードを初期化します。よろしいですか？ 管理ユーザによる一般ユーザのパスワード初期化を行うかどう

かの確認です。xxx はパスワードが初期化されるユーザ名を表し
ます。

M1010 サーバの試用期間は切れたので、アクセスできません。 サーバの試用期間が切れた後に、クライアントからサーバへア
クセスした場合に表示されます。

M1011 正式化に成功しました。 クライアントのライセンス登録に成功したことを表します。
M1012 サーバを正式化しました。サーバを再起動してください。 サーバのライセンス登録が成功した後、再起動が必要になりま

す。
M1013 サーバにオプションを追加しました。オプションを有効にするに

は、サーバを再起動してください。
サーバにオプションを追加した後、再起動が必要になります。

M1014 終了してよろしいですか？ クライアントを終了するかどうかの確認です。
M1015 追加または変更した機器のチャネルをタグの設定に反映します

か？タグの設定に反映すると関連項目も自動的に更新されます。
機器リストに機器を追加したとき、または、機器のチャネルを追
加したときに表示されます。［OK］を選択すると、タグ設定画面
と表示グループ設定画面に変更された機器やチャネルの情報が
反映されます。

M1016 選択した機器のチャネル情報を更新します。更新するとタグ設
定画面に更新した情報が反映されますがよろしいですか？

機器のチャネル情報の更新実施の確認です。[OK] をクリックす
ると、選択した機器にアクセスしてチャネル情報を取得し、タグ
設定画面に反映します。

M1017 選択しているタグの情報更新を行いますか？ 「OK」をクリックすると、タグ、タグコメント以外の情報を更新
します。

M1018 スケジュールを再実行しました。 指定スケジュールの再実行が完了しています。
M1019 手動印刷を完了しました。 ------
M1020 手動レポート作成は完了しました。 ------
M1021 機器順にタグの並べ替えを実行します。演算タグには反

映されません。並べ替えを実行しますか？
［OK］を選択すると、機器順にタグを並べ替えます。［キャンセル］

を選択すると、並べ替えは実施しません。
M1022 機器のタグ、タグコメントを反映しますか？ ［OK］を選択すると、機器に設定されたタグ、タグコメントの文

字列を取得します。［キャンセル］を選択すると取得しません。
M1023 操作を実行してよろしいですか？ 確認メッセージです。［OK］を選択すると、操作を実行します。
M1024 メール送信成功しました。 ------
M1025 一部のメール送信成功しました。 ------
M1026 現在、他のプロジェクトにてメールテスト中です。しばらくして

から再度、お試しください。
------

M1027 マニュアルセーブを行いますか？ ------
M1028「ポート番号は既に使用されています。他のポート番号を指定し

てください。」
------

M1029 設定を反映しました。 GateSushi にて、一括設定機能の設定反映が完了したことを通知
するメッセージです。
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コード メッセージ 説明と対処方法
M1030 GateSushi 設定画面は複数起動できません。 GateSushi 画面は複数起動できません。

現在開いている GateSushi 画面で操作してください。
M1031 GA10 が収集中の時は実行できません。 GateSushi にて、呼出し元のプロジェクトが収集中の場合、操作

できない機能があります。
操作を行いたい場合は、プロジェクトの収集を停止してください。

M1032 GA10 のプロジェクト画面を閉じてください。 GateSushi にて、「GA10 に設定反映」を行う場合、呼出し元のプ
ロジェクト画面を閉じる必要があります。

M1033 指定した期間が短いため再学習できません。開始から終了まで
の期間が収集周期×グループタグ数× 100 以上となるように設
定してください。

学習期間をナビゲーションどおりに設定してください。

警告メッセージ
コード メッセージ 説明と対処方法
W2001 ユーザ xxx を削除してよろしいですか？ 登録ユーザの削除を行うかどうかの確認です。xxx は削除する

ユーザ名を表します。
W2002 機器 xxx を削除してよろしいですか？ 機器設定画面の機器リスト、また、登録機器リストからの機器

の削除を行うかどうかの確認です。xxx は削除する機器名を表し
ます。

W2003 データファイル xxx を削除してよろしいですか？ データファイル一覧画面でデータファイルの削除を行うかどう
かの確認です。xxx は削除するデータファイル名を表します。

W2004 プロジェクト xxx を削除してよろしいですか？ プロジェクトの削除を行うかどうかの確認です。xxx は削除する
プロジェクト名を表します。

W2005 接続した機器のリリース番号 xxx がサポート対象外です。 接続機器のリリース番号がサポート対象外のため、正確にデー
タ収集ができることを保証できません。 ファームウェアの更新
を実施するか、他のサポート対象機器を使用することをご検討
ください。対応機種およびバージョンについては、一般仕様書（GS 
04L65B01-01JA）でご確認ください。

W2006 登録した機器の合計チャネル数がサポート可能なタグ数を超え
ました。

機器リストに機器を登録するとき、または機器情報を更新する
ときに、登録した機器の合計チャネル数がサポート可能なタグ
数を超えたことをしらせる通知です。［OK］をクリックすると、
操作を継続できます。

W2007「機器時刻優先」の場合、演算タグは無効になります。「機器時
刻優先」に設定変更しますか？

このメッセージは、データ時刻を機器時刻に変更しようとしたと
きに表示されます。
PC 時刻優先の場合のみ動作します。［OK］をクリックすると「機
器時刻優先」に設定変更され、［キャンセル］をクリックすると
変更を破棄します。

W2008 インポートしようとしているプロジェクトのオプション構成が
サーバのものと互換性がありません。インポートするとサーバの
オプション構成に合わせて変換されます。インポートしますか？

チャネル数や付加仕様の異なる GA10 で作成したプロジェクトを
インポートしようとしたときに表示されます。（インポートしよ
うとしている GA10 はチャネル数が少ない、または機能を持って
いない場合。）［OK］をクリックすると、可能な範囲でインポー
トを行います。［キャンセル］をクリックするとインポートを行
いません。詳細は 3-8 ページの「システム構成の異なるGA10
で作成したプロジェクトをインポートする」を参照ください。

W2009 追加したチャネルの一部がタグ設定に反映できませんでした。 機器リストの新規の機器やチャネルを、タグ設定画面に完全に
割り付けることができなかったときに表示されます。［OK］をク
リックすると、操作を継続できます。

W2010 レポート / 印刷履歴 (xxx) を削除してよろしいですか？ レポート／印刷機能（付加仕様、/RP）の［レポート／印刷 履歴］
タブで、印刷履歴の削除を行うかどうかの確認です。xxx は削除
するスケジュール名を表します。

W2011 使用していない機器を全て削除しますか？ 使用していない機器を削除するかどうか選択します。
W2012「機器時刻優先」の場合、演算タグ、積算、および、違和感検知

は無効になります。「機器時刻優先」に設定変更しますか？
W2007 と同様です。「機器時刻優先」の場合、無効となる機能
があります。

W2013 GA10 のタグ / グループ設定を変更しますがよろしいですか？
[ 補助メッセージ ]
GA10 の設定モードが [ かんたん設定 ] に設定されている場合は、
[ 詳細設定 ] に変更してください。

GateSushi が呼出し元プロジェクトのタグ / グループ設定に、
GateSushi 上での設定内容を反映する際の事前確認です。
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第 15章　トラブルシューティング・FAQ

コード メッセージ 説明と対処方法
W2014 設定ウィザードの内容をグループに反映します。よろしいです

か？
GateSushi の設定ウィザードで Sushi グループを構築反映する事
前確認です。

W2015 センサを交換しますがよろしいですか？
[ 補助メッセージ ]
全グループの同じセンサに適用されます。

GateSushi 画面で接続しているセンサから、任意の Sushi を登録
済みセンサに交換操作すると表示されます。

W2016「機器時刻優先」の場合、違和感検知は無効になります。「機器
時刻優先」に設定変更しますか？

W2007 と同様です。「機器時刻優先」の場合、無効となる機能
があります。

W2017「機器時刻優先」の場合、演算タグ、および、違和感検知は無効
になります。「機器時刻優先」に設定変更しますか？

W2007 と同様です。「機器時刻優先」の場合、無効となる機能
があります。

W2018 変更後の機器タグをタグに反映しますか？ GateSushi にて、センサのパラメータ設定ダイアログで機器タグ
を変更したとき、各パラメータの「タグ」文字列先頭に変更前
の機器タグが含まれていると、その文字列の部分を変更後の機
器タグで置き換えることができます。
[OK] を押すと、「タグ」文字列先頭の機器タグ部分を変更後の機
器タグで置き換えます。[ キャンセル ] を押すと、置き換えは行
いません。

W2201 上書きしますか？ GateSushi にて設定ファイルをエクスポートしようとしたときに
同名ファイルがあると表示されます。[OK] を押すと上書き保存
します。[ キャンセル ] を押すと上書き保存は行いません。

W2202 一部読み込めませんでした。 GateSushi にて設定ファイルをインポートしたあとに一部読み込
めなかったときに表示されます。
インポートした内容に従い、修正してインポートし直してくださ
い。

[ 補助メッセージ ]
不正な記述があります。（行番号 N）

最大 10 個の補助メッセージで読み込めなかった箇所を表示しま
す。

 13-24 ページの「不正な記述があったときの補助メッセージ」
W2203 GA10 のタグ設定を変更します。よろしいですか？ GateSushi にて「GA10 にタグ設定のみ反映」を実行前に表示さ

れます。「GA10 に設定反映」と異なり、Sushi グループへの設定
反映はおこないません。
[OK] を押すと設定が反映されます。[ キャンセル ] を押すと反映
されません。

W2204 表示言語を変更する場合はページの再読み込みが行われます。 GateSushi にて表示言語を切り替え時に表示されます。[OK] を押
すとブラウザが再読み込みされ、言語が切り替わります。
[ キャンセル ] を押すと言語は切り替わりません。

W2205 GA10 が収集中です。アラーム設定の変更以外は反映されません
がよろしいですか？

[ センサ登録 : パラメータ ] いずれかの設定値の文字列が長すぎ
る。

エラーメッセージ
コード メッセージ 説明と対処方法
E3001 指定のサーバに接続できませんでした。 サーバプログラム DLGServer が、サービスとして起動している

か確認してください。確認方法： 2-11 ページの「2.7.1 サーバ
の起動を確認する」
サーバとの通信経路に問題がないか、または、IP アドレスやポー
ト番号が適切かどうかを確認してください。
サーバに接続できない場合には、サーバのファイアウォールを
停止する、または、サーバのファイアーウォールに DFMServer.
exe、および、DLGServer.exe を例外として登録してください。

E3002 ログインに失敗しました。ユーザ名、および、パスワードを確認
してください。

サーバとは接続していますが、ログインに必要なユーザ情報が
一致しません。入力したユーザ名、または、パスワードを確認し
てください。

E3003 同時最大接続クライアント数に達したため、ログインできません。他のクライアントがログアウトするまでお待ちください。
E3004 サーバと通信が切れました。 サーバとの通信経路に問題がないか確認してください。
E3005 入力したユーザ名はすでに存在しているため、ユーザの登録が

できません。
同じ名前のユーザがすでに登録されています。ユーザ名を確認
のうえ、別のユーザ名で登録してください。
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コード メッセージ 説明と対処方法
E3006 パスワードが正しくありません。 パスワードを変更しようとしたとき、入力したパスワードが正し

くありません。変更前のパスワードを確認して再度入力してくだ
さい。

E3007 パスワードは最低でも 4 文字入力してください。 4 文字以上、30 文字以下のパスワードを入力してください。
E3008 変更後のパスワードと確認用のパスワードが一致していません。 変更後のパスワードと確認用のパスワードが、一致するように

再度入力してください。
E3009 ログイン中のユーザは削除できません。 削除対象ユーザがログアウトした後に、削除の操作を行ってくだ

さい。
E3010 変更対象のユーザはサーバにログインしています。基本情報の

変更はできません。
基本情報の変更対象ユーザがログアウトした後に、変更の操作
を行ってください。

E3011 初期化対象のユーザはサーバにログインしています。初期化が
できません。

初期化対象ユーザがログアウトした後に、変更の操作を行って
ください。

E3012 登録可能な最大数に達したため、ユーザを登録できません。 登録済みユーザを削除し、登録数を減らしてから登録してくだ
さい。

E3013 指定したプロジェクト名は、既に存在しているため、プロジェク
トの作成ができません。

同じ名前のプロジェクトがすでに登録されています。プロジェク
ト名を確認のうえ、別のプロジェクト名で登録してください。

E3014 指定したプロジェクト名はすでに存在しているため、プロジェク
ト名の変更はできません。

同じプロジェクト名がすでに使用されています。プロジェクト名
を確認のうえ、別のプロジェクト名に変更してください。

E3015 開いているプロジェクトは削除できません。 削除対象のプロジェクトを閉じた後に、プロジェクトの削除を
行ってください。

E3016 運転中のプロジェクトは削除できません。 削除対象のプロジェクトを停止した後に、プロジェクトの削除を
行ってください。

E3017 登録可能な最大数に達しているため、機器を登録できません。 サーバに登録されている機器のいずれかを削除し、登録数を減
らしてから登録してください。

E3018 プロジェクトに登録済みの機器は削除できません。 削除対象の機器が、いずれかのプロジェクトで利用されていま
す。他のプロジェクトで、削除対象の機器を利用していないか
確認してください。利用しているプロジェクトの機器設定画面の
機器リストから、削除対象の機器を削除した後に、再度、実施
してください。

E3019 現在のオーナーがプロジェクトを開いているため、オーナーの変
更はできません。

管理ユーザがプロジェクトのオーナーを変更しようとしたとき
に、現在のオーナーがそのプロジェクトを開いています。現在の
オーナーがプロジェクトを閉じた後に、オーナーの変更を実施し
てください。

E3020 機器情報の取得に失敗しました。 •

•

•

機器にアクセスするための情報、または、サーバと機器間の
通信経路を確認してください。
チャネルが０の状態の機器は登録できません。接続する機器
の再構築を行い、入出力モジュールを認識させるか、通信チャ
ネルを On にする などの操作を行ってください。（仮登録す
る場合は、「オフライン登録」を行ってください。）
GateWT for GA10 を接続対象として登録、起動するときは、
右クリックして「管理者として実行」を選択してください

E3021 指定した記録フォルダの作成に失敗しました。 指定されたドライブが存在しません。データファイルの保存先
フォルダを変更してください。

E3022 UniversalViewer の起動に失敗しました。 UniversalViewer が PC にインストールされているかどうか確認
してください。

E3023 ファイルの読み込み時にエラーが発生しました。 プロジェクト、または、タグ情報のインポート時にファイルの読
み込みに失敗しました。インポートの対象となっているファイル
が正しいか確認してください。

E3024 ファイルの書き込み時にエラーが発生しました。 エクスポート先のフォルダのプロパティが読み込み専用になって
いないかどうか、ディスクの空き容量が足りているかを確認して
ください。

E3025 取扱説明書が所定の位置にありません。 クライアントのインストールフォルダに取扱説明書の PDF ファ
イルを置いてください。

E3026 Adobe Reader の起動に失敗しました。 Adobe Reader のインストールの有無、および、バージョンを確
認してください。

E3027 同時最大運転プロジェクト数に達したため、データの収集を開
始できません。

サーバで運転中のプロジェクト数が最大数に達しています。他
のプロジェクトでのデータ収集を停止してください。
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コード メッセージ 説明と対処方法
E3028 同時最大接続機器数を超えるため、運転を開始できません。 接続機器数が最大数を越えてしまうため、収集を開始できませ

ん。他のプロジェクトでのデータ収集を停止するか、収集対象
の機器を変更してください。

E3029 登録可能な最大数に達したため、プロジェクトを登録できませ
ん。

登録済みプロジェクトのいずれかを削除し、登録数を減らして
から登録してください。

E3030 オープン可能なプロジェクトの最大数に達したため、プロジェク
トを開けません。

クライアントで同時にオープンできるプロジェクト数が最大数に
達しています。現在開いているいずれかのプロジェクトを閉じて
ください。

E3031 データファイルの削除ができません。 削除対象のデータファイルを他のクライアントが操作している
可能性があります。

E3032 データファイルのオープンに失敗しました。 データファイル一覧画面の情報を更新し、表示させようとして
いるデータファイルが存在していることを確認してください。

E3033 Web ブラウザの起動に失敗しました。 Web ブラウザがインストールされていない可能性があります。
E3034 プロジェクトへのアクセス権限がないので、操作できません。 プロジェクトのオーナーに、プロジェクトへのアクセス権限の付

与を依頼してください。
E3035 操作対象のユーザが存在していないので ､ 操作に失敗しました。 対象のユーザは、すでに削除された可能性があります。ユーザ

管理画面の情報を更新し、ユーザが存在するか確認してくださ
い。

E3036 登録可能機器数が最大数に達したので、プロジェクトのインポー
トができません。

登録機器リストから不要な機器を削除してください。

E3037 プロジェクトのロック状態が強制的に解除されたので、このプロ
ジェクトを閉じます。

操作するときは、再度プロジェクトを開いてください。

E3038 他のユーザがプロジェクトをロックしているため、操作に失敗し
ました。

プロジェクトのロックが解除された後、操作してください。

E3039 指定した新しいオーナーが存在していないので、プロジェクトの
オーナー変更に失敗しました。

指定したユーザは削除されている可能性があります。存在して
いるユーザを、新しいオーナーに指定してください。

E3040 プロジェクトが削除されたので、操作に失敗しました。 操作対象のプロジェクトはすでに削除された可能性があります。
プロジェクト一覧画面の情報を更新し、プロジェクトが存在する
か確認してください。

E3041 ライセンス番号が正しくないので、登録できませんでした。 ライセンス番号を確認のうえ、正しく入力してください。
E3042 サーバが正式化されていないので、オプションの追加はできま

せん。
サーバのライセンスを登録してから、オプションの追加をしてく
ださい。

E3043 タグ数のアップグレードオプションが適切ではないため、オプ
ションの追加に失敗しました。

オプションを付加すると、タグ数がプロジェクトの最大記録タグ
数を超えてしまいます。サーバ情報ダイアログで現在のタグ数
を確認の上、付加しようとしたオプションが適切かどうか確認し
てください。

E3044 一部のデータファイルの削除に失敗しました。 複数のデータファイルを同時に削除しようとしたときに、一部の
ファイルの削除に失敗しました。、一部のファイルが使用中の可
能性があります。

E3045 一部のデータファイルのオープンに失敗しました。 複数データファイルを同時に開こうとしたときに、一部のファイ
ルのオープンに失敗しました。データファイル一覧画面の情報
を更新し、データファイルの有無を確認してください。

E3046 登録に失敗しました。登録には管理者権限が必要です。管理者
としてログインし直して起動する、または、「管理者として実行」
を選択して起動してください。

Windows に管理者としてログインしなおしてください。または、
Data Logging Software を起動するときに「管理者として実行」
を選択してください。（Windows 7 の場合、ソフトウェアアイコ
ン上で右クリックをし、「管理者として実行」を選択して起動し
ます。）

E3047 OS で利用可能なメモリが不足しているため、操作が失敗しまし
た。

以下の方法を試みてください。
・実行中の他のソフトウェアを停止する。
・同時実行するプロジェクト数を減らす。
・PC のメモリを増設する。
・32bit 版を利用している場合は、64bit 版に移行する。

E3048 インポート対象のプロジェクトでの取り扱いタグ数がサーバの取
り扱いタグ数を超えているためインポートできません。

インポートしようとしているプロジェクトのタグ数が、現サーバ
の取り扱いタグ数を超えています。サーバの取り扱いタグ数の
増設をご検討ください。

第 15章　トラブルシューティング・FAQ 
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コード メッセージ 説明と対処方法
E3049 指定した一部のプロジェクト、または、全てのプロジェクトで一

斉操作に失敗しました。
一斉収集開始が実行できない場合、以下の要因が考えられます。

・ 同時運転プロジェクト数、または、同時接続機器数が制限を超
えている。

・OS 上で利用可能なメモリが不足している。
一斉記録開始が実行できない場合は、上記の他に以下の要因が
考えられます。

・データ保存先フォルダの作成に失敗した。
収集の必要がないプロジェクトは閉じてください。記録を開始す
る場合は、データファイルの保存先フォルダの変更を行ってく
ださい。

E3050 OS で利用可能なメモリが不足しているため、プロジェクトを閉
じます。

以下の方法を試みてください。
・実行中の他のソフトウェアを停止する。
・同時実行するプロジェクト数を減らす。
・PC のメモリを増設する。
・32bit 版を利用している場合は、64bit 版に移行する。

E3051 データ収集に必要な設定情報が正しくないため、収集開始に失
敗しました。

データ収集時に利用する情報に間違いがあります。Modbus 機
種定義ファイルに間違いがないかどうかを確認してください。

E3052 機器が削除されたので、操作に失敗しました。 登録機器リストで機器情報の更新を実施してください。
E3053 自動検索中なので、検索できませんでした。 他のクライアントが異なる検索条件で機器の検索を実行してい

ます。検索の動作が終了した後で、検索操作を行ってください。
E3054 指定した一部のタグ、または、全てのタグで情報更新に失敗し

ました。
更新対象のタグが利用している機器の通信状態を確認してくだ
さい。

E3055 指定した記録フォルダに書き込むことができません。 以下の原因が考えられます。保存先の状態を確認してください。
・データ保存先のドライブの空き容量が不足している。
・�データ保存先が外部記憶装置の場合、装置が正しく挿入されて

いない、または抜かれている。
・データ保存先が読み取り専用になっている。
・データ保存先のドライブが故障している。
・�サーバが起動する OS の権限で書き込むことができない場所
（フォルダ）を指定している。

E3056 このバージョンのサーバには接続できません。 クライアントとサーバのバージョンは一致させてください。
最新版のソフトウェアは以下の URL からダウンロードできます。
http://www.smartdacplus.com/software/ja/

E3057 電子証明書の登録に失敗しました。 電子証明書がサーバに格納できません。証明書の形式、ファイ
ルサイズ、保管場所フォルダの空き容量、書き込み権限を確認
してください。

E3059 テンプレートファイルの登録に失敗しました。 テンプレートファイルがサーバに格納できません。
保管場所フォルダの空き容量、書き込み権限を確認してくださ
い。

E3060 テンプレートファイルのダウンロードに失敗しました。 テンプレートファイルが指定フォルダにダウンロードできませ
ん。
指定フォルダの空き容量、書き込み権限を確認してください。

E3061 テンプレートファイルの削除に失敗しました。 テンプレートファイルが削除できません。保管場所フォルダの書
き込み権限を確認してください。また、他のアプリケーションが
ファイルを開いていないことを確認してください。

E3062 スケジュール削除に失敗しました。 収集中、または記録中のスケジュール削除はできません。
E3063 EXCEL がインストールされていません。 EXCEL をインストールしてください。
E3064 レポートファイルを開けません。 レポートフォルダに、レポートファイルがあることを確認してく

ださい。
E3065 レポートファイル作成に失敗しました。 サーバのレポートファイル保管場所のディスク容量、フォルダ書

き込み権限を確認してください。データファイルの有無を確認
してください。

E3066 印刷に失敗しました。 データファイルの有無を確認してください。
E3067 証明書署名要求の作成に失敗しました。 データファイルの有無を確認してください。ファイル名や格納先

フォルダなどの設定値が正しいか確認してください。
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コード メッセージ 説明と対処方法
E3068 指定オプションは既に有効です。 入力されたライセンス番号のオプションは、すでに有効になって

います。
すでに有効になっているオプションは、サーバの［ヘルプ］メ
ニュー、［サーバ情報］、または［サーバライセンス入力］（ライ
センス入力画面）より確認できます。

E3069 OPC-UA サーバのポート番号は既に使われているため、OPC-UA
サーバ起動に失敗しました。ポート番号を変えてください。

ポート番号の衝突の可能性があります。OPC-UA サーバのポート
番号が他のプロセスで使用されていないか確認してください。

E3070 サーバ証明書が不正です。 秘密鍵と証明書の整合性がとれません。
E3071 利用できない機能が含まれているためインポートできません。 該当プロジェクトをインポートするためのチャネル数（タグ数）、

またはオプションが不足しています。サーバのチャネル数（タグ
数）やオプションが、インポートしようとしているプロジェクト
の構成条件を満たしていません。

E3072 自己署名証明書の作成に失敗しました。 秘密鍵が存在しない、もしくは、フォルダに書き込み権限があり
ません。

E3073 プロジェクトの貼り付けに失敗しました。 サーバのディスク容量が不足しているため、プロジェクトの貼り
付けができません。

E3074 カスタムディスプレイ設定ファイルの登録に失敗しました。 カスタムディスプレイの設定ファイルが登録できません。サー
バのディスク容量、フォルダへの書き込み権限を確認してくだ
さい。

E3075 アラーム音ファイルの登録に失敗しました。 サーバのアラーム音ファイル保管場所のディスク容量、フォル
ダ書き込み権限を確認してください。

E3076 アラーム音ファイルのダウンロードに失敗しました。 クライアントの指定フォルダのディスク容量、フォルダ書き込み
権限を確認してください。

E3077 アラーム音ファイルの削除に失敗しました。 サーバのアラーム音ファイル保管場所のフォルダ書き込み権限、
ファイルが他のアプリケーションからオープンされていないこと
を確認してください。

E3078 メール送信失敗しました。 SMTP サーバ、認証方法、および、送信元は正しい設定したかど
うかを確認してください。

E3079 GateSushi 画面の起動に失敗しました GateSushi サーバが起動していません。メニュー「操作」から
「GateSushi 再起動」を実行してください。

E3080 EUI が入力されていません。 GateSushi 画面の Sushi パラメータ設定ダイアログで EUI が空欄
になっています。EUI を入力してください。

E3081 登録可能な最大数に達しているため、センサを登録できません。GateSushi にて、Sushi グループにセンサを登録しようとしたとき、
上限を超えています。
以下の個数上限を超えないように設定してください。

・1 グループあたりのセンサ個数は 50 個まで
・�1 グループあたりのセンサパラメータ「使用」On の個数は 50

個まで
・�GateSushi 全体でセンサパラメータ「使用」On の個数は GA10

サーバタグ最大数まで
E3082 EUI が重複しています。 GateSushi 画面で、登録しようとしている Sushi Sensor の EUI に

重複があります。EUI が重複しないようにしてください。
E3083 センサ種類が一致していません。 GateSushi 画面で、センサ交換操作を行ったときに、交換先セン

サとセンサ種類が合っていません。
E3084 EUI は xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx の形式で入力してください。

（xx：00 ～ FF）
GateSushi 画面で、新規登録時の EUI のフォーマットが間違って
います。EUI を正しいフォーマットで入力しなおしてください。

E3085 登録済みの EUI とセンサ種類が異なります。 GateSushi 画面で、登録済みセンサと同じ EUI でセンサ種類が異
なるセンサを別の Sushi グループに登録しようとしています。
EUI、センサ種類を登録済みのセンサと合わせてください。

E3086 1 文字以上設定してください。 GateSushi 画面の接続設定で、ユーザ認証 On のときに、ユーザ
名またはパスワードのいずれかが空欄になっています。ユーザ
名、パスワードを設定してください。

E3087 ポート番号が重複しています。 GateSushi 画面のポート番号設定で重複しているポート番号があ
ります。重複しないように設定してください。

E3088 センサ種類を指定してください。 GateSushi 画面の「設定ウィザード：センサ登録」画面で「接続
センサ登録」からセンサを登録しようとしたとき、センサ種類が
指定されていません。センサ種類を指定してください。

第 15章　トラブルシューティング・FAQ
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コード メッセージ 説明と対処方法
E3089 権限がありません。 アクセス権限がオペレータまたはモニタで GateSushi 画面を起動

し、各種設定操作をしようとしています。オーナーまたはマネー
ジャでログインしてください。

E3090 設定に失敗しました。
[ 補助メッセージ 1]
GA10 が収集中の時は反映できません。
[ 補助メッセージ 2]
GA10 のプロジェクト画面を閉じてください。

GateSushi にて、「GA10 に設定反映」に失敗したときに表示され
ます。失敗した理由が補助メッセージで表示されます。

E3091 登録可能な最大数に達しているため、パラメータを On にできま
せん。

GateSushi にて、センサのパラメータ設定で使用 On にできるパ
ラメータの個数は、呼出し元の GA10 の最大測定タグ数までです。

E3092 学習モデルファイルの登録に失敗しました。 サーバの学習モデルファイル保管場所に学習モデルファイルを
格納できません。サーバの学習モデルファイル保管場所のディ
スク容量、フォルダ書き込み権限を確認してください。

E3093 学習モデルファイルのダウンロードに失敗しました。 クライアントの指定フォルダに学習モデルファイルをダウンロー
ドできません。クライアントの指定フォルダのディスク容量、フォ
ルダ書き込み権限を確認してください。

E3094 学習モデルファイルの削除に失敗しました。 指定学習モデルファイルをサーバの格納場所から削除できませ
ん。サーバの学習モデルファイル保管場所のフォルダ書き込み
権限、ファイルがほかのアプリケーションからオープンされてい
ないことを確認してください。
ほかのグループに学習モデルファイルが指定されているかを確
認してください。

E3095 学習モデルの再学習に失敗しました。 学習モデルを再作成できないときに表示されます。
ほかのグループに学習モデルファイルが指定されているかを確
認してください。

E3201 ファイル名が不適切です。 GateSushi にて、設定エクスポートでファイル保存時にファイル
名が範囲外のときに表示されます。

[ 補助メッセージ 1]
¥ " * / : < > ? | '; は使用できません。

ファイル名を入力可能な文字に変更してください。

[ 補助メッセージ 2]
ファイル名は 32 文字までです。

ファイル名を 32 文字までにしてください。

E3202 ファイルの作成に失敗しました。 GateSushi にて、設定エクスポートでファイル保存に失敗したと
きに表示されます。

[ 補助メッセージ 1]
読み取り専用ファイルです。

対象ファイルを書き込み可能にするか、別ファイルに変更してく
ださい。

[ 補助メッセージ 2]
ファイルアクセス権がありません。

対象ファイルのアクセス権を確認してください。

[ 補助メッセージ 3]
ディスクがフルです。

書き込み先の容量を確認してください。

[ 補助メッセージ 4]
ファイルの共有違反です。

他のアプリケーションで、既に同じファイルを開いています。ファ
イルを閉じてください。

[ 補助メッセージ 5]
ディレクトリが存在しません。

ディレクトリが削除されている可能性があります。

[ 補助メッセージ 6]
エラーです。

上記以外のエラーが発生しました。

E3203 ファイルの読み込みに失敗しました。 GateSushi にて、設定インポートでファイル読み込みに失敗した
ときに表示されます。

[ 補助メッセージ 1]
ファイルアクセス権がありません。

対象ファイルのアクセス権を確認してください。

[ 補助メッセージ 2]
指定したファイルが存在しません。

ファイルまたはディレクトリが削除されている可能性がありま
す。

[ 補助メッセージ 3]
エラーです。

上記以外のエラーが発生しました。

E3204 現在実行できる状態ではありません。 GateSushi にて、実行エラーのときに表示されます。
 第13章　GateSushi 機能（付加仕様、/SU）

第 15 章　トラブルシューティング・FAQ 
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15.2	 FAQ
Q1	 GA10 と GA10CL は、同じ PC にインストールしても動作しますか？

A1
GA10 と GA10CL は同じ PC にインストールできません。

Q2	 記録データファイルを自動的にバックアップする方法はありますか？
A2
メール送信機能を利用して、作成されたデータファイルをメールに添付して送付することがで
きます。メールの受信先でバックアップデータとして保管できます。

Q3	 サーバとデータ収集対象機器間の通信が切断されました。復旧したときの動
作は？
A3
データ収集／記録の継続
サーバは約 30 秒ごとに、通信リトライを行います。通信接続に成功すると、データ収集・記
録を継続します。

記録データ
通信が復旧したときの記録データの処理は、PC 時刻でデータ収集している場合と、機器時刻
でデータ収集している場合とで異なります。

・	 PC 時刻でデータ収集している場合
	 通信できなかった部分のデータは記録されません。

・	 機器時刻でデータ収集している場合
	 通信が復旧した後、まずは通信上で取得できるデータの取得に努めます。その上で取得

できなかったデータを機器から取得し、記録したデータファイル内のデータ欠損部分を
補完します。この機能を「バックフィル」（Q4参照）と呼びます。

Q4	 バックフィルとはどんな機能ですか？
A4
サーバと機器間で通信障害が発生すると、サーバで記録中のデータファイル内にデータの欠
損が発生します。バックフィルとは、システムが復旧した後、欠損したデータを機器から取得
して、記録ファイル内のデータの欠損を補完する機能です。動作条件が満たされているとき、
自動的に機器からデータを取得します。

通信障害が復帰するとバックフィル機能は自動的に動作します。補完されたデータは新しく
ファイルとして保存され、データファイル一覧画面で確認できます。補完した箇所の開始部分
と終了部分にはバックフィルが動作したことを表すマークが追加されます。
短時間の通信障害 * であれば、上記の設定を行わずともデータ欠損を補完する場合があります。
この場合、ファイルを新しく作成することなく、記録中のファイルに直接書き込みを行います。	
	 *：時間は接続する機器によって異なります。

第 15章　トラブルシューティング・FAQ 
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第 15章　トラブルシューティング・FAQ 

バックフィル動作条件
GA10 側

・	 対象データ：バイナリデータ（Excel データは対象外です）

・	 データ時刻で［機器時刻優先］が選択されていること。

接続機器本体側

・	 対象機器：GX10、GX20、GP10、GP20、GM10、DX1000、DX2000、DX1000N、
DX1000T、DX2000T、FX1000、MV1000、MV2000

・	 機器の内部メモリに、欠損箇所のイベントデータファイルが保存されていること。

・	 機器の測定周期と、イベントデータの記録周期が一致していること。

・	 ファイルの FTP 転送が実行できる設定になっていること。 
（FTP サーバ機能：ON、ポート番号：21）

・	 マルチバッチ機能を使用していないこと。（マルチバッチ機能を使用している場合は、
バックフィル動作は行ないません。）

・	 本体のタイムゾーン、夏時間（DST) 設定が PC 側と一致すること。

拡張セキュリティ機能（/AS）付きGX/GP/GM

・	 拡張セキュリティ機能が「無効」時は、バックフィルが動作します。

・	 「有効」時は、［セキュリティ基本設定］の［通信］が［Off］の場合、動作します。

・	 ［セキュリティ基本設定］の［通信］が［ログイン］に設定されているときは、ユー
ザレベルが「モニタ」のユーザで接続した場合のみ、バックフィルが動作します。

拡張セキュリティ機能（/AS1）付きのDX

・	 拡張セキュリティ機能の「有効」、「無効」にかかわらずバックフィルが動作します。

バックフィルで取得したファイルの扱い
	 下記以外は、通常のデータファイルと同じです。

・	 [ 記録 ] 設定画面で設定した [ ファイル分割 ] 条件は適用されません。従って、通常
のデータファイルに比べ、ファイルサイズが大きくなる場合があります。

その他

・	 記録開始時に通信エラーなどが発生していた場合はバックフィル動作の対象外です。

・	 機器へのアクセスの失敗、またはイベントデータファイルの作成中などにより、バッ
クフィル動作を開始できない場合は、機器に 1 時間毎にアクセスを行います。

・	 バックフィル動作中にサーバが停止すると、バックフィル動作も停止します。サー
バが再起動しても、以前のバックフィル動作は行いません。

・	 データ収集開始後に、機器側で以下の設定が変更されると、バックフィル動作は行
いません。収集周期、時刻、チャネルの使用・未使用、小数点以下の桁数、単位、
スパン（スケール）、アラームの使用・未使用、アラーム種類、アラーム設定値
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第 15章　トラブルシューティング・FAQ 

Q5	 サーバが停止、またはサーバ PC がシャットダウンしました。再起動後の動作は？
A5
サーバの復旧
サーバは、サーバがインストールされた PC がシャットダウンした場合に備えて、常に最新の
運転情報をディスクに保管しています。これにより、PC の再起動後、この運転情報をもとにサー
バを以前の状態に復旧します。

データ収集・記録の継続
サーバが動作開始後、データ収集・記録を継続します。電源 OFF 時の状態により、再起動後
の収集・記録は下表のとおりとなります。

電源OFFの状態 説明
再起動時の
収集・記録

ファイル分割
表示分割

バックフィル動作

突発的な電源 OFF 停電、PC の電源コード抜けなど、予期
できない電源 OFF

継続 分割 動作なし

通常の再起動 ユーザによるシャットダウン、Windows
アップデートなどによる再起動

継続（バージョン
R2.02 以降）
旧バージョンの
GA10 をご使用の
場合、継続できま
せん。

分割 動作なし

なお、PC のログオフは収集・記録に影響しません。
レポート／印刷機能（付加仕様、/RP）を使用している場合

	 PC のシャットダウンにより完了していない自動印刷のスケジュールは、サーバ復旧後に
再度実行されます。ただし、再度実行された自動印刷の出力結果は、シャットダウンし
た時から、さかのぼって最大 10 分間のデータが欠損する可能性があります。

Q6	 クライアント、サーバ間が通信エラーになりました。データ収集は継続され
ますか？
A6

データ収集はサーバと機器間で行っているので、クライアントの PC とサーバの PC 間が通信
エラーのときでも継続されます。
クライアントの PC とサーバの PC 間が通信エラーのとき、クライアントはサーバからログアウ
トします。開いていたプロジェクトは閉じられます。このとき、データ収集中で、かつ、プロジェ
クトの [ ロック状態保持 ] が [ON] になっていると、プロジェクトがロックされたままになります。
通信が復旧する前に、プロジェクトを操作するときは、同じプロジェクトを使用している他の
PC にインストールされたクライアントから、下記のどちらかの操作をします。

・	 同じユーザでプロジェクトを開く。
・	 管理ユーザでログインし、メニューの [ プロジェクト ]>[ 強制ロック解除 ] の操作をしてプ

ロジェクトのロックを解除する。
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Q7	 プロジェクトの操作ができません。原因は？
A7
以下の原因が考えられます。

・	 ユーザに操作の権限が与えられていない。→「オーナー」「マネージャ」「オペレータ」など
の、操作ができるアクセス権限を持ったユーザでプロジェクトを開いてください。

・	 プロジェクトがロックされている→「オーナー」「マネージャ」「オペレータ」などのアクセ
ス権限を持ったユーザがログインしているときは、プロジェクトがロックされます。他のユー
ザはモニタ以外はできません。開いているユーザがプロジェクトを閉じるまで待ってください。

・	 プロジェクトがロックされている→データ収集中で、かつ、プロジェクトの [ ロック状態保持 ]
が [ON] になっていると、「オーナー」「マネージャ」「オペレータ」などがプロジェクトを閉
じても、プロジェクトがロックされたままになります。操作できるようにするには、次のど
ちらかの操作を行います。

・	 ロックしているユーザに連絡してロックを解除してもらう。

・	 強制ロック解除の操作を行う。

Q8	 ユーザのパスワードを紛失しました。対処は？
A8
管理ユーザのパスワードを紛失した場合、復旧の方法はありません。お買い求め先にご連絡く
ださい。
一般ユーザがパスワードを紛失した場合、管理ユーザが一般ユーザのパスワードを初期化しま
す。その後、一般ユーザが初期化されたパスワード（ブランク）でログインし、新しいパスワー
ドを設定します。

Q9	 機器のデータと GA10 で収集、記録したデータが一致していません。何故で
すか ?
A9
データが一致するとは、データの値と時刻が一致することです。
機器時刻で収集したデータは、そのまま本ソフトウェアで記録されます。従って、機器のデー
タと収集、記録したデータは一致します。
PC 時刻で収集したデータは、機器から収集したデータに PC の時刻を付加し、時刻を補正する
形で値を作成し直して収集データとしています。従って、機器のデータと PC 時刻で収集、記
録したデータは一致しないことがあります。

Q10	 記録したデータを印刷できますか？
A10
データファイルは Universal Viewer で印刷できます。Universal Viewer は、本ソフトウェアに付
属しており、本ソフトウェアのインストール時に、インストールされています。
また、オプション機能（付加仕様、/RP）を追加することにょり、指定範囲のデータを指定時
刻に印刷させることも可能です。： 5.1 自動印刷を設定する

第 15章　トラブルシューティング・FAQ 
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Q11	 機器の設定を変更しました。どの時点からデータ収集に反映されますか？
A11
データ収集開始前の機器の設定変更
本ソフトウェアは、機器リストへの機器の登録時に対象機器から情報を取得します。この情報
がデータ収集開始時の実際の機器の情報と異なる場合、収集は行いますが、不定なデータとし
て扱います。下記の情報を確認して一致させてください。
	 チャネルのデータ型、単位、スパン、小数点以下桁数、アラーム種類、アラーム設定値
機器リストの機器の [ 設定更新 ] 操作で設定変更を反映できます。

収集・記録中の機器の設定変更
収集・記録中に機器の設定を変更しても、変更を反映しません。収集を停止して、下記のどち
らかの操作で設定変更を反映してから再度収集を開始してください。

・	 機器リストの機器の [ 設定更新 ] 操作を行う、または
・	 機器を再度登録し直す

機器の収集周期を変更した場合、機器時刻でデータ収集しているときは、モニタ中のデータを
すべてリセットして再度モニタを開始し、記録は停止します。

重要
収集・記録中に機器の時刻の変更を行うと、モニタ画面や記録データに影響が生じますので
おやめください。

接続機器が SMARTDAC+ シリーズ (GX/GP、または GM) で、バージョン R2.02 以降の GA10 を
ご使用の場合は、データ収集中に機器本体で変更されたアラームの情報がモニタに反映されま
す。このときモニタに反映される変更は、アラームの On/Off、および種類です。なお、記録ファ
イルのアラーム一覧には、アラーム種類の変更は反映されません。

Q12	 データ時刻を PC 時刻優先にした場合と、機器時刻優先にした場合の違いは？
A12
データ収集条件の設定の違いについては、3-35 ページの「収集条件の設定」もご覧ください。
また、下表は主な違いをまとめたものです。詳しい説明は次ページ以降を参照ください。

　　　相違点
モード

概要
バックフィル
機能

収集・記録周期
表示

データ保存ファイル
トレンドモニタ アラーム一覧

PC時刻優先
サーバ PC
がもってい
る時刻

なし 選択肢から指定
できる

同じ時間軸に表示できるため、表示
上の制約がない

1 つのデータファイ
ルにデータを保存で
きる

機器時刻優先

接続機器が
もっている
時刻

あり
（機器が持

つデータで、
データの欠損
を補完）

機器ごとの周期
が使われるため、
ひとつを指定で
きない

時刻や収集周期
の異なる複数の
機器がある場合、
モニタセット内を
分割して機器ご
と、収集周期ご
とに表示される

画面を分割し機
器単位でリスト
を表示する

ファイルが機器ご
と、収集周期ごとに
分割される

第 15章　トラブルシューティング・FAQ 
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PC 時刻優先とは
PC 時刻は、サーバがインストールされた PC が持っている時刻です。[PC 時刻優先 ] の場合、サー
バは、機器から収集したデータに、PC の時刻を付加します。このデータをモニタ画面に表示し、
記録ファイルに保存します。

・	 PC 時刻で収集したデータは、必ずしも機器のデータとは一致しません。
	 関連項目： Q9

・	 PC 時刻でデータを収集した場合にデータに付加する時刻は、必ず真夜中の 00:00:00 にデー
タの収集時刻が来るように収集時刻を決定しています。

・	 GA10 で収集周期、記録周期を指定します。
・	 すべてのタグのデータを、同じファイルに保存します。

機器時刻優先とは
機器時刻は、データの収集対象となる機器が持っている時刻です。[ 機器時刻優先 ] の場合、サー
バは、機器のデータ収集周期でデータを収集し、記録します。一つの機器に収集周期が複数あ
る場合は、それぞれの収集周期でデータを収集・記録します。機器のデータと収集したデータ
は、値、時刻とも一致します。

データ収集、記録
・	 機器ごと、データ収集周期ごとにデータを収集します。
・	 機器のデータ収集周期でデータを収集、記録します。GA10 で収集周期、記録周期は指定で

きません。
・	 機器ごと、データ収集周期ごとに別ファイルにデータが保存されます。

機器A、収集周期A1
のタグ

機器時刻優先

収集周期A1、A2

機器A 機器B

収集周期B1

機器A、機器BのタグPC時刻優先

サーバ

機器A、収集周期A2
のタグ

機器B、収集周期B1
のタグ

データ
ファイル

データ
ファイル

データ
ファイル

データ
ファイル

	 データファイルのファイル名には、機器のデバイス番号、機器名、機器の収集周期の情
報が付加されます。下記は、日付と時刻を付加した場合のファイル名のフォーマットです。
FileName-DeviceNo-DeviceName-Interval-YYYYMMDDhhmmss.ext 
FileName：ユーザが指定したファイル名文字列 
DeviceNo：機器設定画面の機器のデバイス番号。 
DeviceName：機器設定画面の機器の機器名。 
Interval：機器の収集周期。

第 15章　トラブルシューティング・FAQ 
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第 15章　トラブルシューティング・FAQ 

・	 モニタ
	 トレンドモニタでは、1 つの時間軸に沿ってデータを表示します。同じ表示グループ内に複

数の機器がある場合、モニタセット内を分割して機器ごと、収集周期ごとに、その表示グルー
プの波形が表示されます。分割数は最大４で、これを超える場合は、４つまでしか表示しま
せん。

	 アラームの一覧表示では、収集対象の機器の時刻がそれぞれ異なることから、画面を分割
し機器ごとにリストを表示します。

・	 データの欠損を補完
	 データ収集に［機器時刻優先］を選択すると、バックフィル機能が利用できます。
	 バックフィル機能とは： Q4

・	 メール送信機能
	 アラーム発生・解除時のメール送信では、機器ごと、収集周期ごとに対象タグを監視してメー

ルを送信します。
	 指定周期でのメール送信では、機器ごと、収集周期ごとにメールを送信します。
	 指定時間ごとのメール送信では、機器ごと、収集周期ごとに時間を計測し、メールを送信し

ます。

Q13	 複数のディスプレイを使用して GA10 画面を表示する場合の注意点は？
A13
Windows のディスプレイ設定を「拡張」や「複製」にして GA10 画面を表示する場合は、画
面 1 と 2 の拡大率を同じにしてください。画面の拡大率が異なる場合、GA10 画面をディスプ
レイ間で移動させた後にダイアログの表示操作を行うと、ダイアログが表示されずに GA10 画
面の操作ができなくなることがあります。この状態になった場合は、Windows のディスプレイ
設定を一旦「PC 画面のみ」に戻してください。
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付録 1	 帳票テンプレートの作成

Excel 形式レポートファイル用の帳票テンプレートを作成する

Excel のセルにキーワードと任意の文字列を記述して、帳票テンプレートを作成します。キー
ワードとは、そのセルに出力するデータを指定する記述です。任意の文字列は、そのまま
レポートに出力されます。作成した帳票テンプレートは、Excel 形式（拡張子：xlsx）、また
は Excel マクロ有効形式（拡張子：xlsm）で保存します。

テンプレート記述例

ch 番号 $Ch(R001)$ $Ch(R002)$
名称 タンク 1（温度） タンク 1（圧力）
単位 $Unit(R001)$ $Unit(R002)$
$ReportDataTime(Hour)$ $ReportDataInst(Hour, R001)$ $ReportDataInst(Hour, R002)$
$Repeat$ $Repeat$ $Repeat$
$Repeat$ $Repeat$ $Repeat$

レポート出力例

ch 番号 TIC-001 PIC-002
名称 タンク 1（温度） タンク 1（圧力）
単位 ℃ kPa
2012/12/01  00：00：00 76.5 45.6
2012/12/01  01：00：00 78.9 56.7
2012/12/01  02：00：00 77.7 50.8

キーワードの記述フォーマット
キーワードは、キーワード名だけか、またはキーワード名とパラメータを記述します。
$ キーワード名（パラメータ）$ 例 $ReportDataSum(Hour,R001,00,23)$

基本規則
・	 左側の「$」はキーワードの開始記号、右側の「$」はキーワードの終了記号です。
・	 英数半角文字、「$」、「(」、「)」、「,」、およびスペースだけ使用できます。スペースは、「(」

後、「,」前、「,」後、または「)」前に使用できます。大文字と小文字の区別はありません。
キーワード内に、「$」は使用できません。

・	 キーワードの文字数は、スペースを含み最大 100 です。

パラメータの規則
・	「(」はパラメータの開始記号、「)」はパラメータの終了記号です。
・	 複数のパラメータ（最大 4 個）は、カンマ「,」で区切ります。
・	 省略できるパラメータの記述例を以下に示します。
$ReportDataSum(Hour, R001, ,23)$ 3 番目のパラメータを省略した例
$ReportDataSum(Hour, R001, 01, )$ または 4 番目のパラメータを省略した例
$ReportDataSum(Hour, R001, 01)$

付録
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Excel の書式に関連した規則
・	 データの書式は、セルの書式で設定します。
・	 キーワードごとに決められた表示形式を、セルの「表示形式」で設定します。
・	 1 つのセルに記述したキーワードは、キーワード名とすべてのパラメータの書式が同じ

ときだけ有効です。キーワードの文字サイズ等が違う場合は無効です。
$ReportDataSum(Hour, R001, 00, 23)$ 「Hour」の文字サイズが違うので無効です。

・	 1 つのセルに文字列とキーワードが混在した場合は、キーワードの書式が同じであれば、
文字列の書式が違っても有効です。
日時：$DateTime$ キーワードの書式が同一なので有効です。

レポート種類とテンプレート種類の使用制限
下記の規則に違反すると、データは出力されません。

キーワードの
パラメータ

テンプレート種類

レポート種類 時報 日報 週報 月報 時報＋日報 日報＋週報 日報＋月報 バッチ報 日報
カスタム

Hour  
Day    
Week  
Month  
Batch 
Custom 
Free 

レポート種類と省略パラメータの使用制限
下記の規則に違反すると、キーワードのフォーマットミスとして処理されます。
キーワード変換は行われず、そのままの状態になります。
レポート種類 開始日時 終了日時 開始番号 終了番号
Hour 開始時刻（時） 終了時刻（時） ー ー
Day 開始日 終了日 － －
Week ー ー － －
Month ー ー － －
Batch 開始相対時刻（分） 終了相対時間（分） 開始番号 終了番号
Custom 開始時刻（時：分） 終了時刻（時：分） ー ー
Free ー ー ー ー

付録 1　帳票テンプレートを作成する
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キーワードの定義
使用例は、「帳票テンプレート作成例」をご覧ください。

•	 システム関連キーワード

キーワード名 意味 表示形式
Time 現在時刻 時刻 *4

Date 現在日付 日付 *4

DateTime 現在日時
DateTimeString 現在日時 文字列
Serial シリアル番号
Ch チャネル番号 *1

Tag タグ文字列 *1

ChId タグ No*1

Unit 単位 *1

FileName ファイル名
Model 機種
MeasCh 測定チャネル数 数値
MathCh 演算チャネル数 数値
SampleInterval サンプル周期 文字列
CommentTitle ファイルコメントタイトル *2

範囲：1 ～ 8
CommentDetail ファイルコメント内容 *2

範囲：1 ～ 8
PrintGroup グループ番号
PrintGroup(p1) 指定グラフのグループ番号 *5

PrintGroupName グループ名
PrintGroupName(p1) 指定グラフのグループ名 *5

PrintRange 印刷範囲 *3

範囲：G1 ～ G4
*1	 パラメータはレポートチャネル番号（省略不可）です。
*2	 パラメータはコメント番号（省略不可）です。
*3	 パラメータはグラフ番号（省略不可）です。Excel テンプレートでは秒まで表示可能です。
*4	 PDF とプリンタ出力の場合には文字列となります。
*5	 パラメータはグラフ番号（省略不可）です。

付録 1　帳票テンプレートを作成する



付-4 IM 04L65B01-01JA

•	 レポートデータ関連キーワード *

	 *：これらのキーワードはカスタム印刷には使用できません。

キーワード名 意味 表示形式
ReportDateTime レポート作成 / 印刷の日時 *6 日時
ReportDataDate レポート作成日付 *1 日付 *5

ReportDataTime レポート作成時刻 *1 時刻 *5

ReportDataDateTime レポート作成日時 *1 日付 *5

ReportDataDateTimeString レポート作成日時 *1 文字列
ReportDataElapsedTimeString*4 レポートデータのタイムアップ日時

（スタートからの相対時刻）
ReportDataStatus レポートデータのステータス *2

ReportDataSum レポートデータの積算値 *2 数値または文字列 *3

ReportDataInst レポートデータの瞬時値 *2

ReportDataAve レポートデータの平均値 *2

ReportDataMax レポートデータの最大値 *2

ReportDataMin レポートデータの最小値 *2

*1	 パラメータは、レポート種類（省略不可）、開始日時（省略可）、終了日時（省略可）、開始番号
（省略可）、終了番号（省略可）の順に記述します。

*2	 パラメータは、レポート種類（省略不可）、レポートチャネル番号（省略不可）、開始日時（省略可）、
終了日時（省略可）、開始番号（省略可）、終了番号（省略可）の順に記述します。

*3	 小数点の形式（ドットまたはカンマ）は、変換後のデータが数値か、文字列かで異なります。
数値か文字列かは、キーワードが書かれているセルの書式によります。数値のときはセルの書
式に従い、文字列のときはレポートデータと一致します。

*4	 レポート種類が「バッチ報」の場合のみ有効です。
*5	 PDF とプリンタ出力の場合には文字列となります。
*6	 パラメータは、データ基準（省略不可）、日付種類（省略不可）の順に記述します。

付録 1　帳票テンプレートを作成する
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•	 レポートグラフ関連キーワード

キーワード名 意味 表示形式 記述例
ExtGraph レポートグラフ *1 画像 $ExtGraph(G1)$

範囲：G1 ～ G4
*1	 パラメータはグラフ番号（省略不可）です。

	 グラフを挿入する場合
	 Excel 形式レポートファイル用の帳票テンプレートにグラフを挿入する場合は、以下の手

順で行います。
1.	 作成した Excel テンプレートのグラフを配置したいところに、図（イメージファイル）

を適宜、挿入します。
2.	 図の上で右クリックをし、「図の書式設定」を選択します。
3.	 左側のメニューから「代替テキスト」を選択します。
4.	「代替テキスト」の「タイトル」に上記キーワード” $ExtGraph(G1)$" を入力します。

図の上で右クリック

•	 特殊キーワード

キーワード名 意味 表示形式
Repeat レポートデータ関連キーワードと特殊キーワードの

「Index」キーワードに対応したデータの出力位置を指示
します。

対応したキーワードと同
じ。

Copy レポートデータ関連キーワードと特殊キーワードの
「Index」キーワードに対応したデータをデータ個数分出

力します。PDF 形式とプリンタ出力の場合のみ有効です。

対応したキーワードと同
じ。

Index start で指定した数字から end で指定した数字まで連番
を出力します。

数値

付録 1　帳票テンプレートを作成する
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•	 パラメータ一覧

パラメータ名 記述形式 範囲 内容 備考
レポートチャネ
ル番号

Rxxx*1 R01 ～ R100 本ソフトウェアのレポート
チャネル

レポート種類 Hour － 時報
Day － 日報
Week － 週報
Month － 月報
Batch － バッチ報
Custom － 日報カスタム
Free － 日報カスタムにおいて、

ファイル内のデータに対し
て演算した結果 ( 積算値な
ど ) が最後に付加されます。
このデータを「Free」と呼
びます。

開始日時 hh*2 00 ～ 23 開始時刻（時）を指定 時報のときに使用
dd*3 01 ～ 31 開始時刻（日）を指定 日報のときに使用
mm*4 0 ～ 12000 開始時間（分）を指定 バッチ報のときに使用
hh:mm*5 hh：00 ～ 23

mm：00 ～
59

開始時刻（時：分）を指定 日報カスタムのときに使用

終了日時 hh*2 00 ～ 23 終了時刻（時）を指定 時報のときに使用
dd*3 01 ～ 31 終了時刻（日）を指定 日報のときに使用
mm*4 0 ～ 12000 終了時間（分）を指定 バッチ報のときに使用
hh:mm*5 hh：00 ～ 23

mm：00 ～
59

終了時刻（時：分）を指定 日報カスタムのときに使用

開始番号 xxx*1 001 ～ 200 開始番号を指定 バッチ報のときに使用
終了番号 xxx*1 001 ～ 200 終了番号を指定
データ基準 Start － レポートの先頭基準

End － レポートの末尾基準
日付種類 Year － 年

Month － 月
Day － 日
Hour － 時
Minute － 分
Second － 秒
WeekOfMonthSun － その月の第 xx 週、日曜日を

第 1 日目
WeekOfMonthMon － その月の第 xx 週、月曜日を

第 1 日目
WeekOfYearSun － その年の第 xx 週、日曜日を

第 1 日目
WeekOfYearMon － その年の第 xx 週、月曜日を

第 1 日目

*1	 xxx は数字、桁数の制限なし
*2	 hh は数字、桁数の限定なし
*3	 dd は数字、桁数の限定なし
*4	 mm は数字、桁数の限定なし
*5	「:」前、「:」後の場合にスペースの記入は可
*6	 開始時間、終了時間は記録スタートからの相対時間

付録 1　帳票テンプレートを作成する
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開始日時、終了日時
ひとつのレポートファイルのどこからどこまでのレポートデータを、帳票テンプレートを
使用したレポートファイルに出力するかを、「開始日時」、「終了日時」で指定します。

「開始日時」、「終了日時」は、出力するレポート種類により下記の通りに指定します。

レポート種類 開始日時 終了日時
時報 開始時刻（時） 終了時刻（時）
日報 開始時刻（日） 終了時刻（日）
バッチ報 開始時間（分） 終了時間（分）
日報カスタム 開始時刻（時：分） 終了時刻（時：分）

例	レポート種類：時報、レポート作成時刻：18:00 のとき

	 	 	 	 	
18:00 19:00

レポート
ファイル 1

レポート
ファイル 2

レポート
作成時刻

$ReportDataSum(Hour,R001,20,22)$ $ReportDataSum(Hour,R001,16,19)$

20:00 21:00 22:00 16:00 17:00 18:00 19:00

キーワード：$ReportDataSum(Hour,R001,20,22)$
19:00:01 ～ 22:00:00 の間に生成した時報データから、レポートチャネル R001 の 20:00、
21:00、22:00 のレポートデータ（積算値）を出力します。

キーワード：$ReportDataSum(Hour,R001,16,19)$
15:00:01 ～ 19:00:00 の間に生成した時報データから、レポートチャネル R001 の 16:00、
17:00、18:00 のレポートデータ（積算値）を出力します。19:00 の時報データは、別のレポー
トファイルになるので出力しません。

キーワード：$ReportDataSum(Hour,R001)$
レポートチャネル R001 の 1 ファイル分（18:00:01 ～ 18:00:00 の時報データ）のレポートデー
タ（積算値）を 19:00 から順に出力します。
	 時報の場合、開始時刻と終了時刻を省略すると、レポート作成時刻の次の時刻から 24 時
間分のデータを出力します。日報の場合も時報と同様にレポート作成日の次の日から 1 ヶ
月分のデータを出力します。

キーワード：$ReportDataSum(Hour,R001,08)$
07:00:01 ～ 18:00:00 の間に生成した時報データから、レポートチャネル R001 の 08:00 ～
18:00 のレポートデータ（積算値）を出力します。

付録 1　帳票テンプレートを作成する
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帳票テンプレート作成例
システム関連キーワードの作成例
キーワードと文字列の混在

ファイルヘッダ：$FileHeader$

日時：$DateTime$
↓

ファイルヘッダ：GX20

日時：2012/12/01 12:00:00

複数のキーワードと文字列の混在

機器番号：$Serial$  ファイルヘッダ：$FileHeader$

↓
機器番号：ABCDEFG  ファイルヘッダ：GX20

レポートデータ関連キーワードの作成例
以下の作成例は、レポートチャネル R001 の時報データを 101、102、103、104、105 とし、
レポートチャネル R002 の時報データを 201、202、203、204、205、206 として説明します。

$Repeat$ コマンドは、同じ列の最も近い上側のキーワードに対して適用されます。

$ReportDataInst(Hour,R001)$ 101
$Repeat$ 102
$Repeat$ 103
$Repeat$ → 104
$ReportDataInst(Hour,R002)$ 201
$Repeat$ 202
$Repeat$ 203
$Repeat$ 204
$Repeat$ 205

$Repeat$ コマンドは、同じ列であれば連続していない場合でも上側のキーワードが適用さ
れます。

$ReportDataInst(Hour,R001)$ 101
$Unit(R001)$ ℃
$Repeat$ 102
$Unit(R001)$ → ℃
$Repeat$ $Unit(R001)$ 103 ℃

システム関連キーワード、レポートデータ関連キーワード、および文字列を混在できます。
キーワードに対応するデータがない場合は、何も出力されません。

$ReportDataInst(Hour,R001)$($Unit(R001)$) 101(℃ )
$Repeat$ 102
$Repeat$ 103
$Repeat$($Unit(R001)$) → 104(℃ )
$Repeat$(℃ ) 105(℃ )
$Repeat$

付録 1　帳票テンプレートを作成する
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結合されたセルのキーワードは、最も左側の列が有効になります。

$ReportDataInst(Hour,R001)$ $ReportDataInst(Hour,R002)$
$Repeat$ $Repeat$

$Repeat$ $Repeat$
$Repeat$ $Repeat$

↓
101 201
102 202

203
103 204

キーワードの誤記や書式が違うと、キーワードをそのまま出力します。

$ReportDataInst(Hour,R)$ $ReportDataInst(Hour,R)$
→

$ReportDataInst(Hour,R002)$ 201
$Repeat$ $Repeat$
$Repeat$ 202
$Repeat$ 203
$Repeat$ 204

$ReportDataInst(Hour,R001)$
$ReportDataInst(Hour,R002)$

*1 101
$ReportDataInst(Hour,R002)$

*1	 ひとつのセルに複数のレポート関連キーワードを記述すると、先頭のキーワードだけが有効に
なります。

PDF 形式のレポートファイル、プリンタ出力用の帳票テンプレートを作成する
PDF 形式レポートファイル用の帳票テンプレート（*.tpl）は、SMARTDAC+ レポートテンプ
レートビルダで作成します。レポートテンプレートビルダは、下記の URL から無償でダウ
ンロードできます。
www.smartdacplus.com/software/ja/
レポートテンプレートビルダでは、表、グラフ、および文字列用の部品に、キーワードと
任意の文字列や画像（JPG、PNG、BMP）を配置して帳票テンプレートを作成します。
キーワードとは、表のセル、文字列部品、グラフに出力するデータを指定する記述です。任
意の文字列、および画像はそのままレポートに出力されます。

付録 1　帳票テンプレートを作成する
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テンプレートにグラフを挿入するには、［グラフ - GA10 用］アイコン  をクリックし、キー

ワード $ExtGraph(G1)$ を記述します。

使用可能なキーワードについては、前述の Excel 形式レポートファイル用の帳票テンプレー
トを作成するをご参照下さい。

付録 1　帳票テンプレートを作成する
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付録 2	 Modbus 機種定義ファイル記述例

Modbus 機種定義ファイルのサンプルを記載します。このサンプルは、定義した XML をど
のように記述するかの例を示すものです。
なお、Modbus 機種定義ファイルを作成する際には、接続する Modbus 機器の取扱説明書
に記載されているレジスタを参照してください。また、弊社ウェブサイトより「Modbus 機
種定義ファイル作成ツール」がダウンロードできますのでご利用ください。
www.smartdacplus.com/software/ja/

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<ModbusDevice Type="A" PortNo="502" CommandDelay="0">
  <Options>
    <Option Name="remote" />
  </Options>
  <Registers>
    <Register Name="PVERROR1" FunctionCode="3" Address="42002" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="PV1" FunctionCode="3" Address="42003" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="CSP1" FunctionCode="3" Address="42004" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="OUT1" FunctionCode="3" Address="42005" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="HOUT1" FunctionCode="3" Address="42006" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="COUT1" FunctionCode="3" Address="42007" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="MOD1" FunctionCode="3" Address="42008" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="PID1" FunctionCode="3" Address="42009" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="CSPNO" FunctionCode="3" Address="42010" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="ALM1" FunctionCode="3" Address="42011" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="ALM2" FunctionCode="3" Address="42013" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="PVERROR2" FunctionCode="3" Address="42018" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="PV2" FunctionCode="3" Address="42019" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="CSP2" FunctionCode="3" Address="42020" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="OUT2" FunctionCode="3" Address="42021" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="HOUT2" FunctionCode="3" Address="42022" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="COUT2" FunctionCode="3" Address="42023" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="MOD2" FunctionCode="3" Address="42024" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="PID2" FunctionCode="3" Address="42025" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="A11" FunctionCode="3" Address="42104" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="A21" FunctionCode="3" Address="42105" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="A31" FunctionCode="3" Address="42106" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="A41" FunctionCode="3" Address="42107" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="A12" FunctionCode="3" Address="42154" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="A22" FunctionCode="3" Address="42155" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="A32" FunctionCode="3" Address="42156" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="A42" FunctionCode="3" Address="42157" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="AL11" FunctionCode="3" Address="42801" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="AL21" FunctionCode="3" Address="42805" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="AL31" FunctionCode="3" Address="42809" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="AL41" FunctionCode="3" Address="42813" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="AL12" FunctionCode="3" Address="43901" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="AL22" FunctionCode="3" Address="43905" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="AL32" FunctionCode="3" Address="43909" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="AL42" FunctionCode="3" Address="43913" DataType="INT16"></Register>

機器から読み込むデータは全て記載します。

Type（Modbus 機器の名称はファイル名と一致させます。）
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付録 2　Modbus 機器定義ファイル記述例

    <Register Name="BSL" FunctionCode="3" Address="45109" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="PUNI1" FunctionCode="3" Address="45201" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="PDP1" FunctionCode="3" Address="45202" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="PRH1" FunctionCode="3" Address="45203" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="PRL1" FunctionCode="3" Address="45204" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="PUNI2" FunctionCode="3" Address="45221" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="PDP2" FunctionCode="3" Address="45222" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="PRH2" FunctionCode="3" Address="45223" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="PRL2" FunctionCode="3" Address="45224" DataType="INT16"></Register>

    <Register Name="CTRLMODE" FunctionCode="3" Address="45001" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="CTRLTYPEL1" FunctionCode="3" Address="45003" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="CTRLTYPEL2" FunctionCode="3" Address="45004" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="AMR" FunctionCode="3" Address="42301" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="AMW" FunctionCode="6" Address="42301" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="CAMR" FunctionCode="3" Address="42303" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="CAMW" FunctionCode="6" Address="42303" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="RSR" FunctionCode="3" Address="42304" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="RSW" FunctionCode="6" Address="42304" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="LRL1R" FunctionCode="3" Address="42306" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="LRL1W" FunctionCode="6" Address="42306" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="LRL2R" FunctionCode="3" Address="42307" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="LRL2W" FunctionCode="6" Address="42307" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="ATL1R" FunctionCode="3" Address="42308" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="ATL1W" FunctionCode="6" Address="42308" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="ATL2R" FunctionCode="3" Address="42309" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="ATL2W" FunctionCode="6" Address="42309" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="SPNOR" FunctionCode="3" Address="42312" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="SPNOW" FunctionCode="6" Address="42312" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="MOUTL1R" FunctionCode="3" Address="42333" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="MOUTL1W" FunctionCode="6" Address="42333" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="MOUTCL1R" FunctionCode="3" Address="42334" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="MOUTCL1W" FunctionCode="6" Address="42334" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="MOUTL2R" FunctionCode="3" Address="42335" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="MOUTL2W" FunctionCode="6" Address="42335" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="MOUTCL2R" FunctionCode="3" Address="42336" DataType="INT16"></Register>
    <Register Name="MOUTCL2W" FunctionCode="6" Address="42336" DataType="INT16"></Register>

  </Registers>
  
  <Channels>
    <Channel Name="PV1">
      <Init>
        <DecimalPos Register="PDP1"></DecimalPos>
        <Min Register="PRL1"></Min>
        <Max Register="PRH1"></Max>
        <Unit Register="PUNI1" Trans="temperature"></Unit>
      </Init>

単位

PV1 のチャネルの設定

少数点位置

値の最少、最大
PV1 の基本情報
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付録 2　Modbus 機器定義ファイル記述例

エラー（*1）

+over、-over

バーンアウト

PV1 のアラーム情報

      <Value Register="PV1">
        <PlusOver Register="PVERROR1" Mask="0x0010"></PlusOver>
        <MinusOver Register="PVERROR1" Mask="0x0020"></MinusOver>
        <DataError Register="PVERROR1" Mask="0x4000"></DataError>
        <Burnout>
          <Type Register="BSL"></Type>
          <Value Register="PVERROR1" Mask="0x0001"></Value>
        </Burnout>
      </Value>
      <Alarms>
        <Alarm>
          <Type Register="AL11" Trans="alarmTypesPV"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0001"></Value>
          <SetValue Register="A11"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL21" Trans="alarmTypesPV"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0002"></Value>
          <SetValue Register="A21"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL31" Trans="alarmTypesPV"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0004"></Value>
          <SetValue Register="A31"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL41" Trans="alarmTypesPV"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0010"></Value>
          <SetValue Register="A41"></SetValue>
        </Alarm>
      </Alarms>
    </Channel>
    <Channel Name="SP1">
      <Init>
        <DecimalPos Register="PDP1"></DecimalPos>
        <Min Register="PRL1"></Min>
        <Max Register="PRH1"></Max>
        <Unit Register="PUNI1" Trans="temperature"></Unit>
      </Init>
      <Value Register="CSP1"> </Value>
      <Alarms>
        <Alarm>
          <Type Register="AL11" Trans="alarmTypesSP"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0001"></Value>
          <SetValue Register="A11"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL21" Trans="alarmTypesSP"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0002"></Value>
          <SetValue Register="A21"></SetValue>
        </Alarm>

PV1 の値の情報

アラームのタイプ

アラームの値

アラームの設定値

*1：パラメータに複数の情報が含ま
れるため、マスクをかけています。

1 つ目のアラーム（最大 4 つ）

2 つ目のアラーム

3 つ目のアラーム

4 つ目のアラーム

SP1 のチャネルの設定
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付録 2　Modbus 機器定義ファイル記述例

        <Alarm>
          <Type Register="AL31" Trans="alarmTypesSP"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0004"></Value>
          <SetValue Register="A31"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL41" Trans="alarmTypesSP"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0010"></Value>
          <SetValue Register="A41"></SetValue>
        </Alarm>
      </Alarms>
    </Channel>
    <Channel Name="OUT1" DecimalPos="1" Min="0" Max="100" Unit="%">
      <Value Register="OUT1"></Value>
      <Alarms>
        <Alarm>
          <Type Register="AL11" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0001"></Value>
          <SetValue Register="A11"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL21" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0002"></Value>
          <SetValue Register="A21"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL31" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0004"></Value>
          <SetValue Register="A31"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL41" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0010"></Value>
          <SetValue Register="A41"></SetValue>
        </Alarm>
      </Alarms>
    </Channel>
    <Channel Name="HOUT1" DecimalPos="1" Min="0" Max="100" Unit="%">
      <Value Register="HOUT1"></Value>
      <Alarms>
        <Alarm>
          <Type Register="AL11" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0001"></Value>
          <SetValue Register="A11"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL21" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0002"></Value>
          <SetValue Register="A21"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>

OUT1 のチャネルの設定
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          <Type Register="AL31" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0004"></Value>
          <SetValue Register="A31"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL41" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0010"></Value>
          <SetValue Register="A41"></SetValue>
        </Alarm>
      </Alarms>
    </Channel>
    <Channel Name="COUT1" DecimalPos="1" Min="0" Max="100" Unit="%">
      <Value Register="COUT1"></Value>
      <Alarms>
        <Alarm>
          <Type Register="AL11" Trans="alarmTypesCOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0001"></Value>
          <SetValue Register="A11"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL21" Trans="alarmTypesCOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0002"></Value>
          <SetValue Register="A21"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL31" Trans="alarmTypesCOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0004"></Value>
          <SetValue Register="A31"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL41" Trans="alarmTypesCOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0010"></Value>
          <SetValue Register="A41"></SetValue>
        </Alarm>
      </Alarms>
    </Channel>
    <Channel Name="PIDNO1" DecimalPos="0" Min="0" Max="8">
      <Value Register="PID1"></Value>
    </Channel>
    <Channel Name="PV2">
      <Init>
        <DecimalPos Register="PDP2"></DecimalPos>
        <Min Register="PRL2"></Min>
        <Max Register="PRH2"></Max>
        <Unit Register="PUNI2" Trans="temperature"></Unit>
      </Init>
      <Value Register="PV2">
        <PlusOver Register="PVERROR2" Mask="0x0010"></PlusOver>
        <MinusOver Register="PVERROR2" Mask="0x0020"></MinusOver>
        <DataError Register="PVERROR2" Mask="0x4000"></DataError>
        <Burnout>

付録 2　Modbus 機器定義ファイル記述例
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          <Type Register="BSL"></Type>
          <Value Register="PVERROR2" Mask="0x0001"></Value>
        </Burnout>
      </Value>
      <Alarms>
        <Alarm>
          <Type Register="AL12" Trans="alarmTypesPV"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0001"></Value>
          <SetValue Register="A12"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL22" Trans="alarmTypesPV"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0002"></Value>
          <SetValue Register="A22"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL32" Trans="alarmTypesPV"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0004"></Value>
          <SetValue Register="A32"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL42" Trans="alarmTypesPV"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0010"></Value>
          <SetValue Register="A42"></SetValue>
        </Alarm>
      </Alarms>
    </Channel>
    <Channel Name="SP2">
      <Init>
        <DecimalPos Register="PDP2"></DecimalPos>
        <Min Register="PRL2"></Min>
        <Max Register="PRH2"></Max>
        <Unit Register="PUNI2" Trans="temperature"></Unit>
      </Init>
      <Value Register="CSP2"> </Value>
      <Alarms>
        <Alarm>
          <Type Register="AL12" Trans="alarmTypesSP"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0001"></Value>
          <SetValue Register="A12"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL22" Trans="alarmTypesSP"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0002"></Value>
          <SetValue Register="A22"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL32" Trans="alarmTypesSP"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0004"></Value>
          <SetValue Register="A32"></SetValue>
        </Alarm>

付録 2　Modbus 機器定義ファイル記述例



付-17IM 04L65B01-01JA

付
録

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

付

索

13

14

15

        <Alarm>
          <Type Register="AL42" Trans="alarmTypesSP"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0010"></Value>
          <SetValue Register="A42"></SetValue>
        </Alarm>
      </Alarms>
    </Channel>
    <Channel Name="OUT2" DecimalPos="1" Min="0" Max="100" Unit="%">
      <Value Register="OUT2"></Value>
      <Alarms>
        <Alarm>
          <Type Register="AL12" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0001"></Value>
          <SetValue Register="A12"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL22" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0002"></Value>
          <SetValue Register="A22"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL32" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0004"></Value>
          <SetValue Register="A32"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL42" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0010"></Value>
          <SetValue Register="A42"></SetValue>
        </Alarm>
      </Alarms>
    </Channel>
    <Channel Name="HOUT2" DecimalPos="1" Min="0" Max="100" Unit="%">
      <Value Register="HOUT2"></Value>
      <Alarms>
        <Alarm>
          <Type Register="AL12" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0001"></Value>
          <SetValue Register="A12"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL22" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0002"></Value>
          <SetValue Register="A22"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL32" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0004"></Value>
          <SetValue Register="A32"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>

付録 2　Modbus 機器定義ファイル記述例
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          <Type Register="AL42" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0010"></Value>
          <SetValue Register="A42"></SetValue>
        </Alarm>
      </Alarms>
    </Channel>
    <Channel Name="COUT2" DecimalPos="1" Min="0" Max="100" Unit="%">
      <Value Register="COUT2"></Value>
      <Alarms>
        <Alarm>
          <Type Register="AL12" Trans="alarmTypesCOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0001"></Value>
          <SetValue Register="A12"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL22" Trans="alarmTypesCOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0002"></Value>
          <SetValue Register="A22"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL32" Trans="alarmTypesCOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0004"></Value>
          <SetValue Register="A32"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL42" Trans="alarmTypesCOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0010"></Value>
          <SetValue Register="A42"></SetValue>
        </Alarm>
      </Alarms>
    </Channel>
    <Channel Name="PIDNO2" DecimalPos="0" Min="0" Max="8">
      <Value Register="PID2"></Value>
    </Channel>
    <Channel Name="SPNO" DecimalPos="0" Min="1" Max="8">
      <Value Register="CSPNO"></Value>
    </Channel>
    <Channel Name="AUTO/MAN" DecimalPos="0" Min="0" Max="1">
      <Value Register="MOD1" Mask="0x0001"></Value>
    </Channel>
    <Channel Name="AUTO/MAN/CAS" DecimalPos="0" Min="0" Max="2">
      <Value Register="MOD1" Mask="0x0070" Trans="AMCValue"></Value>
    </Channel>
    <Channel Name="LOCAL/REMOTE1" DecimalPos="0" Min="0" Max="1">
      <Value Register="MOD1" Mask="0x0002"></Value>
    </Channel>
    <Channel Name="LOCAL/REMOTE2" DecimalPos="0" Min="0" Max="1">
      <Value Register="MOD2" Mask="0x0002"></Value>
    </Channel>
    <Channel Name="RUN/STOP" DecimalPos="0" Min="0" Max="1">
      <Value Register="MOD1" Mask="0x0004"></Value>

付録 2　Modbus 機器定義ファイル記述例
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    </Channel>
    <Channel Name="AutoTuning1" DecimalPos="0" Min="0" Max="1">
      <Value Register="MOD1" Mask="0x4000"></Value>
    </Channel>
    <Channel Name="AutoTuning2" DecimalPos="0" Min="0" Max="1">
      <Value Register="MOD2" Mask="0x4000"></Value>
    </Channel>
    <Channel Name="CTRLMODE" DecimalPos="0" Min="0" Max="100">
      <Value Register="CTRLMODE">
      </Value>
    </Channel> 
   <Channel Name="CTRLTYPE1" DecimalPos="0" Min="0" Max="100">
      <Value Register="CTRLTYPEL1">
      </Value>
    </Channel> 
   <Channel Name="CTRLTYPE2" DecimalPos="0" Min="0" Max="100">
      <Value Register="CTRLTYPEL2">
      </Value>
    </Channel> 
    <Channel Name="C_AUTO/MAN" DecimalPos="0" Min="0" Max="1">
      <Value Register="AMR">
	 <Write Register="AMW">
	 </Write>
	 </Value>
    </Channel>
    <Channel Name="C_AUTO/MAN/CAS" DecimalPos="0" Min="0" Max="2">
      <Value Register="CAMR">
	 <Write Register="CAMW">
	 </Write>
     </Value>
    </Channel>
    <Channel Name="C_RUN/STOP" DecimalPos="0" Min="0" Max="1">
      <Value Register="RSR">
	 <Write Register="RSW">
	 </Write>
      </Value>
    </Channel>
    <Channel Name="C_LOCAL/REMOTE1" DecimalPos="0" Min="0" Max="1">
      <Value Register="LRL1R">
	 <Write Register="LRL1W">
	 </Write>
      </Value>
    </Channel>
    <Channel Name="C_LOCAL/REMOTE2" DecimalPos="0" Min="0" Max="1">
      <Value Register="LRL2R">
	 <Write Register="LRL2W">
	 </Write>
      </Value>
    </Channel>
    <Channel Name="C_AUTOTUNING1" DecimalPos="0" Min="0" Max="9">
      <Value Register="ATL1R">

付録 2　Modbus 機器定義ファイル記述例
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	 <Write Register="ATL1W">
	 </Write>
      </Value>
    </Channel>
    <Channel Name="C_AUTOTUNING2" DecimalPos="0" Min="0" Max="9">
      <Value Register="ATL2R">
	 <Write Register="ATL2W">
	 </Write>
      </Value>
    </Channel>
    <Channel Name="C_SPNO" DecimalPos="0" Min="1" Max="8">
      <Value Register="SPNOR">
	 <Write Register="SPNOW">
	 </Write>
      </Value>
    </Channel>
    <Channel Name="C_MOUT1" DecimalPos="1" Min="0" Max="100" Unit="%">
      <Value Register="MOUTL1R">
	 <Write Register="MOUTL1W">
	 </Write>
      </Value>
      <Alarms>
        <Alarm>
          <Type Register="AL11" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0001"></Value>
          <SetValue Register="A11"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL21" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0002"></Value>
          <SetValue Register="A21"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL31" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0004"></Value>
          <SetValue Register="A31"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL41" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0010"></Value>
          <SetValue Register="A41"></SetValue>
        </Alarm>
      </Alarms>
    </Channel>
    <Channel Name="C_MCOUT1" DecimalPos="1" Min="0" Max="100" Unit="%">
      <Value Register="MOUTCL1R">
	 <Write Register="MOUTCL1W">
	 </Write>
      </Value>
      <Alarms>
        <Alarm>

付録 2　Modbus 機器定義ファイル記述例
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          <Type Register="AL11" Trans="alarmTypesCOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0001"></Value>
          <SetValue Register="A11"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL21" Trans="alarmTypesCOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0002"></Value>
          <SetValue Register="A21"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL31" Trans="alarmTypesCOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0004"></Value>
          <SetValue Register="A31"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL41" Trans="alarmTypesCOUT"></Type>
          <Value Register="ALM1" Mask="0x0010"></Value>
          <SetValue Register="A41"></SetValue>
        </Alarm>
      </Alarms>
     </Channel>
    <Channel Name="C_MOUT2" DecimalPos="1" Min="0" Max="100" Unit="%">
      <Value Register="MOUTL2R">
	 <Write Register="MOUTL2W">
	 </Write>
      </Value>
      <Alarms>
        <Alarm>
          <Type Register="AL12" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0001"></Value>
          <SetValue Register="A12"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL22" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0002"></Value>
          <SetValue Register="A22"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL32" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0004"></Value>
          <SetValue Register="A32"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL42" Trans="alarmTypesOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0010"></Value>
          <SetValue Register="A42"></SetValue>
        </Alarm>
      </Alarms>
     </Channel>
    <Channel Name="C_MCOUT2" DecimalPos="1" Min="0" Max="100" Unit="%">
      <Value Register="MOUTCL2R">

付録 2　Modbus 機器定義ファイル記述例
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	 <Write Register="MOUTCL2W">
	 </Write>
      </Value>
      <Alarms>
        <Alarm>
          <Type Register="AL12" Trans="alarmTypesCOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0001"></Value>
          <SetValue Register="A12"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL22" Trans="alarmTypesCOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0002"></Value>
          <SetValue Register="A22"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL32" Trans="alarmTypesCOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0004"></Value>
          <SetValue Register="A32"></SetValue>
        </Alarm>
        <Alarm>
          <Type Register="AL42" Trans="alarmTypesCOUT"></Type>
          <Value Register="ALM2" Mask="0x0010"></Value>
          <SetValue Register="A42"></SetValue>
        </Alarm>
      </Alarms>
    </Channel> 
 </Channels>
  <TransTables>
    <Table Name="AMCValue" ToDataType="Int">
      <Value From="0x0020" To="0"></Value>
      <Value From="0x0040" To="1"></Value>
      <Value From="0x0010" To="2"></Value>
    </Table>
    <Table Name="temperature" ToDataType="String">
      <Value From="0" To=" "></Value>
      <Value From="1" To="°C"></Value>
      <Value From="2" To=" "></Value>
      <Value From="3" To=" "></Value>
      <Value From="4" To=" "></Value>
      <Value From="5" To="°C"></Value>
    </Table>
    <Table Name="alarmTypesPV" ToDataType="String">
      <Value From="0" To="OFF"></Value>
      <Value From="1" To="H"></Value>
      <Value From="2" To="L"></Value>
      <Value From="3" To="ETC"></Value>
      <Value From="4" To="ETC"></Value>
      <Value From="5" To="ETC"></Value>
      <Value From="6" To="ETC"></Value>
      <Value From="7" To="ETC"></Value>
      <Value From="8" To="ETC"></Value>

付録 2　Modbus 機器定義ファイル記述例
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      <Value From="9" To="ETC"></Value>
      <Value From="10" To="ETC"></Value>
      <Value From="11" To="ETC"></Value>
      <Value From="12" To="ETC"></Value>
      <Value From="13" To="ETC"></Value>
      <Value From="14" To="ETC"></Value>
      <Value From="15" To="ETC"></Value>
      <Value From="16" To="ETC"></Value>
      <Value From="17" To="ETC"></Value>
      <Value From="18" To="ETC"></Value>
      <Value From="19" To="ETC"></Value>
      <Value From="20" To="ETC"></Value>
      <Value From="21" To="ETC"></Value>
      <Value From="22" To="ETC"></Value>
      <Value From="23" To="ETC"></Value>
      <Value From="24" To="ETC"></Value>
      <Value From="25" To="ETC"></Value>
      <Value From="26" To="ETC"></Value>
      <Value From="27" To="ETC"></Value>
      <Value From="28" To="ETC"></Value>
      <Value From="29" To="ETC"></Value>
      <Value From="30" To="ETC"></Value>
      <Value From="31" To="ETC"></Value>
    </Table>
    <Table Name="alarmTypesSP" ToDataType="String">
      <Value From="3" To="H"></Value>
      <Value From="4" To="L"></Value>
      <Value From="9" To="H"></Value>
      <Value From="10" To="L"></Value>
      <Value From="11" To="ETC"></Value>
      <Value From="12" To="ETC"></Value>
      <Value From="13" To="ETC"></Value>
      <Value From="14" To="ETC"></Value>
    </Table>
   <Table Name="alarmTypesOUT" ToDataType="String">
      <Value From="15" To="H"></Value>
      <Value From="16" To="L"></Value>
    </Table>
    <Table Name="alarmTypesCOUT" ToDataType="String">
      <Value From="17" To="H"></Value>
      <Value From="18" To="L"></Value>
    </Table>
  </TransTables>
</ModbusDevice>[EOF]

付録 2　Modbus 機器定義ファイル記述例
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付録 3	 GA10 の保存データサイズについて

GA10 の記録ファイルサイズは、下表の「各ブロックサイズの合計」を目安としてください。
なお、レポート／印刷機能（付加仕様、/RP）を使用して印刷を行う場合は、下表で合計し
たファイルサイズの 2 倍のハードディスクの空き容量を消費しますのでご注意ください。

ファイルの各ブロックサイズの計算方法

ブロック サイズ（バイト）
共通 2568
グループ情報 24 + （208 + 216 x グループ内割り付けチャネル数）x グループ数
チャネル情報 24 + 408 x チャネル数
メッセージ情報 72 + 200 x メッセージ数
記録データ 424 + 16 x チャネル数 +（16 + データサイズ x チャネル数）x データ数

•	 記録データの「データサイズ」と「データ数」には、以下を当てはめてください。
	 データサイズ = 最大 6 バイト
	 データ数 = 記録時間 / 記録周期
•	 なお、計算でのファイルサイズは、おおよその目安としてご利用ください。

計算例
500 チャネル、記録周期 1 秒、表示グループ 10 個、各表示グループに割り付けるチャネル
数 50 個、メッセージ 10 個、1 時間記録した場合のファイルサイズを計算します。

ブロック サイズ（バイト）
共通 2568
グループ情報 24 + (208 + 216 x 50) x 10 = 110104
チャネル情報 24 + 408 x 500 = 204024
メッセージ情報 72 + 200 x 10（メッセージ数）= 2072
記録データ 424 + 16 x 500 + (16 + 6 x 500) x 3600 = 10866024

ファイルサイズ = 共通＋グループ情報＋チャネル情報＋メッセージ情報＋記録データ
=11184792 バイト
11184792 (byte) /1024/1024 =10.66665 (MByte) = 約 11 メガバイト

作成されるファイルサイズ = 約 11 メガバイトとなり、レポート／印刷機能を使用する場合
は、約 21 メガバイトの HDD を消費します。
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付録 4	 GateSushi 設定ファイルの記述

GateSushi 設定インポート機能について
GateSushi の設定ファイルはテキスト形式になっているため、テキストエディタや Excel で
設定内容を編集することができます。編集した設定ファイルは、GateSushi の設定ファイル
インポート機能で読み込むことができます。
インポート機能は、設定インポートとセンサインポートの 2 種類があります。
動作の違い、および、おすすめの使用方法は以下です。

設定インポート
現在の設定を破棄し、初期状態に戻した後に設定内容を反映します。
キーワードを記述しなかった設定項目はインポート後に初期値になります。
以下のケースに適しています。

・	 初期セットアップしたい
・	 ある PC で構築した GateSushi 設定を他の PC の GateSushi に再利用したい
・	 設定を初期状態からやり直したい

センサインポート
現在の設定に対して、センサの登録、削除、交換、パラメータ設定を反映します。
以下のケースに適しています。

・	 運用後にセンサを追加したい (GA10 の収集停止が必要 )
・	 定期メンテナンスなどの作業時、アラーム設定を一時的に全て OFF にして不要な警報

が発生しないようにしたい

GateSushi 設定ファイルの記述について
設定インポートとセンサインポートは、記述規則やインポート対象の設定項目に違いがあ
ります。
この付録では、はじめに設定インポートのファイル記述で基本となる記述規則を説明し、次
にセンサインポートのファイル記述を説明します。
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設定インポートのファイル記述
記述サンプル
#
# GA10 Sushi configuration file
#

# GateSushi port settings
HTTP_PORT,34591
GA10_PORT, 34592

# Sushi group settings
GROUP_NAME,   1, Sushi group 01
GROUP_NAME,   2, Sushi group 02
#...
GROUP_NAME, 200, Sushi group 200

# Sushi register & parameter settings
ADD_SENSOR, 1, 00:00:64:FF:FE:A9:00:01, Compressor, VIBRATION
BATLIFE,      ON, 1, 1, Comp_Battery, 1,  0.0, 100.0,    %, NONE, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0,    D, 120, 0
XS770A_ZA,   ON, 1, 1, Comp_Z_Acc,  1  0.0, 130.0,  m/s2, NONE, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0, OFF,   0, 0
XS770A_ZV,   ON, 1, 1, Comp_Z_Vel,  1,  0.0,  20.0, mm/s, NONE, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0, OFF,    0, 0
XS770A_TEMP, ON, 1, 1, Comp_Tempe, 1, -20.0,  85.0,  °C, NONE, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0, OFF,    0, 0

編集をはじめる前に
以下の推奨事項、注意事項があります。

・	 はじめて編集をするときは、設定エクスポートで設定ファイルを保存し、そのファイル
の記述を参考にする、またはコピー貼り付けを行うとよいです。

・	 Excel で編集するときは、「名前を付けて保存」からファイル形式「CSV」または「テキスト ( タ
ブ区切り )」を指定して保存してください。Excel の CSV、TSV ファイル展開は、通常で
はデフォルト形式が「Unicode テキスト」になっていますので、そのまま上書き保存を
すると、CSV、TSV 形式の記述が破損します。

・	 テキストエディタで編集するときは、保存時の文字コード設定に注意してください。
GateSushi 設定ファイルの文字コード形式は UTF-8 です。一般的なテキストエディタで
あればファイル展開時の文字コード形式で保存されますが、もし UTF-8 以外で保存する
と GateSushi 画面からインポートしたときに正しく読み込めません。テキストエディタ
は Windows 標準のテキストエディタを推奨します。

ここからは基本規則の説明になります。

付録 4　GateSushi 設定ファイルの記述
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テキスト形式 (CSV、TSV)
GateSushi 設定ファイルは、カンマ区切り CSV 形式、タブ区切り TSV の 2 種類に対応して
います。テキスト編集時は、以下の規則で記述してください。
形式によって小数点文字が異なりますので注意してください。
テキスト形式 記述
CSV カンマ区切り、小数点ピリオド

( 例 ) Comp_Battery,1,0.0,100.0
TSV タブ区切り、小数点カンマ

( 例 ) Comp_Battery    1    0,0    100,0

記述フォーマット
1 列目がキーワード、2 列目以降が値となります。
以下の例ではキーワードが「ADD_SENSOR」、「1」以降が各値になります。

( 例 ) ADD_SENSOR , 1 , 00:00:64:FF:FE:A9:00:01 , Compressor , VIBRATION

キーワード ( 設定項目 ) の省略
前述のとおり、設定インポートは現在の設定を破棄してから実行されます。このため、キー
ワードを記述しなかった設定項目はインポート後、初期値になります。

区切り文字の前後の空白
区切り文字の前後のスペースは無視されます。インポート結果には影響しません。
記述例は、前述の記述サンプルをご覧ください。

区切り内の引用符
区切り内の値を引用符で囲う必要はありません。*
記述例は、前述の記述サンプルをご覧ください。
* 値を引用符で囲うこともできます。インポート結果には影響しません

( 例 ) “Comp_Battery” , “1” , “0.0” , “100.0”
ただし値そのものに引用符を使用することはできません。
値に引用符が使用されているとインポートエラーになりますのでご注意ください。

記述のない行 ( 空行 )
記述のない行 ( 空行 ) は無視されますので、インポート結果には影響しません。
記述例は、前述の記述サンプルをご覧ください。

コメント行
行の先頭文字を # にするとコメント行となります。インポート結果には影響しません。
記述例は、前述の記述サンプルをご覧ください。

禁止文字
（‘） （“） （;） （,） は禁止文字です。値に使用することはできません。いずれかの値に禁止文字が

使用されているとエラーになりますのでご注意ください。ただし、TSV ファイル中の小数点
としての （,）は例外です。

基本規則の説明はここまでです。
以降は、設定項目の説明になります。
ここでは設定項目の記述方法と注意点のみを記載します。設定内容は「第 13 章 GateSushi 
機能（付加仕様、/SU）」に従いますので、各設定の説明をご覧ください。
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設定項目 ポート番号
GateSushi のポート番号を記述します。
記述例は、前述の記述サンプルをご覧ください。
項目 キーワード 値
HTTP ポート HTTP_PORT ポート番号
GA10 ポート GA10_PORT ポート番号

ポート番号をインポートするだけでは実際の動作には適用されません。GateSushi 画面から
のポート番号設定と同じく、GA10 画面から GateSushi サーバ再起動してください。

  13.14 オプションを設定する

設定項目 グループ名設定
Sushi グループ番号ごとのグループ名を記述します。
記述例は、前述の記述サンプルをご覧ください。
項目 キーワード 値 1 値 2
Sushi グループ名 GROUP_NAME グループ番号 グループ名

記述しなかったグループ番号はインポート後に初期値になります。
  13.6.1 グループ名の設定

設定項目 センサ登録
センサを登録します。
記述例は、前述の記述サンプルをご覧ください。
項目 キーワード 値 1 値 2
センサ登録 ADD_SENSOR グループ番号 EUI

値 3 値 4
機器タグ センサ種類

次のパラメータ設定を記述しなかったセンサは、全パラメータが使用 OFF となります。
  13.6.2 Sushi Sensor のグループ割付

値 4 センサ種類 の記述は以下です。
センサ種類 記述
振動 VIBRATION
圧力 PRESSURE
温度 TEMP
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設定項目 パラメータ設定
前述のセンサ登録 (ADD_SENSOR) の次の行から続けて記述してください。
使用 ON にするパラメータのみを記述してください。
記述例は、前述の記述サンプルをご覧ください。
項目 キーワード 値 1 値 2
パラメータ設定 パラメータ種類 使用 (ON 固定 ) 機器チャネル (1 固

定 )

値 3 値 4 値 5 値 6
GA10 タグ (1 固定 ) タグコメント スパン

小数点
スパン
最小

値 7 値 8 値 9 値 10
スパン
最大

単位文字列 単位変換 アラーム 1
種類

値 11 値 12 値 13 値 14
アラーム 1
値

アラーム 1
ヒステリシス

アラーム 2
種類

アラーム 2
値

値 15 値 16 値 17 値 18
アラーム 2
ヒステリシス

アラーム 3
種類

アラーム 3
値

アラーム 3
ヒステリシス

値 19 値 20 値 21
アラーム 4
種類

アラーム 4
値

アラーム 4
ヒステリシス

  13.7 Sushi Sensor のパラメータを設定する

キーワード パラメータ種類は、センサ種類ごとに異なります。
振動センサのパラメータ種類は以下です。
パラメータ種類 ( 振動 ) 記述
起動経過時間 UPTIME
電池残量 BATLIFE
受信強度 RSSI
パケットエラー比 PER
S/N 比 SNR
GPS 経度 LONGTITUDE
GPS 緯度 LATITUDE
Z ステータス XS770A_ZSTATUS
Z 加速度 XS770A_ZA
Z 速度 XS770A_ZV
XYZ ステータス XS770A_XYZSTATUS
XYZ 加速度 XS770A_XYZA
XYZ 速度 XS770A_XYZV
X ステータス XS770A_XSTATUS
X 加速度 XS770A_XA
X 速度 XS770A_XV
Y ステータス XS770A_YSTATUS
Y 加速度 XS770A_YA
Y 速度 XS770A_YV
温度 XS770A_TEMP
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圧力センサのパラメータ種類は以下です。
パラメータ種類 ( 圧力 ) 記述
起動経過時間 UPTIME
電池残量 BATLIFE
受信強度 RSSI
パケットエラー比 PER
S/N 比 SNR
GPS 経度 ACC_LONGTITUDE
GPS 緯度 ACC_LATITUDE
GPS 高度 ACC_ALTITUDE
圧力ステータス XS530_PSTATUS
圧力 XS530_P
温度ステータス XS530_TSTATUS
温度 XS530_TEMP

温度センサのパラメータ種類は以下です。
パラメータ種類 ( 温度 ) 記述
起動経過時間 UPTIME
電池残量 BATLIFE
受信強度 RSSI
パケットエラー比 PER
S/N 比 SNR
GPS 経度 ACC_LONGTITUDE
GPS 緯度 ACC_LATITUDE
GPS 高度 ACC_ALTITUDE
温度 1 ステータス XS550_TSTATUS1
温度 1 XS550_TEMP1
温度 2 ステータス XS550_TSTATUS2
温度 2 XS550_TEMP2

値 1 使用は「ON」と記述してください。

値 2 機器チャネル、値 3 GA10 タグ は「1」と記述してください。
機器チャネルと GA10 タグの割り当てはインポート時に自動で行われます。

値 5 スパン小数点は「0」から「5」の間で指定してください。

値 6 スパン最小、値 7 スパン最大の小数点は、記述に関係なく値 5 スパン小数点が適用さ
れます。
( 例 ) 最小 0.000、最大 10.000 と記述しても、小数点 1 なら 0.0、10.0 と反映されます。

値 9 単位変換 は一部のパラメータのみ指定できます。記述は以下です。
単位変換に対応していなパラメータは「NONE」と記述してください。
パラメータ種類 単位変換 記述
圧力 MPa ( デフォルト ) NONE

kPa KPA
hPa HPA
bar BAR
mbar MBAR

温度 なし NONE
Kelvin K

上記以外 なし NONE
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値 10、13、16、19 アラーム種類 の記述は以下です。
データ抜け検知を指定する場合は、アラーム値に検知時間 ( 分 ) を記述してください。
データ抜け検知は、センサ内に 1 つ設定してください。1 つのセンサに複数の異なる検知時
間が記述されている場合は、最初に記述されている検知時間が適用され、警告が表示され
ます。
アラーム種類 記述
使用しない OFF
上限 High H
下限 Low L
変化率上限 rHigh RH
変化率下限 rLow RL
データ抜け検知 D

設定項目 記述が適切でない場合
記述が適切でない場合は読み込まれません。インポート後に警告メッセージ W2202 が表示
されますので、その内容に従って記述を訂正してください。

センサインポートのファイル記述
記述サンプル
# Register
ADD_SENSOR, 1, 00:00:64:FF:FE:A9:00:02, Compressor, VIBRATION
BATLIFE, ON, 1, 1, Comp_Battery, 1, 0.0, 100.0, %, NONE, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0, D, 120, 0
XS770A_ZA, ON, 1, 1, Comp_Z_Acc, 1, 0.0, 130.0, /s2, NONE, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0
XS770A_ZV, ON, 1, 1, Comp_Z_Vel, 1, 0.0, 20.0, mm/s, NONE, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0
XS770A_TEMP, ON, 1, 1, Comp_Tempe, 1, -20.0, 85.0, °C, NONE, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0

# Delete
DELETE_SENSOR, 2, 00:00:64:FF:FE:A9:00:03

# Replace
REPLACE_SENSOR, 3, 00:00:64:FF:FE:A9:00:04, TO, 00:00:64:FF:FE:A9:00:05

# Change parameter (Sample: Set alarm type and value)
CHANGE_PARAMETER, 2, 00:00:64:FF:FE:A9:00:06, Compressor, VIBRATION
BATLIFE, ON, 1, 1, Comp_Battery, 1, 0.0, 100.0, %, NONE, L, 20, 0, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0, D, 120, 0
XS770A_ZA, ON, 1, 1, Comp_Z_Acc, 1, 0.0, 130.0, m/s2, NONE, H, 100, 0, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0
XS770A_ZV, ON, 1, 1, Comp_Z_Vel, 1, 0.0,   20.0, mm/s, NONE, H, 15, 0, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0
XS770A_TEMP, ON, 1, 1, Comp_Tempe, 1, -20.0, 85.0, °C, NONE, H, 50, 0, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0, OFF, 0, 0

センサインポート固有の記述
基本規則は、前述の設定インポート記述と同様です。
ここでは、センサインポート固有の記述および特記事項のみを記載します。

設定項目 ポート番号
センサインポートではポート番号の変更はできません。
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設定項目 グループ名設定
センサインポートではグループ名の変更はできません。

設定項目 グループ名設定
センサインポートではグループ名の変更はできません。

設定項目 センサ登録
設定インポートと同じ記述です。

設定項目 センサ削除
センサを削除します。
センサインポート専用のキーワードです。
記述例は、前述の記述サンプルをご覧ください。
項目 キーワード 値 1 値 2
センサ削除 DELETE_SENSOR グループ番号 EUI

 13.7 Sushi Sensor のパラメータを設定する

設定項目 センサ交換
センサを交換します。
センサインポート専用のキーワードです。
記述例は、前述の記述サンプルをご覧ください。
項目 キーワード 値 1 値 2
センサ交換 REPLACE_SENSOR グループ番号 旧 EUI

値 3 値 4
TO ( 固定 ) 新 EUI

 13.13 登録済みの Sushi Sensor を交換する

設定項目 パラメータ変更
登録済みのセンサのパラメータ設定を変更します。
センサインポート専用のキーワードです。
このキーワードの次の行から、対象のセンサ種類に対応したパラメータ種類と設定値を記
述してください。パラメータの記述は前述の設定インポートと同じです。
記述例は、前述の記述サンプルをご覧ください。
項目 キーワード 値 1 値 2
パラメータ CHANGE_PARAMETER グループ番号 EUI

値 3
機器タグ

センサインポートの場合は、使用に「ON」「OFF」のどちらかを記述できます。登録済みの
センサのパラメータを OFF にしたい場合は使用「OFF」と記述してください。
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